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　荒れ狂う吹ふ雪ぶきは衰える様子を見せず、むしろ先ほどよりもよほど風音が強くなっているような気がする。膝ひざの高さにまで積もった雪は体力と体温を同時に奪い、かじかむ指先を分厚い手袋の上から擦こすり合わせても、すでに痛み以外の感覚は返ってこない。粘っこい疲労の熱が身体からだの芯しんを蝕むしばみ、しかしその温度だけが今の彼を動かしている唯一の熱源だった。目の前一面に広がる雪の海を、まさしく泳ぐようにして搔かき分けていく。

　背後に続くのは砕けた雪の轍わだち、それを振り返る気ももう起こらない。ともすれば思考を失いがちなほどに、頭の中が熱病のようにぼんやりと濁っている。その熱を逃がそうと思い、彼は大きく、深く呼吸をした。冷たい空気が肺を刺す。

　いつの間にか、彼の背は重い荷物でも背負っているかのように丸まりはじめていた。体力が限界に近づいている証拠だ。その視線はすでに足元のみに注がれ、もはや前方を見てもいなかった。一歩、一歩、踏みしめるように雪を割っていき──

　木にぶつかった。

　ぐらりとよろめき、仰あお向むけに倒れる。頭上に雪雲が見えたのはほんの一瞬だけのこと、すぐに木の枝に蓄えられていた雪が彼の顔面に降り注いだ。

　むっくりと、上半身だけでその場に起き上がる。頭を振り、雪を払い除のけた拍子に、身に纏まとった防寒具のフードがずれ落ちた。

　白い髪が、ぱっ、と吹雪の中に舞った。

　ぼんやりと、今し方ぶつかった目の前の大木を見つめる。小さく息を吞のみ、それから彼は体勢を立て直した。膝ひざ立だちに雪の中に立ち上がり、足元の雪を、己が両手を道具にして掘り進んでいく。

　すでに痛みも感じなかった。ただ痺しびれるような、失われていくような、虚無的な感覚だけが返ってくる。それでも彼は手を動かすのを止やめない。自分の墓穴を掘る機械人形のような不気味な勤勉さで、黙々と雪に穴を掘りつづける。

　やがて──

　彼の動きが、緩慢に停止した。しばらく考え込むような素振りを見せてから、彼は手袋を外す。自分で掘った雪穴に、剝むき出しになったその手をゆっくりと差し込んでいった。なにかを確かめるように、二度、三度と手を動かしてから、おもむろに穴に口を近づけ、何事かを囁ささやく。

　その瞬間、少し離れた場所の雪が、「ぼすん」と沈み込んだ。

　吹雪の轟ごう音おんを圧おしてなお、その音は広がっていく。と同時に、なにが起きているのかが彼の目にも見えた。

『穴』だった。

　突如として地面に現れた『穴』が──雪を吞み込みながら、広がりつつあった。

　それを見ても、どういう情動も彼は表さない。透明な表情を浮かべたまま、どこか絶望したような目で、次第に大きくなっていくその『穴』を見つめている。ゆっくりとではあるが、確実に近づいてくるそれを、彼はひたと見据えつづけ──

　やがて、あっけないほど簡単に、彼はその『穴』の中に落ちていった。

　あとにはなにも残らない。『穴』自体も、一定の大きさに広がった時点で、拡大を停止した。重々しい鉄の音が冷えた空気にどこまでも響き渡り、吹雪の風鳴りに余韻を残して吸い込まれていった。
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　破片世界ビースコート島は、『群島』タイプの世界である。この世界の形は一辺が約二百リ・モール（四百キロメートルほど）の立方体であり、その巨大なサイコロの内部に、いくつかの大きな島と、たくさんの小島がちりばめられている。歓楽街、及び島の行政区域である、コートの中心地『商業島』。商業島から少し離れた場所に位置する、人々の住み暮らす『住宅島』。そして、管制塔のある『管理島』などが、この世界の主要な島々だ。

　一辺二百リ・モールの立方体の世界ともなれば、数ある破片世界の中でもかなり大きい部類に入る。が、人口は百五十万人ほどとさして多くはない。総面積の七割が海に属しており、人の住む場所は商業島や住宅島などに限られているためだ。漁業と観光業以外の産業に乏しいコート島は、他の多くの世界のご多分に漏れず、拠港ポートからの交易に大きく依存してもいた。

　拠港は、断面エツジの中心にひとつだけ存在する。断面とは世界を区切るものであり──要するに、十面体の世界ならば十の断面が、コートのように六面体の世界ならば六の断面が存在し、そしてそれと同じ数だけの拠港が口を開けている。拠港と拠港とのあいだに作り出される航バ路スと呼ばれる通り道だけが、唯一他の世界へと移動する手段なのである。

　しかし、だからといってコート島の交易点が六つもあると思うのは、素人しろうと考えというものだ。現実問題として、上方と下方の拠港は使いようがなかった。彼かの大貿易都市エルム・セイクリッドほどになれば話は別だが、最上空の拠港への足がかりとなる大建築物を造れるほど、コート島の島政府は財政的・技術的に優れているわけではない。それは下方の拠港も同じことで、上空に比べればまだ現実味があるとはいえ、海中に開く拠港ポートを交易路とするのはいかにも無理がある。そんなわけでコート島が使用している拠港は、東西南北の四つの拠港に限られていた。

　だが、それとて簡単に使用できている、というわけではない。なにしろ拠港は断面エツジの中央にしか存在しないのだ。この破片世界ビースを形作っている六つの断面、サイコロで言えば数字を示す穴の穿うがたれている平面の中央が、ぴったり地面（あるいは海面）と同じ高さにあるとは限らない。というより、そちらのほうが稀け有うな例だ。たいていの拠港は空中に浮かんでいたり、そうでなければ地中（あるいは海中）に埋もれていたりしていて、足場を作ったり穴を掘ったりしなくては拠港を使用することができない。

　幸いなことに、コート島の東西南北の四つの拠港のうち、東西北の三つの拠港は確固とした地面の上に開かれている。南の拠港だけは海上に位置するので、足場作りに難点があったが、それもいずれ解決するだろう、というのが島政府の見解だ。というのも、近年島政府が積極的に進めていた、『失われた技術』による交通技術──『島間鉄道』が、今年になってようやく使えるようになったからだった。

　他世界との交易点である拠港と、前述の三つの島々が島間鉄道によって結ばれれば、経済の飛躍的な振興が期待できる。新任市長であるジーニッツはこの機会を逃さなかった。これまで夜間は封鎖されていた拠港の使用時間を大幅に延長することによって、より多くの旅商人や旅隊商キヤラバンをコート島に招きよせようと画策したのである。島間鉄道の開通によって得られる利益を促進するための政策だったが、ひとつだけ問題があった。──肝心の管制塔が、それに待ったをかけたのだ。

　管制塔は、一応は島政府に所属する。一応は、と頭につくのは、彼かの部署が行政のヒエラルキーの半ば外側に位置する機関であるからだ。単独で成り立つ世界というものがありえない以上、管制塔、そしてそこで働く管制官たちは、絶対になくてはならない存在であり、それゆえに彼らの発言はただの一役人のそれではなかった。拠港と拠港のあいだに確立される、世界間の唯一の通り道である航バ路スを制御することができるのは、そのプロである彼らしかいないのだから。

　管制塔の現所長であるカルガランは亜人種族ながらも気骨のある性格で知られていて、他の管制官たちからの信頼は特に篤あつい。島政府の正式な政策を、彼は一刀両断に切り捨てた。これ以上通行時間を多く取るのなら、航路の安全は保障できない、と言って。

「人手が足りない。これに尽きる。うちには今、いくつの拠港がある？　名目上は四つ、稼動しているのは三つだ。これだけ聞くと少ないように思えるが冗談じゃない、管制塔は今な、たった十人で切り回してんだぞ？　ひとつの拠港と航路を制御調整すんのにどれくらいの人数が必要かわかってるか？　わかってないだろ？」

　管制塔くんだりまでやって来た島政府の役人に、カルガランは二本の犬歯を剝むき出しにしてそう食ってかかったという。

「五人だ！　五人！　お前らの空っぽの頭でもそんぐらいの計算はできるだろうが！　拠港ポートが三つ、ひとつの拠港を開放するのに必要なのが五人！　三かける五、で、本当なら最低でも、十五人の管制官が必要なはずなんだよ！　それを十人の掛け持ちでごまかしながらやってるってのに、まだ交通量を増やすだと？　俺おれたちを殺す気か!?　本気で言ってんならまず予算増やしやがれ!!　教育予算だ!!」

　そんなわけで、島政府は交易のテコ入れをするより先に、まず管制官の人数を増やさなくてはならなくなった。カルガランの怒りときたら相当なもので、そのまま役人特有のなあなあで押し通そうとすれば、ストライキでも起こされかねないほどの勢いだったからだ。温暖なコート島に住む人たちから見れば、ほとんど殺人的と言っていいほど過密な勤務スケジュールが公開されたことも、その後押しとなった。島民の同情と非難に晒さらされて、政府が管制官候補生の募集を出したのは、つい数ヶ月前のことだ。

　結果、五十人も集まった。その数字のおかげで、島政府はなんとかカルガランの（そして彼を支持するほか九人の管制官たちの）機嫌を直すことに成功した。五十人のうちの半数以上は最初の一ヶ月で脱落してしまったものの、残る二十人ほどは『見込みあり』と判断され、今日も管制塔で勉学に励んでいる。




　　　　†




　ぎらぎらと輝く太陽を手をかざして見上げ、ユトは思いきり背伸びをした。

「ん～～～～～っ」

　猫のような声が喉のどから漏れる。両腕をいっぱいに広げ、少しでもその身に陽光を浴びようと、ユトはその場で踊るように回転した。海から一陣の潮風が吹き、その中で舞いながら、唐突に笑い出したい気分に駆られる。が、理由もなく大声で笑い出したのではただの危ないヒトなので、満面に笑顔を浮かべるだけに留とどめておいた。

　だらしない笑みは、そのままユトの喜びの表れだった。ほんの少しだけ申し訳ないような気持ちと共に、ユトはその場でくるくると回っていた己の身体からだを、管制塔へ向けて止めた。

　ユトは管制官候補生である。候補生、と言うといかにも偉そうに響くかもしれないが、実際にはただの見習いであり、雑役であり、使いっ走りに過ぎなかった。実地で下働きをしながら技術を学ぶ──というのが、管制塔と島政府が共同して編み出した管制官育成プログラムの大雑把なところだった。

　そして、普段ならば夕方まで続くはずのその仕事が、今日は正午で終わったのだった。つまり、半日休みだ。

　これで喜ぶなというほうが無理というものである。もっとも、管制官になるための勉強が嫌いなわけではない。決して楽しいとは言えないが、辞めたくなるほど辛つらいわけでもない。管制官を目指しているユトにとっては、むしろ充実した毎日を送っていると言える。だから、お休みを貰もらったからといってはしゃぎまわるほど喜ぶのは、不謹慎なことなのかもしれない。──とはいえ、そうは思っても、胸が勝手に弾んでしまう分には仕方がない。

　存分に身体からだをほぐしてから、ユトは再び歩き出した。広場を抜けて石畳の道を通り、照りつける陽光を背中に感じながら、彼女は管制塔前の階段を下りていく。

　すぐ右手に広がるのは眩まばゆいほどの紺こん碧べきの海、そこから吹きつける潮風にユトの朱色の髪が揺れる。タンクトップにホットパンツという、まるで少年のような出いで立たちからは、健康的に日焼けした両腕両脚がすらりと伸びている。陽ひの光の中に自らの四肢を遊ばせながら、ユトはこのあとどうしようかと考えた。

　まだ日が落ちるまで時間はいくらでもある。泳ぐのもいいかもしれないし、サラサやアディラを誘ってショッピングに出るのもいい。島間鉄道に乗って遠出するのも魅力的だし、いっそ別の『破片世界ピース』に足を伸ばしてみてもいい。だがしかし、なによりもまず先に──お昼ご飯を食べないといけない。

　そう思った途端にお腹なかが鳴った。五本の指をお腹に当てて、ユトは「よしよしもう少しの辛抱だからね」という表情でそこを見下ろす。階段を下りる足が次第に速まり、ついにはリズミカルに足音を鳴らしながら二段飛ばしに進みはじめた。身体を動かすのは好きだ。身体を動かしたあとにご飯を食べるのは、もっと好きだ。

　温暖な気候のコート島は、曇るということを知らない。常に快晴、いい日和。階段の終点に差しかかった辺りで、天頂に輝く太陽に向かってユトは大きく跳びはねた。空に舞ったのはほんの一瞬、気持ちのいい風を頰ほおに感じながら落下し、両手両足で着地。すらりと立ち上がって手を払い、鼻歌交じりに再び歩きはじめる。

　さて。

　なにを食べよう。

　ククル魚の煮込み、刺身、バターソテー、丸焼き、照り焼き、あぶり焼き、香草包み、炊き込みライス──不思議なことにククル魚以外の素材が思い浮かばない。が、いったん思考がそこでロックされてしまうと、もはやククル魚以外の食べ物を食べようという気すら起こらなくなってくる。目をつぶれば速やかに思い出される。ククルの白身のジューシーな歯ごたえ──いてもたってもいられなくなって、ユトが管理島の島間駅に向かって走り出した、その瞬間。

　地面が波打ち、ユトは宙に投げ出された。

　瞬時の混乱、その中にあってとっさに両手が動いたのは、親から授かった抜群の運動神経のおかげだろう。両手両足でかろうじて地面に着地し、四つん這ばいの状態になりながら、ユトは目をぱちくりさせて目の前の大地を見つめた。あんた今なんかした？　とでも尋ねるかのように。

　しばらく待ってみても、地面からはなんの返答もなかった。

　周囲にぐるりと視線を送る。別になんということもない、平和で穏やかなコートの景け色しきが広がっているだけだった。ユトは首をかしげつつ、その場に立ち上がった。ぱんぱんとホットパンツを払ってから、その顔に再び笑みを浮かべる。気を取り直してまた歩き出そうとして、

　地の底からの唸うなるような轟ごう音おんが、島の静寂を引き裂いた。

　気のせいでは、なかった。

　突然、巨人が蹴けり上げたかのような激しい振動が、管理島の大地を襲った。

「っ──────」

　再びユトは空中に浮かび、今度は受身も取れずにお尻しりから地面に墜落した。なにがなんだかわからない。混乱の無表情を貼はりつけたまま、ユトはずきずきと痛む尾び骶てい骨こつをさすりながら、うつぶせに地面に寝転んだ。両腕を広げ、土を搔かき抱くようにして地面にへばりつく。このままでは島から振り落とされる、と本気で思った。

「──、っ、────」

　揺れのあまりの激しさに、声を出すことはおろか口を開くことさえできなかった。そうした瞬間、舌を自分で嚙かみちぎってしまいそうだ。ただ唇を引き結んで地面にしがみつきながら、ユトはじわじわと込み上げてくる恐怖を必死に吞のみ下していた。

　揺れは不定期だった。小康状態になったかと思えば、身体からだを引っぺがされるほどの強さの横揺れが襲いかかってくる。ユトはじりじりと海から離れようとした。山側に手をついて、飼い主の怒りから逃れる猫のように縮こまる。

　やがて、ゆっくりと尾を引きながら、揺れは次第に小さくなっていった。

　完全に地面が沈黙してからも、なかなか立ち上がることができなかった。頭の中に混乱が渦を巻いている。首をすくめたまま、ユトは頭上の青い空を見上げる。雲ひとつない、冗談みたいないい天気だ。あの空だけは、どんなときにも揺らぐことがないのだろうと、ユトはぼんやり考えた。

　慎重に、立ち上がる。膝ひざが笑っていた。やっぱり怖かったのだろうなと、分析をするように自分の心理状態を思い返す。大きく深呼吸を繰り返しながら、なんだったんだろう、という問いが初めて頭の中に浮かび上がってくる。地面が揺れる、というよりも、世界が揺れていると表現したほうがより的確な──

　あ。

　頭の中で、ぴーん、と音がしたようだった。ユトはハタと顔を上げると、視線を元来た道、管制塔へと続く階段のほうに向ける。

　最初に教えられた。管制官がもっとも恐れなくてはいけないもの。避けようと思って避けられるものではないが、常に頭の片隅に置いておいて、いつ何時それが起きても素早く対処できるようにしておかなくてはならない、恐るべき災害──

　大鳴動グランドゼロ。

　ユトの身体が跳ねた。それまで縮こまっていたのが噓うそのような素早さで、一気に管制塔への階段にたどり着き、両手両足をフル稼動させて駆け上がりはじめる。

　大鳴動など経験したことのない自分が、管制塔へ行ってなにができるとも思えない。でも、それでも、少なくともユトは管制官見習いのはずだった。大きな役に立つことはできなくても、せめて小さな、雑用程度の役割はこなせるはずだった。こなさなくてはならないのだと思った。必死に歯を食いしばりながら、ユトは一気呵か成せいに階段を上りきった。




　　　　†




　ユトが管制塔最上階にたどり着いたとき、そこはまさに戦場になっていた。

　普段は整然とデスクの並んでいる中央管制室は、大鳴動の揺れのおかげでえらい有様になっていた。あちこちでひっくり返ったデスクから書類が散乱し、本来なら朱肉で押されるはずだったその書面の上にいくつもの靴跡のスタンプが刻み込まれている。その場にいるのは七人ほどの管制官たち、そのいずれもが鬼気迫る表情を浮かべて、殺気すら混じる怒号を交わし合っていた。

「北、東、閉鎖はまだか！　西はもう終わったぞ！」

「東、フィロール側の認証がまだ来ていません！　強制的に切断します」

「おい待て、フィロール側だと？　航バ路スを確立中だったのか？　トラフィックはどうなってる、まさか使用中じゃねえだろうな」

「命綱ライフラインからの信号を見る限りでは、通行人の存在は確認できません。所長、切断の許可を」

「──いや、だめだ。中には命綱を装備せずに航路を渡る馬ば鹿かもいるからな、そういう奴やつは死んだほうがマシなんだが──かと言って実際に死なれても困る」

「しかし、大鳴動が起きたからには……」

「何度も言わせるな！　許可は下ろさん！　拠港ボート周辺への被害は拠港監視員ボートキーバーがなんとかするはずだ。さっさと北側の閉鎖作業に取りかかれ！」

「わ、わかりました！」

　その怒号の中にあって、ユトはぴくりとも動くことができない。ただ今し方交わされたやりとりを、頭の中で反はん芻すうすることくらいしかできなかった。

『世界の外』からの振動である大鳴動は、必然的に『世界の外』に近ければ近いほどより大きな被害を受けることになる。『世界の外』に一番近いのは、断面エツジの中央に開いている、他世界との連絡口である拠港に他ならなかった。

　他世界へと移動するときは、『こちら側』の拠港をくぐり、航路を通り、『向こう側』の拠港から出ていく。その中にあって、航バ路スは人為的に確立される、『世界の外』を貫く通り道である。ゆえに、拠港ボート、そして航路は、大鳴動グランドゼロによる損害をもっとも強く受ける箇所でもあった。ことに航路は『世界の外』を貫いて作られる、いわばトンネルのようなものに過ぎない。大鳴動などが起きた日には、跡形もなく崩落──消滅してしまうのだった。

　航路に人がいるときに大鳴動が起きればどうなるか、言うまでもない。『世界の外』に放り出されて、それきり二度と帰ってこなくなるだけだ。そのために命綱ライフラインという装具があるが、それを装着していたところで生きて帰ってこられるとも限らない。『世界の外』は完全な魔境であり、人の生きるべき場所では決してない。

　──というようなことを考えているうちに、西側と北側の拠港は閉鎖された。管制官たちの表情から険が取れることはなかったが、それでも先ほどよりは幾分か空気が和らいでいる。ユトは唾つばを飲み込むと、意を決して足を踏み出し、偉そうに腕を組んでいるキャットマン──管制塔所長カルガランに近づいていった。

「所長」

「あ？　──ああ、ユト、なにしてんだこんなとこで」

　腕を組んだまま縦の瞳ひとみでユトを見据え、カルガランはそう言った。仮にも管制官見習いに向かって「なにしてんだこんなとこで」はないと思うが、カルガランが配慮に欠けるのはいつものことだ。いちいち気にしていられない。ユトはこころもち背筋を伸ばし、宣誓をするような口調で言った。

「不肖、管制官候補生ユト、大鳴動に際しての混乱にほんの少しでもお力添えできればと思いまして──」

「いらん」

「────、は？」

　カルガランは腰に手を当てて、面倒くさそうに、

「お前の力添えなんかいらん。クソ忙しいのは確かだが、ヒヨッコがクチバシ挟めるレベルの問題じゃねえ。お前の手ぇ借りんならまだ猫の手でも借りてたほうがマシだ」

　そう言って、カルガランは自分の『猫の手』をひらひらと振った。歯に衣きぬ着せない物言いはキャットマンの種族的な特徴ではあるが、それにしたってもう少し言いようがあるんじゃないかとユトは思う。憮ぶ然ぜんと唇を尖とがらせていると、ふと優しげな声がユトの耳に響いた。

「所長、そんな言い方はないでしょう。せっかくユトが休みを返上して駆けつけてきてくれたというのに」

　思わず振り返ったその先に、いつの間にかアフマドが佇たたずんでいた。日に焼けたものではない地黒の肌と、糸のように細い目の持ち主であるこのベテラン管制官は、管制業務の教育においてユトの教師役を務めている。こちらは生きつ粋すいの人間である。

「先生」と思わず声をあげたユトに優しげな笑みを返して、彼は静かに言葉を続けた。

「ユト、わざわざご苦労さま。しかし、確かに所長の言う通り、見習いであるあなたではここを受け持つのは無理があります。そうですね──ああ、そうだ、管制官たちの中に何人か、揺れの際に転んで怪け我がをしてしまった人がいるのですよ。彼らのために、なにか治療道具を用意してくれませんか？」

　要するに雑用をしろということなのだろうが、ユトは笑みを浮かべて頷うなずいた。そもそも管制業務で役に立てるなどハナから思っていない。まだ勉強を始めてから数ヶ月の、素人しろうとに毛の生えた程度の知識と技術しか持っていないのだから。人間にはできることとできないことがあって、できることだけを精一杯やればいいのだ。

　中央管制室から飛び出て、階下へと向かう。管制『塔』という名前とは裏腹に、実際は背の高さは三階建てのごく平凡な建築物に過ぎない。三階に中央管制室が、二階に管制官たちの仮眠室などが、そして一階には食堂とサロンが備えつけられている。階段を転がるように駆け下りたユトは、迷いもせずに食堂へと飛び込んだ。

「おばちゃん、包帯とかある？」

　そこそこの広さを持つ食堂のさらに奥、カウンターの向こうのキッチンで困ったように腰に手を当てていたおばちゃん──管制塔専属調理師オルガ＝マーキットは、ユトの声に顔だけを振り返らせた。人の良さそうなオルガの表情は、しかしこのときばかりは困惑の色に染まりきっていた。

「──あらユト、どうしたの？　今日の仕事はお休みになったんじゃなかったの？」

　驚いたようにそうつぶやくオルガの前には、めちゃくちゃにひっくり返った各種食材があふれていた。そろそろ昼食どきだから調理を開始しようと思っていたのだろう、調理前で本当によかったと、ユトは他ひ人と事ごとながら安心した。

　テーブルや椅い子すの散乱した食堂を駆け抜けて、ユトは食堂とキッチンを繫つなぐカウンターに手をついた。少し背伸びをしてカウンターに身を乗り出し、早口に説明する。

「うん、本当はそうだったんだけど、でも大鳴動グランドゼロが起きたからさ、あたしにもなにかできないかなって思って戻ってきたの。──でさ、包帯かなんかない？　なんでもいいから治療道具に使えそうなの」

「包帯？　そうねえ──ちょっと待ってて」

　食材や調理器具の散らばる床を慎重に乗り越えて、立ち並ぶ棚のひとつをぱかりと開ける。慣れた手つきでしばらくその中をごそごそとまさぐってから、オルガは古ぼけた木箱を取り出した。ユトの目の前にそれを置いて、すまなそうに言う。

「こんなのしかないけど、いいのかい？　だいぶ昔の奴やつなんだ」

　カウンターに置かれたその木箱を、ユトはその場で開けた。中に納められていたのは、黄ばんだ包帯と埃ほこりをかぶった消毒薬──まあ問題ないかと判断し、ふっと息を吹きかけて埃を取り払って、ユトは満面の笑みと共に木箱を閉めた。

「大丈夫、これで充分だから。ありがとね、おばちゃん！」

　そう言って踵きびすを返そうとしたユトの腕を、オルガはがっしと摑つかんだ。思わず振り返ったユトに、オルガは心配そうな、怯おびえているような表情を浮かべる。

「ねえ、その、大鳴動グランドゼロが起きたってのは、本当なのかい？　──私には管制のことはよくわからないけどさ、うちの人が今け朝さからフィロールに仕入れに出かけてるんだよ。だから、あの人にもしものことがあったんじゃないかって──」

　フィロールとはコート島とのあいだに接続を持つ『破片世界ビース』のひとつだ。森林豊かなその世界ではコート島に乏しい野菜や穀物が多く採れるため、オルガのように食料品を扱う人々にとっては大事な取引先でもある。ユトは意識の表層に緊張が漲みなぎってくるのを感じた。プロの管制官として──少なくともそれを目指すものとして、ここで迂う闊かつな受け答えをしてはいけない。

　木箱をカウンターに置き、自分の腕を取ったオルガの手を、ユトは優しく握り返した。オルガの瞳ひとみを真正面から見つめ返して、ユトは真剣な口調で言う。

「あたしにも、まだ詳しい状況はよくわかんないんだ。所長たちもそれは一緒だと思う。機構に損傷があるのかどうかも、まだよくわかってない。なにしろついさっき起きたばっかりだからさ、今みんなで一生懸命調べてるとこ。でも、あの揺れが大鳴動だってのは、間違いなさそう」

　オルガの瞳が恐怖に揺れる。ユトの手を痛いほど握り締めながら、彼女は震える声で言った。

「そんな──それじゃ、まさか、接続が？」

「だから、まだそこまでわかってないんだってば。落ち着いてよおばちゃん」

　そう言いながら一方で、落ち着いていられるわけもないか、とユトは心の中でオルガに同情した。気象の変化に乏しいコート島において、大鳴動は唯一と言っていい人命に関かかわる災害なのだ。それに自分の夫が巻き込まれたかもしれないというその可能性だけで、オルガのように穏やかな人柄の女性が取り乱してしまったとしても、無理はなかった。

　いや、とユトは思い直す。「かもしれない」ではない。間違いなく、オルガの夫は大鳴動に巻き込まれたのだろう。被害の有無はまだわからないが、コート島の外に出ていたというのなら、巻き込まれていないはずがないのだ。

　大鳴動とは、破片世界を襲う大きな『波』なのだと言われている。誰だれも見たことのない『世界の外』に起こる、人じん智ちを超えた巨大な振動。捉とらえる術すべを持たないその災害に対して人々が知っていることといえば、それが数年に一回程度の頻度で起こるということと、それによって他の世界との接続が絶たれてしまうということだった。

　ある破片世界から別の破片世界へ移動するには、管制官によって調整制御される航バ路スと呼ばれる通り道をくぐらなければならない。その航路を確立するために必要なのが、管制塔の中央部、すべての管制を司つかさどるメインシステムである『管制機構』に記録されている『接続信号』だった。俗に『接続』とだけ呼ばれるその信号は、世界間の拠港ボートの位置を互いに認識させる役割を持つ。管制塔によって航バ路スを確立できる世界の数だけ、接続は存在するのだ。言わば誘導灯、海上における灯台の明かりのようなもので、その接続信号がなくては管制官は他世界との航路を確立することができなくなってしまう。大鳴動グランドゼロがもっとも恐れられている点は、航路を通行中の人を吞のみ込んでしまうこともそうだが、なにより管制機構にダメージを与え、その接続を失わせてしまうところにあった。

　そして、一度失われた接続信号は、二度と戻ってこない可能性があるのだ。事実、大鳴動によって信号が失われ、そのまま接続が不可能になってしまった世界というのが、コート島の歴史に限っても十以上もあった。

　もちろん、失われるのは接続だけであって、コート島から『見えなく』なった世界が消滅してしまったわけではない。が、他の世界に出かけているときに不運にも大鳴動に見舞われ、そのまま二度と帰ってこなかった人たちも確かにいる。オルガの夫がそうなっていないとは、決して断言できなかった。

　だからユトは、安易に「大丈夫だ」と言うことはできなかった。ユトは、見習いではあっても、管制官なのだから。確実に「大丈夫だ」と言えるだけの根拠がない限り、その言葉を口にしてはいけないのだ。

　ユトはオルガの手を握り返す。怯おびえたオルガの顔を真しん摯しに見つめながら、静かな口調で、

「まだ、なにも、わからないの。なにしろ大鳴動が起きたばっかりだし、今はなによりも先に余震に備えて拠港ボートを閉じなくちゃいけない。そうしないと、管制機構がだめになっちゃうかもしれないから。島政府の指示にもよるけど──多分、接続信号の確認は明日以降になると思う」

　そこでユトはにっこりと笑い、「だから」と言葉を続けた。

「だから、おばちゃんは、みんなに力をつけるためにご飯を作って。お昼ご飯、まだみんな食べてないからさ」

　オルガは今、不安なのだ。それはもちろん夫が行方不明になったからということもあるだろうが、きっとそれ以上に、緊急事態に際して自分がなにをすればいいのかわからない、ということが大きな要因を占めているのだとユトは思う。だったら、なにをすればいいかの指針を与えればいい。要するにそれは、いつも通りの自分の仕事を行う、という単純なことに過ぎなかった。

　オルガは一瞬戸惑ったような色を浮かべてから、こくこくと何度も頷うなずいた。その瞳ひとみからは不安の色が消えることはない。けれども、幾分かはそれが薄まったように、ユトの目には見えた。

「それじゃ、あたし行くね。戻ってきたら、また状況を知らせるから」

　あえて明るい声で、ユトはそう言った。それに対しても、オルガは何度も何度も頷いて応こたえた。

「──うん、よろしくね、お願いね、ユト」

　カウンターの上に置いておいた木箱を手に取って、ユトは駆け出した。確たることはなにも言えない。ユトは所しよ詮せんは、見習いに過ぎないから。しかし、カルガランやアフマドに状況を聞いて、それをオルガに伝えることはできる。今の自分にはそれだけでも上出来だと、ユトは階段を駆け上がりながら自らを励ました。
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　戦闘は、いまだに続いている。

　戦闘というよりは、すでに戦後処理と言ったほうがふさわしい作業へと移行しつつあったが、突然の災害に対処せざるを得なくなった中央管制室の空気は、お世辞にもいいものとは言えなかった。苛いら立だつ管制官たちの神経を刺激しないようにと、ユトは苦心しながら雑用をこなしていった。

　怪我人の手当てに始まって、床に散らばった書類の整理、倒れたデスクの立て直し、掃除、お茶ちや汲くみ、肩かた揉もみ、オルガが腕によりをかけた昼食の配はい膳ぜん──いくら自分のすべきことをわきまえているユトでも、さすがにここまで来ると「こんなんでいいのかな」という疑問がむくむくと心の中に湧わき上がってきた。カルガランがユトに商業島に行くようにと命じたのは、ちょうどそんなときだった。

「お前、島役場にこれ持ってけ」

「へ？」

　目をぱちくりとさせたユトに、カルガランは書類を投げてよこした。思わず受け取ったそれを見下ろすと、『緊急』という判はん子こが目に飛び込んできた。微妙に朱肉が滲にじんでいることといい、いかにも急ごしらえですといった感じだ。

　きょとんとした表情のユトに、カルガランはあくまでも無愛想に言った。

「いいか、それ持って島役場に行って、受付でも誰だれでもいいから渡してこい。向こうさんも首長くして待ってるだろうから、管制塔の使いって言やあ歓迎してくれるはずだ。それを終わらせたら、そのまま直帰していい」

　ユトは眉まゆを広げ、

「え。でも──」

「雑用はもう充分だ。仕事もそろそろ落ち着いてきた。本当は非番のはずのお前をこれ以上拘束しとくわけにゃいかねえだろ。さっさと家に帰って、ゆっくり飯でも食ってこい」

　そう言い捨てて、カルガランはさっさとユトに背を向けた。いいのかな──とちらりとアフマドのことを見ると、彼は小さく、はっきりと頷うなずいてくれた。それを見てユトもようやく納得し、中央管制室の出口に向かって歩き出す。部屋から出る前にユトは振り返り、いまだにざわめきの絶えない室内に、大きな声を響かせた。

「それでは、お疲れ様でした！　皆さんがんばってください!!」

　その大声に、一瞬、中央管制室が静まり返った。その場にいた管制官全員の視線がユトに集中する。その視線にぎくりと身体からだを強張こわばらせたユトは、慌てたように頭を下げると、そそくさと部屋から出ていった。書類の入った袋を胸に搔かき抱いて階段を降りようとした矢先、爆笑が室内で弾はじけたのが、背中越しに嫌でも聞こえた。

　なにも笑うことないのに──と、赤くなった顔を振り払って管制塔前の広場を横切り、長い長い階段を下りはじめる。太陽はすでに西に傾きつつある。海を朱色に照らすその天体を横目にしながら、ユトは大きく息をついた。

「──疲れた」

　思わずそんな独り言をつぶやいてしまう。我知らずあくびも出る。大したことはやっていないが、肉体よりも精神の疲れのほうが大きかった。こきこきと首を鳴らして、ユトはあくびで浮いた涙を人差し指で拭ぬぐい払った。

　なにしろ、大鳴動グランドゼロが起きたのだ。まだ数ヶ月の管制官見習いの経験の中でも、今日は一番大きな事件が起きた日なのではないかとユトは思う。大鳴動の恐ろしさは、教官であるアフマドに散々教えられてきた。ユト自身もこれまでに幾度か経験したことはあるが、管制官として大鳴動に対処したのは初めてだった。それに加えて、あの中央管制室の緊迫に満ちた空気が、普段はあまり悩むということをしないユトの精神をじわじわと削っていた。

　階段を下りきって、駅へと続く一本道を、ゆったりとした足取りで歩いていく。なだらかな下りの傾斜が目の前に続いていて、そこからは島間鉄道の全景を眺めることができた。重要な連絡書類を手にしながら、ユトが急いでいないのはそのためだ。列車が来ているのならここから一目でわかる。どうせ駅まで大した距離があるわけでもないのだから、海を渡ってくる列車の姿を確認してから急いでも、充分に間に合うはずだった。

　白い砂浜の向こうで、海がオレンジ色に染まっている。大鳴動が起きたことなどまるで噓うそのような、静かな波の音が聞こえてくる。ユトにとって波音は子こ守もり唄うたと同じことだ。それを耳にしながら目を閉じていると、眠りに落ちてしまいそうな、どこかへ連れ去られてしまいそうな、そんな気分になる。その気分を味わいたくて、ユトは歩きながら目を閉じた。

　足の裏に伝わる感触が変わった。土の道から砂浜へ、柔らかで沈み込んでしまいそうなその感触を楽しみながら、真ま砂さごに足跡を刻んでいく。波音が静かに這はいより、刻んだユトの足跡を文句も言わずに洗い流す。サンダル履きの素足がそれに巻き込まれ、ひやりと心地のいい冷たさが、目を閉じたユトの身体を震わせた。

　疲れた身体に、潮風の匂においが、波の音が、水の冷たさが、すべてが染み渡っていく。閉じた闇やみの中で、ユトは自分の身体がこの潮風に溶け、消え去ってしまうという想像を遊ばせた。小さな微笑ほほえみが口元に生まれ、絡みつく波と戯れるようにしながら、ユトはもう一歩、足を踏み出して、

　ぐにゃり。

「──────────」

　そのままの体勢で凍りついた。

　なんか踏んだ。

　目を閉じていたユトの表情がみるみるうちに硬くなっていき、楽しげだった笑みはどこかへ吹き飛んでしまった。恐る恐る目を開けて、ユトは自分の足元に視線を落とした。

　白い、なにかだった。なんだかよくわからない。ただ頭の片隅で、ああなるほど、これだけ白ければ砂浜に紛れて遠目には見えなくなってしまうのかもしれないな、と考える。ユトは慎重に足をどけると、わずかに腰を屈かがめてまじまじとその物体の観察をしはじめた。

　小さく息を吞のむ。観察するまでもなかった。波打ち際に広がる真ま白しろい揺らめき、それが服であると気づくのにいくらもかからなかった。いったんそうと認識してしまえば、自分の足元に倒れているのが、服も、髪も、肌の色さえも、すべてが雲のような純白の人間であるということがすぐにわかった。

「ちょっ──きみっ!?」

　思わず声をあげ、手に持っていた書類を波に濡ぬれていない砂浜に放り投げてから、ユトはその白い人間を抱え起こした。海水を含んだ白服がだらりと垂れ、重力に引かれた水滴が海へと帰っていく。その水音を耳にしながら、ユトは苦労してその白い人間──どうやら男のようだ──を波打ち際から砂浜に引っ張り上げた。

　青年、いや、まだ少年だろうか。キャットマンのような亜人種族ではなく、ユトと同じ人間の格好をしているくせに、外見から年齢が摑つかみづらい。恐らくそれは、彼の身体からだに色素が一切見当たらないからなのだろう。誇張抜きに、すべてが白い。まるで紙でできた立体の人形のようだ。そうであるにも関かかわらず、少しも「不気味だ」と思わないのは、砂浜に横向きに寝転がった彼の顔が、ユトが今まで目にしてきたどんな美しい女性よりも、綺き麗れいだったからだ。

　身体を持ち上げるときに胸に触れなければ、彼が男であるとはわからなかっただろう。では女顔なのかと問われれば、それがそういうわけでもなかった。男でも女でもないような、そもそも人間ですらないような──そんな種類の超越的な美しさ。見るものを引き込み、吸い込んでしまうようなその端正な顔立ちに、ユトはしばらくのあいだ、息を詰めて見入っていた。
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　と、眠るように伏していた青年の身体が、わずかに身じろぎをした。その動きでようやく我に返り、ユトは青年を仰あお向むけに寝かせてその頰ほおをぺちぺちと叩たたきはじめた。真正面から、それもこんな間近から青年の綺麗な顔を見ていると、なんだか無性に悔しさが込み上げてくる。ユトとてそれほどまずい外見をしているわけではないが、大きな黄色の瞳ひとみも、子供っぽく日に焼けた体たい軀くも、どう考えても『綺麗』という種類の魅力にはなりえない。普段はそんなことを考えたりはしないのだが、自分をはるかに上回る美び貌ぼうを持つ相手を前にしては、しかもそれが男ときては、さすがに鬱うつ屈くつしたものを感じてしまうのだった。

「──ねえ、きみ、ねえってば。あたしの声、聞こえる？　大丈夫？　起きられる？」

　馬ば鹿かな考えを振り払うように、ユトは声をたくましくして青年に話しかけた。青年は、返事をしない。死んだように静まり返っている。恐る恐る首筋に手を当ててみると、ぞくりとするほど冷たかった。一瞬本当に死んでしまったのかと思い込み、パニックになりかけたが、よくよく見れば胸が上下しているし、指先にもかすかな脈拍を感じることができた。しばらく考えてから、肩を摑つかみ、がくがくと揺することにする。

「ねえ、ねえったら、返事してよ──おーい、もしもーし」

　ぴくりともしない。ユトは小さく息を吐くと、ふと顔を上げて周囲に視線を巡らせた。と、その視界に、すぐに目当てのものが入ってくる。

　浜辺にバカンスに来た人たちのための休憩所が、砂浜と土の道のちょうどあいだのところに建っていた。ユトはしばらく考えてから、腕を伸ばして砂の上に放り投げてあった書類を拾い上げた。ホットパンツのお尻しりの部分に挟み込んで、落ちないように何度か身体からだを揺すってみる。それからユトは青年の身体を抱えて、砂浜に轍わだちを作りながらずるずると引きずりはじめた。

　思ったよりも軽い。というか、多分自分よりも軽いのではないか、この男は。そんなことを考えると、またぞろ無性に腹が立ってきて、ユトは乱暴に青年の身体を抱えなおした。
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　日よけの屋根に、それを支える支柱が五本。大鳴動グランドゼロによって崩れていないのが不思議なくらいの頼りない休憩所だったが、背に腹は代えられない。一応ベッドらしきものがあるのが不幸中の幸いだった。いまだに水の滴っている青年の身体からだをその上に横たえて、ユトは軽く息をついた。

　胸が浅く小さく動いているほかには、青年はぴくりとも動かない。寝言を言うでもなく、寝返りを打つでもなく、ただ耳を澄まさなくては聞こえないほどの小さな寝息を漏らしているだけだ。ユトは丸太の椅い子すに腰かけながら、しばらくのあいだその整った寝顔を見つめていた。

　どういうふうに対処していいのかわからない。あまり激しく起こそうとするのも、かえってまずいのかもしれない。どこか怪け我がをしている可能性もある。いっそのこと、青年はここに置いておいて、管制塔に助けを呼びに行こうか、とも思う。管制官たちは暇ではないだろうが、昼食を作り終えたオルガならば時間の余裕があるはずだ。ひとまずはオルガに相談してみるのもいいかもしれない。そう思い、ユトは彼方かなたに見える管制塔に目を向けた。

　そのとき、青年の真っ白な頰ほおが、ぴくりと引きつった。

「──────ん」

　かすかに喉のどを鳴らした青年に、ユトは驚きの視線を向けた。浅かった呼吸が不意に生気を取り戻し、ゆっくりと、薄うつすらと、青年は目を開けた。

　赤い。血のように沈んだ真紅。全身が純白であるだけに、その瞳ひとみだけがいっそうの異彩を放っている。青年に見据えられ、ユトは少なからずうろたえた。綺き麗れいな顔立ちと、白い肌と、赤い瞳とが、ユトの心をかき乱していた。そんな自分を落ち着かせるために、ユトはあえて弾んだ声を出した。

「あ、よかった、気がついたんだね」

「…………」

　青年は、答えない。不思議そうなまなざしでユトのことを見ているだけだ。その視線にさらに狼ろう狽ばいし、矢継ぎ早に言葉を繰り出した。

「大丈夫？　やー、びっくりしたよ、歩いてたらいきなりきみが倒れてるんだもん。声かけても全然反応しないしさ、触ってみたら冷たいし、もしかしたら死んでるんじゃないかって思っちゃった」

「…………」

「あ、自己紹介するね。あたしはユト。あそこに見える」と、ユトは休憩所から見える管制塔のてっぺんを指差し、「管制塔の、管制官見習いやってるんだ。で、帰る途中に偶然きみのことを見つけたわけなんだけど──」

「…………」

「……あー……えーと、その……」

　言葉に詰まる。なにも言わない青年の赤い視線に見据えられていると、なぜかひどく落ち着かない気分になってくる。しかしなぜこの人はなにも答えないのだろう、と思いかけて、すぐに気づいた。言葉が、通じないのかもしれない。

　青年の身なりから判断するに、彼がこの島の人間でないことは間違いない。恐らくは旅隊商キヤラバンかなにかの一員で、たまたまこの島に来ていたところを──と、そこでユトは「ぽん」と手と手を合わせた。横たわった青年のことを見下ろしながら、独り言のように言う。

「そっか、きみ、大鳴動グランドゼロに巻き込まれたんだね？」

　青年はその問いにもやはり答えなかったが、ユトも別段答えを求めていたわけではなかった。恐らく彼は、拠港ポートから商業島へと渡っている途中に大鳴動に遭遇し、運悪く海に放り出されてしまったのだろう。そしてそのまま潮流に流されて、この管理島の海岸にたどり着いた──

　かなりの幸運（不幸中の、ではあるが）が重なれば、それもありえない話ではない。よく生きていられたものだと感心しながら、ユトはそのことを彼に伝えようとしたが、言葉が通じないのではどうしようもなかった。「あー」と言葉を濁したユトのことを、青年はまだ、飽きもせずにじっと見つめている。と、青年は黙ったまま、ベッドの上にゆっくりと身を起こした。ユトは慌てて押し留とどめようとしたが、なんと言えばいいのかわからない。困ったようにぽりぽりと頰ほおを搔かくユトのことを見つめながら、青年はゆっくりと口を開いた。

「──わかりません」

　ユトは思わず「え？」と聞き返す。

「ちょ、なに、なんだ、言葉、わかるの？」

　いや、でも、今「わかりません」って言ったような──と混乱するユトに、青年は小さく、はっきりと頷うなずいた。拍子抜けして、青年の顔をまじまじと見つめる。それからユトは、少しだけ怒ったように言った。

「なんだ、言葉わかるんだ。もう、それなら早く答えてよ、変な心配しちゃったじゃん」

　青年は目を伏せる。整ったその顔に、申し訳なさそうな色が浮かんだ。

「……ごめんなさい。私も、混乱していたんです」

　か細い声で、青年はそれだけ言った。憂いを含んだその表情に、ユトは自分の中の腹立たしさがそっくりそのまま罪悪感へと変わっていくのを感じた。これではなんだか、自分が彼のことをいじめているみたいではないか。丸太の椅い子すの上で居心地悪そうに座りなおしたユトは、ことさらに明るい態度で話題を変えた。

「あ、ところでさ、きみ、一体どこから来たの？　この辺の人じゃ、ないよね？　旅芸人の人かなにか？　それじゃあさ、この世界の前にいた世界がどこだか、覚えてるよね。よかったら教えてほしいんだけど」

　破片世界ピースに入ろうとする人たちは、みな拠港ボートを出た段階で拠港監視員ボートキーバーのチェックを受ける。よそ者が世界内で問題を起こした場合、すぐに対処できるようにとの配慮からその制度ができたのだ。旅隊商キヤラバンに所属するメンバーは逐ちく一いち島政府側に記録される。それと照らし合わせれば、自おのずと彼の正体がわかるはずだ──そんなユトの思惑を、青年はただの一言でぶち壊した。

「わかりません」

「ああ……そう」

　腕を組み、考え込む。青年の縋すがるような視線が気になって、なかなか考えをまとめることができない。男のくせに、なにを女々しい──という考えは、なぜだか浮かんでこなかった。どんな相手にも遠慮しないユトにとっては珍しいことだ。綺き麗れい『すぎる』と言っていいほどのその顔立ちに、圧倒されているのかもしれない。

　ユトはふと顔を上げると、自分を見つめる赤い瞳ひとみに向き直って、言った。

「じゃあ、そうだな──まずはわかるところから考えていこう。ええっと──あ、そうだ、まだきみの名前聞いてなかったね。教えてくれる？　きみの名前」

　いずれにせよ、彼を島政府の玄関先であるコート島島役場にまで送らなくてはいけないのだ。名前という手がかりさえあれば、あとは政府のほうでなんとかしてくれるだろう。いくら元いた世界を覚えていないといっても、自分の名前を忘れる人間など、いるはずが、

「わかりません」

　…………、

「なにが？」

「私の、名前」

　今度はユトが黙り込む番だった。ふざけているのではないということは、青年の真しん摯しな表情を見ればよくわかった。それだけに、一体彼がなにを言っているのか、ユトはさっぱり理解することができなかった。

　そんなユトに追い撃ちをかけるように、青年は敷物の上に腰を降ろしたまま、その端正な顔をずいと近づけてきた。胸がぎくりと鳴った。輝くような純白の肌、憂いを帯びた深紅の瞳。真正面から間近から、青年は必死に懇願する口調で、ユトに尋ねた。

「教えてください。ここは、どこですか？　私は──一体、誰だれなんですか？」

　こっちが聞きたいんだよ、とは、言えなかった。
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　青年が歩けるようになるまで回復するのを待ってから、二人で管制塔へと行くことにした。

　いつまでも休憩していても埒らちが明かないし、なにはともあれこのことを誰かに相談しなくてはいけないと思ったからだ。これはもう、自分の知識や判断で補えるレベルの問題ではない。カルガランやアフマドやオルガといった年長者の知恵を借りなくてはならない、とユトは判断したのだった。

「……大丈夫？　手、貸そうか？」

　管制塔前の階段を上りきってから、ユトは後ろを振り返ってそう言った。病み上がりというべきか、漂流の果てに海岸にたどり着いた青年の身体からだはすっかり弱りきっていて、管制塔前の長い長い階段を上がるのはいかにも辛つらそうだった。息を切らしながら、それでも青年はユトを見上げて、思春期の少女ならそれだけで恋に落ちてしまいそうなほど魅力的な微笑ほほえみを浮かべた。

「ありがとうございます、ユトさん。でも、大丈夫ですよ」

　思春期は脱しかけているとはいえ、こう見えてもユトもいっぱしの女の子である。その微笑に、思わず引き込まれそうになってしまった。無む闇やみに高鳴る心臓を抑えつつ、こちらもぎこちない笑顔で対抗する。

「ユト、でいいよ。敬語も使わないで。あたしだって使ってないんだからさ」

「──わかった、ユト、ありがとう」

　どちらからともなく、二人は笑い合った。まあ、なにはともあれ──と、ユトは考える。この人は間違いなくいい人だ。外見は関係なく、礼儀正しいその態度は話していて気持ちがいい。できる限りこの人に協力したいと、心底からそう思う。

　管制塔前の広場を抜けて管制塔に入ると、いきなり目の前に背中があった。ぴたりと足を止めて、ユトは見覚えのあるその背中に声をかける。

「あ、先生。よかった、ちょっと相談が──」

　アフマドはゆっくりと振り返り、ユトの姿をその目に認めて浅黒い顔に笑みを浮かべた。

「ああ、ユト。ちょうどいいところに」

　顔を見合わせて同時に首をかしげる。「どうぞ」とアフマドに促されて、ユトはちらりと後ろを振り返った。

「相談したいことがあるんです。あの、この人、どうも大鳴動グランドゼロに巻き込まれたみたいなんですけど──」

　アフマドはユトの肩越しに青年のことを見た。ずぶ濡ぬれの分厚い白服を纏まとい、所在なさそうに佇たたずむ真っ白な肌の青年を目にしても、さすがと言うべきか、アフマドは眉まゆひとつ動かさなかった。

「……大鳴動に？」

「いや、それがその、なんか複雑なことになってまして」

　青年が海岸に倒れていたこと、そして彼が自分の名前すらも覚えていないことなどのあらましをざっと説明すると、アフマドは「ふむ」と息を吐いて腕を組んだ。

「つまり、記憶喪失、ということですか？」

　ユトは目をぱちくりとさせて、後ろに控える青年と顔を見合わせた。

「きおくそうしつ？」

「ええ。物の本で読んだことがあります。人間が身体的、あるいは精神的な激しいショックを受けたとき、稀まれにその記憶が失われてしまうことがあるそうなんです。私も専門ではありませんから詳しいことは言えませんが、そうですね──ゼン先生に見てもらうのが一番なんじゃないでしょうか？　一応、怪け我がや病気の類たぐいでしょうし」

　ゼン＝ハウアー医師は、数少ないコート島の医療機関の人間である。管理島と商業島を結ぶ島間鉄道の、商業島側の駅のほど近くに住んでいるため、管制官たちがなんらかの怪我や病気をしたときにはいつも駆けつけてくれるのだ。かく言うユトも、食べすぎによる腹痛で以前お世話になったことがある。言わば管制塔かかりつけの医者だった。

　なるほど、とユトは頷うなずき、アフマドにぺこりと頭を下げた。

「そうですね、わかりました。じゃ、早速診みせに行ってきますね」

　そう言って踵きびすを返し、青年の手を引いて管制塔を出ようとしたユトの背中に、アフマドは制止の声を呼びかけた。

「ユト、待ちなさい。まだ私のほうの用件が済んでいませんよ」

　あ、と思わず声が漏れた。気まずそうに笑い、ユトは再び回れ右をする。とことこと戻ってきたユトに苦笑を浮かべて、アフマドはちらりと後ろを振り返った。通路の奥、階段付近でなにやら頭を抱えている男に声をかける。

「イスターさん、問題は解決しましたよ。書類が戻ってきました」

　男がアフマドの声に気づき、こちらに近づいてくる。イスターと呼ばれたその男は、島政府の制服を着用していた。どこか気弱そうな、いかにも使いっ走りに使われそうな男だ。──まあ、ユトも使いっ走りなのではあるが。

「ああよかった。カルガランさんにもう一度書いてもらうわけにもいかないし、どうしようかと思っていたところなんですよ」

「ユト。こちらはイスターさん。つい先ほど、島政府から連絡役としてこちらにお着きになったんです」

　やっぱりこの人も使いっ走りなんだ、と心の中で納得するユトの前で、アフマドは説明を始めた。

　大鳴動グランドゼロが起きた直後に、島政府のトップ、つまりこの街の公式な代表者であるコート島市長ジーニッツは迅速な対応を示した。島全体に大鳴動が起きたことを知らせると同時に、各拠港ボート、そしてこの管制塔へと連絡役を派遣したのだ。各拠港の被害状況を調査し、管制塔の公式見解を取ってくるのがその連絡役たちの仕事だったのだが──

「運が悪かったんです」

　と、イスターは今にも泣きそうな声でアフマドの話を引き継いだ。

「島間鉄道が大鳴動のおかげで事故を起こしてしまって、その事故自体は大したことなかったんですが、復旧のためということで運行停止になったんです。鉄道が通じている管理島には連絡船なんて出てませんから、漁師の方にお願いしてなんとかここまで乗せてもらって──」

　で、ようやくの思いでイスターが管制塔に到着したときには、すでに報告書類を持ったユトが管制塔を出ていってしまっていたのだという。

「あんなに散々駆けずり回って、その挙句に行き違いなんて、そんなのあんまりだと思いませんか？　ねえ？　そうでしょう？　だからもう一度、なんとかカルガランさんに書類を作ってもらおうと思ったんですが、『ユトが持っていったんだから作る必要はねえだろ』って断られてしまって、でもそれじゃあ僕の立場ってものが──」

「あー、はいはい、わかりました、ようくわかりましたから」

　大体の事情を吞のみ込んだユトは、そう言ってイスターの泣き言を遮った。ホットパンツに挟んでおいた書類の袋を取り出して、イスターに手渡す。イスターはそれを、拝むようにして受け取った。

「ああ、ありがとうございますありがとうございます、これでなんとか帰れます」

　そこでユトはふと気づき、

「あ、そういえば、島間鉄道って運行停止になったんでしたっけ？　まいったな、ゼン先生のところにどうやって行こう……」

「そいつが島に着いた途端に復旧したんだとよ」

　その声が響いたのはイスターのさらに向こう、階段付近からだった。身体からだを傾かせてそちらのほうに目を向けたユトは、意外そうな声をあげた。

「所長。どうしたんですか、その格好？」

　灰色のツナギに身を包み、手にはスパナ、頭にはヘルメット。ぴょこんと飛び出た猫耳は煤すすに塗まみれ、どこかの炭鉱夫のような風情を漂わせていた。なかなかハマっている。カルガランは、とん、と肩に大きなスパナを載せ、面倒くさそうに言った。
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「おいイスター、悪いがお前が帰るのはもうちょっとあとになりそうだぜ」

「え」

　イスターは刃物でも突きつけられたような顔でカルガランのことを見た。

「管制機構に異常が見つかった。そいつに関する報告書をまとめなくちゃならん。それができるまで帰るわけにはいかねえだろ、島政府の連絡役としては」

「そ、そんな……」

「ま、俺おれは別にどっちでもいいがな。お前が上司に叱しかられようと査定下げられようとクビになろうと、俺の知ったこっちゃない。好きにすりゃいい」

　その言葉に打ちのめされたかのように、イスターはがくりと肩を落とした。お気の毒に、と心の中で同情し、ユトはアフマドに向き直って言った。

「それじゃ、あたしたちはこの辺で」

「ええ、お疲れさまでした。ゼン先生によろしく言っておいてください。あ、それと──」

「はい？」

「先生のところに行く前に、島役場で入島手続きを済ませておいたほうがいいですよ。でないと色々と不便なことがありますし、ことによれば捕まってしまうかもしれませんし」

「あ──はい、そうですね。うっかりしてました」

　それからユトは青年のことをちらりと振り返ってから、思い出したように付け加える。

「そうだ、それとアフマド先生、なにか着るものはありませんか？　こんなに濡ぬれてちゃ列車にも乗りづらいですし、よろしければ服をお借りしたいんですが」

　アフマドはにっこりと笑い、

「どうぞどうぞ。確か仮眠室に、予備の制服があったはずです」

「じゃ、それ借りますね。──いこ」

　ユトは青年の手を取った。ひやりと冷たい感触が手のひらに広がる。向こうもこちらの手を握り返してきたことに、ほんの少しこそばゆいものを感じながら、ユトは青年を連れて階段を上がりはじめた。
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「管制官」

「そ、まだ見習いだけどね」

　二人分の乗車賃を払い、ゲートのあいだを通り抜けてから、ユトはそう答えた。

　管理島と商業島のあいだに横たわる島間鉄道は島政府の管轄で、基本的に「最低限のメンテナンス費用さえ稼げればいい」という考えの下に運営されているため、乗車賃などあってないようなものである。実際、駅の構内と構外を隔てるゲートには駅員のひとりすら座っておらず、乗車賃を払うのもそれ専用の箱があるだけで、やろうと思えばただ乗りなどいくらでもできる構造になっていた。もっとも、ユトの知る限りでは、ただ乗りをするような人間は管制官の中にも管制官候補生の中にもひとりとしていないのだが。

　構内に入ると、潮風がユトの短い髪を撫なでた。駅の内部は上から見ればコの字型になっていて、列車が進入してくる『コ』の中央の空白部は、浅いながらも海水で満ちている。波間に揺らめいて見えるレールを見るたびに、ユトは「よく錆さびないものだなあ」という感想を抱くのだった。失われた技術というものは、偉大なものだ。

　ユトのいる場所からは、はるか彼方かなたに商業島の全景が見渡せた。屋根と壁に囲まれた駅構内から望むその光景は、まるで一枚の絵のようだった。生きた絵画だ。貫くように延びた一本のレールの上を、列車がゆっくりと走ってくる。レールの先に広がる商業島からは、そろそろ各家庭で晩ご飯の支度でもしているからだろう、幾条もの煙が立ちのぼっているのが見えた。夕焼けに染まった朱色の空を雲が泳いでいき、凪ないだ海面はそれでも表情を止めることがない。ベンチに座り、ぼんやりとその光景を見つめているユトに、青年がふと声をかけた。

「ユト」

　ユトは青年のほうを見る。灰色の管制官の制服に身を包んだ青年を自分の隣に座らせてから、ユトは答えた。

「なに？」

「管制官とは、なんだ？」

　ユトは眉まゆ根ねを寄せる。

「なに、そこからもう覚えてないの？　結構厄介だね、きおくそうしつ、っての」

「……みんなが当たり前に知っていることなのか？」

「そりゃまあ、ね。この世界には絶対に必要な職業だし──あ、この世界のことは覚えてる？」

　青年の表情がそのまま答えとなった。ユトは苦笑を漏らし、説明を始める。

「あのね、この世界は、区切りのある世界なの。──見て」

　ユトの指差した方向に、青年は素直に視線を向けた。

「この景け色しきは、ずっと向こうまで続いているように見えるよね。でも、実はそうじゃないの。この先を、ず──────っと進んでいくと、どこかで絶対に境界線にたどり着くんだ。そこから先は一歩も進めない、そういう『力』を持った境界線に」

「……境界線」

「そう。面なわけだから、境界面って呼んだほうがいいのかもしれないけど、それを私たちは、『断面エツジ』って呼んでる。『断面』によって世界は区切られているの。いろいろな形、いろいろな大きさにね。断面の向こうは、陸も、空も、海も、同じ風景が続いているように見えるけど、そこから先に進むことは決してできない。この世界──破片世界ビースは、そういうふうに成り立っているの」

　わかりやすいように、頭の中で言葉を嚙かみ砕きながら、ユトは言葉を続ける。

「──この島、コート島は、破片世界のうちのひとつ。破片世界は、数え切れないくらいたくさんあるんだよ。そのどれもが『断面』によって区切られていて、それぞれ別の形を持っている。ちなみにコート島は六面体、立方体の世界って言われてる。誰だれも見たことはないけどね、昔そういうことを調べた人がいるんだ」

　青年は少し考えてから、おずおずと、

「六面体ということは、つまり──『断面』が、六つということ？」

「そうそう、その通り。吞のみ込み早いね、きみ。で、コート島の『断面』は正方形だけど、他の世界では必ずしもそういうわけじゃない。決まった形はなくて、でもどこかに中心点があるの。その中心点が、『拠港ポート』。丸く空いた、大きな穴みたいな奴やつなんだけど、そこをくぐり抜ければ他の破片世界に移動することができる」

　青年は、ゆっくりと思考をめぐらせてから、遠慮がちに聞き返した。

「──つまり、拠港は、破片世界の出入り口、ということか？」

　ユトは満面の笑みを浮かべ、隣に座る青年の白髪を撫なでた。

「すごいすごい、頭いい。──それでね、その『拠港』と『拠港』のあいだの通り道が『航パ路ス』って呼ばれてて、その『航路』を作ったり維持したりするのが管制官の役目なの。だから、管制官はとっても重要なお仕事なんだ。それがなくちゃ、世界は閉じたっきりどこにも行けなくなっちゃうからね」

　と、そこまで言ったところで、列車の到来を告げる汽笛が駅構内に響き渡った。ユトは青年の手を引いて促した。

「列車が来たよ。乗ろ」

　煙を上げ、海面を裂き、波を蹴け立たてながら列車が駅構内に進入してくる。駅の中には、ユトたち以外の人影は見当たらなかった。が、二人揃そろって最後尾の車両に乗り込んだところで、後ろから聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「あーっ、待って待って、乗ります、乗りますからー！」

「もう、だからあんたとご飯食べに行くのイヤなのよ、ぎりぎりになるまで絶対スプーン離さないんだから、あーちょっと待って、ストーップ!!」

　ドアをくぐりかけたユトと青年に続くようにして、その二人組みの女の子は列車の中に駆け込んでくる。と、そのうちのひとりの肩が青年の背中にぶつかった。それほど強く押されたわけでもないが、不意を突かれたのだろう、青年はバランスを崩して前のめりに列車の床に倒れ込んでしまった。二人組のうちのひとり、青年にぶつかったほうの小柄な少女が、「ああっ！」と必死な叫びをあげた。

「ごっ、ごめんなさい、急いでて──」

　二人組のもう片方、背の高い短髪の女の子が、その少女の頭をばしんとはたく。

「バカ、もう、なにやってんのよ。すみません、大丈夫ですか？」

「サラサ、アディラ。なにしてんの」

　意外そうなユトの声に、小柄な少女──アディラが顔を上げた。ユトの姿を認めて、眉まゆを広げる。

「ユト。あなたこそなんでここに？」

　背の高い女の子、サラサに手を貸してもらって立ち上がった青年が、ぽつりとユトに尋ねる。

「ユトの知り合いか？」

「ああ、うん、アディラはあたしと同じ管制官見習いなんだけど」

　青年のほうに向き直ったユトに、サラサが「やっほ」と手を振った。そのまま振った手を伸ばして、サラサは青年が着込んだ管制官の制服をぱんぱんと払う。細い眉を寄せて、サラサは心底からすまなそうに、

「本当に、ごめんなさい。アディラはあの通りおっちょこちょいなものですから──」

　そこまで言って、サラサは思わず息を吞のんだ。青年の顔を、信じがたいものを見るような目でまじまじと覗のぞき込む。そんなサラサの反応に気づいているのかいないのか、青年は優しく微笑ほほえんで答えた。

「いいえ、お気になさらないでください。私は大丈夫ですから」

「……はあ……あの……いえ……」

　頰ほおが上気し、目が潤む。『見とれている』という形容がここまで似合う状態も珍しい。確かに青年はちょっと信じられないほど綺き麗れいな顔をしているし、サラサは惚ほれっぽいほうではあるが、ここまで露骨な反応をすることもないだろうとユトは呆あきれながら思う。が、ふと落とした視線の先で、奥手なアディラが同じ状態に陥っているのを目にして、ユトは唐突に不安に襲われた。もしかして、こういう反応が年とし頃ごろの女の子としては『正しい反応』なのだろうか。よくわからない。

　と、青年が一瞬、そのアディラに視線を移した。ただそれだけのことで、アディラの肩がびくりと跳ねた。

「なるほど、そちらの方はユトのご友人なんですね。それで、あなたは？」

「あ、わたっ、私は──ええと、なんだっけ──あ、そうだ、アディラの幼おさな馴な染じみで、ユトの友達で、あ、でも管制官じゃないです、はい」

「……大丈夫ですか？　顔が赤いようですが、熱でも？」

「は、はいっ、だい、じょうぶ、です」

　裏返った声で切れ切れに、サラサはそう言った。彼女をこんな状態に陥らせている原因が自分だということを、青年は理解しているのだろうか。──まあ、十中八九、気づいてはいないのだろうけど。

　と、青年の顔を直視することに耐え切れなくなったように、サラサがぐるりとこちらに首を回した。鬼気迫るその顔に、ユトはびくりと身をすくませる。そんなユトの袖そでを、アディラがすぐ脇わきからがっちりと摑つかんでいた。まるで逃がすまいとするように。

「あの、ちょっと失礼しますね。ユトと話がありますので」

　それだけ言って答えを待たず、サラサはユトのほうに近づいてきた。すすすすす、と足音ひとつ立てずに、ぞっとするような速度でユトに接近したサラサは、ユトの肩に手を回し青年に背を向けさせた。傍はた目めには仲良く肩を組んで内緒話をしているように見えたかもしれないが、サラサの瞳ひとみにはそんな生易しい色は浮かんでいなかった。

「誰だれ。あれ誰」

「い、いや、誰って言われても──」

「私も知りたい。あの人誰なの、ユト？　なんで管制官の制服を着てるの？」

　下から二人を覗のぞき込みながら、アディラまでもがそんなことを尋ねてくる。サラサは肩に回した手で、ユトのほっぺたをぐにぐにと引っ張りつつ、

「なに、もしかしてユトの恋人とかそういうオチ？　あんた私たちに隠れてそういうことしてたんだ？　しかも、あんな、ものすっごくかっこいい、っていうか、綺き麗れいな人。ユト、正直に答えなさい。あれは誰。さあ早く」

「そうだよユト、今ならまだ罪は軽いよ？」

「だ、だってあたし、なにも悪いこと──あぎっ」

　ほっぺたをいじるのをやめて、回した腕を首に当て、そのままぎりぎりと絞めつけはじめる。さすがに本気で力を込めてはいないようだったが、それでもかなり苦しかった。首に回ったサラサの腕を握りつつ、ユトはかすれた声で言った。

「わ、がっ、わがった、わかったから、話しますから──」

「ん。で、誰なの」

　力が緩み、苦しさから解放される。げほげほと咳せき込みながら、ユトはろくに考えもせずにサラサたちの問いに答えてしまった。

「いや、知らないんだけど──ぐげっ」

　正直に答えただけなのに、と頭の中で叫びをあげる。ユトの答えにサラサは相当腹を立ててしまったようで、首を絞める腕にもかなりの力が込められていた。呼吸が止まり、声も出せなくなる。ユトはあまりの苦しさにサラサの腕にしがみつき、サラサは離すまいとよりいっそうの力を込める。と、そんな彼女たちの背中に、心配そうな声がかけられた。

「あの──ユトが、なにか？」

「えっ!?　ああいえその、これはちょっとした友達同士のスキンシップというかなんというか、いや違うんですよ、そういうアレじゃないんです──」

　いつの間にかすぐ後ろにまで近づいていた青年のことを、「ばっ」と音が出そうなほどの勢いで振り返り、サラサは素早くユトから身を離した。そのあまりの変わり身の早さに思わず友情を疑いたくなってしまう。青年はサラサの勢いに少し気け圧おされていたようだったが、すぐに気を取り直して自分の胸に白い手を当てた。

「あの、もしかして、私が誰だれか、ということをユトに尋ねていたのですか？」

　サラサはしどろもどろになりつつ、

「あーっと、いや、まあ、そんなようなものなんですけど、でも別に詮せん索さくしていたわけじゃなくて」

「それでしたら、申し訳ありません。ユトには、それはわからないと思います。私自身もそれを知らないのですから」

「……え？」

「私、記憶喪失なんです」

「…………はい？」

「──なんにも、覚えてないんだって。その人」

　げほげほと咳せき込み、涙の浮かんだ目でサラサとアディラを恨めしげに見み遣やりながら、ユトはようやくそう言った。
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　まあ立ち話もなんなので、ということで、がらがらの車両内の空いている席に、四人で膝ひざを並べて座る。左から順に、アディラ、青年、サラサ、ユト。その配置になにやら恣し意い的てきなものを感じたが、首筋に腕の痕あとも生々しいユトはついにそれを言い出すことはできなかった。

　車両の中にユトたち以外の乗客はいなかった。この先二つの島間駅を経由して、この列車はコート島の本島である商業島にたどり着くのだ。それまでの長い時間を利用して、ユトは自分の頭の中で整理しつつ、アディラとサラサにこれまでの経緯を話して聞かせた。

「で、この人の記憶喪失を治してもらうために、今からゼン先生の病院に行くところ。その前に役場に行かなくちゃだけど」

「はあ、なるほどねえ」

　腕を組み、感心したようにサラサはそう言った。と、じっとりとしたユトの視線に気づき、気まずそうに笑いながらぽんぽんと肩を叩たたいてくる。

「いや、ごめんねユト、私てっきりユトが抜け駆けしたんじゃないかと思っちゃってさ」

「いい加減その抜け駆けって発想やめてよ、サラサ」

「ごめんごめん。お詫わびにいいこと教えてあげるから。ね？」

「なに？」

「あのね、ゼン先生、今いないみたいよ」

　ユトと青年は、思わず顔を見合わせる。サラサはちょっと首を伸ばしてアディラのほうに顔を向け、

「ね、アディラ、私たちがお邪魔したときゼン先生留守だったよね」

　が、アディラのほうはサラサの言葉など聞いちゃいなかった。ぽーっと上気した顔で、ただただ青年の端正な横顔を見つめている。箱入りのお嬢様であるアディラはどこか夢見がちなところがあり、それがそのまま彼女の奥手の原因になっているのだが、それだけに一度「こう」なるとちょっとやそっとのことでは動かなくなってしまうのだ。サラサは「あー」と諦あきらめたような声を出すと、再びユトに向き直った。

「だからね、私たち、管理島に来る前にゼン先生のところに寄ったのよ。ちょっとした用事ができて」

「用事？」

「大鳴動グランドゼロ、よ」

　管制官見習いのアディラと学生のサラサのお休みの日が、たまたま今日で一致したのだという。休みの日に特にすることもない独り身の二人は、商業島に遊びに出かけることにした。本格的にどこかに行くのは午後からにしようと決め、とりあえずはその辺で甘いものでも食べようか──と二人の意見が一致したときに、大鳴動が起きたのだった。

　時間はちょうど昼食時、様々な人でにぎわう商店街は、蜂はちの巣を突いたような騒ぎになった。台車はひっくり返るわ看板は落ちてくるわで、軽傷者も含めれば結構な数の怪け我が人にんが出たらしい。幸いにも死人はなく、調理中の火が原因で起きた火事も、そのほとんどが小火の段階で食い止められた。そんな混乱の中で、一応それなりの良識を持つ二人としては、怪我人をほったらかしてのんびりケーキを食べているわけにもいかず、即席ボランティアの一員として怪我人をゼン先生の医院まで運ぶ手伝いをしたのだった。が。

「行き違いになっちゃったのよね」

　と、サラサは肩をすくめた。

「ほら、大鳴動って拠港ボートのほうが大きな揺れがあるでしょ？　だからそっちのほうでは、商業島よりももっと多くの怪我人が出たんだって。詳しいことはわかんないけど、かなり重傷の人もいるみたい。ゼン先生は、それを診みに出かけたあとだったのよ。そんでやることなくなっちゃって、どうしよっかって話してるときに、アディラが管制塔に行きたいって言い出してさ」

　使命に燃える──とまではいかないが、管制官見習いならば誰だれもが責任意識というものを持っている。雑用でもなんでもいいから役に立てればいい、拳こぶしを固めてそう言ったアディラに、ついにサラサは根負けしたのだという。なんだか自分のことを話されているようで、ユトは視線をそらして頰ほおを搔かいた。

「島間鉄道は使えなくなってたけど、ちょうど島政府の人が船で管理島に向かうっていうから、それに便乗させてもらったの。でもいざ着いてみるとやることはなんにもなくてさ、ほら、あの猫の人に追い出されちゃった。で、お腹なかも減ったし、管理島の大衆食堂でお昼ご飯食べてたら、もうアディラが食べる食べる。ご飯おかわり三杯もして──」

　と、それまで青年のことを熱っぽく見つめていたアディラが、その言葉に反応して叫ぶような声をあげた。

「そっ、そんなにしてないよ！」

「したじゃん！　ククル魚の煮込み定食！　なんでそんなちっこい身体からだなのにあんなにいっぱい入るかなー」

「サラサ!!」

　ユトは二人のあいだに割って入り、

「ああもうわかったから、少し静かにしてて、アディラ。──それで？」

「それで？　これで終わりよ。ぎりぎりまで食べてるアディラを引っぺがして、慌てて列車に飛び込んだところで、この人にぶつかっちゃったってわけ」

　ユトとサラサは同時に青年のことを見る。が、肝心の青年はアディラに捕まって身動きが取れないようだった。先ほどの叫び声など忘れてしまったかのような清せい楚そさで、アディラは胸の前に手を寄り合わせて青年のことを見上げていた。

「……白い肌をしているのですね。お綺き麗れいです」

　青年はにこりと微笑ほほえみ、

「ありがとうございます」

「お名前は、なんと仰おつしやるのですか？」

「すいません、覚えていません」

「ご趣味は？」

「それも……」

「あの、失礼ですが、男の方ですよね？」

「…………その、ええと……」

「えっ、女なの？」

　目を丸くして振り返ったサラサに、ユトはため息と共に、

「男だよ」

　サラサは眉まゆ根ねを寄せ、

「あんたなんでそんなこと知ってんの」

「だって、触ればわかるじゃん」

「……………………さわった、の？」

「なっ、なにその言い方!?　胸だよ胸、ほかにどこがあんの」

　そんなことを言い合う二人をよそ目に、青年とアディラはまだ言葉を交わしている。

「……でも、それでは不都合なんじゃありませんか？」

「なにがですか？」

「お名前、です。いくらわからないといっても──仮でもいいからなにか名前を名乗っておかないと、島役場で入島手続きができないと思うのですけれど」

「え？　そうだったっけ？」

　素すっ頓とん狂きような声をあげたユトに、アディラは視線を移して頷うなずいた。

「うん、多分、だけど。それにさ、手続きのことがなくても名前がないと色々不便すると思うな」

　それもそうだ、とユトは思う。つい先ほどだって、青年に名前がなかったために余計な誤解を生んで、サラサに首を絞められてしまったのだから。その苦しさを実感として覚えているユトは、なおさら名前の必要性を痛感した。が、ふと見上げた視線の先、車窓から差し込む朱色の斜陽に肌を染めている青年は、いまいち吞のみ込めていないという表情をしていた。その顔を覗のぞき込みながら、ユトはおずおずと、

「あのさ、そういう話も出たことだし、もしよかったらこの辺できみの名前を決めておこうと思うんだけど……」

　青年は、アディラとサラサとユトを順繰りに見み遣やってから、困ったようにつぶやいた。

「名前……」

　ユトは助け舟を出す。

「そんなに難しく考えなくてもいいと思うよ。きみの記憶が戻るまでの代用ってことなんだし、ほら、極端な話をしちゃえば肌が白いから『シロ』とかでも──」

　青年は笑って頷き、

「じゃあそれで」

「ちょっと!?」

　サラサとアディラが同時に声をあげた。サラサは「余計なこと言うな」という目でユトのことをにらみ、アディラは必死な眼まな差ざしで青年のことを説得しにかかる。

「あの、ユトの言うことはお気になさらないでください、あの子ネーミングセンスゼロなんですから。あなたにはもっと素敵なお名前が似合うと思いますよ、きっと。上品で、気品に満ちていて、なによりも綺き麗れいなお名前が」

　しかしそう言われて、青年は不思議そうに首をかしげてしまった。

「……たとえば？」

「えっ？　え、と──そうですね、たとえば、その、ええと──」

「……普段いろんな本読んでるくせに、こういうときは応用利かないのね」

　呆あきれた声で茶々を入れたサラサに、アディラは唇を尖とがらせながら、

「なによ、じゃあサラサがやってみてよ」

「わ、私？　私は──そうね、この人に似合うと思うのは──」

　と、顎あごに手を当てて考えかけたサラサの顔を、ユトはその右手で覆った。「わっ」というサラサの驚きの声を聞き流し、断ち切るような口調で、

「はいストップ。そこまで」

「ちょ──いきなりなにすんのよ、ユト」

　サラサの抗議には答えずに、ユトは列車の客席から立ち上がった。がたごとと揺れる車内をものともせずに青年の前にまで歩み寄ると、彼の端正な顔に鼻先を近づけて、教え諭すようにユトは言った。

「きみの名前は、きみが決めなくちゃだめだよ。だってそれは、きみのものなんだから。あたしや、サラサや、アディラが決めた名前じゃ、どんなにかっこよくてもだめなんだと思う。やっぱり、自分の名前は、自分で決めなくちゃ」

「………………」

　青年は、しばらくのあいだ、黙りこくってユトの顔を見つめていた。ユトも大きな瞳ひとみで、青年の目を見返した。不思議な色彩を放つ赤い瞳は、なにか深遠なことを考えているようでもあり、あるいはなにも考えていないのかもしれない。と、しばらくして青年は、小さく首を振って言った。

「──やっぱり自分では思いつかないよ。ユト」

「……そう？」

　青年は頷うなずき、座ったまま両手でユトの手を包み込む。ひんやりとした青年の手に思わず声が出そうになるが、彼の赤い瞳に浮かぶあまりにも真しん摯しな色に、ユトはなにも言えなくなってしまった。

「だから、私はユトに名前をつけてほしい」

「…………いや、でも……」

「ユトの言いたいことはわかる。私の名前は私自身がつけなくては意味がない、ということなのだろう。私は犬ころではないのだから、自身で名乗らなくてはいけない。でも、そうとわかっていても──なにも思い浮かばないんだ。私が記憶喪失だからかもしれない」

　両手に握ったユトの手を、青年は胸の前まで持ち上げた。その瞳、その表情、その仕草、その声音──それらすべてに、ユトへの一途なまでの信頼が秘められていた。

「だから、ユト。ユトに頼みたい。私の名前を。ユトが考えた名前を、私は名乗ることにしようと思う。ユトの考えてくれた名前なら、私は、誇りを持って名乗ることができる。きっとだ」

　青年の口調は真剣そのものだ。手を握られているから逃げることができないし、なによりこれだけ真しん摯しに頼られているのに、適当にごまかすわけにはいかなかった。名前か──とユトが難しい顔で黙り込んでいると、青年の表情に弱気の影が差した。

「ユトが、いやなら──」

「ああ、ううん、そんなんじゃないの。きみがそう言うなら、あたしでよければ喜んでつけさせてもらうよ。でも、ほら、あんまり名前なんて考えたことないからさ──」

　苦笑いしながらユトはそう答える。名前、名前。こういうのはあまり難しく考えてはいけない。瞬間的な思いつきが大事なのだが、しかし一度考え込んでしまうとなかなかそこから抜け出すことができない。青年の視線に焦りを感じかけるが、しかし彼の赤い瞳ひとみは穏やかに静まっているだけで、急せかすような気配は微み塵じんも感じられなかった。改めて、まじまじと青年の顔を観察する。

　何度見ても綺き麗れいな顔だ。中性的、というのだろうか、管制官の制服を着ていなければ、アディラでなくても性別を間違えてしまうかもしれない。しかしそれよりなにより目を引くのが、真っ白な肌と、赤い瞳の対照だ。一番特徴的なこの二つに由来した名前がいいかもしれない──と思った瞬間、ある動物の姿がユトの脳裏に浮かび上がった。特に考えもせず、ぽつりとつぶやく。

「ウサギ……」

「え？」

　聞き返したサラサのことを気まずそうに見ながら、ユトは小さな声で、

「ウサギ、っていうの、どうかな」

「……ウサギって、あの動物の？」

　うん、と自信なさげに頷うなずく。ネーミング的には『シロ』とどっこいどっこいであると自分でもわかっている。白い肌に赤い瞳の彼を見て、図鑑に載っている白い毛皮に赤い眼を持っている動物の兎うさぎを思い浮かべるのはあまりに容易なことだ。案の定、サラサとアディラは同時にため息をついた。咎とがめるような視線でユトのことを見上げながら、サラサは口を開きかけ、

「──ウサギ」

　青年が、独り言のようにそうつぶやいた。ユトも、アディラも、サラサも、三人で同時に青年のことを見る。そのことに気づきもせずに、青年は顎あごに手を当て、何度も何度も確かめるようにその言葉を口にした。

「ウサギ、ウサギ──ウサギ、か。うん──」

　シートに腰かけたまま、青年は目の前のユトの顔を見上げた。

「いい名前だ、すごく。ありがとう、ユト」

「えっ、ちょっと待って、本当にそんなんでいいの？」

　青年は嬉うれしそうに頷うなずく。

「ああ。素敵な名前じゃないか、ウサギ。決めた。私の名前は、それだ」

　アディラが恐る恐る、

「あの──ウサギってなんのことか、覚えてるんですか？」

　意外にも、青年は首を縦に振った。おお、と驚きの声を漏らした三人娘に、青年はさすがに不服そうな表情を見せ、

「ぼんやりとではあるけど、それくらいは覚えている。あの『兎うさぎ』であっても構わないんだ。私はその名が気に入った。ユトのつけてくれた、ウサギという名前が。今から私は、ウサギと名乗ることにする」

　サラサとアディラは顔を見合わせた。納得いかない、という表情で、アディラが言う。

「……どう思う？」

　対するサラサのほうは、どこか諦あきらめたような顔をして肩をすくめてみせた。

「ま、いいんじゃない？　本人が気に入ったっていうんならさ」

「ねえ、その……本当に、いいの？」

　一番信じられないのはそれを名づけた張本人であるユトだった。ほんの試しに口にしただけなのに、それがここまで気に入られるとは思ってもいなかったのだ。が、そんなユトの困惑とは裏腹に、青年は──ウサギは、後悔などかけらも見当たらない笑顔で力強く頷いた。

「ああ。私は、ウサギだ。改めてよろしく──ユト、アディラさん、サラサさん」

　その笑顔に逆らうことのできるものは、誰だれひとりとしていなかった。




　　　　†




　サラサとアディラは、途中の駅で降りてしまった。

　なにか用事でもあるのか、と尋ねたユトに、サラサはどこかいやらしい感じのする笑みだけを浮かべて、なにも答えなかった。アディラのほうはまだウサギと話したがっていたようだったが、サラサが放った一言が決め手になった。

「いい加減諦めなさいよ、未練がましい。さっきのでわかったでしょ、入り込む隙すき間まなんてどこにもないんだから」

　一体なんの話だ、と尋ねたユトに、サラサは再びいやらしい笑顔を向け、「そんじゃね」と別れの言葉だけを口にした。ひらひらと手を振って駅のホームに降りていった二人を、ユトは見えなくなるまで列車の窓から眺めていた。なにかを熱心に話していた二人の後ろ姿が、なんだかものすごく気になったからだ。

「……海が綺き麗れいだ」

　見えなくなってからも執念深く後方をにらみつづけていたユトは、ウサギのその言葉にようやく息を抜いた。サンダルを脱ぎ、シートの上に膝ひざ立だちになっていたユトは、視線を前に向ける。

　莫ばく大だいな空があった。

　上も下もなく、ただオレンジに広がる光輪だけが見える。凪ないだ海面に沈みつつある太陽が映り、世界を照らす８の字の炎となって、海と空をひとつに溶かしてしまっていた。目を細めてそれを眺めていたユトは、隣に座るウサギに自慢げに言った。

「すごいでしょ、これ。あたしがこの島で、三番目に好きな景け色しき」

　ウサギが息を吞のむ音が聞こえた。どこか悪戯いたずらっぽい色を含んだ目で、ユトはウサギの驚嘆の表情を見み遣やる。白い顔に子供のような好奇心を浮かべて、ウサギは心底から感心したように言う。

「これより──すごい景色が、まだあるのか」

　ふふん、とユトは鼻を鳴らし、

「まだまだ、こんなものじゃないよ、コート島は。南の海の『群雄ククル』とか商業島の『百モール湖』とか、挙げたらキリがないくらい──あれ？」

　ふと気づいてウサギの額を見る。真っ白な肌に紛れて見えなかったが、よくよく観察してみると、そこには玉の汗が浮かんでいた。息が詰まるほどの驚きが胸に満ちる。シートから跳ねるように列車の床に降り立って、ユトはかじりつくようにしてウサギの顔を覗のぞき込んだ。

「だっ、大丈夫？　どうしたの!?　どこか熱でもあるの!?」

　ウサギは最初、きょとんとした顔でユトのことを見つめていたが、やがて「ああ」と声をあげると自らの額に手を遣った。白髪の生え際辺りを濡ぬらす汗を手のひらで拭ふき取って、ウサギはなんでもないことのように言った。

「少し、暑いだけだ。それに──さっきの二人、アディラさんとサラサさん。彼女たちと話すのは楽しかったけど、その分疲れてしまったんだ」

　ウサギは細く長い息を吐くと、窓から視線を外して、シートに深々ともたれかかった。目を閉じて、眠るような格好で。誰だれに対してでもなく、ウサギは言う。

「やっぱり、話すのはユトがいい。ユトと話していると、安心できる」

「…………」

　顔が赤くなった。ウサギは目を閉じている。開かないように、と心で念じつつ、ウサギの隣に座りなおして、それとなく顔を背けた。

　しばらくの沈黙があった。静寂は列車の中には訪れない。水中のレールを嚙かむ、ことんことんという低くこもった音が間断なく聞こえてくる。ことん、ことん、ことん、ことん──煮込み料理をする鍋なべのようなその音を延々と耳にしていると、まぶたが重くなってしまうのがいつものユトの反応だった。だが、このときばかりは違っていた。心臓がどきどきと鳴っていて、眠くなる余裕など頭の中のどこにも見当たらなかった。

　静かに気息を整えてから、ユトは横目でちらりとウサギのことを盗み見た。ウサギはまだ目を閉じたままだ。もしかしたら眠っているのかもしれない。疲れたと言っていたから。それでも別にいいやと思って、ユトは中空を見上げながら、ぽつりとつぶやいた。

「もしかしたらさ──ウサギの故郷って、寒いところだったのかもね」

　ウサギは答えなかった。ただ、わずかに身じろぎをする気配が隣から伝わってきて、彼が眠ってはいなかったのだということをユトに知らせた。ユトは少しはにかんでうつむき、ウサギの顔を見ないまま、彼の膝ひざの上に置かれている真っ白な手に、指先だけで触れた。

「だってさ、ウサギの手、こんなに冷たいもん。きっと住んでた場所が寒かったから、そこの冷たさがウサギの手に移っちゃったんだよ」

　そこまで言って、ようやくユトはウサギのことを横目に盗み見た。ウサギは穏やかな表情を浮かべたまま、じっとユトのことを見つめている。ウサギに見据えられると落ち着かない気分になるのは、多分その赤い瞳ひとみのせいだ。滴る血のようなその色からは、ウサギがなにを考えているのか容易に窺うかがい知ることができない。だから彼の瞳に覗のぞき込まれると、なんだか落ち着かない、鏡を突きつけられているような気分になってくるのだ。

　しかし、ユトはウサギの目が嫌いではなかった。それに見据えられているとなんだかこそばゆいような気分になってくるが、その感覚自体は決して不快ではなかった。ユトが上目遣いにウサギの目を覗き込んでいると、その赤い瞳が不意に笑みの色合いを含んだ。

「ユトの手は、暖かいな」

　ユトは小さく息を吞のむ。ウサギの手に触れた指先を、おずおずと引っ込めようとして、

「あ────」

　ウサギの手に、ユトの指先が包まれた。

「もう少し、こうしていたい。……ユトは、いやか？」

「………………」

　答えられず、ユトはうつむいたまま首を横に振った。静かに親指を動かして、ウサギの手の甲を撫なでた。冷たく、白く、きめ細かなウサギの肌は、上質の絹よりも心地よかった。

「あのさ──役場で、手続きが、済んだらさ」

　ウサギの冷たい手を、静かに、それでもしっかりと握りながら、ユトはぼんやりと言った。

「ゼン先生、いないっていうから──だからさ、そのあと、どうしよっか？」

　夢見るような口調のユトに、ウサギはしばらくなにも答えなかった。ことん、ことん、という音だけが、密ひそやかに車内に染み渡っていく。列車の床からウサギの横顔へ、それとなく視線を向けると、彼は上方を見据えたまま、何事かを考えているようだった。と、やがて目だけでユトのことを見ると、ウサギはゆっくりと唇を開き、

　きゅう。

「────────」

　ウサギの赤い目が丸くなる。ユトの表情はばきばきに強張こわばっている、その音の出所がどこであるかは、自分が一番よくわかっていた。そういえば今日は大鳴動グランドゼロの処理に忙殺されて、オルガがせっかく作ってくれたお昼ご飯を食べることができなかった。そのことが今さらのように思い出されて、ユトは自分の顔が耳まで赤くなるのを感じる。ウサギの顔を直視していることができず、身を縮めるような思いでうつむいてしまったユトの頭上に、ウサギの優しげな声が聞こえてきた。

「手続きを終えたら、ひとまず、どこかへご飯を食べに行こうか」

　ユトは縮こまったまま、ウサギのその言葉にこくんと頷うなずいた。
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　ワイズ・アイズ＝アイリーンは大きく伸びをする。白磁の腕がすらりと伸び、身に纏まとうローブの袖そでがするするとずり落ちていく。ほとんど腋わきの下が露出する格好になってもアイリーンは腕を下げようとせず、むしろいっそう身体からだをそらして椅い子すの背もたれに身体を沈めた。耳を覆う程度の長さで切り揃そろえられた灰色の髪が揺れる。どこか悪戯いたずらっぽい光を宿す漆黒の瞳ひとみで、アイリーンは部屋の中を改めて観察した。

　商業島の中央に位置する島役場は、コート島の行政執行機関だ。要するにコートでもっとも格式高い場所ということであり、それだけに部屋の中の数々の調度品もそれなりのレベルのものが取り揃えられている。中でもアイリーンのお気に入りは今座っているソファで、肌に吸いつくその座り心地を味わうためだけに、何度も島役場に遊びに来てしまうほどだった。もっとも、今回ばかりはその限りではなかったが。

　しかしそれにしても、政府のくせに『役場』はないだろうとアイリーンは思う。もう少し威厳のある名前にしたらどうだ、と彼女が言うと、ティーカップを載せたお盆を自ら運んできたコート島市長ジーニッツは、苦笑しながら答えた。

「名前を変えたからといって仕事の内容が変わるわけではありませんからね。それに大おお仰ぎような名前にしても、名前負けして笑われるのがオチです。役場、くらいでちょうどいいんですよ、私たちは」

　彼自身、『市長』という肩書きではあるが、厳密にはコート島は『市』ではない。それと同じようなものだとジーニッツは続けた。

「はあん、そんなもんかねぇ」

　自分から切り出したくせに、そう答えたアイリーンの声はいかにも真情に欠けていた。そもそも特に興味があったわけでもないのだから当然だが、そこをどうにか取り繕って話をつなぐ──ということが、生来できない性格なのだ。その辺りはジーニッツも心得たもので、温厚な笑みを浮かべながら彼はアイリーンの目の前の席に腰を降ろした。ことり、と二つ、カップを置く。

「それで、今回のことですが……」

「大鳴動グランドゼロ？　久しぶりだねえ、あれが起こるのは」

「前回起きたのが、確か──」

「五年前だろ。あんときはひどかったよ、死人も出たし」

　話している内容とは裏腹に、アイリーンの口調は至って能天気なものだった。すらりと長い腕を伸ばしてカップを手に取り、ソファに沈み込みながらそれを傾ける。

「で、全体の状況はどうなの？　西はそうでもなかったけど」

「管制塔からの連絡はまだありませんが、各拠港ポートの被害は順々に伝わってきています。どこも大したことはなさそうで、みんなで一安心しているところです。もっとも、予断を許さないことに変わりはありませんが」

「怪け我が人にんはたくさん出たけどね。ま、誰だれも死ななかっただけ上出来か」

「ゼン先生をはじめ、医師の方々に尽力していただいたおかげです。もちろん、あなたにも──」

「あんたらの迅速な対応があってこそだ。初めてにしちゃうまくやったもんだよ、褒めてあげる」

　楽しむようにそう言ったアイリーンに、ジーニッツは大おお真ま面じ目めに頭を下げた。

「恐縮です」

　はっ、と放り投げるような笑みを漏らして、アイリーンは手に持つカップの中身をぐいっと飲み干した。どこぞの酒豪のように荒々しくカップをソーサーの上に置いてから、紅を引いた唇をぺろりと舐なめる。真っ黒な瞳ひとみでジーニッツのことを見据えながら、アイリーンは単刀直入に言った。

「んで？　このあたしになんの用？」

　ジーニッツはソファの上で居住まいを正し、

「はい。この度の大鳴動に際しまして、どうしてもあなたの知恵をお借りしたかったのです、アイリーンさん。あなたはこの島でもっとも長く生きている。大鳴動を体験したことも一度や二度ではないでしょう。ぜひその経験と知識を、この島のためにお貸し願いたいのです」

　アイリーンは悪戯いたずらっぽい眼まな差ざしで真剣なジーニッツの表情を見つめている。組んだ足の上に合わせた両手を置き、探るような口調で、

「お貸し願いたい、って言われてもね。あたしはただの一市民だし、あんたに貸せるほどの知恵なんて持ってやしないよ」

　ジーニッツは自らもカップを手に取って、中身をわずかに口に含んだ。その目の中に、市長としての使命感と責任感が燃え上がっている。

「どんな小さなことでもいいのです。あなたより豊富な経験を持つ人間は、この役場はおろかコート島全体を探してもひとりもいないでしょう。それに比べて私は、お恥ずかしい話ですが新任で、こうした事態に際してどういった行動を起こせばいいのか、見当もつかないのです。アイリーンさん、どうか、ご協力をお願いできませんでしょうか」

　アイリーンは軽く肩をすくめ、

「だから、買いかぶりすぎだって。そりゃま、確かにあたしは長く生きてるけどね、そういう専門的なことは専門家に聞くのが一番さ。管制塔はなんて言ってる？」

　そこでジーニッツは顔を曇らせた。視線を机の上に落とし、言いにくそうに、

「それが──使いの者をやったのですが、まだ帰ってこないのです。島間鉄道に故障が起きたことを考えても、もうそろそろ戻ってこなくてはおかしいはずなのだが──」

　それを聞くと、アイリーンはこともなげに言い放った。

「あっそ。じゃ、管制機構だね」

「……え？」

　ジーニッツが顔を上げる。間の抜けた驚きの表れたその顔に、淡い微笑ほほえみを浮かべながら、アイリーンは応接室に取りつけられた大きな窓をくいと指差した。

「それだけ時間がかかってるってことは、その連絡役が事故に巻き込まれたのでもない限り、管制機構になにか問題が起きたってことだよ。それの調査に管制塔のほうが手間取ってるんだ。ま、最初のうちはざっとした表層解析だけだろうけど、それにしたって問題が起きたことには変わりない」

　ジーニッツは目を丸くしたまま、しばらく凍りついたように硬直していた。が、やがてはっと我に返ると、慌ててカップを机の上に置き、ソファを蹴け立たてるようにしてその場に立ち上がった。

「し、失礼、お呼び立てしておいて申し訳ありませんが──」

　アイリーンはひらひらと手を振って、

「はいよ、がんばんな。あんたの仕事は、この島に無用な混乱を起こさないこと。間違っても食糧危機なんて起こすんじゃないよ、あたしの生活も苦しくなるんだから」

　ジーニッツはやや青ざめた顔で、それでも表情を引き締めながらアイリーンの言葉に頷うなずいた。その顔立ちに満足げな笑みを浮かべて、アイリーンは軽く彼にウインクを送ってみせる。

「わからないことを素直に誰だれかに聞こうってあんたの姿勢は、大事だよ。高いところにいるととかく足元が見えなくなるもんだからね。これからもその調子で続けるといい」

　緊張に強張こわばっていたジーニッツの表情が、その言葉にほんの少しだけ和らいだ。

「はい。これからも、ご助力ください、アイリーンさん」

「わかってるって。市民の義務だからね」

　ジーニッツは小さく頭を下げると、足早に応接室を横切って、そのまま部屋から出ていった。静かに閉じられたドアから目を離し、前方へと視線を向けながら、もう一度、大きく伸びをする。細い首筋をゆっくりと曲げ、肩の筋肉をこきこきとほぐしてから、アイリーンは細く長い吐息と共にソファに沈み込んだ。

　さて。

　どうしようか。

「──メアリ」

　夢見るように目を細めながら、アイリーンはそう呼ばわった。途端に彼女の前方、机に置かれたカップのすぐ真上辺りの空間に、緑色の光が灯ともる。無秩序に拡散していたその光は次第に収束していき、それと反比例するように輝度を増していく。やがて、その光の中から小さな人影が飛び出してきた。

　緑の服、緑の靴、緑の帽子。瞳ひとみの色までもが揃そろえたように緑色で、ただその髪だけがアイリーンと同じ柔らかなグレーに染まっている。年の頃ころは十歳ほどの愛らしい顔立ちをした少女だが、ひとつだけ普通の子供と違う点がある。全体の大きさが、女性の手ほどしかないのだ。緑の燐りん光こうを放ちながら浮遊する小さな少女──メアリは、アイリーンの顔を覗のぞき込みながら快活に言った。

『はあい、なにか御用ですか、アイリーンさま？』

　アイリーンは窓の外をくいっと指差し、

「ん。ノウマン呼んできて」

『えっ、もうお帰りですか？』

「ここからはね。家に帰る前にその辺ぶらついてくるつもりだけど」

『前の広場に連れてくればいいんですね？』

「そうね──そうしてくれる？　別に急がなくていいから」

『はあい、かしこまりましたぁ』

　大きな声でそう答え、メアリは再び薄ぼんやりとした緑の光へと戻っていった。すぐに鳶とびのような素早さで、応接室の窓をすり抜けて出ていってしまう。それを見届けてから、ようやくアイリーンも腰を上げた。小さくあくびをしてから、ローブを翻して応接室をあとにする。

　アイリーンは、今年で三百四十二歳になる魔法使いである。主に召喚魔法コンジユレイシヨンを得意とし、使し役えき妖きよう精せいであるジャックとメアリの双子の妖精を自らの魔法の補佐として役立てている。ほとんど人外と言っていいほどの長生や、他世界からやってきたという素性の怪しさから、彼女が人人からは忌み嫌われているかと言えばまったくそんなことはなく、むしろ知識豊富な彼女のことを頼りにしてくる人のほうがずっと大勢いるのだった。アイリーン自身が他人に頼られるのを好む姉御肌な性格をしていたことも、彼女と島の人々との溝を埋める大きな要因となったのだろう。魔法や知識を存分に島のために役立てていた彼女が、島政府からも一目置かれる存在となるまでに、そう長い時間はかからなかった。コート島市長がこの世界での公式な代表者だとするならば、アイリーンは長老役として人々の悩みを解決する、言わばコート島の顔なのだった。

　応接室から出ると、吹き抜けを通じて階下のざわめきがアイリーンの長い耳に聞こえてきた。ゆるりとローブを波打たせて、彼女は三階の廊下を堂々と闊かつ歩ぽしていく。今年で三百四十二歳になるとはいえ、彼女の美しさは微み塵じんたりとも陰らない。白い肌にはシミのひとつも浮かばず、涼しげな顔立ちには皺しわのひとつも刻まれていない。どこか妖あやしげな微笑ほほえみを宿す唇はあくまでも艶つややかで、異世界の礼服であるはずのローブを肩が露出するほどラフに着こなしているその姿に、胸を鳴らさない男性はいないだろう。と、なにを思いついたのか、やや垂れ気味の黒い目をきょろりと動かして、アイリーンはふと下の階を見下ろした。

　アイリーンの立つ場所からは、二階の吹き抜けを通じて一階の受付を望むことができた。もうそろそろ役場が閉まるからか、かなりの数の人でごった返している。あるいは──と、アイリーンはぼんやりとした表情で考える。大鳴動グランドゼロの、影響かもしれない。

　人間をはるかに超える長い時間を生き、世界から世界へと渡り歩いてきたアイリーンにも、大鳴動の正体はわかっていなかった。おぼろげなイメージはあるものの、具体的にどういう条件でどのようにそれが起こるのかということは、まったくの謎なぞなのだ。とはいえ、それはアイリーンに限ったことではない。どれだけ科学技術が進んでも、いまだにこの世界の成り立ちや管制機構の仕組みなどを解明するには至っていない。ましてアイリーンのような世界の根幹に興味を持っていない人間に、それがわかるはずもなかった。

　アイリーンは面倒くさいことやつまらないことが嫌いだった。自分が興味の持てる、面白いことがなによりも好きだった。コート島の人々を助けているのだって、その『面白いこと』の延長上にあるようなものだ。島の人たちが自分を頼ってきたり、自分の魔法や知恵で悩みを解決したときの笑顔を見ると、心が晴れ晴れとする。それを自己満足と呼ぶ者もいるかもしれないが、それならそれで構わない、とアイリーンは思う。要するに楽しければいいのだ。自分の人生を楽しむために自分の能力をフルに活用する、そういう生き方に対してアイリーンは疑問を持っていないし、持ったこともないし、これからも持つことはないだろう。奔放こそが自分の性さがだと、彼女は知っているからだ。

　そんな奔放なアイリーンは、階下に群がる人々への興味をすぐに失ってしまった。大鳴動で大変だとは思うが、それは自分の能力の及ばない範囲での出来事だ。拠港ポートや管制機構のことは、管制官に任せておけばいい。コート島の混乱は、島政府に任せておけばいい。そう考えながら、アイリーンは手すりの上で頰ほお杖づえをついた。特になにを見るでもなく、ぼんやりと下を眺める。

　と、その視線が、ひとつのところに留とどまった。

　最初は好奇心だった。変な白いのがいる、としか思わなかった。ひとりの少女に手を引かれて、白い人間がとことこと歩いている。フードでもかぶっているのか──と思ってよくよく観察してみたが、やはり違った。あれは普通の人間の頭と髪の毛だ。ただ、その色だけが純白なのだった。

　へえ、と感心したように吐息を漏らしたアイリーンの唇には、その時点ではまだ余裕の色が浮かんでいた。しかし、目を凝らしてその白い人間を観察するにつれ、次第にアイリーンの黒い瞳ひとみから退屈しのぎの色が薄らいでいった。

　その顔立ちをはっきりと視認した瞬間、アイリーンの心臓が「ずくん」と鳴った。息が詰まるような驚きと共に、アイリーンは自らの胸を見下ろす。ローブの上から豊満な胸に手を当てて、どきどきと鳴る心臓を手のひらから再確認する。それからアイリーンは、改めて一階を歩く真ま白しろい存在、中性的な美び貌ぼうを持つその人間のことを見つめた。

　胸が高鳴るような出来事など、ここ数十年というものお目にかかったことがない。あまりにも唐突に現れたその刺激に、どうしていいのかわからなかったのは、最初の数秒に過ぎなかった。アイリーンはすぐに、戸惑いから好奇に満ち溢あふれた色へと表情を切り替えると、なんの躊ちゆう躇ちよもなく手すりを乗り越えて吹き抜けに身を投げた。

　男かもしれない、女かもしれない。ほんの一瞬の浮遊感の隙すき間まに、アイリーンはそんなことを考える。女だったらがっかりだが──しかし、それもいいかもしれない。そんな考えがふと浮かびかけて、彼女は激しく頭を振る。いやいや待て待て、さすがに女はまずいだろう。奔放が性さがとはいえ物には節度というものがある。女を相手にするなどしたら、そのあと後悔すること間違いなしだ。いや、しかし、ああ──あの目、あの肌、あの顔立ち！　たかだか性差などであれを逃してしまうほうが、よほど後悔の対象になるのではないか。すべてを吸い込み惹ひきつけるような美貌を前にしておきながら、みすみすそれを逃すなど、コートに名だたるアイリーンの名折れになるのではないか──

　思考が千ち々ぢに乱れたのはほんの一瞬だけのこと、二階の吹き抜けを通過した時点でアイリーンはジャックを召喚、合力魔法フアンクシヨンを使用して落下速度をゼロにする。逆さまになった視界の中に純白の肌が映り、驚きに見開かれた赤い瞳を目にした瞬間、アイリーンの中のなにかがぷちんと切れた。吹っ切れた表情で微笑ほほえみながら、彼女は心の中で陶然とつぶやいた。

　男でも女でも、もうどっちでもいいや。




　　　　†




「……はい、結構です。それではあちらでお掛けになってお待ちください」

　係の女性はそう言うと、ペンを返そうと差し出したウサギの手を両手で包み込んだ。その微笑には必要以上の好意が含まれている。不思議そうに首をかしげたウサギのことを熱っぽく見つめながら、女性は潜ひそめた声で言った。

「つかぬことをお伺いしますが、お住まいはどちらに？」

「ありません。失礼します」

　ひょっこりと横から割って入ったユトは、ウサギと係の女性の手を素早く切り離すと、今度は自分がウサギのその手を握ってくるりと踵きびすを返した。女性に軽く頭を下げて、ウサギもゆっくりと歩き出す。ユトはそんなウサギの顔を見上げながら、感心したように、

「やー、それにしても凄すごいねきみ。百戦百勝じゃん」

　ウサギの顔には薄い困惑が浮かんでいる。

「……よく、わからない」

　ユトはからかいの笑みを浮かべながら、

「なあにが。もしあたしが隣にいなかったら、角曲がるたびに女の人に声かけられてたよ、きっと」

　まあ、これだけ綺き麗れいな顔をしていれば、仕方ないかな──と思いながら、ユトは役場の待合席に腰を降ろした。ウサギもユトの隣に、膝ひざを揃そろえて座る。

　ふと顔を上げると、先ほどの係の女性がちらちらとこちらに視線を向けているのが見えた。ユトがにこやかな笑顔で頭を下げると、途端に慌てたような素振りを見せ、それきり作業に没頭してしまった。

　と、そのとき、隣に座るウサギが、突然「あっ」と声をあげた。思わずユトはウサギの白い横顔に視線を走らせる。重大な問題を発見した、という表情でウサギはユトに向き直り、

「そうだ、大変だユト。さっきあの人に言われてからずっと引っかかっていたんだが──私は、どこで寝ればいいんだ？」

　え、と間の抜けた声が漏れた。

「どこって──どっか当てはあるの？」

「あるはずがないだろう。私はこの世界は初めてなんだし──そもそもなにも覚えていないんだから。お金も持っていないから、宿に泊まることもできないし……」

　その顔を見て、ユトはおかしそうに笑い、

「冗談だよ、冗談。そうだね、一応そういう人のための仮設の宿泊所はあるけど──」

　ウサギはあからさまに安あん堵どの表情を浮かべた。それがなぜだか気に入らず、ユトはことさらに意地悪な口調であとを続ける。

「──でも、あれは島の人たちのためのものだから、ウサギは入れてくれないんじゃないかなあ？　まだ入島許可も下りてないわけだし」

　実際にはそんなことはなく、むしろ仮設宿泊所は島外から来た人たちのために開かれた施設である。が、無論のことウサギがそれを知るはずもなく、彼の表情は一転して奈な落らくに突き落とされたかのような不安の色に染まってしまった。そんなウサギの背中をぱんぱんと叩たたきながら、ユトは屈託なく言った。

「大丈夫だって、うちに泊めてあげるからさ。ていうか、あたし最初っからそのつもりだったんだけど、ウサギは違うの？」

　ウサギは驚いたように、赤いその目を見開いた。

「ユトの家に？」

「そう。ウサギは、あたしの家に来るのはいや？」

「とんでもない。そうしてくれるのなら、とても嬉うれしい、けど──」

「けど？」

「ユトの家族が、承知してくれるかどうかわからないじゃないか。ユトに迷惑はかけたくない」

　ユトの顔に少しだけ複雑な表情が浮かんだ。それでもかろうじて笑みながら、ユトはなんでもないような口ぶりで、

「大丈夫だよ、あたしの家、あたししか住んでないもん」

「…………」

　ユトとウサギの視線が絡み合う。ふい、と先に目をそらしたのはユトのほうで、それきり会話は途切れてしまった。黙りこくるユトになにか感じるものがあったのだろう、ウサギはそれ以上なにも追及しようとはしなかった。気まずい思いをさせちゃったかな、と思い、ユトが説明をしようと口を開きかけたところで、先ほどの係の女性の声が聞こえた。

「ウサギさま、ウサギさま。三番窓口までお越しください」

「あ──」

　短い吐息を漏らしたユトに、ウサギは立ち上がり、言った。

「呼ばれた。行こう」

「……うん」

　ユトも立ち上がり、ウサギと連れ立って歩きはじめる。ウサギの純白の表情にはどんな色も混じってはいない。そのことになぜか焦りを感じ、ユトは明るい口調で冗談を言おうとして、

　突然響き渡った誰だれかの驚きの声に、それを遮られた。

　驚きのあまりびくんと肩が跳ねる。一体何事か、と周囲に素早く視線を巡らせてみると、近くにいる人も遠くにいる人も、大きく目を見開いてユトたちのことを凝視していた。なんだろう、なんか変なことしたのかな、と不安に襲われかけたユトの頭上から、しっとりと落ち着いた女性の声が聞こえてきた。

「はあい、こんにちは」

「……こんにちは」

　そう答えたのはウサギの声、思わずそちらのほうに目を向けたユトは、声も出せずに凍りついてしまった。

　ウサギの頭上、床から一モールほどの高さの空中に、女の人が浮かんでいた。天井に足を向け、床に頭を向けた逆さまの体勢のままで、至近距離からウサギの顔をじっと覗のぞき込んでいる。まるで身投げの途中に時間が止まったかのように、女性の身体からだは空中でひたりと停滞していた。なにがなんだかわからずに、ユトはただ呆ほう然ぜんとその光景を見つめることしかできなかった。

　が、すぐ頭上にそんな不可思議を迎えているはずのウサギは、その光景に特にこれといった動揺も起こさなかったらしい。読めない表情で目をぱちくりとさせているウサギに、その女性はくすぐったそうに微笑ほほえんだ。

「驚かないのね。ますます気に入ったわ」

「はあ、それはどうも。ところで、あなたは──？」

　女性は少し不思議そうな顔をしてから、すぐに得とく心しんしたように頷うなずいた。

「ああ──そう、あなた島の外から来たのね？　ま、それもそっか。ここに住んでる人間で、あなたみたいな人がいたとしたら、あたしの耳に入っていないわけがないものね」

　瞬間、緑の燐りん光こうが女性の周囲に弾はじけるように灯ともった。女性の身体が砂時計をひっくり返すように、空中でゆっくりと回転しはじめる。普通の立ち位置にまで戻ったところで、唐突に重力が回復し、女性はふわりとウサギの隣に降り立った。溶けるような笑みでウサギに顔を近づけ、

「あたしはアイリーン。よろしくね、白い人」

　そう言い放って、いきなりウサギを抱きすくめ、アイリーンはなんの躊ちゆう躇ちよもなく唇を重ねた。

「────────っ」

　あまりのことにユトは声も出せない。うなじの辺りの毛が逆立つ感触。数秒のあいだウサギの唇を味わっていたアイリーンは、やがて唾だ液えきの線を引いてウサギから口を離した。その光景を目にしてようやく我に返り、ユトは突進するように二人のあいだに割って入った。

「なっ、っ、なにするんですか!?　アイリーンさん!!」

　密着した二人の身体の隙すき間まに無理矢理身を滑り込ませ、ユトは突き飛ばすようにしてアイリーンをウサギから遠ざけた。その力に逆らわず、数歩だけ後ろに下がってから、アイリーンは薄く笑い、

「なにって、ただの挨あい拶さつよ。あなたこそなんなの？　邪魔しないでくれる？」

「あ、あ、挨拶って、いくらあなたでも──」

　アイリーンは眉まゆ根ねを寄せ、手を振ってユトの言葉を遮った。

「ああ、もう、面倒くさい。ジャーック」

　緑の光がアイリーンの眼前に唐突に出現した。手のひらを広げたほどのその光に黒い目を細めながら、アイリーンは「ぴし」とユトのことを指差して、

「そのお嬢ちゃんを縛っときなさい。邪魔だから」

　命令を嚙かみ砕くような一瞬、緑の光が目にも止まらぬ速さでユトの額の近くに移動する。びくん、と身をすくませたユトの目の前で、光はひとりの子供の姿を取って結実した。緑の服を身に纏まとい、緑の靴を足に履き、緑の帽子を頭にかぶった利発そうなその子は、しかしユトの手のひらくらいの大きさしかない。その子は空中ですまなそうに頭を下げると、同情に満ちた声でこう言った。

『ごめんねお姉さん。でもほら、僕も仕事だからさ』

　言うが早いか光に戻り、子供──ジャックは凄すさまじい勢いでユトの周囲を旋回しはじめた。え、え、え──と戸惑いの声を漏らすユトの周囲が、寸分の隙すき間まもなく緑の輝きに満たされていく。気づいたときには、ユトの身体からだは腕ほどの太さの蔓つる草くさでぐるぐるに縛り尽くされてしまっていた。

　がっちりと身体を固められて身動きの取れないユトの目の前で、アイリーンは悠然とウサギに近づき、その白い頰ほおに再び口づけをかました。困惑に染まるウサギの表情から視線を外すと、アイリーンはユトの頭上に浮遊しているジャックに向かって言った。

「メアリは？　どこ？」

『ご命令通り、役場前広場にノウマンズヒルを連れてきているようですが』

「そ。呼んで」

『…………ここに、ですか？』

「他にどこがあんのよ。ほら早く」

『かしこまりましたぁ』

　緑の煌きらめきは一瞬拡散したかと思うと、宙に溶けて跡形もなく消え去った。全身を蔓でぎちぎちに縛られたまま、それでもユトはなんとかアイリーンのほうにぴょこぴょこと跳ねながら近づこうとして──バランスを崩してその場に倒れ込んでしまう。と、アイリーンの腕に絡め取られていたウサギが、身を乗り出して叫んだ。

「ユト！」

　その叫びをかき消すように、役場の中央玄関口の扉が凄すさまじい音を立てて開いた。

　ことの成り行きを見守っていた野次馬の視線がそちらに一斉に集中した。途端に低く押し潰つぶしたような悲鳴があちこちから上がりはじめる。役場の扉を撥はね除のけて中に入ってきたのは、人の身長をはるかに上回る高さを持つ、巨大な『箱』だった。細長い形をした直方体のその箱の横側には、まるで生きているかのようにウェーブを描いて動きつづける『羽』が生えていた。左右に六本ずつ、計十二本のその羽は、よくよく見れば木目の浮かんだ櫂かいであることがわかっただろう。にも関かかわらず誰だれもそのことに気づかなかったのは、その箱に生えた羽があたかも本物であるかのように、箱自体が宙に浮かんでいるからだった。

　凍りつく役場内を睥へい睨げいしながら、その『箱』は悠然と内部に入ってこようとした。が、すぐに両りよう脇わきに生えた羽が玄関の壁に引っかかり、そのままぴくりとも前に進めなくなってしまう。無理もない。左右の櫂かいの長さを含めれば、箱の全幅は十モールほどにもなるのだ。いくらコート島の中枢部である島役場でも、そんな無意味に広々とした玄関を設置しているはずがなかった。静まり返った役場の中に、がつん、がつん、と櫂かいが玄関にぶつかる音が何度も何度もこだまする。と、箱の前方に緑の光が灯ともり、そこから今にも泣き出してしまいそうな声が聞こえてきた。

『アイリーンさまあ、無理ですよう、ここじゃどうやったってノウマン入りませんよう』

「……ったく、世話が焼けるわね。ノウマン、バック！」

　そう叫んでから、アイリーンは走り出した。もちろん右腕にウサギを抱えたまま、あっという間に遠ざかっていく二人の姿に、ユトは床に転がったまま制止の声を叫んだ。

「ちょ、ちょっと──待って、アイリーンさん──待ちなさいっ！」

　アイリーンは振り向きもしない。いくら男にしては軽いほうとはいえ、それでも人ひとり分の重みを持っているウサギのことを軽々と抱き上げながら、跳ねるように玄関口に駆けていく。その周辺に緑色の燐りん光こうが踊っているのを、ユトは確かに見た。床の上を芋いも虫むしのように這はいながら、ユトはあらん限りの声で叫ぶ。このままじゃウサギが連れてかれちゃう──無意識の中でそんなことを考えたユトは、島中に響き渡るのではないかと思うほどの大声で叫んだ。

「ウサギっ、────ウサギぃ!!」

　劇的な反応が起こった。

　ウサギの表情が、一瞬、小刻みに動いた。緑光を踊らせて宙を往ゆくアイリーンの腕の中で、ウサギは大きく身体からだをしならせる。離れた場所から見ていたユトにさえなにが起こったのかよくわからなかったのだ、密着していたアイリーンにはなおのことだったに違いない。背筋を使って上体を反らし上げたウサギは、反動をつけて思いきり前のめりに倒れ込んだ。ちょうど空中で前転をするような形だ。驚いたアイリーンが歩みを止めた一瞬、ウサギはアイリーンの腕から外れて宙に投げ出され、空中で縦方向に一回転して見事に足から着地した。息つく間もなくウサギは駆け出し、植物の蔓つるに巻かれて転がっているユトの元に、必死な表情を浮かべながら戻ってきた。

「ユト!!　大丈夫か!?」

「……っ、あ──う、うん、あたしは、大丈夫……」

　ぐるぐる巻きにされたまま、信じられないものを見るような目でウサギのことを見上げる。

　あの、ウサギが。

　口数少なく、感情をあまり面に出さないはずのウサギが──取りすがるようにしてユトの身体を抱き上げ、そこに巻きついた植物の蔓を引き剝はがそうとしている。その顔を直視することができずに、ユトは顔を赤くして視線をそらした。

　その瞬間、ユトの身体を束縛していた植物の蔓が、一斉に音を立てながら消えはじめた。

　しゅるしゅると音を立てながら、蔓はどんどん少なくなっていく。まるでどこかに引きずり込まれるようにして、あれだけの密度でユトのことを縛りつけていた蔓草は、あっという間に消え去ってしまった。あとに残ったのは、地面に寝転がるユトの身体と、それを抱きすくめるようにして支えているウサギだけ──ユトは慌てて跳ね起きると、ウサギの腕から逃れるようにして離れ、騒動の張本人へと視線を向けた。

　その表情に若干の敵意が混じるのは仕方のないことだった。いかにコート島の顔役であるアイリーンとはいえ、嫌がる人を無理矢理攫さらっていいはずがない。が、向こうでもそのことは自覚していたのだろう、非難の色を含んだユトの視線に、アイリーンは気まずそうにそっぽを向いてしまった。宙に浮かぶ箱に腰かけながら、ぽつりと、

「──なによ。まるであたしが悪いみたいじゃない」

　二つの声が、揃そろってそれに答えを返した。

『みたい、じゃなくて、ばっちりあなたが悪いんですよ、アイリーンさま』

　アイリーンは刺すような視線でその光をにらみつけたが、彼女がその言葉に反論することはついになかった。敵意を映すユトの視線、どこか悲しげなウサギの視線に晒さらされて、アイリーンは深々とため息を漏らした。




　　　　†




「えっと、ククル魚の香草包みにカラニア牛の照り焼きロースト、ミズホタライスとペティナキノコのスープ、それとデザートにマナウナフルーツの特選盛り合わせをください」

「あたしはフィロール風森の幸のスパゲティとククル魚のマリネサラダ、あとコーヒーひとつね。あんたらは？」

『私、ミネストローネ！』

『僕はコーンポタージュ』

「ウサギは？　なににするか決めた？」

　絶えないざわめきと、ランプの灯火が店の中を支配している。

　クツール食堂は商業島に数ある大衆食堂の中でも、かなり良質な部類に入る店だった。つまり、うまくて安くて早いのだ。お詫わびのしるしに夕飯を奢おごらせて──と言っておきながら大衆食堂に連れてくるアイリーンもどうかと思うのだが、この店は結構好きなので別に気にはならなかった。

　夕飯前ということで客の入りは八分程度、混み合うまでにはいかないがそろそろ空席が少なくなってきた、という頃ころ合あいだ。その中の一番大きなテーブルで、ユトとウサギはアイリーンと向かい合った席に腰を落ち着けていた。と、主人顔をしたアイリーンが、向かいのウサギに擦り寄るようにして顔を近づけ、

「遠慮しなくてもいいのよ、ウサギちゃん。欲しいものはなんだって頼んでいいんだからね」

　しっとりとしたその声音に、ウサギは自信なさそうに「はあ」と答える。牽けん制せいの視線でアイリーンのことをにらんでから、ユトはふとウサギに向き直り、

「もしかして、字の読み方、覚えてない？」

　ウサギはさすがに苦笑して首を振った。

「いや、それはさすがに覚えている。さっきの役場でも、私はきちんと自分の名前を書けただろう。共用文字で」

「あ、そっか」

　メニューをめくりつつ、ウサギは独り言のように言葉を続けた。

「思ったんだが、どうも記憶喪失といっても、すべてを忘れてしまうわけではないみたいだな。私は文字の読み書きを覚えているし、話し言葉も覚えている。ただ、その、なんというか──基本的でない知識は忘れてしまっているらしい。カラニアングラタンひとつ」

　話に紛れて注文したものだから、ユトもアイリーンも、メニューを取りに来たウェイターまでも、ウサギがなんと言ったのか聞き取れなかった。ぽかんとした表情のウェイターを正面から見据えつつ、ウサギがもう一度注文を繰り返すと、彼は慌てたように頷うなずいてキッチンの奥へと引っ込んでいった。それを見届けてから、アイリーンがぽつりと言う。

「ふうん──じゃ、本当なんだ、記憶喪失って」

「……信じてなかったんですか」

　非難をにじませた声でユトがそう言うと、アイリーンは頰ほお杖づえをついたまま琥こ珀はく酒しゆの入ったグラスを持ち上げ、わずかに唇を湿らせた。

「そういうわけじゃないけどね。記憶喪失の人なんて、見たことないからさ」

「アイリーンさんでも、ですか」

「あたしでも、よ。そんな言葉自体忘れかけてたわ」

　ウサギはユトとアイリーンを交互に見み遣やりながら、

「アイリーンさんは、ユトとお知り合いなんですか？」

　両手でグラスを抱え、ちびちびとジュースを飲んでいたユトは、ちらりとウサギのことを見返した。

「そうじゃないんだけど──なんていうのかな、あたしが一方的に知っていたというか」

「ま、あたしゃこの島じゃちょっとした有名人だからねえ。知らない奴やつはモグリよ、モグリ」

　そう言って、アイリーンはからからと笑う。すぱっとしたその笑い声を聞いているうちに、ユトは自分の中のじめじめしたものが吹き飛んでいくのを感じた。ウサギを攫さらおうとしたことも、魔法で自分を縛ったことも紛れもない事実なのに、いつの間にかそれに対して怒りを感じることができなくなっていた。憎めないというか、なんというか。アイリーンには同性のユトをも惹ひきつける魅力があった。

　唇を引き結んだユトの表情を勘違いしたのだろう、アイリーンは悪戯いたずらっぽく笑いながら、テーブルの向こうから手を伸ばしてユトの朱色の髪に触れた。そのまま「よしよし」とユトの頭を撫なでて、子供を諭すような口調で言う。

「もう、ユトちゃんまだ怒ってるの？　悪かったって言ってるじゃない、お詫わびにご飯も奢おごってあげてるんだしさあ、いい加減許してよ。ね？」

「…………」

「だからあ、あれは違うのよ。挨あい拶さつ代わりっていうか、まあちょっと度が過ぎたかもしれないけど、別に深い意味はなかったの。ほら、いつまでもそんな仏頂面してないで。かわいい顔が台無しよ？」

「ああ、挨拶だったんですか。あれ」

　得とく心しんがいったように頷うなずいたウサギのことを、刺すようににらみつける。その視線にウサギはぎくりと身を強張こわばらせ、それきり口をつぐんでしまった。

　改めて、アイリーンに視線を戻す。ユトは複雑な表情、友達と喧けん嘩かをした子供が仲直りの頃ころ合あいを見計らっているような顔だ。と、アイリーンの隣の席──もとい、アイリーンの脇わきのテーブルクロスの上にちょこんと座ったメアリが、愛らしい声で、

『そりゃあ怒るよね、ジャック。いきなり恋人の唇を奪われたらさー』

　ユトは目を白黒させ、

「こっ、恋人って────」

『そうだよね、メアリ。アイリーンさまの男好きも困ったもんだよね』

『いっつも苦労するのは私たちだもん。いい加減にしてほしいよね』

『うん。もうちょっと、ワイズ・アイズとしての自覚を持ってほし』

　ずばん、と凄すさまじい音を立ててアイリーンが二人を叩たたき潰つぶした。緑の燐りん光こうがぱっと散り、それきり二人の声は聞こえなくなる。目を丸くして見守るユトとウサギの前で、アイリーンはゆっくりと手のひらをテーブルから離した。思わずユトは息を詰めたが、テーブルの上には双子の圧死体は見当たらない。と、周囲に散った緑の光が空中に集いはじめ、やがて元通りの双子の姿へと戻っていった。二人は声を揃そろえて、

『ひどい、ひどい！　いきなりなにするんですか、アイリーンさま！』

「お黙り。元いた場所に還かえりたいの？」

『うっ』

「あの──」

　遠慮がちに口を開いたウサギに、アイリーンは双子に対するときとは打って変わった態度で、

「なあに、ウサギちゃん？」

「その、子、たちは？」

　アイリーンは隣を見下ろして、「ああ」と言う。

「妖よう精せいよ。って言っても、普通のじゃないけど。あたしが使ってあげてるの」

「よう……せい？」

　なにひとつわかりません、というウサギの表情に、アイリーンは背もたれに身体からだを預けて息を漏らした。

「結構厄介ね、記憶喪失って。えっと、あたしが魔法使いってのは──ああ、妖よう精せい知らないんだからそれも知らないか。そうね、一度ちゃんとした自己紹介をしておきましょうか」

　アイリーンは椅い子すの背もたれを軋きしませたまま、常に絶えなかった笑みの色を表情から消した。すらりと長い指を自分の胸に当て、朗々とした声で言う。

「ワイズ・アイズ＝アイリーン。生まれはユノティオ、妖精の世界、長エ耳ル族フの出身。『賢者の瞳ワイズ・アイズ』を持つゆえに、色々な世界を旅してきたけれど、今はこのコート島に腰を落ち着けてるわ。ここでは──そうね、相談役みたいなことをして暮らしてる。これでも結構、歳としを食ってるからね。魔法使いっていうのは──」

　アイリーンはぐいっと身を乗り出して、テーブル越しにウサギに顔を近づけた。自分の目、漆黒のその瞳ひとみを指差して、

「その名の通り魔法を使う者。魔法というのは魔の法、法外の法、世界の法則とはまったく異質な法を顕現する力のことよ。簡単に言えば、『ありえないことを起こす力』ってとこかしらね。この真っ黒な目、『賢者の瞳』がその証あかし。この目を持つものしか魔法使いにはなれず、逆に言えば、この目を持つものは強制的に魔法使いとしての生を送らなくてはならない。ま、あたしは自分でこの道を選んだんだけどね」

　そう言って、アイリーンは再び笑みを浮かべた。その顔を静かに見つめながら、ウサギは質問する。

「その、黒い瞳をしている人は、みな魔法使いなのですか？」

　アイリーンは頷うなずき、

「そうね、そういうことになるわ。魔法使いは絶対にワイズ・アイズだし、ワイズ・アイズは例外なく魔法使いだもの。魔法っていうのは純粋な才能の賜たま物ものだから、使える人は努力しなくてもある程度は使えるし、使えない人はどんなに頑張っても絶対に使えない。そういう意味では、どちらかというと種族と言ったほうが近いかもね」

「種族？」

　アイリーンは、からん、とグラスを傾け、

「そ。ワイズ・アイズという種族。あたしは長耳族だけど、故郷の他の長耳族の中に、黒い目を持つ者はひとりもいなかったわ。ワイズ・アイズは種族の別なく、突発的に生まれてくる。人間の中にも、キャットマンの中にも、長耳族の中にも。彼らはまったく別の種族であると同時に、同じ外見、同じ能力を持つ同胞であるとも言えるわ。漆黒の瞳を持ち、魔法という特殊能力を扱える、それが共通点。だから、ワイズ・アイズがひとつの種族であると考えても、あながち間違いではないでしょうね。──お、きたきた」

　ウェイターがトレイにいくつかの皿を載せて近づいてくる。難しい話は終わり、とばかりに、アイリーンはナプキンをふわりと広げて自分の膝ひざの上に敷いた。まずジャックとメアリの双子の前に、それぞれのスープの皿が置かれる。──なんというか、どうやって飲むのだろう。二人に比べればスープの皿は、ちょっとした池ほどもある。到底飲み尽くせる分量ではないのに。

　続けざまに、アイリーンのスパゲティ、ユトの香草包みが運ばれてきた。それから少しの間を置いてウサギの前にグラタンが準備される。きちんと全員にメニューが行き渡るのを見届けてから、アイリーンはグラスを軽く掲げた。

「それでは──先ほどのあたしの無礼への、お詫わびのしるしに」

　ユトも同じようにしてグラスを掲げ、ウサギは不思議そうにそんな二人のことを見ている。と、ユトに促されて、わからないながらも見よう見まねでグラスを持ち上げた。アイリーンはそれを見てくすくすと笑いながら、自らのグラスをユトとウサギのグラスに近づけ、順繰りに澄み渡った高い音を響かせた。

「乾杯。召し上がれ」

　食事が始まった。

　よほどお腹なかが減っていたのだろう、ユトの食べっぷりには目を見張るものがあった。かなりボリュームのあるククル魚の香草包みを大雑把に切り分けて、それをひょいひょいと口の中に放り込んでいく。口いっぱいに香草包みを頰ほお張ばったその姿は、お世辞にも上品とは言い難がたかったが、これほどおいしそうに物を食べている表情も滅多にない。嚙かみ締めるたびにじゅわりと滲にじむ肉汁が喉のどを滑り落ちる。ユトは至福の吐息を漏らし、さらなる快楽を追求するように次の香草包みをスプーンの上に乗せていく。その様子をアイリーンは、目を細めて楽しそうに見つめていた。

　対照的にウサギのほうは、白く沸き立つグラタンを前にぴくりとも動こうとしていない。どうやらグラタンの食べ方がわからないらしい。食べ方もなにもないようなものだが、それでもなんとかアイリーンやユトの真ま似ねをしてスプーンを手に持ち、泡立つグラタンの表面を掬すくい取って、ウサギは躊ちゆう躇ちよなくそれを口の中に放り込んだ。その食べ方もユトのそれを真似したものであろうが、いかんせん料理がグラタンなのがいけなかった。口からスプーンを抜き放ってからきっかり一秒後、ウサギは声なき声をあげて両手で自分の口を押さえ込んだ。熱かったらしい。隣に座っていたユトが慌ててウサギに水を渡し、それで口の中の物を流し込んでから、ウサギは涙目で少しだけ舌を出した。アイリーンはくつくつ笑いながら、その腕をウサギのほうに伸ばし、彼の顎あごを指先でつまんだ。

「どれ、見せてご覧なさいな」

　ウサギは素直に舌を見せる。その舌までもが純白に染まっていたが、中心辺りがわずかに爛ただれていた。身を乗り出してじっくりとそれを観察してから、アイリーンはウサギの舌に触れる。なにも言わず、なにもしない。ただウサギの舌先に指で触れながら、その漆黒の瞳ひとみでまじまじと見つめているだけだ。香草包みの最後の一切れを口に含んだまま、ぽかんとその光景を見ていたユトは、アイリーンのその目が不可思議な光を映し出していることに気がついた。が、それをもっとよく見てみようと目を凝らしたところで、アイリーンはウサギから身体からだを離し、再び椅い子すの背もたれによりかかってしまった。

「どう？　治った？」

　アイリーンのその問いに、ウサギは口を閉じて、数秒のあいだ黙っていた。それから再び口を開き、驚いたように、

「痛みが消えました。これも、魔法ですか？」

　アイリーンは軽く笑みながら頷うなずき、

「基本的な変換魔法オルタネイシヨンよ。火傷やけどしたあなたの舌の組織を、元通りに『変換』しただけ。それくらいの傷なら一瞬で治せるわ」

「……そんなこともできるんですか」

　今度ばかりはさすがのユトも、心底から感心したようにそうつぶやいた。アイリーンはますます鼻を高くして、

「まあねえ。これくらいできなきゃ、この島の相談役なんて務まるはずないしね。──ところでさ、お二人さん」

　フォークを手に取り、スパゲティを巻きつけ、一口サイズにまで巻いたところでぱくりとやる。ゆっくりと歯を動かしてそれを飲み下してから、アイリーンは勝ち誇るような笑みと共に言った。

「あなたたち、あたしになにか、相談することがあるんじゃないの？」

　ユトとウサギは顔を見合わせて、同時に「あ」と声をあげた。ユトはアイリーンに視線を戻し、恐る恐る尋ねる。

「あの、──ウサギの、記憶喪失。治せますか？」

「さて、どうかしらね」

　アイリーンは表情から冗談の気配を消して、軽く腕を組んだ。身に纏まとったローブが、はたりと揺れる。

「記憶喪失、っていうからには、頭に問題があるんでしょ？　つまりは脳みそ。変換魔法で舌を修復することはできても、脳みそを修復できるかどうかは怪しいものね。複雑さが段違いだもの。そもそもどこがどう壊れていて、それをどう治せばいいのか、それすらもわからないわけだし」

「じゃあ──」

「そこで考えたんだけど」

　ユトの言葉を遮って、アイリーンはスパゲティの皿を横に退どかし、テーブルの上に組んだ腕を置いて二人に顔を近づけた。

「あなたたち、あたしの家に来ない？」

「え？」

　ウサギが聞き返す。アイリーンは二人の顔を交互に見ながら、

「ここでいきなりウサギちゃんの記憶喪失を治すことは、いくらあたしでもできないわ。でも、あたしの家に来れば、もしかしたらその方法が見つかるかもしれない。あたしの家には、故郷から持ち出してきたたくさんの書物があるからね。その中に記憶喪失に関する文献があれば、あるいはそれを元にして、あたしの魔法でウサギちゃんの記憶を元通りにすることができるかもしれないわ。ま、そんな簡単にはいかないでしょうけど、少なくともウサギちゃんの記憶の手がかりくらいは見つけることができると思う。どう？」

　ユトとウサギは、もう一度顔を見合わせた。互いの表情を見つめ合い、互いの意思を確認しあう。うん、とウサギが頷うなずいたのをきっかけに、ユトは前を向いて、アイリーンに深々と頭を下げた。

「よろしく、お願いします」

　その言葉を聞いて、アイリーンはそれはそれは楽しげな──見ようによってはどことなく意味深な笑みを、その紅あかい唇に浮かべた。
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　月影の海を『鳥とり舟ふね』ノウマンズヒルが往ゆく。眩まばゆいほどの月光の中で、ノウマンズヒルはその十二本の羽を悠然と波打たせ、雲海を滑る鷹たかのように飛ひ翔しようしていた。そのすぐ下では鏡のような海面が、満天の星空を映し出している。ノウマンズヒルの甲かん板ぱんに寝転んで、ユトはその星空を直接見上げていた。

　風が心地よかった。ユトははだけたタンクトップの隙すき間まから、自分のお腹なかをぽんぽんと叩たたいた。先ほどまでに比べれば、わずかに膨らんでいるような気がする。満腹感の余韻に浸りながら、ユトは実に幸せそうに息をつく。ともすればこのまま眠りに落ちてしまいそうな気持ちよさだ。穏やかに吹く潮風、空を往ゆく飛翔感。お腹いっぱいの幸せに、子こ守もり唄うたのような細さざ波なみの音。その中にあってかろうじてユトが意識を保っていられるのは、閉じたまぶたの裏側からもはっきりとわかる、明朗な月の光ゆえだった。少し強いくらいのその光は、決して不快ではない。と、まどろみを楽しんでいたユトの耳に、ウサギの声が飛び込んできた。

「ユト──ユト。眠って、いるのか？」

　静かに目を開けると、すぐ真上からウサギが見下ろしていた。星を背負ったウサギの顔に、ユトは溶けるような笑みを向け、寝転んだまま頭を左右に動かした。

「ううん、大丈夫だよ。──なに？」

　ウサギは少し照れたような色を浮かべ、

「いや、特に用事があったわけじゃない。ただ、眠っているのかと」

「うん、あんまり気持ちいいもんだからさ。つい、ね」

　むっくりと起き上がり、ウサギに微笑ほほえみかける。それからユトは、ウサギと肩を並べて、船縁から外の景け色しきに見入った。

　コート島に住む人間である以上、ユトは船には何度も乗ったことはあるが、『鳥とり舟ふね』──アイリーンの召喚魔法コンジユレイシヨンによって生み出された魔法生物──に乗るのは初めてだった。揺り籠かごのような心地のよい振動が絶えず甲板を包んでいる。かなりの速度で飛んでいるにも関かかわらず、甲板上のユトたちには穏やかな微風しか吹いてこない。多分これも、アイリーンの魔法の力なんだろうな──と思っていたところに、当のアイリーンが近づいてきた。

「どう、ユトちゃん、ウサギちゃん。あたしのノウマンズヒルの乗り心地は？」

「とても気持ちいいです。ほとんど揺れないし」

　アイリーンはからからと笑いつつ、

「合力魔法フアンクシヨンを利かせてあるからね。速度も抑えてあるし、ノウマンの本気はこんなもんじゃないのよ。少しだけ、全速で飛ばしてみましょうか？」

「……遠慮しておきます」

　と、それまで静かにアイリーンの話を聴いていたウサギが、おもむろに口を開いた。

「ユト、アイリーン。ちょっと聞きたいことがあるんだ」

　ウサギはアイリーンから前もって、「敬語もさん付けもなし」と言い聞かされてあった。ユトはちょっと首をかしげ、ウサギに聞き返した。

「なに？」

「あれなんだけど……」

　と指差した方向は天頂方向、アイリーンもユトも揃そろって夜空を見上げる。皓こう々こうたる月明かりが夜空を支配し、穿うがつような星の光が一面にちりばめられている。二人は同時にウサギに視線を戻し、

「あれが──なに？」

「その、なんと言えばいいのか……」

　言葉に迷うような素振りを見せる。アイリーンは、はっと息を吞のみ、

「……まさかウサギちゃん、星とか月のことも覚えてないの？」

「いや、そういうわけじゃないんだが。その──断面エツジの、ことなんだ」

「断面？」

　ウサギは顎あごに手を当てて、赤い瞳ひとみを星空に向けた。

「つまり──コート島が立方体の世界だということはわかったんだが、それなら、あの空はどうして時間によって姿を変えるんだ？　断面の向こうは、どうなっているんだ？」

　子供のような疑問と共に、ウサギはひたりとユトのことを見据える。ユトは真剣な表情で、なるほどあなたの疑問はようくわかりました、とばかりに頷うなずき、アイリーンに視線を転じた。

「──どうなっているんですか？」

「……ユトも知らないのか？」

　ユトは唇を尖とがらせ、

「知らないよ。だってあたし管制官見習いだもん、学者じゃないもん」

　拗すねたような口調に、アイリーンがくすりと笑う。彼女はウサギに向き直ると、教え諭すように言った。

「そうね。でも、学者や先生でも、その質問には答えられないと思うわ。断面の向こう側がどうなっているか、なんてね」

「アイリーンでも？」

「あたしでも、誰だれでも、よ。あたしはワイズ・アイズだし、長生きしてるけど、それでもわからないことはたくさんあるわ。世界のことも、そのうちのひとつね」

「……なるほど」

　それからウサギはいくつかの質問を続け、アイリーンはよどみなくそれに応こたえていった。ユトは船ふな縁べりから身を乗り出して、眼前に広がる夜の海の光景に見入っていた。

　と──

　そんなユトの袖そでを、くいくいと引っ張る力があった。思わず隣に視線を向ける。

　ユトは目をぱちぱちと瞬まばたかせた。

『ユトさん、ユトさん。ちょっといいですか？』

「あー、えっと……ジャック、だっけ？」

『私はメアリ。ジャックはこっち』

　快速で飛ぶノウマンズヒルの船ふな縁べりの上に、エメラルド色の明かりが灯ともっている。ユトの袖そでを引っ張っているのは、まったく同じ顔をした妖よう精せいの双子、ジャックとメアリの二人だった。正直、どちらがどちらなのか、ユトはいまだに見分けがつかない。ふわりふわりと浮かびながら、猫のような目で覗のぞき込んでくる二人に、ユトは素直に頭を下げた。

「ごめんなさい、どっちがどっちだかよくわからなくて……」

『いいんです。僕たちを完かん璧ぺきに見分けられるの、アイリーンさまくらいのものですから』

『そんなことより聞いてください、ユトさん。私たち、忠告したいことがあるんです』

　ユトは眉まゆを寄せ、

「……忠告したいこと？」

『アイリーンさまのことです』

　そこで二人は、揃そろって舳へ先さきのほうを振り返った。アイリーンはいまだにウサギと楽しそうに話をしている。しばらくのあいだ険しい表情でそれを観察してから、ジャックとメアリはまたもやまったく同時にユトのほうに向き直った。計っているとしか思えない正確さだ。

　ユトの顔を真剣に覗き込みながら、メアリは潜ひそめた声で言った。

『アイリーンさまは、優れたお人です。強くて、美しくて、賢くて。魔法使いとしても一流ですし、その力を人々のために使うというワイズ・アイズの務めもしっかりと果たしています。そのことには、私たちも誇りを持ってます』

　そのあとを引き継ぐように、ジャックが口を開く。

『でも──ご覧のようにああいう人ですから、目的のためには手段を選ばないところがあるんです。そのためならさっきの役場のときみたいに魔法だってがんがん使いますし、そのことを反省することもありません』

「え、でも──」

　さっきそれに対するお詫わびをしてくれたはずじゃ、と思いかけたユトの心を読むように、二人は声を揃えて叫んだ。

『あれはポーズです！　そりゃ確かにユトさんのことを縛って申し訳ないな、くらいの気持ちはあるでしょうけど、でもだからってアイリーンさまが目的を諦あきらめたと思ったら大間違いですよ！　アイリーンさまは淡白なように見えて、一度狙ねらった獲物は絶対に諦めないんですから。そのしつこさ、狡こう猾かつさたるや正まさしく蛇の如ごとしで──』

　よほど興奮していたのだろう。二人は自分たちの声の大きさにも気づいていなければ、背後にゆらりと迫った白磁の影にも気づくことはなかった。あ、と思わず漏れたユトの声も、ジャックとメアリを止めることはできなかった。緑の燐りん光こうを撒まき散らしながら、二人は口々にまくし立てた。

『ひどいんですから、アイリーンさまの男好きは！　特にああいう年下の、綺き麗れいな顔した男の子には目がないんです！　そのアイリーンさまがウサギさんみたいな人を前にして、黙っているわけがないでしょう!?』

『ユトさんたちを家に招いたのだって、きっとなにかよからぬことを企んでいるからに決まっています！　記憶喪失を治すなんてのは口実に過ぎません！　そうやって自分の家に連れ込んで、アイリーンさまはウサギさんを──』

「どうするつもりなんだい？　是非聞きたいねえ」

　どこまでもどこまでも優しげなその声に、双子は無論のことユトでさえもびくりと身体からだをすくませてしまった。慌てて光に戻ろうとしたジャックとメアリを素早く両手で摑つかみ取り、ぎりぎりと締め上げる。端正な顔を苛いら立だちに歪ゆがませて、アイリーンは忌々しげに言った。

「まったくあんたらときたら、いつもいつもあたしのいないとこで好き勝手言って──」

『だ、だって本当じゃないですか！』

『そうですよ！　この前だって島役場の若い男の人を──』

「お・だ・ま・り」

　アイリーンは両手に力を込める。双子が苦しそうに声をあげた。見かねたユトがアイリーンを止めようとした瞬間、彼女の黒い双そう眸ぼうが不可思議に輝きはじめた。ウサギの舌の火傷やけどを治したときと同じ、黒い瞳ひとみの中にちらつく奇妙な輝き──それが一際強くきらめいた瞬間、アイリーンはジャックとメアリをぐしゃりと握り潰つぶしていた。緑光が吹きつける風の中に散り、アイリーンは「ふん」と鼻を鳴らしてぱんぱんと両手を払う。

「しばらく元に戻って反省なさい。使し役えき妖よう精せいの分際で」

　ユトはのけぞるようにして船ふな縁べりに寄りかかったまま、恐る恐る、

「あ、あの──アイリーン、さん？」

「あん？」

「あの子、たちは」

　アイリーンは目を細め、薄い笑いの形に唇を歪めた。白くて長いその指で、ユトの鼻先を「ちょん」と突き、

「別に死んだわけじゃないから安心して。元に戻したのよ。あいつら本物の妖精じゃなくて、あたしが創った使役妖精だもの。月の光を集めて固めて、魔力を与えてできあがり。出すも戻すもあたし次第、ってわけ。あたしの魔力がなけりゃ、あいつら向こうに引っ込んだままこっちに出てこられやしないんだから」

「……向こう？　こっち？」

　オウム返しに尋ねたユトの言葉に、アイリーンは茫ぼう洋ようとした、捉とらえどころのない笑顔で、

「ユトちゃんには、見えないところよ。『賢者の瞳ワイズ・アイズ』でしか見ることのできないところ」

「…………」

　ユトはなにも言うことができない。アイリーンはくすくすと笑いながら、白い手でユトの頰ほおを撫なで、端正なその顔をずいと近づけてきた。口元には絶えない笑みが浮かんでいるが、しかしその黒い瞳ひとみだけは、笑っていないようにユトの目には見えた。

「ところで──さっき、あいつらが言っていたことだけど」

「はっ、はいっ!?」

　アイリーンの手がユトの首筋にまで回ってくる。逃げようとしても後ろは船ふな縁べり、これ以上後退したら転げ落ちてしまう。蛇のように覗のぞき込んでくるアイリーンの瞳に、ユトはぎこちない笑みを返すことしかできない。

「あのね、頭のいいユトちゃんのことだから、まさか騙だまされてはいないと思うんだけど──念のために言っておくと、あいつらの言ったこと、全部噓うそっぱちだからね？　あたしがウサギちゃんとユトちゃんを自分の家に招待したのは、あくまでもウサギちゃんの記憶を元に戻すため。そのことは、もちろん、わかってるわよね？」

　喉のどが凍ったように動かない。黒い瞳のその奥に、滲にじみ出るような威圧を感じたユトは、がくがくと何度も何度も首を縦に振った。と、ユトの首筋をがっしりと摑つかんでいたアイリーンの手が不意に力を失い、彼女は踊るようにして数歩後ろに下がる。吹きつける風になびく灰色の髪を押さえながら、アイリーンは少しだけ首をかしげてこう言った。

「よかったわ、余計な誤解が生まれなくて。あ、そうだ、それともうひとつ。時間も遅いことだし、今日は二人ともあたしの家に泊まっていきなさい。明日の朝、ノウマンに送らせるから。ね？」

「えっ、いや、でもそれは────」

　しどろもどろなユトの言葉を遮って、アイリーンは静かに響く声で、

「いいから、とにかく、そうしなさい」

「……………………はい」

　アイリーンは満足げな笑みを浮かべて、「いい子ね」と頷うなずいた。それきり純白のローブを翻し、舳へ先さきに向けて歩いていく。その行く先でじっと星空を見上げているのは、この上もないほど無防備なウサギの背中。彼ににじり寄っていくアイリーンの後ろ姿に、ユトはなにやら予感めいたものを感じ、強張こわばった表情のまま自分の身を抱きすくめた。




　　　　†




　アイリーンは、商業島の西に位置する孤島に居を構えていた。

　面積自体はそれほど狭くないはずだが、鬱うつ蒼そうと生い茂る緑のためにどこかしら未開の地といった趣がある。その島の玄関口であるという、三日月形の細長い入り江にノウマンズヒルを着水させてから、アイリーンはユトとウサギの二人をまるで子供のように軽々と持ち上げ、舳先から宙に向かって躍り上がった。アイリーンは二人を抱えたまま、緑の光を撒まき散らして空中を歩きはじめる。思わず双子の妖よう精せいの姿を探したユトに、アイリーンはからからと笑いつつ、「あの子たちはまだ向こう側に戻ったまんまだよ。この光は妖精の光じゃなくて、あたしの魔法の光。あの子たちがこの光を纏まとっているのは、あの子たち自身があたしの魔法の賜たま物ものだから」

　足を踏み出した先の空中に、緑の波紋が広がっていく。見えない階段を踏みしめながら、アイリーンはゆっくりと砂浜に向かって降りていった。はあ──と感心して吐息を漏らし、ユトはアイリーンの腋わきの下から彼女の顔を見上げた。

「なんで、緑なんですか？」

「え？　──ああ、これのこと？」

　砂浜に降り立って、アイリーンは二人の身体からだを放り投げる。濡ぬれた着地音を立てて入り江に上がったユトに、アイリーンは緑色に灯ともる指先を振ってみせた。

「別に深い意味はないけれど──ま、あたしのパーソナルカラーみたいなもんね。魔法にはワイズ・アイズの個性が反映されるから、この緑色もその影響ってこと。別にあたしが選んでこの色になったわけじゃないわ」

　なるほど、とユトは頷うなずく。しかし、緑がアイリーンに似合う色かといえば、存外、そうとも思えない。なんというか、もっと華々しい──悪く言えばきつめの色のほうが似合いそうだ。紅色とか、金色とか、紫色とか。

　そう思うユトの頭の中には、もちろん、先ほどの妖精たちの警告が引っかかっていた。アイリーンがウサギを狙ねらっている──という警告は、アイリーンとウサギの出会いを思い返してみれば、むしろ当然のことのように思えてきた。

「──かなり、暗いな」

　そんなユトの思惑など知る由もないウサギは、のんきな声でぽつりとそうつぶやいた。それにつられて、ユトも周囲を見渡す。

　確かに、暗い。入り江の付近は月明かりや星の光のために視界が利くが、木々の林立する島の奥はまったくの闇やみに包まれている。これではアイリーンの家どころか、中に入った途端一歩も動けなくなってしまうのではないか。と、アイリーンが砂浜から草地へと足を踏み入れた。どうするのかな──と思って見ていると、アイリーンは右手をゆっくりと上げ、島の奥の森林に向かってその手をかざした。緑色の光が灯る。

　次の瞬間、森の中に光の林道が出現した。

「──────」

　ユトもウサギも、声も出ない。この森の入り口ということなのだろうか、明かりに照らし出されて、木々が縒より合わさって作られた門が闇やみの中から浮かび上がってきた。その向こうに綿綿と続いているのは、それ自体がオレンジ色の暖かな光を放つ細長い樹木の連なりだ。門から続く道の左右に、相対して植えられたその樹木の幅は二モールほど、それが一定の間隔を持って延々と森の奥に続いている。その道の果てる先に、一際美しく輝く巨木が生えているのを、遠目に見ることができた。

　呆あつ気けに取られている二人の前で、アイリーンは悠然と門をくぐる。そこで振り返って、二人のことをちょいちょいと指先で差し招いた。夢見るような足取りで、ウサギとユトは満ち溢あふれるほどの光を放っているその道に近づいていく。生木が絡まり合って形を成している門に寄り添いながら、ウサギはぽつりと、

「なんでも、できるんだな……」

　アイリーンは自信に満ちた口調で、

「なんでもできるから、魔法っていうのよ」

　その言葉を聞いて、ユトの心の中に、再びぞわりとした不安が湧わき起こってきた。

　アイリーンはウサギのことを狙ねらっている。具体的にどうする気なのかはわからないが、ともかくそうなのだ。そして、あの妖よう精せいたちの話によれば、目的を遂げるためならばアイリーンはどんな手段も厭いとわないというではないか。魔法だってがんがん使うらしい。これだけの奇跡を引き起こすことのできる、ワイズ・アイズの魔法を。

　こんな人を相手に、自分は、ウサギを守りきれるのだろうか。

　ウサギの白い顔に浮かぶのはどこまでも素直な感心の色だけで、ユトの苦悩になどこれっぽっちも気づいてはいないようだった。のんきなものだ──と思わずため息をつくが、ウサギはそんなユトの手を取り、にこやかに言った。

「行こう、ユト」

　ふと見上げれば、少し先を歩いているアイリーンが、楽しそうにユトたちのことを振り返っていた。その笑顔からアイリーンの思惑を読むことなど、まだまだ未熟なユトにできようはずもない。ユトは小さく息を吐くと、ウサギの冷たい手を握り返し、彼を先導して歩きはじめた。そうしながら、ウサギにだけ聞こえるように小さな声で、

「ね、ウサギ。──気をつけてね」

　ウサギは穏やかに微笑ほほえみながら、

「大丈夫だよ。こんなに明るいんだ、転んだりしない」

「いやあの、そうじゃなくて、だから──」

「二人とも、仲がいいのねえ」

　アイリーンの声にぎくりと身をすくませる。坂になっている道の少し先から、アイリーンがからかうような目で二人のことを見下ろしていた。緑の光が周囲に踊り、アイリーンはふわりと地を蹴けって、空中を泳ぐようにしてユトたちに近づいてきた。思わず警戒態勢を取ったユトに気づいているのかいないのか、アイリーンはウサギの前に着地すると、どこか不思議そうな目でウサギの赤い瞳ひとみをまじまじと覗のぞき込んだ。

「ね、前から聞こうと思っていたんだけど──いい？」

　ウサギはきょとんとして、

「──ああ、私に答えられることなら」

「うん、あのさ、ウサギちゃんてさ──記憶、取り戻そうって本気で思ってる？」

　その声に非難の響きは微み塵じんも含まれていない。ただの疑問に過ぎないその言葉に、しかしユトは思わず息を吞のんだ。胸の奥底で、「じくり」となにかが音を立てる。アイリーンは「歩こう」と二人を促してから、喋しやべりはじめた。

「そんなに大したことじゃないんだけどね、どうしても気になって。だって、どう見ても、ウサギちゃん焦ってるように見えないんだもの。船の上でも星空に見とれたり、さっきもあたしの魔法に見とれたりで──あたしは記憶喪失には詳しくないからよくわかんないんだけど、記憶を失なくした人ってさ、もっとこう──不安になるものなんじゃないの？」

　アイリーンの背中について歩きながら、ウサギはぽつりと、

「そう、かな？」

「そうよ。少なくともあたしがウサギちゃんの立場だったら、そんな平静にしていられないと思うわ。もう少し、動揺すると思う」

「………………」

　無言になってしまったウサギを振り返り、アイリーンはじんわりとした笑みを浮かべた。

「ま、目が覚めてから結構経たってるみたいだし、あたしが見てそう思っただけで、実際は違うのかもしれないけどね。どうなの、本当のところは？」

「……私、は…………」

　ゆっくりと、ウサギはそう言った。左右に立ち並ぶ樹木から放たれる朱色の光、その光に純白の肌を染め上げられたウサギは、驚くほどの無表情だった。息を詰めて見守るユトの前で、ウサギは静かにアイリーンのことを見上げる。

「記憶は、取り戻したいと思っている。それは噓うそじゃない。ただ──」

「ただ？」

　言葉を探して、しばらくの逡しゆん巡じゆん、

「──確かに、アイリーンの言う通り、私は今のこの状況を不安に思ってはいないのかもしれない。焦りも動揺も私の中にはない。それがなぜだかは、わからないけれど──」

　なにかを探るようなアイリーンの目線を畏おそれるように、ウサギはぐっとうつむいてしまう。低い、けれどもどこか必死な色合いを含む声で、ウサギは続けた。

「記憶とは、その人の基盤になるものだと、私は思う。色々な知識はもちろんのこと、自分がどんな人間で、これまでにどういう人生を歩んできたのか──突き詰めて言えば、そういう種類の『情報』は、私が生きていく上で決して欠かすことのできないものだと思うんだ。でも、それはいずれ取り戻さなくてはいけないものだけど、今は──」

「今は特に必要でもない、か」

　言葉を引き継いだアイリーンのことを、恐る恐る、という感じでウサギは見上げる。アイリーンの顔には、子供を見守る母親のような温かい笑みがあった。小さく頭を下げて、世間話みたいな口調で、

「ごめん、悪かった」

「……え？」

　思わず聞き返したウサギに、アイリーンはあっけらかんと言う。

「あんたとあたしじゃ立場が違う。比べるのは無意味だ。あたしはこの島の人間で、知り合いも多いけど、ウサギちゃんはそうじゃない。周りは自分のことを知っているけど、自分は周りのことを覚えていない、ってのとはだいぶ違う。向こうもこっちも相手のことは知らないんだから、焦りは感じなくても当然なのかもしれないね」

　アイリーンは短くまとめた灰色の髪をかき上げ、安あん堵どしたように息を吐いた。

「あたしが知りたかったのは、ウサギちゃんに本当に本気で記憶を取り戻す気があるのかどうか、ってこと。あたしがどんなに協力したって、本人にその気がないんなら意味がないからね。詰まるところ、それはウサギちゃん本人の問題なんだし」

　上目遣いにアイリーンのことを見上げたまま、ウサギは小さな声で、

「そうは見えないかもしれないけど、でも、私は、本気でそう思っている。記憶を取り戻したいと」

　自分の隣にいるユトを、ちらりと見て、

「ユトも──協力してくれると言ってくれている。これ以上ないほどに力強い言葉だ。ユトがいてくれれば、きっといつか、私は記憶を取り戻せる」

「……ふうん？」

　アイリーンはウサギの傍らに寄り添うユトに視線を向けた。からかうような口調、

「ウサギちゃん、最初にユトちゃんに拾われたのは正解だったねえ。ユトちゃんはウサギちゃんのことなんにも知らなくても、そうやって親身になって面倒見てくれるもんね。いやほんと、そんな子今どきなかなかいないよ」

　突然自分に話を振られ、ユトは目を丸くしてアイリーンのことを見た。が、ウサギのほうはと言えば、アイリーンのその言葉に力強く頷うなずいて、

「ああ、まったくだ。ユトがいてくれて、本当によかったと思っているよ」

　アイリーンの黒い瞳ひとみの奥に、悪戯いたずらっぽい光が灯ともった。腰に手を当ててちょっと前まえ屈かがみになり、坂の下にいるウサギのことを見つめながら、

「まるで本当の恋人みたいね。ウサギちゃん、ユトちゃんのこと好き？」

「なっ────」

　口をぱくぱくとさせる。いきなりなにを言い出すのか──とユトがアイリーンに食ってかかるよりも先に、ウサギのほうが早く口を開いていた。どこまでも真剣な口調で、

「もちろん。ユトは、私の一番大事な人だ」

　耳まで真っ赤になった。

　アイリーンは、少し驚いたように目を見開いてウサギのことを見ていた。と、ふいと視線をユトの顔に移し、トマトのようになった彼女の表情をまじまじと観察する。しばらくそうしてから、アイリーンは不意に、大声で笑い出した。豪快なその笑い声を頭上に聞きながら、ユトは固めた拳こぶしでウサギの背中をどすっと押した。きょとん、とした表情で、ウサギはアイリーンとユトのことを交互に見、

「──なんだ？　ユト、痛い」

「そういうこと、他の人に言ったりしないの！」

　拳を開いて平手を作り、今度は手加減なくウサギの背中に叩たたきつける。ウサギがよろけてしまうほどいい音がした。アイリーンの笑い声にそれ以上耐えることができなくて、ユトは唇を引き結びながら坂道を駆け上がりはじめた。後ろから聞こえるウサギの声、それを振り切って、ユトは坂上に見える光り輝く巨木に向かって走り去っていった。

　アイリーンはまだ笑っている。腹を抱えてくの字にうつむき震えているアイリーンに、ウサギは狐きつねにつままれたような表情で、

「私は──なにか、まずいことでも言ったのか？」

　意味深に微笑ほほえみながら、アイリーンはウサギの肩をぽんぽんと叩きつつ、こう答えた。

「青春ね。羨うらやましいわ」
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　あれだけ目立つのだからあの大木が目印なのだろう──と思っていたのだが、目印どころの話ではなく、その木自体がアイリーンの住まいなのだと言う。まるでおとぎ話みたいですね、とユトがため息と共に言うと、そりゃそうよ、とこともなげにアイリーンは答えた。

「そういうお話って、みーんなこのあたしをモデルにしたものだからね」

　ユトは疑いに満ちた眼まな差ざしで、

「……噓うそ、ですね？」

　アイリーンはなぜかものすごく嬉うれしそうに、

「うん。噓」

　ユトの後ろに影のようにつき従っていたウサギが、ぽつりと、

「おとぎ話って？」

「──そういうお話があるのよ。地域固有のものだから、ウサギは知らなくて当然だけど」

　ユトの中にはまだ先ほどの発言のしこりが残っていたが、それでも彼女はなんとかそれを胸の内に納めていた。要するに、さっきのあれは、「ウサギだから」と納得するしかないのである。普通に常識を持っている人ならば、人前であんなことを言ったりはしない。もちろんウサギに常識がないというわけではないが、なんというか──極端に屈託がないだけなのだ、この青年は。

　ユトとウサギをちらりと振り返って、アイリーンは話の先を継いだ。

「森の奥には魔法使いのおばあさんが、木でできたおうちに住んでいる、ってね。大体のおとぎ話のパターンだわね。ま、あたしはおばあさんじゃないけど」

　楽しそうにそう言いながら、アイリーンは家の中の廊下を先導する。床も壁も天井も、人工的に作り出された、という感じではなく、あくまでも木の中に自然にできた空洞のようだった。そのくせ内部はきちんとした部屋分けが為なされていて、各部屋の入り口にはドアが取りつけられている。ただしこちらも、剝むき出しの樹皮の質感を保ったままだ。息を思い切り吸い込むと、草と木の匂においが肺はい腑ふに満ちる。気持ちが落ち着く香りだった。

　やがて二人は、応接間と思おぼしき部屋に通された。部屋に数ある調度品──長なが椅い子す、テーブル、キャビネット、コートハンガーなども、すべてあまさず木製である。とはいえさすがに、長椅子の上にはクッションらしきものが敷かれていた。キャビネットに歩み寄ったアイリーンは、ふとユトたちのことを振り返って、

「あ、適当に座ってていいわよ。今コーヒー淹いれるから」

　言われた通り、テーブルの前の長椅子に、二人揃そろって腰を下ろす。と、ウサギがユトの袖そでをくいっと引っ張った。振り向いたユトに、心底不思議そうに言う。

「ユト。さっきはどうして怒ったんだ？」

　……この男は、まだそういうことを言うか。ユトはことさらに邪険な口調で、

「うるさいな。わからないならいいよ、それで」

　しかしウサギは、常の彼にはない強気さで言葉を続けた。

「よくない。ユトが怒った原因がわからなくては、これからもまた怒らせてしまうかもしれないじゃないか。そんなのは嫌だ」

「……どうして」

「好きな人には嫌われたくない」

　顔が赤くなる。ユトは拳こぶしを振り上げ、しかしキャビネットの前のアイリーンがそれはそれは面白そうにこちらを盗み見ているのに気づき、ゆっくりと拳を納めた。怒りに震える声、

「そういうことを、言わないで、って言ってるの」

「どうして」

「どうしても」

「……わかった。好き、と言わなければいいんだな？」

「あと、大事な人、とか、かけがえのない人、とか、とにかくそういう種類の言葉は全部禁止」

　ウサギは数回瞬まばたきをしてから、ぽつりと、

「注文が多いな」

「あたしに嫌われたくないんでしょ？　なら、そうして」

　なんだか悪女のような言い草だ。アイリーンに聞かれたら絶対にからかわれるので、ユトは自分でも聞き取れないほど小さな声で、その言葉を紡いだ。沈黙したウサギを横目にして、真っ赤になった顔を背けながら、ぽつりと付け加える。

「言うなら──他の人が、いないときにして」

　驚いたようなウサギの視線を頰ほおに感じる。それを直視することだけは絶対にすまい、と心に誓った。と、三つの木製カップを手に持ったアイリーンが、それをテーブルの上に置いてから、自分もひとつだけあつらえられている木き椅い子すに腰を下ろした。二人の顔を交互に見、

「仲がいいのね、二人とも」

　ユトは憮ぶ然ぜんとした表情で、

「別に──そんなんじゃないです」

「そう？　ま、いいわ。それはあとに取っておくとして──」

　顎あごを引いて、悪戯いたずらっぽく光る黒い瞳ひとみでウサギのことを見据える。

「ウサギちゃんの記憶を取り戻すことのほうを先にやっておかないとね。ウサギちゃん、ちょっと質問してもいいかしら」

　ウサギはこくりと頷うなずく。

「ああ。答えられることなら」

「これ──なんだか、わかる？　これの、名前」

　とアイリーンが指差したのは、今し方ユトたちの目の前に置いたカップだ。こんなもの、考えるまでもない──と思っていたのは、どうやらユトだけのようだった。わずかに眉まゆをひそめて考え込んでいたウサギの口から、しばらくの時間を経てようやく出てきた言葉は、

「……ワン」

「わん？」

　思わずユトはオウム返しに聞き返す。ふむ、と息を吐いて、アイリーンは腕を組んだ。

「やっぱりね」

「……なにが、ですか？」

「さっきのレストランから、ずっと考えていたのよ。ウサギちゃん、あのときスプーンの使い方わからなかったよね？　グラスを乾杯させる方法も知らなかった」

　やや気まずそうにウサギは頷く。ユトは唇を尖とがらせ、

「そんなの当たり前じゃないですか、ウサギは記憶を失なくしてるんですから」

「そうかしら？　あたしはそうは思わないわ。だって、ウサギちゃんは文字の読み書きやあたしたちとの会話が普通にできているじゃない。そういうことができるのに、どうしてスプーンが使えないの？」

「そ、れは──」

「答えは簡単。スプーンの使い方っていうのは、ウサギちゃんにとって『知識』に属する事柄だからよ」

　なにを言っているのかわからない。ユトの表情を的確に読み取り、嚙かみ砕いて説明する。

「ウサギちゃんが失なくしたのは記憶──つまり、自分の人生や自分がこれまでに見聞きしてきたこととかの、いわゆる『情報』なわけ。その中にはもちろん、『知識』も含まれるわ。スプーンをどうやって使うか、とか、破片世界ピースはどういうふうに成り立っているのか、という種類のね」

　アイリーンはぴんと人差し指を立て、それをくるりと動かした。瞬間、ユトとウサギの目の前に置かれた二つのカップの上に、それぞれ緑色に輝く光の輪が現れた。その輪の中心から湧わき出るようにして、コーヒーがカップの中に注がれはじめる。こぽこぽという心地いい音、にわかに立った湯気の向こうで、アイリーンは説明を続ける。

「それに対して、言葉を喋しやべったり文字を読み書きしたりするのは、『習慣』なのよ。日常的に行っていること。だからウサギちゃんは、『記憶』は失くしているけれども『習慣』は覚えているんじゃないかしら」

　それでもまだ、ユトは納得がいかないといったふうに、

「でも、スプーンを使うのだって、あたしたちにとっては習慣じゃないですか。それなのに──」

　と、そこまで言ったところで、アイリーンがずいと顔を近づけてきた。その迫力にユトは口を思わず身を引くが、アイリーンは一向構わずに、彼女には珍しい熱心な口調で、

「そこよ。確かにあたしたちにとっては、スプーンは言葉や読み書きと同じように毎日使うものだわ。でも──もしかしたら、ウサギちゃんのいたところではそんな習慣がなかったのかもしれない。ずっと引っかかってたのはそれ。スプーンやナイフやフォーク、それにカップを使わない、ウサギちゃんはそういう習慣の破片世界に暮らしていたのよ、きっと」

　ユトはちょっと考えてから、途切れ途切れに、

「じゃあ、破片世界の、成り立ちは？」

　ぴく、とアイリーンの黒い瞳ひとみが動いた。それを見て勢いづき、ユトはウサギとアイリーンを交互に見ながら言う。

「そうですよ。それなら拠港ポートや断面エツジのことを覚えていなかったのはどうしてなんですか？　破片世界に住む人間なら、絶対に知ってなくちゃおかしいはずなのに」

　腕を組み、アイリーンは考え込む。やがて、ゆっくりと、大きく頷うなずいてから、彼女は答えた。

「それは──確かにその通りね。スプーンやカップを使わない破片世界はあっても、拠港がない破片世界なんてありえないもの」

　でも、とアイリーンは言葉を続けた。

「それは、ウサギちゃんがなにかしら特殊な環境で育っていたためなのかもしれない。たまたま破片世界ピースに関する情報が乏しかった、とか、知っていても日常的に思い浮かべる知識ではなかった、とか、ね。ま、どっちにしろ現状じゃ推測で物を言うしかないんだから、不正確な部分は突っ込まないでちょうだいな。それで、と──ウサギちゃん、今これのことをなんて呼んだっけ」

「ワン、だ」

　ウサギはカップを見つめながら、独り言のようにぽつりとつぶやいた。

「ワン。ワン、ね。うん──ちょっと待ってて」

　そう言って、アイリーンは椅い子すから立ち上がった。ローブを翻し、ぱたぱたと忙せわしなく応接間から出ていった。

　ユトは隣にいるウサギのことを見る。ウサギは右手で軽く自分のこめかみを押さえていた。小さく尋ねる。

「ね──大丈夫？　まだ、無理しないほうがいいよ」

　吐き気を吞のみ込むように、ウサギの喉のどが大きく上下した。それを見てユトは焦る。なにか、下に敷くもの──と思って周囲を見渡すが、吐と瀉しや物ぶつの下敷きにしてよさそうなものなどひとつも見当たらなかったし、そもそも人の家のものを勝手に汚していいはずもない。が、そんなユトの心配をよそに、ウサギは大きく息をついて、なんとか吐き気を抑え込んだようだった。長椅子にもたれかかって汗の浮かんだ額を拭ぬぐい、

「──大丈夫。ただ、なんというか──頭の中を、引っかかれているような、そんな感じがしただけだ」

「……それって大丈夫じゃないじゃん」

　ユトの言葉にウサギは微笑ほほえみ、

「そうだな。でも、いい傾向だと思う。反応があるということは、『ワン』という言葉が、なにかしらの手がかりになっているということだろう？　そこから私の記憶をたぐり寄せることができるかもしれない」

「まあ、それはそうだけど──でも、本当に、無理だけはしないでね」

　背中にそっと手を置いて、ユトは心底から心配そうに言った。ウサギは頷うなずき、もう一度、ゆっくりと深呼吸をした。

　アイリーンが応接間のドアを開けて戻ってきた。その手に一冊の分厚い書物を持っている。彼女はその本を、テーブルの上にどしんと置いた。ユトとウサギのテーブルの上に注がれ、本の表紙に書かれている文字を、ユトは口に出して読み上げた。

「世界事典？」

　アイリーンはこくりと頷き、

「そ。言ってみれば、破片世界の図鑑みたいなものね。あたしが故郷を出たときに持ち出した本だから──そうね、もう百年くらい前のものだけど、界域エリアは変わってないはずよ。ウサギちゃんのいた世界は載ってないと思うけど、その世界が属する界域はあるはずだから、これでしらみつぶしに探してみましょ」

「……界域？」

　ウサギの疑問に、ユトが答える。

「文化圏のこと。同じ風習や特有言語を共有する世界同士のことを、ひっくるめて界域って言うの。これは、まあ、あんまり一般的な言葉じゃないから、覚えてなくてもしょうがないと思うけどね。元々知らない、って可能性もあるし」

　それからアイリーンのほうに向き直り、

「世界は無数にあるけど、界域はそれほど多くはないはずですよね。確か──五つか、六つくらいでしたっけ」

　アイリーンはテーブルの上の世界事典を膝ひざに載せ、後ろのほうからそれを開いた。

「それくらいなら、特定するのはそんなに難しいことじゃないわ。ワン、ていうカップに似た道具を扱っている界域をこれで探してみましょ。索引を見れば、すぐに見つけられるは、ず、だ、け、ど──っと、あった」

　ぱらぱらとページをめくっていたアイリーンは、すぐにその言葉を見つけ出した。思わずユトは身を乗り出す。索引から逆引きし、目当てのページを探り出し、本を顔に近づけて、アイリーンは文章を棒読みした。

「なになに──椀ワン、ヤマ界域に伝わる伝統的な食器のひとつで、形は取っ手のないカップのよう、大きさはボウルとカップの中間ほどの、ちょうど手に納まるくらいのサイズのものが主流である。──これね。ご丁寧なことに図解で載ってるわ。ちょっと見てくれる？　ウサギちゃん」

　アイリーンは本を持ち替え、ウサギに見えるようにしてテーブルの上に置いた。上半身を屈かがめてそれを確認したウサギの瞳ひとみが、わずかに見開かれる。かすれた声で、

「……る」

「え？」

「──引っかかる。なにかが──この、絵を、見たときに」

　ぶつ切りの言葉は、ウサギの動揺の表れなのだろう。こめかみに指を当てたウサギの表情は、船酔いした人のそれに似ていた。眉まゆをわずかにひそめて、唇をかすかに嚙かみ締めて、ウサギは耐え切れなくなったように視線を外した。ユトは気遣わしげに、

「気分が悪いの？　なんなら……」

「いや。大丈夫だ、大丈夫──」

　そう言ったウサギの表情は、しかし、誰だれがどう見ても「大丈夫」には見えなかった。並の女性よりも華きや奢しやなその身体からだが震えている。その背中を、ユトは優しくさすった。顎あごに手を当てながら、アイリーンがぽつりとつぶやく。

「今日はもう、休んだほうがいいかもね。色々なことがあって疲れたでしょうし。手がかりを見つけたんですもの、急がなくてもいいわ」

「……すまない。ユト、アイリーン……」

　アイリーンはちょっと笑い、首を左右に振った。

「ごめんね。あたしの魔法で治せたらいいんだけど──変換魔法オルタネイシヨンは怪け我がにしか効かないのよ。気分を良くする、とか、そういう魔法はないの。待ってて、今寝床を用意するから。少し横になって身体からだを休めなさいな」

　なんとなく、手持ち無ぶ沙さ汰たな気分。することもなく木き椅い子すに座っていると、テーブルの上に置かれていたコーヒー入りのカップをアイリーンに手渡された。ちらりと見上げたユトに、アイリーンは唇の端だけで笑みながら、

「これ、持ってて」

　なにをするのかと思って見ていると、アイリーンは指先を軽やかに踊らせて、緑の軌跡を虚空に描き出した。それまでカップの置かれていたテーブルが、鮮やかなグリーンの光に包まれていく。その光は次第に輝度を増し、すぐに直視できないまでに明るくなった。カップを握った手を思わず目の前にかざした瞬間、唐突に光が収束する。あとに残ったものは、かつてはテーブルだったと思おばしき、枝葉と草木を組み合わせて作られた柔らかそうな寝台だった。ふむ、と満足そうに頷うなずいてから、アイリーンはウサギに向き直り、

「どう？　立てる？」

　苦痛に耐えるかのように額を押さえていたウサギは、アイリーンのことを目だけで見上げ、「大丈夫、だ。まだ、横になるほどでは──うわっ」

　ウサギの言葉を遮って、アイリーンは彼の身体を持ち上げた。燐りん光こうが散っているところから判断するに、これも魔法のひとつなのだろう。猫の子を持ち上げるように、ウサギの襟首を摑つかんで強引に草のベッドの上に寝かしつける。ウサギは抵抗しなかった。やはり口ではなんと言っても、疲労がその身体を蝕むしばんでいたに違いない。ユトは複雑な思いで、ベッドの上に横たわったウサギの顔を見つめた。

「さて、と──」

　アイリーンはユトに視線を移す。からかいの声で、

「ユトちゃんはどうする？　ウサギちゃんと一緒に寝たい？」

「……馬ば鹿かなこと、言わないでください」

　断ずるようにそう言って、アイリーンのことをぎらりとにらみつける。が、頰ほおを赤く染めながらにらみつけられても、照れ隠しにしか見えないのだった。アイリーンはその視線を柔らかい微笑ほほえみでいなすと、ウサギの枕まくら元もとに木椅子を引きつけて腰を下ろした。ユトからカップを受け取り、コーヒーを啜すすりながら膝ひざの上に本を広げる。

「ヤマ界域エリア、か。あんまり聞いたことないなあ」

「確か──ミズホタがその界域だったと思います」

　自分もコーヒーをちびちびと飲みながら、ユトはぽつりとそう言った。と、アイリーンは意外なものでも見るかのように、眉まゆを広げてユトに視線を向ける。

「そっか、そう言えばユトちゃん管制官だったわね」

「まだ見習いですけど」

「でも、破片世界ピースについてはあたしなんかよりも詳しいんじゃない？　それなら、今コート島に接続信号のあるヤマ界域の世界がどれくらいあるのか、わかるはずよ」

　ユトは宙に視線をさ迷わせ、しばらくのあいだ考え込んでいた。それからアイリーンに目を向けて、ひとつひとつ嚙かみ締めるような口調で、

「えっと、ミズホタ、アスカジ、ツルギノ、それと──サガラザもそうだったかな？」

「それだけわかれば充分ね。明日、ひとまずは管制塔に戻って、ヤマ界域出身の人がコートに来てるかどうか調べてみなさいな。もしかしたらその人が、ウサギちゃんの種族や故郷のことを知ってるかもしれないから」

　そこまで言うとアイリーンは、小さくあくびをした。身体からだを木き椅い子すにぎしりと預け、

「ま、いずれにせよ、今日はこれでお終しまいね。手がかりを見つけることができたし、これからすべきこともわかった。上等よ。残りは明日に回しましょ」

　自分の目元を腕で覆い、疲れたように言った。それを見てユトはおずおずと、

「ごめんなさい、付き合わせてしまって。お疲れになったんじゃありませんか？」

　アイリーンは腕の下から「え？」と目元を覗のぞかせ、それからからりとした笑い声を立てた。

「いいのよ、あたしが好きで付き合ったんだもの。それにね、疲れてるのは別にあなたたちのせいじゃないわ。大鳴動グランドゼロのせい」

「大鳴動の？」

「そ。大鳴動が起きたおかげで、拠港ポートのほうで結構大きな被害が出たでしょう。さすがに死んだ人はいなかったけど、怪け我が人にんがたくさん出たのね。その人たちの中でも特に大怪我した人を治すのに、魔力をかなり使ったから」

　ユトはアイリーンのことを真正面に見据える。確かめるように、

「魔法を、怪我した人たちのために──？」

　アイリーンは口元だけで笑ってみせた。

「そのくらいはね、やらなくちゃ。ワイズ・アイズだからねえ」

「…………」

「？　どしたの？　黙りこくっちゃって」

　ユトは長椅子の上で姿勢を正し、その態勢のまま、深々と頭を下げた。不審の色がアイリーンの表情を覆う。それには構わずに、ユトは真ま面じ目めな顔で口を開いた。

「今日は、本当にありがとうございました。アイリーンさんのおかげで、とっても大事な手がかりを得ることができました」

　アイリーンは目をぱちくりさせる。その表情をひたと見据えながら、ユトは言葉を続けた。

「あたし──少し、アイリーンさんのこと勘違いしてました。縛られたことや、ウサギをさらおうとしたことや、ジャックとメアリが言ったことから、もっと、その──自由な人なのかと思ってました」

　アイリーンはにやりと笑った。

「正直に言っていいよ。自由、じゃなくて、自分勝手、でしょ？　ま、それはその通りだから反論できないわね」

「違います。アイリーンさんは、勝手な人じゃありません。だって、勝手な人なら、大鳴動グランドゼロの被害に遭った人たちやあたしたちの手伝いをするはずがないじゃないですか」

　笑みを消して、アイリーンはまじまじとユトのことを見つめる。それを真正面から見返しながら、ユトは淡く笑い、もう一度、頭を下げた。

「ですから──ありがとうございます。それと、ごめんなさい。誤解していて」

　その言葉に、彼女は視線を宙に泳がせた。頰ほおをぽりぽりと搔かきながら、ごまかすように笑い、

「いいのよ、そんなの、気にしないで。──ね、それよりもさ」

「はい？」

　アイリーンの笑みに、どことなく深みのある色が加わった。組んだ指の上に顎あごを載せ、彼女はユトの瞳ひとみを覗のぞき込みながら言う。

「ユトちゃん、ウサギちゃんのこと、好き？」

「──え？」

　あまりに唐突なその言葉に、間の抜けた声が喉のどから漏れた。言葉の持つ意味が、ゆっくりと頭の中に染み渡っていく。それと比例して、ユトの顔が見る見るうちに赤くなっていった。実にわかりやすい。

「なっ、──なにを、急に、そんな──」

「あら、別に急じゃないでしょ？　さっきウサギちゃんが、ユトちゃんのこと好きだ、って言ってたじゃない。それの返事、聞かせてほしいなあって思っただけよ」

「そ、それはアイリーンさんの言うことじゃないでしょう!?」

「ケチくさいこと言わないの。ウサギちゃんだってきっとそう思ってるわよ。ね？　ウサギちゃん」

　木の寝台の上に横たわるウサギに、つい、と黒い瞳ひとみを向ける。そこに浮かんでいるのはあくまでも面白がっているような光──ユトはウサギのことをぎらりとにらみつけた。さっきの約束、よもや忘れていないよね、という視線だ。

　しかし、肝心のウサギのほうは、二人のやり取りを聞いてはいなかった。いつの間にか、ウサギは安らかな寝息を立てはじめていた。アイリーンは「あら」と楽しそうに頰ほおに手を当て、ユトをちらりと見た。

「なあんだ、つまんない。わざわざ起こすわけにもいかないし、助かったわね、ユトちゃん」

「……なにが、別に、あたしは──」

　そこでふっつりと言葉が途切れた。ウサギの寝顔を、複雑な表情で見下ろす。助かった、と言われれば、確かにそんな感じも少しする。しかし──

　心のどこかで残念だと思っているのは、なぜなのだろう。

　すべてを見透かすような目で、アイリーンがユトのことを観察している。ふと浮かび上がったそんな気持ちまでも読み取られてしまったようで、ユトは再び顔に血が上るのを感じた。思わずユトは立ち上がり、それに呼応するかのようにアイリーンもゆっくりと席を立った。ユトに向かって、非の打ち所のない完かん璧ぺきな笑顔を見せ、

「それじゃ、あたしたちも寝ましょうか。ね、ユトちゃん？」

「──ええ、はい、よろしく、お願いします──」

　ユトは戸惑ったように頷うなずく。仲のいい友達同士のように、ユトの手をがっしりと摑つかむと、アイリーンはユトを連れて応接間をあとにした。
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　まどろみからユトを引き上げたのは、遠くに聞こえる鳥のさえずりだった。

「ん……」

　薄く目を開け、頭上の光景をぽけっと見つめる。ささくれ立った樹皮の質感を持つ、いつもの朝よりもはるかに高い天井。ぼんやりそれを観察していると、昨日の記憶がゆっくりと蘇よみがえってきた。

　そっか──アイリーンさんの家に泊まったんだっけ。

　心の中でそうつぶやき、上半身を起こしてから、ユトは目元をごしごしと擦こすった。くあ、とあくびをしてから、周囲を見渡す。アイリーンは──すでに寝床にはいない。

　ユトの寝室よりもかなり広めのその部屋は、昨日の応接間と同じように、すべてが自然のままの樹皮によって覆われていた。ユトの寝ている場所も、つるりとした感触の枝葉を組み合わせて作られた、鳥の巣のような寝台だ。質素な感じはするが、不思議と粗末という印象ではない。なにより寝心地は抜群だった。

　今何時なのかな、と思う。昨日は半日お休みだったので、今日はちゃんと管制塔の仕事に行かなくてはいけない。しかし仕事をしているあいだ、ずっとウサギに待っていてもらうのも申し訳ない話だ。それとも──もしかしたら今日も仕事はないのかもしれない。昨日大鳴動グランドゼロが起きたばかりだから、業務を再開するよりも先に、管制機構の調査を行わなければならないだろう。それでも、とりあえずは行かなくてはならないことに変わりはないけど。

　取りとめもない思考を振り払って、ユトは柔らかく沈み込むベッドから立ち上がった。大きく伸びをして、寝室のドアに向かう。

　廊下に出ると、ひやりとした空気がユトを包み込んだ。タンクトップだとちょっとつらい。剝むき出しの両腕をさすりながら、ユトは身を屈かがめて螺ら旋せん状じようになっている階段を下りようとした。と、そのとき、階下からかすかな声が響いてきた。ウサギと、アイリーンの声のようだ。長い階段に音を吸い取られたその声は、切れ切れにしか聞こえなかったが、アイリーンの艶つやっぽい声音と、ウサギの困りきった声だけは、はっきりと聞き取ることができた。

「やめてくれ──アイリーン、こんなこと」

「なあに、そんなに嫌がらなくてもいいじゃない。大丈夫、優しく教えてあげるから」

　ユトの顔が、思いっきり引きつった。

「恥ずかしいんだ。こんな──」

「力を抜いて、あたしに任せて。難しいことじゃないのよ、あたしの言う通りにしていればいいの。ほら、ここをこうやって」

「あ、アイリーン……」

　転がるようにして階段を駆け下りる。昨日の記憶を即座に呼び起こし、応接間の位置を確認、その部屋のドアを文字通り蹴け破やぶった。大きく跳ねた扉の向こうに身体からだごと飛び込んで、ユトは顔を真っ赤にして叫ぶ。

「アイリーンさんっ!!　ウサギになにを──」

　引き裂くようなその叫びは、部屋の中の光景を目まの当あたりにした途端ぷっつりと途切れてしまった。草葉でできた寝台の上に腰かけたウサギと、その傍らに佇たたずむアイリーン。彼女が手にしているのは、昨日までウサギが着ていた管制官の制服だった。ウサギはユトの姿を目にすると、「助かった」という表情を浮かべて立ち上がった。

「ああ、おはよう、ユト。ユトからもアイリーンに言ってくれないか。私はその制服で充分なのに、アイリーンがどうしてもこれを着ろと──」

「だって、この服ウサギちゃんには似合わないんだもの──っと、ごめんなさい、別に管制官の制服をけなしてるわけじゃないのよ。でもねえ、ウサギちゃんみたいな人には、こっちの服のほうが似合うと思わない？」

　口々にそう言う二人の服は、共にコート島では見慣れない、他世界の礼服だった。ゆったりとしたその服は、ワンピースによく似ている。アイリーンが今着ているローブは、昨日彼女が着ていたものとは別のもののようだ。昨日のローブが白だったのに比べ、今日のそれはワインのような沈んだ赤である。彼女の印象に、しっくりとハマる色だ。

　だが、それよりなにより目を引くのは、ウサギのほうもアイリーンとまったく同じ形の、ローブをその身に纏まとっていることだった。

　ユトは思わず息を吞のんでウサギの姿を見つめた。確かに──似合っている。黒に近い紺色の礼服は、ウサギの神秘的な印象をより引き立たせている。滲にじむような濃紺とウサギの純白の肌が、目に鮮やかな対比となっていた。

　ユトは自分の顔がさらに熱くなるのを覚える。変な勘違いをしてしまった──きっと、昨日の妖よう精せいの警告のせいだ。あの子たちが変なことを吹き込むものだからつい思考がそっちのほうに偏ってしまったのだ絶対そうだ、と頭の中で勝手に決めつけて、ユトは二人に近づいていった。

　ウサギの格好を、まじまじと観察する。彼の表情には、昨晩の感情の余韻はどこにも残っていなかった。ほんの数秒だけ目を閉じて、ユトも自分の心の中のざわめきを完全に抑え込む。──大丈夫、なにも変わりはない。自分とウサギは、互いを認め合っている、それだけだ。ユトは大きく息を吸い込むと、ウサギに向かってにっこりと笑いかけた。

「うん、すごく似合ってるよ、ウサギ。そっちのほうがいい」

　ユトにそう言われて、ウサギは少し驚いたような顔をした。ローブの胸元の辺りをしきりに気にしながら、ちらりとアイリーンのことを見、

「でも、これ、アイリーンの服なんだ。その、覚えていないんだが、女性の服を男性が着るというのは──おかしなことじゃないのか？」

「……それは、まあ」

「いいのいいの、細かいこと気にしちゃだめよ。その服はウサギちゃんに似合っている、それでいいじゃない。あなたにあげるわ、それ」

　アイリーンはしきりに満足している。なにがそんなに嬉うれしいのかはわからないが、しかし確かに、管制官の制服のほうはそのうち返さなくてはならないものだ。「いいんですか？」というユトの問いに、アイリーンは深く頷うなずいた。ユトはぺこりと頭を下げる。

「ありがとうございます。なにからなにまで」

　アイリーンは優しい笑みを浮かべつつ、ひらひらと手を振り、

「昨日も言ったでしょ？　あたしが好きでやってるんだから、あなたたちが気にすることなんてないのよ。だってあたし──」

　そこでアイリーンの笑顔に、どこかしら、深みのある色が加わった。

「あなたたちのこと、好きなんだもの。協力するのは当然じゃない」

　ユトは沈黙する。なんだろう。胸の奧になにか引っかかるものがあった。

　そんなユトを尻しり目めに、アイリーンはウサギのほうに向き直る。昨晩自分の座っていた木き椅い子すに置き忘れていた世界事典を手に取り、ウサギに差し出した。

「はい、これ。持っていきなさい」

「え？」

「界域エリアの項にヤマ界域のことが詳しく載ってるわ。そこに住む人たちの文化とか習慣とか、そういうのをじっくり読んでみれば、記憶を取り戻す取っかかりくらいにはなるんじゃないかしら」

　ウサギはアイリーンと本を交互に見比べて、すまなそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「でも──この服をもらっておいて、その上さらに本までもらってしまうのは──」

「だからあ、遠慮しないでってば、ウサギちゃん。その服もこの本も、あたしがウサギちゃんにもらってほしいのよ。そんなことよりもほら、顔でも洗ってきなさいな」

　本を手渡され、背中をぐいぐいと押されて、ウサギは半ば強引に応接間から追い出されてしまった。その背中が扉の向こうに消えるのを見届けてから、アイリーンはユトのことを振り返る。その顔に浮かんでいるのは、相変わらず子供を見守る母親のような抱ほう擁よう的な笑顔だ。

「さて、と。これからの予定だけど──あなたたちを管制塔に送ればいいのね？」

「あ、はい、そうしていただければ」

「了解了解。あたしはちょっと用事があるから、ここでお別れね。メアリを元に戻すわ。あいつにノウマンズヒルを操縦させて送らせるから、準備ができたら言ってね」

　ユトはもうなにも言えず、ただ黙って頭を下げた。アイリーンはくすりと笑い、その頭をぽんぽんと撫なでてから、耳元に口を寄せ、言った。

「ね。──あたしね、あなたたちのこと、好きよ」

「は？」

「ユトちゃんも、ウサギちゃんも、二人とも大好き。昨日一晩で気に入っちゃった」

「……はあ、それは、どうも」

「でもね、気をつけて。昨日も言ったでしょ？　あたし、自分勝手だから──」

　くすりと笑った声が、やけに耳に大きく響いた。

「──もしかしたら、ウサギちゃんのこと、また横からかっさらっちゃうかもしれないから。だから、ちゃあんと彼のこと捕まえてなさいな、ユトちゃん」

「…………」

　ユトはなにも言えない。反はん駁ばくしようと思ったそのときには、アイリーンは「それじゃね」という声だけを残してどこかへ立ち去ってしまったあとだった。ただひとり応接間に残されたユトの耳に、今し方のアイリーンの言葉が、何度も何度も繰り返されていた。
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『それじゃ、なんとか無事だったんですね』

　吐息と共にメアリはそう言う。その表情は安心しているようでもあり、また自らの主人のことを情けなく思っているようでもあった。

　現在、三人は船上にいる。いや、正確には、船内、と言うべきか。早朝ということもあり、かなりの速さで飛ひ翔しようするノウマンズヒルの甲かん板ばんに立っているのは、正直かなり寒い。ユトの個人的な希望で、メアリに船内のラウンジへと案内してもらったのだった。

　船せん側そくに取りつけられた丸窓から、流れていく海景を横目にしながら、ユトはメアリと話し込んでいる。丸一晩『向こう側』に閉じ込められていたらしいメアリは、アイリーンがいないのをいいことに思いのたけを存分にぶちまけていた。

『まったくもう、アイリーンさまったら自分に都合が悪いとなるとすぐそうなんだから。きっと私たちを戻したのだって、私たちがいたら自分の計画に不都合が生じると思ったからですよ。絶対そうです。あのときまでは、アイリーンさまウサギさんをものにするつもりだったに違いありません』

　ユトはおずおずと、

「でも、実際にはなにも起こらなかったわけだし」

　メアリは目を三角にしてユトのことを見た。

『ユトさん甘いですよ。全然アイリーンさまのことをわかってらっしゃらない。それに、最後に言われたんでしょう？　横からかっさらう、って』

「……うん」

『言っておきますけど、それが冗談だと思ったら大間違いですからね。本当に、機会があったらさらわれちゃいますよ、ウサギさん』

　二人は同時にウサギのことを──先ほどまで彼がいた、ユトの向かいの席に目を向けた。そこには広げられた世界事典があるだけで、ウサギ本人はちょうど甲かん板ぱんに出ているところだった。まあ、だからこそこんな開けっぴろげな話ができるのだが。

　と、しばらくテーブルの上の世界事典を見つめていたメアリは、ふと声色を変え、

『でも、確かに不思議ですね。なんでアイリーンさまがウサギさんに手を出さなかったのか』

　ユトは椅い子すに座りながら腕を組み、

「あたし、アイリーンさんのこと、なんだかよくわかんなくなってきちゃったよ。優しくて尊敬できる人ってのは確かなんだけど──」

　メアリはユトに視線を戻し、その顔をまじまじと見つめた。緑色のその瞳ひとみに、ユトはなぜだかどぎまぎする。

「な、なに？」

　それには答えず、メアリは宙に浮かんだまま、ぽつぽつと独り言をつぶやく。

『そっか、そうかも。だからアイリーンさまは──うん、それなら納得できる』

「なによ、ひとりで納得しないでよ」

『アイリーンさま、きっとユトさんのことも好きになったんですよ。ウサギさんと同じくらいに』

「──はあ？」

　不審そうに眉まゆ根ねを寄せたユトの顔をじっと見つめながら、メアリはひとりでこくこくと頷うなずいた。

『そうですそうです、そうに違いありません。アイリーンさまは、ユトさんも、ウサギさんも気に入ったんですよ。だからウサギさんに手を出さなかったんです。ウサギさんに手を出しちゃったら、ユトさんとの関係がこじれると思ったから、待ちの一手を決め込んでるんでよ、きっと』

「……ええっと……」

　よくわからないが、そういえば確かにアイリーンも同じことを言っていた気がする。「あなたたちのこと、好きよ」という、その「好き」の意味がどういう種類のものかはわからないが──しかし、気に入られたのは間違いないらしい。

　ユトは首をかしげる。自分は別に、アイリーンに気に入られるようなことをした覚えがない。それどころかむしろ、ウサギに色目を使うアイリーンのことを牽けん制せいしたりして、逆に嫌われるはずの立場なのではないか。ユトがそう言うと、メアリはふっと遠い目をして、

『アイリーンさまの好き嫌いの基準なんて、誰だれにもわかりませんよ。私やジャックですらわからないんですから』

　ユトはぽりぽりと頰ほおを搔かきつつ、

「そ、そうなの？」

『そうですよ。アイリーンさま、猫みたいに気まぐれなんです。だから、ユトさん、いくらアイリーンさまに好きだって言われても、絶対に油断しちゃだめですよ』

　えらい言われようだが、長年アイリーンに連れ添ってきたメアリには、なにがしかの確信があるらしかった。苦労の滲にじみ出たメアリの話し方に、ユトは多分に同情を覚え、その肩を人差し指でぽんぽんと叩たたいた。メアリは子供らしい無邪気な、それでもどこか疲れの混じった笑顔で、ユトの励ましに応こたえた。

　と、そのとき、甲かん板ばんからウサギの声が響いてきた。ユトやメアリの苦悩などまるで知らない明るい声で、ウサギはユトのことを呼ばわっている。

「ユト、ちょっと来てくれないか。不思議なものを見つけた」

　ユトはくすりと笑う。記憶を失ったウサギにとっては、周囲は珍しいものばかりに違いない──そう思い、甲板に通じる梯はし子ごをとんとんと上っていった。甲板へ頭を出すと、かなりの強さで吹きつける風に髪の毛を持っていかれそうになる。朱色の髪を押さえながら、ユトは軽く身体からだを縮こまらせた。

「うわ寒っ。ウサギ、よくこんなところにいられるね」

「そうか？　私には、これくらいの涼しさがちょうどいいんだが──それよりも、あれを見てくれ。あれは、なんだ？」

　よっこらしょ、と甲板によじのぼり、ウサギの指差すほうを見る。その方向は昨晩と同じ天頂方向、眩まぶしいほどの青空を、手をかざしてユトは見上げた。一体今度はなにが──と思いかけたユトの思考が、『それ』を目にしてぴたりと停止した。

　ウサギの指差す先、雲ひとつない碧あお空ぞらの只ただ中なかを、ひとつの『黒』が飛んでいた。あまりに空が茫ぼう漠ばくとしているために、ともすれば見逃してしまいそうになるが、背景が鮮やかなまでの青色なだけに、一度視認してしまえばもう見落としようがない。高く、高く、気の遠くなるような高度を維持したまま、その『黒』はゆっくりと動きつづけている──否、語ご弊へいがあった。一見ゆっくりと飛んでいるように見えても、ユトたちのいる場所と『黒』の飛んでいる場所の高度差を考えれば、それが怖ろしいまでの猛スピードであることは容易に想像がついた。そしてユトの知る限り、あんな高空をあれほどの速さで飛ぶことのできる者は、アイリーンを除けば、この島にただひとりしかいない。

　ユトは思わず眉まゆをひそめる。にわかに曇ったユトの表情に、ウサギは静かな声で尋ねた。

「どうかしたのか、ユト？　──あれが、なにか？」

「いや、ね。どうかしたってわけじゃないんだけど」

　船風による寒さだけではなく、ユトは自分の身を抱えた。と、その肩に、ふわりと緑の光が留まった。メアリはぽかんと口を開いてはるか遠くを飛んでいる『黒』を眺めていた。その軌跡を目で追いながら、彼女はぽつりと、

「…………よかったですね、アイリーンさま、一緒に乗ってなくて」

　その言葉に、ユトはしみじみと頷うなずいた。
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　管制塔には時間など存在しない。あるのはただの時間表スケジユール、ヒヨッコの見習い連中ならばともかくとして、上位のベテラン管制官たちにとっては太陽も月もあってないようなものなのだ。彼らには昼も夜も関係ない。ただ定められた時刻通りに拠港ポートを開き、航バ路スを安定させ、そこを通行する人々の安全と生活を守っている。だから彼女は管制官たちのことを好ましく思っている。管制官たちの生活には、曖昧フアジーが入り込む余地などどこにもないから。

　管制塔前の広場にハインケルを着陸させ、ワイズ・アイズ＝カタリナは地面に降り立った。漆黒のロングドレスに土煙が付着するが、カタリナは気にも留めない。とはいえその服装も、ドレスというには華がなく、どちらかと言えば喪服に似ていた。ちらりと視線をハインケルに向けて、彼女を携帯しやすいサイズにまで変化させると、カタリナは管制塔に向かって歩き出した。

　管制塔の入り口の壁にカルガランが寄りかかっている。カタリナは彼のことを見もせずに入り口を通過、カルガランはふわりと壁から身を離すと、カタリナに連れ立って歩きはじめた。相変わらず前を向いたまま、カタリナはぽつりと、

「信号が沈みましたか」

「でなけりゃお前を呼ぶものか。二層以降を解析できるようになったか？」

　カタリナは首を振る。真っ黒なその髪が、ゆらりと動いた。

「研究は進めているのですが、いまだに表層の壁を突破できません。そちらのほうは？」

「言ったはずだ。解決できていないから、お前のことを呼びつけた」

「私の研究成果をハインケルに記録させてきました。互いに照らし合わせてみましょう」

「無駄だと思うがな」

「科学とは無駄の積み重ねでしょう」

「違いない」

　カルガランは軽く唇を曲げる。カタリナは黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのその奥から、隣を歩くキャットマンのことをちらりと見た。管制官の中の管制官、管制塔所長であるこの男に、カタリナは少なからず好意を抱いている。無論それは、外見的なものでも性別的なものでもない。カルガランはコート島で唯一の、カタリナに比ひ肩けんしうる『機エ構ン技ジ術ニ者ア』だからだ。

[image: ]

　カタリナの黒いブーツとカルガランの作業靴が、管制塔の地下へと続く階段に同時に踏み下ろされた。ほとんど同時に響く靴音の和音は、しかしそう長くは続かなかった。階段をふた周りほど下りたところで、唐突に目の前に黒い壁が現れる。カルガランは一歩進み出ると、肉球のついた手でその黒い壁をふにゃりと押した。朗々と、

「カルガラン＝ゼ＝オバウル」

　途端、壁が左右に開かれ、方形の空間が現れた。二人は同時に中に乗り込む。と、今度はカタリナのほうが手を動かした。空間内の壁に取りつけられたスイッチをいくつか叩たたく。奥底から響いてくるような振動が空間を包み、その直後に奇妙な浮遊感が二人を襲った。しばしの沈黙があったが、やがてカルガランが思い出したように言った。

「そんな格好で機構内に入るつもりか？」

「ご心配なく。準備はしてきました」

　傍らの壁にハインケルを立てかけ、カタリナはおもむろに自分の背中に手を回した。ファスナーをつまみ、一気に真下まで引き下ろす。小気味のいい音が機械音に混じり、わずかに見開かれたカルガランの目の前で、カタリナはドレスの下の肢体を露あらわにした。カルガランは、ふん、と鼻を鳴らし、

「用意のいいことだ」

「他の方が着用した作業服では、不潔ですもの」

　深い青色のツナギの胸ポケットから、カタリナはヘアバンドを取り出す。それを口にくわえてから両手で己の長い黒髪をアップにまとめ、ヘアバンドでそのまま固定する。あっという間に軽装に成り変わったカタリナは、立てかけておいたハインケルを手に取ると、脱ぎ捨てたドレスをたたんでハインケルに近づけた。

「ハインケル、保持しておいて。帰りにまた着るわ」

『了解しました、ご主人様』

　涼やかな女性の声が響き、カタリナが手に持つ漆黒の棒──『機き動どう箒ほうき』ハインケルがぐにゃりとその機体を変化させた。半召喚性の物質で構成されるハインケルは、決まった質量というものが存在しない。『賢者の瞳ワイズ・アイズ』が見るところ、どのような概念でも言い表せない『そこ』に半ばその身を浸している。その物質は変換効率が非常に高いゆえに、彼女はカタリナの放出する変換性魔力オルタナテイに能よく反応し、どのような形にも自在に変化することができた。

　浅いトレイのようになったハインケルの一部に、カタリナは丸めたドレスを納めた。瞬間、トレイがにわかに深くなり、ドレスはその奥に吸い込まれていった。膜一枚隔てた空気が振動しているような音と共に、ハインケルは再び元の形状、柄えが人の身長ほどもあるハンマーに似た形へと戻っていく。と、そのとき、カルガランとカタリナの前方の壁が、音もなく左右に分かたれた。方形の空間から出る。

　底冷えする空気が二人を包み込んだ。

　天地が、逆になっていた。

　頭上にそびえる漆黒の大地、足下に広がる暗黒の空。その空を貫くように、大地から一本の塔が逆さに突き出ていた。カタリナたちの降り立った黒曜の空中回廊は、その塔に向かってまっすぐに伸びている。回廊の幅は三モールほど、手すりのない回廊から足を踏み外せば、もう二度と戻ってはこられないだろう。本能から来る緊張を意識に走らせながら、カタリナはカルガランと並んで歩く。眼下に広がる黒々とした空間を見下ろしながら、カルガランがぽつりと言った。

「この下は、世界の中だと思うか？　それとも外か？」

　カルガランは戯たわむれには言葉を発しない。カタリナとてそれは同様、怜れい悧りな瞳ひとみでついとカルガランを見据えると、彼女はきゅっと唇を嚙かんだ。

「わかりません。不愉快なことに」

「ハインケルでひとっ飛びしてみたらどうだ。下があれば世界の中、簡単じゃないか」

「もしそれがなかったら？　外に出て帰ってくることのできた者を、私は知りません」

　沈黙が降りる。莫ばく大だいな空間に特有の、どこからか聞こえてくる大気の唸うなりすらも、この暗黒には存在しなかった。二人が黙り込むと、まったくの静寂が周囲を包む。ふう、とため息を漏らして、カタリナは独り言のように言った。

「この世界には、謎なぞが多すぎます」

　カルガランは、なにを今さら、という感じに、

「だから俺おれらが解明しようとしてるんだろうが。差し当たっては──まず、機構だ」

　立ち止まり、漆黒の塔──管制機構を見上げたのはほんの一瞬。すべてを吸い込むその黒は、まさに自分たちの立ち向かおうとしているものそのものだ。ふと浮かんだ叙情的な思いを頭の中から排除して、カタリナはカルガランと共に、機構の内部へと足を踏み入れた。
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　アイリーンに前もって言われていたらしく、メアリはユトとウサギを管制塔前の広場に降ろすと、別れの挨あい拶さつもそこそこに引き上げてしまった。悠然と空中を飛んでいくノウマンズヒルの後ろ姿を見送ってから、ウサギは隣にいるユトに尋ねた。

「これから、どうするんだ？」

　ユトは腕を組み、

「まずはアフマド先生かカルガラン所長に会って、ヤマ界域エリアのことを聞き出さなくちゃね。あ、でも、昨日大鳴動グランドゼロが起きたばっかだから、まだ管制塔復旧してないかもしれないし──ま、とりあえず入ってみよ」

　ウサギを促して一緒に管制塔の入り口をくぐる。一階受付広間から延びた廊下、その向こうに見える階段まで、人影はひとつも見当たらない。受付とは名ばかりのデスクの上には、オルガが趣味で活いけている花瓶以外には、古ぼけた振り子時計しか置かれていない。その振り子時計を覗のぞき込んで、ユトは首をかしげた。ぽつりと、

「もう出勤時間は過ぎてるのに、誰だれもいないや。やっぱり今日は休みなのかな」

　そこで彼女はウサギを振り返り、廊下の奥を親指でくいと指し示した。

「ごめん、ウサギ、あたしちょっと上に行ってくるね。すぐ戻ってくるから──そうだな、そこの食堂で待っててくれる？」

　こくりと頷うなずいたウサギに、ユトはふっと目を細め、優しい声で言った。

「すぐ戻ってくるから、ごめんね。中央管制室には、管制官以外は入れないんだ。ちょっとだけ、待っててね」

「ああ。待っている」

　ウサギのその言葉に嬉うれしそうに微笑ほほえむと、ユトは階段に向かって駆け出して、あっという間に上っていってしまった。ユトは元気だな──と、どこか羨うらやましく思いながら、ウサギは言われた通り、食堂の中へと入っていった。

　がらんとしていた。どことなく荒涼としたその光景に、なぜか懐かしさを覚える。頭の奥が引っかかれるような感覚──これまでも、何度もウサギを襲ってきた感覚が、また蘇よみがえってきそうになる。それが記憶への手がかりとわかっていながら、しかしウサギは無理にそれを引きずり出そうとはしなかった。無理をしてはいけない、とユトに言われているからだ。

　窓際の席に座り、暖かな陽光を身に浴びる。そうしているうちに、むず痒がゆいその感覚は、陽光に溶けてなくなってしまった。ふう、と息を吐いて、テーブルの上に世界事典を広げる。

　ヤマ界域エリアに伝わる、いくつかの器具の図説が、ウサギの目に飛び込んできた。そのたびに先ほどの衝動が頭の四隅から湧わきあがってくる。明らかに、自分はこの道具たちに見覚えがある。にも関かかわらず、一目しただけではなかなかその名称が思い浮かんでこない。もどかしく、じれったい。ウサギは目を細め、その白い指でページをなぞった。

　と、そのとき、背後から誰だれかの話し声が聞こえてきた。思わず振り返る。

「────」

　ウサギの赤い瞳ひとみが見開かれた。猫、だ。確かああいう形の動物は、猫、と呼ばれていたような気がする。その猫は自分を見つめるウサギのことを、気の強そうな視線で見返した。途端、訝いぶかしげな色がその表情を覆うが、なにか言うよりも先に、隣にいる黒髪の女性が猫に向かって話しかけていた。

「食堂でなにを？　あなたの所長室のほうが、話には向いていると思いますけど」

「ん──ああ、朝飯がまだだったもんでな。食いながら話そうと思ったんだが。カタリナ、お前はどうだ。食ってきたのか？」

「いいえ」

「じゃ食ってけ。オルガには話を通してある」

「……わかりました。ご一緒します、カルガラン」

　その名を耳にして思い出す。カルガラン──確か、昨日初めて管制塔を訪れたときにちらりと見かけたことがあった。あのときのユトとの話し振りから想像するに、恐らくはユトの上司なのだろう。そう思いながら、しかしいつまでも見ているのは失礼なので、ウサギは再び本の上に視線を戻した。

　ゆっくりとした足取りで、カルガランと黒髪の女性──カタリナは、食堂とキッチンを隔てるカウンターへと歩いていった。布が被かぶせられている二つのトレイをそれぞれ取り、ウサギから少し離れた席に腰を落ち着ける。カタリナがその手に持っていた黒い棒を、ごとりと壁に立てかけた。

「ここで話を？」

「構わんだろ。聞かれてまずい話でもない」

　その言葉は明らかにウサギのことを指していたが、カタリナは振り返ろうともしなかった。こくりと頷うなずき、

「ハインケル、解析結果を」

　壁に立てかけた棒から、柔らかい女性の声音が響いた。

『はい。まず表層解析の結果ですが──』

　さすがに驚いて、ウサギは再び彼らに視線を向けた。棒が、喋しやべっている。が、向こうのほうはウサギの視線には気づいていないらしく、棒が述べるなにやら小難しい単語の羅列に聞き入っていた。聞き耳を立てるのも失礼な話だ、と思ったのだが、なぜだろう、ウサギは棒の話から注意をそらすことができない。棒が発する言葉のひとつひとつ、それ自体の意味はまったく不明なのに、それがやけに頭の中に引っかかるのだ。そう──世界事典に掲載されている、ヤマ界域エリアの道具を見たときのように。

『──というわけで、いつもと変わらず層壁ウオールは突破できませんでした。二層以降への進入経路が表層のどこかにあるという予想は、改めたほうがいいと思われます』

「じゃ、どこにあるってんだよ」

『さあ？　私に聞かれましても』

「他にルートはないのですから、表層に必ず入り口があるはずです。カルガラン、やはり既存の接続信号をトラックしましょう。接続信号が二層以降との通信を行っていることは確かなのですから、その経路さえ探り出してしまえば沈んでしまった信号跡から二層へ入り込むことができます」

「馬ば鹿か言うんじゃねえ、仕組みのわかっていないもんを弄いじくって、そのまま元に戻らなくなっちまったらそれこそ事だろうが。何度も言うがな、俺おれは研究のために管制業務を犠牲にする気なんざさらさらねえぞ。あくまでも、管制業務のための研究だ」

『そもそも入り込めたとして、そこから二層以降のシステムを操作できるかどうかは別問題ですね。それに、接続信号とその通り道のデータフレームを無理矢理こじ開けようとしたら、そのまま接続信号が沈んでしまったなんて話はザラですから。リスクにリターンが見合いません』

「ハインケル、黙りなさい」

「別に黙らせることはねえだろ。立派な意見だと思うぜ？」

『恐縮です、カルガランさん』

「……あなたたちは…………」

　カタリナは苛いら立だたしげに息を吐く。カルガランは彼女の怒りなどまるで気にも留めず、ぱくぱくとトレイの上の朝食を口に運んでいる。もぐもぐとライスを頰ほお張ばりながら、他ひ人と事ごとのような気軽さで、

「まあ、なんだな。さすがに技術者が二人だけってのには無理があるな」

　仕方なく、という感じにカタリナはスプーンを取り、自らも食事を始めた。ぶちぶちと、

「今さら言っても仕方がないでしょう。ゆっくりでも、着実に解明していくことこそが、科学者の務めです」

「だってそうだろうが。あれだけ広い機構内部を、たった二人でどれだけ探索できるってんだ。表層だけでも、未開の灯標トーチが──ハインケル、いくつある？」

『六千三百四十五ユニット。まだ開いてすらいません』

　はっ、とカルガランは笑い、

「大した着実さだな」

「……そ、それでも、ひとつひとつ解析していく以外、方法はありません」

「上も下も、人手が足りないのはどこも一緒ってか」

　それだけ言うと、二人は気まずそうに黙り込んだ。黙々と食事を続ける。かすかに聞こえる食器の触れ合う音に耳を傾けながら、ウサギは胸のうちに生まれたざわめきが大きくなっていくのを感じていた。表層、層壁ウオール、接続信号──頭の中でそれらの単語が渦を巻く。ゆるりとした水流に、頭のてっぺんまで浸しているような気分。酩めい酊ていにも似たその感覚の中で、ウサギはぼんやりと窓の外を見ながら、ぽつりと、

「権限者──」

　その言葉は、自分の口から出たものでもあるにも関かかわらず、他人の言葉のようにウサギの耳に響いた。はっと我に返り、カルガランたちのほうを見る。それまで黙りこくっていたウサギが言葉を発したことに、なにかしらの興味を覚えたのか、二人は無表情な目でウサギのことを見つめていた。

「……なにか？」

　無機質な、いっそ冷たくも響く声で、カタリナがそう言った。ウサギはそれには答えず、ただ頭の中に湧わき上がってくる言葉を、そのまま口にしていた。

「表層から下層へ降りるには、透過層壁クリアウオールを使わなくてはいけない。権限者以外を、表層から先へ降ろすわけにはいかないから」

　なにを言っているのだろう、とぼんやりと思う。意識に霞かすみがかかっている。明らかな異常が自分に起こっているにも関わらず、なぜかウサギはそのことを『異常』とは感じない。ゆらゆらと揺らめく頭の内部、それにつられて、ウサギの身体からだも揺れはじめる。まるで自分の身体の統制を、他の誰だれかに乗っ取られてしまったようだった。カタリナは訝いぶかしげにウサギのことを見つめながら、

「あなた、何者？　その服──」

　そこまで言ったところで、カタリナの黒い瞳ひとみにかすかな嫌悪が浮かんだ。

「あの女の係けい累るいですか？　その悪趣味な服、見覚えがあります」

　棘とげの混じったカタリナの言葉を継いで、カルガランも口を開く。

「思い出した。この小僧、確か──昨日ユトの後ろで縮こまってた奴やつだな？　島外から来たんだろうが、どういうことだ。透過層壁クリアウオールとはなんだ」

「権限者による、生体反応、遺伝情報などに基づいた、個人認証においてのみ、現れる、通常は偽装されていて、確認することのできない、層壁ウオールの──」

　とりとめのない言葉、そのうちのどれひとつとして、ウサギの記憶にあるものではない。頭の中の揺らぎが大きくなってくる。耐えきれなくなってウサギはぐっとうつむいたが、カルガランたちは容赦なくウサギに質問を続けた。

「権限者？　なんのことだ」

「もしかして、機構管理者アドミニストレイタのことでは」

「透過層壁──聞いたことがないが、要するに侵入防止用の偽装壁だというのか？　そもそも二層以降への層壁は、通常の探索では見つけようがないと──」

「待ってください、それよりもこの人は何者なんですか？　カルガラン、正体がはっきりするまで、容易に彼の言葉を信じないほうがいいと思います」

『あ、ひどい言い方。なにも本人の目の前で言わなくても』

「だから、あなたは、黙ってなさい、ハインケル」

　揺らぎがひどくなってくる。気分が悪い。めまいがする。浅く早く呼吸をしながら、ウサギは唾つばを飲み込んだ。その様子を見てようやく異常に気づいたのか、カルガランが立ち上がり、ウサギの顔を覗のぞき込む。ぽつりと、

「なんだ。気分が悪いのか」

　ウサギは言葉を発することができない。小さく頷うなずく。カルガランは静かな声で、

「お前の話は非常に興味深い。ゆっくり話を聞きたいとこだが──まずはその前に、カタリナの言う通りお前の身元をはっきりさせないとな。ユトとは知り合いか？」

　ウサギは頷く。カルガランは続ける。

「ユトなら、お前の素性を知っているな？」

　ウサギは顔を上げて、しばらくのあいだカルガランの猫目を見返した。ユトは、自分の素性を知らない。が、自分が今置かれている状況ならば、誰よりもよく知っている。そう思って、ウサギは最後に深く、首を落とすような勢いで頷いた。
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　まるでコート島を模したような正六面体の空間に、ユトは息を詰めて立ち尽くしている。一辺の長さは二モールほど、その中に五人の人間がいるわけだから、決して息苦しいわけではない。にも関かかわらずユトが呼吸するのも憚はばられるのは、この狭い空間に入ることができるのが、通常は管制官の中でもごく限られた人間──平たく言えば、カルガランとアフマドだけであるからだった。

　遠く、低く、音が響いてくる。壁に触れるとかすかな振動が腕に伝わり、ユトの恐怖感をいっそう煽あおり立てた──そう、ユトは今、間違いなく恐怖していた。恐怖、というには、少々語ご弊へいがあるかもしれない。普段立ち入り禁止の場所に足を踏み入れている緊張か、あるいは得体の知れないこの空間に対する不安であるかもしれない。自分でさえこうなのだから、ウサギなどはさぞ怯おびえきっているだろう──と思って隣にいる彼の顔をちらりと見上げたが、当の本人は面つら憎にくいほどに落ち着いている。──まあ、確かに、ウサギはあまり動じない性格をしているが。

　張り詰めた空気の中で、ユトはもう一度、なぜ自分がここにいるのか思い返してみた。

　中央管制室には、案の定というか、人っ子ひとり見当たらなかった。仕方がないので二階に下りて、ウサギが着ていた管制官の制服を仮眠室の所定の場所に戻し、そのまま一階へと戻ろうとしたところで、アフマドと鉢合わせたのだ。そこまでは、なんの問題もないはずだった。

　ウサギの病状のこと、これからの管制業務の予定のこと。そんなごく普通の世間話をしている最中に、突如としてカルガランが現れ、ユトのことを拉ら致ちしていった。困惑するユトを食堂まで連れてくると、カルガランはウサギの素性のことをユトに問い詰めはじめた。なにがなんだかわからずに、ただ問われていることに答えているうちに話はどんどん進んでいき──気がつけば、ユトはウサギと一緒に、この方形の空間に押し込まれていたのだった。

　どうやらカルガランは、ウサギが管制機構に関する重要な情報を知っているものと思い込んでいるようだ。そんなはずはないのに、とユトは思う。なにしろなにも覚えていないのだから、ウサギがそんなことを知っているはずがない──多分。

　しかし、肝心のウサギのほうがいまいちはっきりしなかった。きっぱりと否定してしまえばいいのに、彼はなぜかそれをせず、結果ユトはウサギと一緒にカルガランたちに連れられて管制機構に下りることになってしまったのだ。もう少しはっきりすればいいのに──と、ユトは心の中でぶちぶちとつぶやいた。

　そのとき、空間の振動が止やんだ。次の瞬間、目の前の扉が音もなく左右に開く。カルガランもアフマドもカタリナも、なんの疑問もなさそうにそこから出ていってしまった。最後まで取り残されたのはウサギとユトで、ユトはウサギに手を引かれて、ようやくおずおずと歩き出した。

　扉をくぐった瞬間、ユトの口から間の抜けた声が漏れた。

「ふわ……」

　視界の限り、一面の黒。足元には奈な落らくが広がり、頭上は真っ黒な天井がのしかかるようにして覆っている。その天井からは、こちらも漆黒に塗りたくられた建物が逆さに生えてきていた。その建物まで、黒光りする石造りの廊下がまっすぐに伸びていて、ユトたちはその上に立っている。廊下の表面は顔が映り込むほどに磨き抜かれていて、これが人によって造られたものであることを示していた。

「ユトは、管制機構に来るのは初めてでしたね？」

　ユトの緊張を和らげるように、アフマドが優しい声でそう言った。ユトはアフマドの長身を見上げ、こくりと頷うなずく。

「はい、話には聞いていたんですけど──こんなふうになっていたなんて、想像してませんでした。てっきり管制塔のどこかにある部屋のひとつかと思ってて」

「私も最初見たときは驚きました。人の力で、これほどのものを造ることができるのか、と」

　どう見ても、自然にできた空洞を利用したものではない。真っ黒な天井にはぽつぽつと照明が点在している。ということは、つまり、この莫ばく大だいな空間そのものが、人間によって造られたものということだった。

　その手間や工程を想像しようとしただけでめまいがしてくる。そんなユトたちのことをちらりとだけ振り返ると、カルガランはさっさと歩き出してしまった。靴音を響かせながら、

「管制機構は、失われた技術の結集だ。形こそ違っていても、世界には必ずこれと同じ空間がある。そのおかげでエルム・セイクリッドあたりじゃ、『世界は誰だれかによって創られたものだ』なんて論が主流を占めてやがる。元々世界には『形』がなく、コート島もフィロールもカラニアも、全部ひとつの世界だったものが、誰かの手によって分けられちまったって奴やつだ。超世界バンゲア論とか言ったか」

　その背中を慌てて追いつつ、ユトは尋ねる。

「誰かって──誰が？」

「さあな。神様あたりじゃねえのか？　知らんけど」

　そこでそれまで黙り込んでいたカタリナが、唐突に口を開いた。

「この世に神などいません。そんな曖昧フアジーなもの、あってたまるものですか」

　カルガランは鼻で笑い、

「魔法使いのくせに、なに言ってやがる。魔法ほど『曖昧』なものが他にあるか？」

　言葉に詰まったカタリナ、その隙すきを突くように、ハインケルが言った。

『だめですよカルガランさん、それは禁句。ご主人様、それを一番気にしてらっしゃるんですから』

「ハインケル」

　ぞくりとするほど冷たい響きを伴ったカタリナの声に、ハインケルはぴたりと黙り込む。ウサギはそんなカタリナのことを珍しそうに見、

「カタリナさん、お聞きしてもよろしいですか？」

　カタリナは面倒くさそうに振り返る。

「なにか？」

「その、──棒は、一体、なんなんでしょう？」

「棒ではありません、ハインケルです。彼女がなんであるか、私があなたにお答えする必要はないと思います」

　ユトはむっとして、

「ちょっと、そんな言い方ないんじゃないですか？」

　カタリナは冷ややかにユトを見据え、それからすぐに視線を外した。まるで、目にする価値もない、とでもいうかのように。ユトの頭に血が上りかける。元々気が短いほうなのだが、大声を出してカタリナを非難しようとしたその矢先、彼女が手に持つハインケルのほうが先に答えていた。

『申し訳ありませんユトさん、ご主人様はこの通りの無愛想者ですから、普通の人のような受け答えができないんです。代わりに私がお答えしますね』

　声が響くのは棒の根元から、ユトとウサギは同時に視線を下ろし、そこにブロックのような直方体の物体を発見する。それを踏まえて改めて全体を見渡してみると、ハインケルはただの棒ではなく、柄えが異常に長いハンマーのような形をしていた。声はそのブロック部分、両手に載るくらいの大きさの塊から聞こえてくる。

『機体識別番号He299-AX-8、個体識別名ハインケルと申します。製う造ま元れはエルム・セイクリッドの黒会ルノワール研究所、というよりはそこで発掘され修復を受けたと表現したほうが適切ですが、のっぴきならない事情から現在はこちらにいらっしゃるカタリナさまのお世話をさせていただいております。いやまあ早い話、カタリナさまが黒会を離反するときに私を無断で持ち出したというだけのことなのですが』

「ハインケル。私の我慢にも限度というものがあるわ」

『──、あー、それはともかく、私は自律思考型人工知能を搭載した多目的不定形機動ユニットでありまして、要するに自分で考えて自分で動ける機械ということです。ま、通常の人間の精神性とは特にこれといった差異はないと自負しておりますので、あまり機械ということを意識せずに接していただければ幸いです』

　ユトはぱちぱちと目を瞬またたかせて、

「きかい」

『はい。といってもこの管制機構と同じ、失われた技術で造られたものですが』

　てっきりカタリナの魔法で呼び出した生き物だとばかり思っていた。ウサギも同じことを考えていたのだろう、彼は首をかしげると、なんの躊ちゆう躇ちよもなくこう言ってのけた。

「つまり──カタリナさんとハインケルさんは、アイリーンと双子の妖よう精せいと同じような関係、というわけですか？」

　場の空気が、微妙に変化した。ユトは慌ててウサギの袖そでを引いたが、時すでに遅く、カタリナの冷たい声が響き渡った。

「あの女と私を一緒にしないでください。非常に不愉快です」

　それまでの落ち着いた態度とは一変した、静かな憎しみに満ちた声だった。ウサギは驚いたように目を見開き、

「しかし、あなたもアイリーンと同じ、──ええと、ワイズ・アイズなのでしょう？」

　カタリナが立ち止まった。ゆっくりと、ウサギに向き直る。それが自分に向けられたものではないにも関かかわらず、ユトは冷たいナイフを背に押しつけられたような気分を味わった。ウサギの腕をぐいと引き、自分のほうに近づける。戸惑ったようにユトを見たウサギに向かって、カタリナは少し首をかしげ、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを酷薄に細めた。

「あなたはコート島に来て日も浅いらしいですし、記憶を失っているから今回は許して差し上げますが、以後、二度と私の前でアイリーンという名前を出さないでください。吐き気がします」

「…………」

　あまりにも苛か烈れつなカタリナの言葉に、さすがのウサギも言葉を失った。カタリナはそんなウサギを一いち瞥べつすると、踵きびすを返してカルガランたちのあとを追いはじめた。呆ぼう然ぜんと立ちすくむウサギの耳に、ちょっと背伸びをして口を近づけて、ユトは囁ささやいた。

「だめだよ、ウサギ、あの人アイリーンさんとすっごく仲が悪いんだから。島の人ならみんな知ってる。だから、あの人の前でアイリーンさんの名前は絶対に出さないほうがいいよ。ひどい目に遭わされるから」

「……わ、わかった」

　こくこくと頷うなずく。カタリナの背中を見つめるウサギの目には、さすがに多分の怯おびえの色が混じっていた。ユトは同情するようにウサギの手を握ると、自らもカルガランの後を追って歩きはじめた。
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　真っ黒な塔の形をした管制機構に入る際に、カルガランは例の空間の扉を開くときと同じ動作をした。のっぺりとした黒い塔の壁の一部にカルガランが手を当てて自らの名前を宣言すると、その壁は音も立てずに左右に開き、塔の入り口がその姿を現した。それまではただの壁の一部に過ぎなかったのに──とユトがつぶやくと、カルガランはなんでもなさそうな口調でこう答えた。

「勝手に管制機構に入ることができないようにするための防衛策だろうよ。なにせここは、コート島の根幹だ。ここで妙な真ま似ねをされたらこの世界が死に絶える」

　カルガランがそう言った瞬間、ユトの隣にいたウサギの身体からだが、びくりと震えた。ユトは驚いてウサギを見上げ、気遣わしげに言う。

「──どうしたの、ウサギ？　大丈夫？」

　ウサギは無表情──いや、その顔色がかすかに優れないように見える。常に純白のその表情には、血の気というものが存在しないが、それでもいつの間にか、ユトはウサギの目元や口元のわずかな変化を見出すことができるようになっていた。ウサギはユトのことを見返すと、無理にその口元を微笑ほほえませた。

「いや、なんでもない。少し頭が痛むだけだ」

「お前の記憶に、なにかが引っかかってるのかもな。──入るぞ」

　背中越しにそう言って、カルガランはさっさと管制機構の中に入ってしまった。アフマドもカタリナもそのあとに続いたが、ユトだけはウサギの袖そでを取ったまま、心配そうに眉まゆ根ねを寄せて彼のことを見つめていた。

「ねえ、本当に平気？　どこか痛むんなら、無理しなくていいよ？」

　それを聞いてウサギは笑う。今度の笑みは無理の見当たらない、ごく自然な微笑だった。

「大丈夫だ。気にするほどのことじゃない。それに──カルガランさんの言う通り、この管制機構の中のなにかが私の記憶に引っかかっているのなら、それこそ望むところだろう？　それをきっかけに、記憶を取り戻すことができるかもしれない」

「……うん」

　それでもまだ心配そうに表情を曇らせているユトの髪を、ウサギは微笑んだまま、ふわりと撫なでた。ユトは驚いて目を見開く。その視線に照れたように顔を背けると、ウサギは「入ろう」と促して先に歩きはじめた。ウサギのあとを追って、ユトも小走りに機構内部に進入した。

　機構内部に入ると、しんとした静けさがユトの耳を刺した。漆黒の宝石に似た、黒光りする材質の床が目の前一面を覆っている。その床の上には、ちょうど人がひとり入れるくらいの立方体の箱が、気味が悪いほどの規則正しさでずらりと陳列されていた。漆黒の大地に箱が綺き麗れいに並べられているその光景は、異界の墓場を連想させた。

　しかし、さすがに慣れているのだろう、カルガランもアフマドもカタリナも、この光景に特にこれといった感慨は抱かなかったらしい。カルガランは箱のひとつにゆっくりと歩み寄ると、その表面をこつこつと叩たたいた。

「これがいわゆる接続信号の元になっているもんだ。『灯標トーチ』と、俺おれは呼んでいる。なにしろ機構内のことだからな、詳しい原理はまったく不明なんだが、こいつが他の世界との航路を確立する上で決して欠かせないものだってことは確かだ。──ユト、ウサギ、これから言うことは絶対に他言無用と、誓えるか？」

　いつにも増して真剣なその口調に、ユトは一瞬戸惑った。が、ユトとて管制官の端くれだ。所長であるカルガランがそう言うからには、決して口外はすまいと心に決めて、深く大きく頷うなずいた。ユトとウサギの二人が肯定の意思を明らかにするのを見届けてから、カルガランはばしんと灯標トーチを叩たたき、言った。

「先だっての大鳴動グランドゼロのおかげで、いくつかの灯標──そして、その中にある接続信号が沈んだ。昨日一日かけて復旧作業を繰り返したが、結局灯標を再起動させることはできなかった。ゴコン、カラニア、それにフィロールの三つの世界との接続が沈み、航バ路スが確立できなくなった」

「…………っ」

　ユトの表情が激しく揺れた。フィロール、森林の世界、コート島に乏しい野菜や果物を数多く産出するため、コート島とは盛んに貿易が行われており、特に食料品を扱う商売をする人間にとっては取引先の世界で、そして──

　オルガの夫が、そこに仕入れに出かけているはずだった。

　ユトは思わずカルガランのことを見る。だが、カルガランの表情には、これといった変化も表れていなかった。オルガの一件を知らないだけなのかもしれないし──あるいは、ユトと違って何十年も管制官を務めているカルガランにとっては、大鳴動によって家族と生き別れになった人間など、珍しくないのかもしれない。

「このことは、すでに島政府にも連絡してある。──重大な事件だ。渡航記録によれば、現在他世界に移動したまま帰ってこられなくなった人間は十五人。彼らの安否も無論だが、なによりも問題なのは──貿易面の問題だ」

　腕を組み、灯標に寄りかかる。その表情は、いつになく険しい。

「鉱山の世界であるゴコンとの航路が確立できなくなれば、建築資材や宝石を取り扱う商店が大打撃を受ける。また、知っての通り森林世界のフィロールは、良質な野菜を大量にコートに供給しつづけてきた。カラニアに至っては、コート島が肉類や乳製品のほとんどを依存している世界だ。それらが突然失われるとなれば、問題は経済的なことだけには収まらない。俺おれたちの生活に、直接関かかわってくる。食糧危機という形でな」

　ユトの胸に冷たい帳とばりがおりた。管制官見習いであるだけに、そのことはよく知っていた。飢えというものは、コート島のような辺境の世界にとってはごく身近な存在なのだ。ほんの少しバランスが崩れただけで──それは、あっという間に襲いかかってくる。

「こんなことが知れ渡れば即座にパニックになる。お前らを口止めしたのはそのためだ。もちろんコート島は漁業を主要な産業としている世界だし、すぐに餓死者が出るなどという事態は起こらないだろう。しかし、長期的に見れば、いずれそうならないとは言い切れない。早急に、この問題を解決する必要がある」

　猫目を細めてウサギのことを見据えながら、カルガランは言葉を続けた。

「接続は一度失われれば永遠に戻ってこないという類たぐいのものではない。事実、大鳴動グランドゼロによって一度は失われた接続が、その数年あとに起きた大鳴動によって復活した、という記録も残っている。接続は厳密には失われたのではなく──沈んでしまっただけだ。俺おれたちの見えないところ、つまり表層より下の階である、二層以降にな」

「二層があるのは確かです。表層に数多くある灯標トーチが下層部と通信を行っているのを、ハインケルが確認しました。恐らくはそこに、沈んでしまった接続信号があるはずです」

　素っ気ない口調で言葉を挟んだカタリナに、頷うなずきを返してから、カルガランは腰に手を当てて、ウサギに言った。

「俺とカタリナは二層以降へ進入するにはどうすればいいのか、ずっとその方法を模索していたんだが、なにしろ研究者が俺たち二人しかいない。探索ははかばかしくなかったんだが──そこに、ウサギ、お前が現れたってわけだ」

　ウサギの顔には、どういう感情も表れてはいない。その皮膚と同じ、素そ白はくの表情だ。

「透過層壁クリアウオールだの偽装だの、よくわからん言葉がぽんぽん出てきたが、お前が機構について俺たちの知らないなにかしらの情報を持っているってのは間違いないらしい。が、一方じゃお前は、記憶喪失だっていうじゃねえか。矛盾しているな。お前はすべての知識を失っているはずなのに、俺たちの知らない知識を持っている。──どういうことだ？」

「…………」

　ウサギは沈黙したまま。と、そこに、再びカタリナが口を挟んだ。

「決まっています。単にその人が、噓うそをついているということでしょう」

　ユトはカタリナをぎらりとにらみつける。カタリナはその視線を完全に無視した。そんな二人のことを交互に見み遣やりながら、アフマドが彼らしい慎重な口ぶりで言った。

「そうでしょうか？　ウサギさんがそんな噓をついたとして、一体彼にどんなメリットがあると？」

「それは──」

　反論しかけたカタリナを遮って、カルガランが強い口調で、

「そんなこたあどうでもいい。噓なのか、そうでないのか、やってみればすぐにわかることだ。そのためにウサギを機構にまで連れてきたんだからな。今すぐ教えてもらおうか。透過層壁とやらがどこにあるのか、そこをくぐって二層に行くにはどうすればいいのか」

　ウサギはなにも答えず、静かに目を閉じた。濃紺のローブに包まれた自らの身体からだを、寒さを堪こらえるようにして抱きすくめる。肩が、かすかに震えている。カルガランは目を細め、

「どうした。やはり思い出せないのか」

「ウサギ──」

　心配したユトが声をかけた矢先、ウサギは赤い瞳ひとみを静かに見開いた。ゆっくりとした足取りで歩き出し、機構内部の入り口に戻っていく。四人の視線が、訝いぶかしげに交錯する。と、入り口付近の壁にまでたどり着いたウサギは、おもむろにその手を壁に当てた。夢を見ているような口調、

「──機構内の、一切の施設は、権限者の、責任と、権利に、基づいて、行使され、機構とは、ひとつの生きた機械であって、下層へと続く、透過層壁クリアウオールは、どこにもあり、どこにもなく、ただ権限者が、そうありたいと望めば、それはたちどころに現れる──」

　そこまで言った途端、ウサギの身体からだがびくんと跳ねた。肩を落とし、頭を伏せ、それでもその手は壁についたまま、身体の中でなにかがのたうち回っているかのように痙けい攣れんする。思わず声をあげてユトが駆け寄ろうとした瞬間、ウサギの身体の細動はぴたりと止やんだ。壁に手をついて、じっとうつむいたまま、ウサギは唐突に口を開いた。

「カルガラン＝ゼ＝オバウル」

　ウサギの声ではなかった。低く重々しい、他の誰だれかの声。ユトの聞き間違いではない証拠に、他の誰もが──とりわけカルガランが、驚きの表情をその顔に浮かべていた。

　その声が響き渡った瞬間、ウサギが手をついた壁が黒く輝いた。漆黒の光の筋が壁面に幾何学的な模様を描き出す。生きたように絶えず形を変える光の線の中心にあるのは、ウサギの純白の手のひらだ。まるで機構を直接制御しているようなその姿に、ユトは自分の腕に鳥肌が立つのを覚えた。ひとつの疑問が、今さらのように彼女の胸の中に生まれた。

　ウサギは、一体、何者なのだろう。

　なぜ──こんなことが、できるのだろう。

　ウサギの背中はなにも答えない。ただ壁に這はわせた手のひらをゆっくりと滑らせている。そのたびに壁面上の光の筋が、水面に波紋が描かれるようにしてウサギの手を追った。そうしながらウサギは顔を上げる。やはり例の低い声で、

「透過層壁の顕けん現げんを許可、二層以降を封じる炎阻層壁フアイアウオールを解除」

　どこか遠くから、大気が渦巻くような音が聞こえてきた。

　ウサギの背後の床が、彼が手をついた壁と同じように淡い光を放ちはじめる。壁に印されたのと同じ、闇やみに満ちるような黒い光。ユトたちが息を詰めて見守る前で、その光は次第に拡散していく。と同時に、確かな物質として存在していたはずの黒曜の床までもが、まるで糸がほつれるようにして分解されていき──光が完全に収まったあとには、機構の入り口と同じほどの正方形の穴が、ウサギの背後の床にぽっかりと口を開けていた。

　誰もが凍りついているなかで、真っ先に行動を起こしたのはカルガランだった。穴の縁にまで駆け寄ると、膝ひざをついて穴の内部を覗のぞき込んだ。カタリナがその傍らにまで歩み寄り、同じようにして穴の中に視線を落とす。二人はしばらくそうしていたが、やがてカルガランがぽつりと言葉を漏らした。

「──下層だ。信じられん。こんな簡単に発見できるとは」

　カタリナも、さすがに驚いた顔で、

「人数の問題ではありませんでしたね。特定のキーワードが認証になっていた──」

　どことなく気落ちしたような雰囲気の二人を横目にしながら、ユトは壁に手をついたままぴくりとも動かなくなってしまったウサギに駆け寄った。うつむいた彼の顔を下から覗のぞき込み、細い声で問う。

「……ウサギ？　大丈夫？」

　先ほど、胸のうちに生まれた疑問がその声に混じらないようにするのに、少なからず苦労した。自分が、どういう種類のものであれ、ウサギに対して疑問を抱いてしまったことを、ウサギには知られたくなかったのだ。

　ウサギは、ゆっくりと首を巡らせて、ユトのことを見た。赤い瞳ひとみ。そこにいつもとは異なる、哀かなしげな色が含まれている、ような気がした。ウサギの唇が弱々しく震え、そこから言葉が紡ぎだされるよりも早く、彼は途切れるように目を閉じて、ゆっくりとその場に崩れ落ちた。

「────ウサギっ!!」

　ユトの叫びが、機構内部に響き渡った。
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　ウサギは目を覚ますと、しばらくのあいだ仮眠室の天井をじっと見上げていた。枕まくら元もとに座り込み、ぼんやりとウサギの寝顔を眺めていたユトは、不意に開いた赤い瞳に驚きの声をあげそうになった。が、なんとかそれを押し留とどめる。ウサギの邪魔を、したくはなかったからだ。

　ベッドの上に横たわり、しばらくそうやって天井を見つめたあと、ウサギは視線を横に転じた。ユトの姿をその目に認め、わずかに目を見開く。ユトはなんとなく照れくさくなって、「や」と小さく手を振ってから、その手をウサギの額に当てた。

「…………」

「──ユト？」

「うん。えっと……冷たい」

　すぐに引っ込める。くすぐったそうなユトの表情を見て、ウサギは、小さな笑いを漏らした。ユトはつられて笑いかけ──しかしすぐに顔を引き締めると、ウサギのほうにずいと顔を近づけた。優しい声、

「ご苦労さま。今、所長たちは二層の探索してる。それでね、沈んだ接続信号の灯標トーチも、一部分だけど発見できたって。だから、なんとか接続信号を復旧させることができそうだって。まだ、仮の段階だけど」

「……そうか」

　無感情なウサギの声に、ユトはことさらに明るい口調で、

「全部ウサギのおかげだって、所長言ってた。やったじゃん、ウサギ。なにしろ接続信号取り戻したんだもん、本当なら帰ってこられなかったはずの人が──もしかしたら、一生生き別れのままだったかもしれない人が、これで帰ってこられるんだよ。だから──」

　言葉が上滑りしていく。そのことに気づいているのだろうか、ウサギはなにも答えてはくれなかった。尻しりすぼみに消えていった言葉の尾に、ユトは口をつぐみ、うつむいてしまった。

　なぜだろう、と思う。ウサギがお手柄を立てたのは事実なのに、それなのに、なぜ自分はもっと手放しに喜ぶことができないのだろう。

　記憶を失っているはずのウサギが、管制機構についての知識を持っていたから？

　その知識が、カルガランとカタリナを凌りよう駕がするほどに深く、正確なものだったから？

　それとも──

　この島にとっては部外者であるはずのウサギが、機構管理者アドミニストレイタのカルガランの名の下に、機構を操作することができたからだろうか。

　あれは──知識とか、技術とか、そういうものではなかったと、ユトは思う。もっと別の、そう、それこそアイリーンやカタリナのようなワイズ・アイズが見せる、魔法に近いものだったのではないか。カルガランだけが持っていなくてはならないはずの権限を、ウサギはいとも容易たやすく行使した。そのことに、不信こそ覚えないものの、少なからぬ不審を覚えたのは、事実だった。

　ユトは顔を上げる。ひとりで悩んでいても仕方がない。疑問を持ったのなら、それをぶつけてみるべきだった。そう思い、ユトはウサギを見つめながら口を開きかけ、

　ノックの音、カルガランの声、

「俺おれだ。入るぞ」

　答えも待たずにドアが開き、ツナギ姿のカルガランと、ドレス姿のカタリナが入ってきた。カルガランはいつも通りの読めない猫目で二人を交互に見み遣やってから、おもむろに切り出した。

「接続信号が復旧した。コート・フィロール間に試験的に航バ路スを開いてみたが、こちらから確認する限りでは、なんの問題もなく繫つなげることができた。あとは拠港ポートとの連絡待ちだが、向こうに行ってた奴やつらが戻ってくるのも時間の問題だろう」

　そこまで言い切ると、カルガランはすたすたとウサギの元に歩み寄った。静かな視線でウサギを見下ろし、

「どうだ、気分は。なにか病気でも抱えているのか？」

「……いえ、そういうわけでは。ただ、少し体力を使っただけです」

　それを聞くと、カルガランは満足そうに頷うなずき──それから会心の笑みを浮かべて、ベッドの上のウサギの肩を、ろくな手加減もせずにばしんと叩たたいた。

「ありがとうよ、ウサギ！　おまえのおかげで俺たちの研究も進むし、なにより島に管制絡みの混乱も起きずに済む！　すべてお前のおかげだ！」

　その反応にユトは驚く。これまでカルガランの笑った顔など、ほとんど見たことがなかったのに。と、今度はハインケルを手にしたカタリナが、一歩前へと進み出た。ウサギのことを見据える瞳ひとみは相変わらずどこまでも冷徹で、思わずユトは身構えかけたが、そんなユトの意に反してカタリナは丁重に頭を下げた。

「あなたを噓うそつき呼ばわりしたことを謝罪します、ウサギさん。ただ、あの時点では私がそう判断するしかなかったということを、ご理解ください」

「いや、そんな、別に──気にして、いませんから」

　逆に慌てたウサギに、カタリナは熱心な表情で迫り、

「そのお詫わび、というわけではありませんが、ぜひとも私にあなたの記憶を取り戻す協力をさせてください。私の所蔵している文献を探れば、あなたの記憶喪失を治す方法、少なくともその手がかりくらいは得られるはずです」

　どこかで聞いたようなことを言った。ウサギとユトは思わず顔を見合わせ、しかし同時に二人の頭に浮かんだであろう奔放なワイズ・アイズの名は、ついに出てくることはなかった。アイリーンとカタリナの確執を気にしたためでもあるが、それよりもまず、なぜ自分たちがこの管理島に来たのか、という目的を思い出したからだった。

　ウサギの枕まくら元もとから立ち上がり、ユトはカルガランに向き直った。ウサギも上半身を起こし、カルガランの顔を赤い瞳で見上げる。切り出したのは、ユトからだった。

「そのことなんですけど──所長、お願いがあるんですが、いいですか？　ウサギに関することです」

　珍しく上機嫌な顔つきになったカルガランは、その言葉に鷹おう揚ように頷うなずき、

「おう、なんでも言え。俺おれにできることだったら尽力は惜しまねえぞ」

「ヤマ界域エリアのことを、教えてほしいんです」

　カルガランは意外なものに出くわしたかのようにヒゲを広げ、

「ヤマ界域だ？　それがどうか──っと、まあいいか。で、なにを知りたい」

「とりあえず、三つ。今コート島に来ているヤマ界域出身の人がどこにいるのかと、コート島と頻繁に交易のあるヤマ界域の世界を教えてほしいんです。それと、できればそこに行きたいと思うんですが」

　ふむ、とカルガランは腰に手を当てた。

「最初の質問、ヤマ界域出身の人間がどこにいるのかってことだが、そりゃ俺の専門じゃねえな。役場のほうの仕事だ。紹介状書いてやるから、それ持って役場のほうに行ってこい。そのついでに連絡書類も届けてくれ。それと、コート島と交易のあるヤマ界域だが──」

　思案をめぐらせるように、ゆっくりと尻尾を振りながら、

「あの界域の奴やつらは、いまいちなにを考えてるのかわからん。比較的社交的なのは──そうだな、ミズホタの奴やつらだな。あそこではいい穀物が採れるから、コート島とも頻繁に接続を行っている。航バ路スが復旧したらすぐに開いてやるから、そのときに行ってくるといい」

「わかりました。お願いします」

　カルガランは頷うなずくと、ドアに向かって踵きびすを返し、

「んじゃ、俺おれにはまだやることがあるんでな。紹介状はアフマドに書かせておくから、あとで取りに来い」

　そう言って、すたすたと部屋から出ていってしまった。ユトとウサギは顔を見合わせ、そんな二人の前に、カルガランと入れ替わるようにしてカタリナが進み出る。にこりともせず、至って事務的にカタリナは言った。

「商業島へ向かうのですか？」

　ウサギはカタリナに視線を移し、首を縦に振った。

「ええ。カルガランさんから紹介状をもらえたら、すぐにでも」

「では、私に送らせてください。私のハインケルなら、列車などよりも迅速に移動することが可能ですから」

「──しかし」

　ウサギの言葉を遮るように、カタリナは白はく晳せきの顔を彼に近づけ、

「ぜひやらせてください。それをもって私の正当な謝罪としたいのです」

「……どうしよう、ユト」

　ウサギは情けない視線をユトに送る。それに伴って、カタリナもユトのことを見た。刃やいばのようなカタリナの目で見据えられて、ユトは正直迷った。

　カタリナについてはあまりいい噂うわさを聞かない。彼女はアイリーンとは違い、自分の力を自分のためだけに使う魔法使いであるから。その上、科学実験と称して様々な事件を巻き起こした過去があり（アイリーンとの諍いさかいもその辺りに端を発しているらしいのだが）、こういうことでもなければあまりお近づきになりたくない部類の人物だった。

　しかし──謝りたいと言っている人の願いを、むげに断るのもどうかと思う。腕を組んで悩み込むユトに、ハインケルがぽつりとつぶやいた。

『断らないほうがいいですよ』

「へ？」

『断ったら──なにされるか、わかりませんよ？』

「…………」

　ユトはカタリナを見る。カタリナはなにも言わない。ということは、ハインケルの言う通りなんだな、とぼんやりと思う。やや表情を引きつらせながら、ユトはカタリナに、「お願いします」と頭を下げた。
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「ちょっとちょっとちょっとちょっとカタリナさんカタリナさん速い速い速いって速い速いってばあ!!」

　凄すさまじい速度で飛ひ翔しようするハインケルの周囲には、カタリナの合力魔法フアンクシヨンを基にした力場が展開され、一切の外部干渉を無効化している。身体からだごと持っていかれてしまいそうな向かい風や、しがみついてさえいられないほどの重力加速度から乗員を守っているハインケルの合力制御バランサーユニットは、しかし、殺人的な勢いでかっ飛んでいく周囲の光景までは止めてはくれなかった。

『大丈夫ですよユトさん、落ちたりしませんから──』

「やだやだやだやだっ、かっ、カタリナさん、お願いですからっ、もうちょっとっ、ゆっくり飛ばしてください!!」

　ハインケルの言葉にも耳を貸さないほど、ユトは取り乱しきっていた。無理もない。現在ハインケルは、水の轍わだちに盛大な飛沫しぶきを撒まき散らしながら、海面すれすれを弾丸のように飛んでいる。丸カ木ヌ舟ーに似た形態へと変形したハインケルの、側軸部に増設された貨物シートに腰を落ち着けているユトにとっては、この速度域はとても人間が生息できる場所には思えなかった。すぐ横の主軸部でハインケルを操作しているカタリナに、縋すがりつくようにして、

「カタリナさん、カタリナさんっ、スピードを──」

　カタリナは面倒くさそうに舌打ちをすると、ハインケルを握った両手を青く輝かせた。海の底にも似た冷たい青の光、その輝度が増すと同時に、ハインケルがゆっくりと上昇していく。確かに海面を離れて高空へと上ってしまえば、対抗風が遮られている以上、体感速度は高度に反比例して下がるはずだった。が──

「高い高い高い高い怖い怖い怖い怖いって」

「……どうしろっていうんですか、あなたは」

　主軸を挟んで反対側の貨物シートに乗ったウサギが、見かねたように口を挟んだ。

「海面の近くを、普通のスピードで飛べばいいんじゃないですか？　確かに少し、速すぎるような気がしますし」

　カタリナはウサギのことをちらりと見ると、不承不承、という感じに高度とスピードの両方を落とした。島間鉄道に沿った海面を、恐怖と爽そう快かいの中間くらいの速度で滑っていく。ほっと安あん堵どの息をついたユトは、恨めしげに隣にいるカタリナのことを見た。

　ワイズ・アイズ＝カタリナ。年齢不詳、種族不明の彼女の外見は、人間としてみるのならば明らかに二十歳を超えてはいなかった。機構内で身に着けていたツナギからいつ着替えたのか、今は漆黒の飾り気のないロングドレスを着込み、ヘアバンドでまとめていた黒髪をゆるりと下ろしている。服も髪も瞳ひとみの色も、すべてが黒一色に染まっている中で、ただその肌だけが夜に浮かぶ月のように白い。また、万事壮健なコート島の住人にしては珍しく、彼女は黒縁の眼鏡めがねをかけていた。そのレンズの奥の瞳ひとみは言うまでもなくワイズ・アイズの黒だが、同じ魔法使いであるアイリーンと印象が決定的に異なるのは、切れ長のその瞳がややもすればきつすぎるほどにつり上がっているからだろう。まるで彼女の苛か烈れつな性格をそのまま表したかのような目つきだ。綺き麗れいなことには変わりないが、ウサギの美しさを虚空、アイリーンの美しさを森緑に例えるならば、カタリナは氷刃の美しさを漂わせていた。

　ふう、と、もう一度息を吐いて、ユトはカタリナから視線を外した。

　全世界規模で見てもごくわずかにしか存在しないワイズ・アイズが、こんな小さな世界に二人もいるということは、考えるまでもなく異常なことなのかもしれない。だが、それよりなによりユトにとって重大な問題となっているのは、同じワイズ・アイズであるはずのアイリーンとカタリナの仲が、破滅的なまでに悪いということだった。

　自由奔放なアイリーンと、実直堅固なカタリナでは、そりが合うはずもない。さらに最悪なのは、二人が二人とも絶大な能力を持つ魔法使いであり、互いが互いの顔を見た瞬間から、普段は抑制されているはずのその能力の箍たがが、かちんと音を立てて外れてしまうということだった。アイリーンとカタリナが顔を合わせているところを見たら、即座に回れ右をして逃げ出すこと──それが、コート島に住むものならば子供でも知っている不文律なのだ。

　そして、とユトは考えを進める。まずいことに──アイリーンと同じように、カタリナもまた、ウサギに興味を持ってしまったようだ。その証拠に、カタリナは先ほどからしきりとウサギに話しかけている。

「記憶を失った、といっても、なにもかも忘れてしまったわけではないのでしょう？　あなたには少なくとも、人として充分に生きていけるだけの常識が見受けられますから」

「ええ。アイ──ある人に教えてもらったのですけど、私はどうやら基本的な習慣は身につけているようなんです。詳しい線引きはわかりませんが、日常当たり前のように使っていたもの、たとえば言葉や文字の読み書きなどは覚えているようなんです」

「なるほど──しかし、それなら妙ですね」

「……なにがですか？」

「ウサギというのは、あなたの本当の名前ではありませんね？　便宜上そう名乗っているというだけで、本当の名前はあなたは忘れてしまった」

「──ええ。ウサギという名は、ユトにつけてもらいました」

「それが妙なんです。名前というのは日常的、かつ基本的な知識ではないのでしょうか？　共用言語や文字の読み書き、それに──先ほどあなたが見せたような機構技術を覚えているのに、どうして名前だけを忘れてしまっているのでしょうね？」

「それは──わかりません。それに、さっきのあれは、覚えていたわけではないんです。ただ、その、身体からだが勝手に動いただけで──」

「……そうなんですか？」

　カタリナの声には落胆が多分に混じっていた。ユトはすかさず、

「あの、カタリナさんは、どうしてウサギの記憶を取り戻そうとするんですか？」

　カタリナはアイリーンとはまったく違う種類のワイズ・アイズだ。アイリーンが自らの力を進んで他人のために使っているのに対し、カタリナのそれはあくまでも、カタリナ自身の能力と研究を高めるためだけに使われている。だからこそカタリナは、コート島では必ずしも受け入れられているとはいえない存在だった。ユトの警戒心もそこから発している。カタリナが単にお詫わびをしたいというだけで、これほどまで熱心になるはずがない──失礼とは思うが、ユトはそう考えていた。

　カタリナは横目でユトをちらりと見る。あまりに鋭いその目線に怯ひるみそうになるが、それでもユトは顔をそむけなかった。唇を引き結び、真正面からカタリナを見据える。しばらくの沈黙が二人のあいだにおり、先に目をそらしたのは、カタリナのほうだった。前を見ながら、あくまでも冷静な口調で、

「曖昧フアジーな噓うそやごまかしは嫌いなので、率直に申し上げましょう。私は、ウサギさんの記憶に興味を持ったのです」

「興味？」

「ええ。私が機構技術を研究していることは、ご存知ですね？」

　ユトは頷うなずく。そのために、彼女はカルガランと親交があるのだ。数ある管制官の中でも、カルガランがもっとも機構についての知識を持っているから。

「機構は破片世界ピースを構築する先進的な技術──現在の我々では毛先ほども解明できていない『失われた技術』によって造られたものです。それが誰だれに、なぜ、どのようにして造られたものかはまったくわかっていませんが、わからないものをわからないままにしておくことほど愚かなことはありません。まして管制機構は、私たちの生活や生命を支えているシステムなのですから、絶対にその原理は解明されなくてはならないのです」

　カタリナの表情に、悔しげな色が混じる。

「しかし、現実には先ほどお見せした通り、私たちは機構の表層すらも解析しきれてはいない。こんな調子では、すべての謎なぞを解明するのに一体あと何千年かかることか──」

「……そこまでしなくても」

　ぽつりと本音を漏らしたユトのことを、カタリナは険しい目つきでにらみつける。一言一言、区切るように、

「私は、曖昧なことが、なによりも嫌いなんです。曖昧な世界、曖昧な機構、曖昧な科学技術──それらすべての曖昧なものを、私はどうしても許すことができない。しかし一方で、その曖昧なものを利用しなくては生きていけないという現実がある」

　カタリナは首を振り、その表情に珍しく感情の色を混ぜた。憂いの表情だ。

「だから私は、それら曖昧なものをすべてはっきり解明すると決めたのです。世界の成り立ちを解き明かし、管制機構の仕組みを理解し、このハインケルを生み出した数多あまたの失われた技術を自分のものとする。それが私の最終目的です」

　ウサギに視線を移し、

「ウサギさんの記憶は、その目的を果たすために非常に有用なものであると私は判断しました。先ほどの機構内での振る舞いから推測するに、恐らくウサギさんは数ある世界の中でも指折りに優秀な機エ構ン技ジ術ニ者アだったのでしょう。ウサギさんが記憶を取り戻した暁には、ぜひ私にその技術を教授していただきたいのです。そのためならばどんな協力も惜しみません」

「…………なるほど」

　要するに、完全に自分のためということか。曖昧フアジーな物言いを嫌うのはわかるのだが、もう少しオブラートに包んでもいいのではないだろうか。が、呆あきれ顔のユトとは裏腹に、ウサギは至って真ま面じ目めな表情で言った。

「私には、なぜ自分があんなことをできたのか、まったくわからないのですが──もし本当に記憶を失う前の私にそんな知識があったのだとしたら、できる限りのことはさせていただきます、カタリナさん」

　それを聞いて、カタリナは満足そうに微笑ほほえんだ。

「安心しました、ウサギさん。きっとあなたの記憶を取り戻してご覧にいれましょう。それでは早速──ハインケル」

　なにを思いついたのか、カタリナは両手に握ったハインケルの主軸部分に話しかけた。即座に柔らかい女性の声が返ってくる。

『はい、なんでしょうご主人様』

「私の話は聞いていましたね？　ウサギさんの記憶を取り戻す方法を、あなたのデータベースからいくつかピックアップしてみなさい」

　ユトは側軸部から思わず身を乗り出して、カタリナの握る手元を覗のぞき込んだ。しばしの沈黙のあと、ハインケルはゆっくりとした口調で、

『──ええと、それはその、手段を問わず、ですか？』

　嫌な予感、しかしカタリナは鷹おう揚ように頷うなずき、

「もちろんですとも」

『それならいくつか。そうですね、まず手始めに──電気的なショックを与えてみるというのはどうでしょう。うってつけの機材があります。破片世界ピースゼノーダの内戦期に開発された道具で、軍部が反政府ゲリラから情報を引き出すために行った拷問用の』

「却下」「できれば別の方法を」

　ユトとウサギは同時に言った。カタリナは左右に視線を送ってから、ぽつりと、

「私は悪くないと思うのですが──まあ、ウサギさんが嫌だと仰おつしやるのなら仕方ありませんね。ハインケル、他の方法は？」

『薬剤療法はいかがですか？　ファグズマッシュというキノコに含まれるある成分には、記憶力活性効果があるという報告レポートがあります。問題はそのキノコを食した人の八割が死亡しているということですが、その成分だけをうまく抽ちゆう出しゆつすれば』

「断固却下」「命を賭かけるのはちょっと」

「別の方法を」

『逆行催眠で強制的に記憶を呼び覚ましましょう。まず、洗脳効果のある映像と音楽を流すヘッドギアを一昼夜装着させ』

「却下却下却下」「勘弁してください」

「他には？」

『外科手術でウサギさんの脳を摘出し』

「真ま面じ目めにやってる？」「ふざけてませんか？」

　カタリナは辟へき易えきとした口調で、

「あなたたち、結構選より好みしますね」

　ユトは冷たい目でカタリナとハインケルを見ながら、

「そういう台詞せりふは、せめてもう少しまともな提案してから言ってください」

　それを享うけて、ハインケルは少し考えるような素振りを見せた。

『そうですね、そうすると他には──直接的な方法ではありませんが、ウサギさんの身体からだの一部を解析して、種族がなんなのか調べてみてはどうでしょう？　ウサギさんは見るからに普通の人間ではありませんし、もしかしたらキャットマンのような亜人種族なのかもしれません。種族がわかれば、そこから故郷の世界を割り出すことも可能になるでしょうし』

　ユトは用心深く確認する。

「身体の一部って、たとえば？」

『髪の毛や爪つめがあれば解析には充分です。ご主人様の自宅には、それくらいの設備は備えつけられていますから』

　ようやくまともな案が出てきた。ユトはハインケル越しにウサギと顔を見合わせ、同時にこくりと頷うなずいた。

「それじゃあ──お願いできますか？」

「わかりました。ハインケル、採取して」

『了解』

　ウサギの座る側軸部のシートから、植物が育つようにして機械が生えてきた。ハインケルがその形を変えることができるのは知っていたが、これほど自在に変形できるのか──と感心して見ていると、不意にハインケルが言った。

『念のため、髪の毛と爪の両方を採取しておきますね。ウサギさん、失礼します』

　伸びた機械がさらに分化し、鋏はさみのような形状のものとトレイのような形状のものにそれぞれ変化した。ウサギの白い髪にまず鋏が近づき、充分に選より分けてから一本だけ切り落とす。トレイでそれを受け取ってから、次にハインケルは、鋏をウサギの手元に近づけた。ウサギはハインケルが爪つめを切りやすいよう、手を胸元にまで上げる。が──

『あれ』

「どうしたの？」

『ウサギさん、爪が綺き麗れいに切り揃そろえられていますね。切る部分がありません』

　カタリナは、なにをつまらないことを、という顔をして、

「剝はぎなさい」

『剝ぎます』

　ウサギは慌てて手を引っ込める。ユトは牙きばを剝むいて二人に食ってかかろうとしたが、それより先にハインケルにいなされてしまった。

『やだなあ、ウサギさんもユトさんも。冗談ですよ、ほんの冗談』

「……笑えない冗談は、やめてください」

「私は、冗談ではなかったのだけど──」

　ぽつりとつぶやいたカタリナに、信じられないものを見るような目を向ける。カタリナは前を向いたまま、ついにユトの視線を振り返ることはなかった。端正なカタリナの横顔を見つめているうちに、ユトの心に不安がじわりと広がっていく。──この人の協力は、ウサギにとって却かえって悪いことになるのかもしれない、と。




　　　　†




　結局、それ以降はほとんど進展を見ることができなかった。

　カタリナの駆かるハインケルに島役場にまで送ってもらったのだが、紹介状を見せて島民名簿を調べさせてもらっても、ヤマ界域エリアの出身者はひとりも見当たらなかった。ヤマ界域は閉鎖的な民族性を持つ文化圏で、移住する人はほとんどいないのだという。運の悪いことに（大鳴動グランドゼロが起きたばかりだから、彼らにとっては運がいいことなのかもしれないが）、島外訪問者のリストを調べても、貿易に来ているヤマ界域の人はひとりもいなかった。

　いずれにせよ、ウサギの記憶を取り戻すのは、接続の復旧する明日以降に持ち越されたわけだ。カタリナにユトの自宅付近まで送ってもらい、地面に降り立ってから、ユトは少しだけ顔を曇らせてカタリナのことを見た。彼女自身が望んだのだとはいえ、結果的に無意味に引きずり回すことになってしまった。そう思い、ユトは素直に頭を下げた。

「ごめんなさい、無駄足をさせてしまって──」

　カタリナは首をかしげ、

「なぜ謝るのです？　私は自分の目的のためにあなたたちに協力しているのです。結果が得られなかったことは残念ですが、あなたが謝ることはありません」

「──それなら」

　そう言って、ユトの隣に立っていたウサギが一歩だけ前に出た。

「お礼を言います。ありがとうございました、カタリナさん」

　カタリナは面食らう。少しだけ驚いたように目を見開くと、ふい、と視線を外し、言った。

「──あくまでも、私のためです。あなたがたがお詫わびや、お礼を言う必要はありません」

「動機がなんであれ、あなたが私たちのために動いてくれたことは事実でしょう。必要はなくても、私はお礼を言いたいんです」

「…………」

　カタリナはしばらくのあいだ、ウサギの純白の顔を見つめていた。と、不意にカタリナは、その手をウサギのほうに差し出した。ウサギが戸惑いの色を浮かべるより早く、カタリナはウサギに「握ってください」と言う。不思議そうな面持ちをしながら、それでもウサギが静かにカタリナの手を握る。黒い瞳ひとみで、ちらりと見上げ、

「これは、覚えていますか？」

「……いいえ」

「握手、と言います。友好の意を表すときに行うものです」

　カタリナの赤い唇が、小さく笑っていた。

「どういたしまして。ウサギさん。約束、忘れないでくださいね？」

　応こたえてウサギも、にこりと笑う。

「はい、もちろんです。記憶を取り戻したら、私が知っている限りのことをお教えしますよ、カタリナさん」

　──それから、カタリナは一刻も早くウサギの髪の毛を分析したいからと、ハインケルを駆かってあっという間に空の彼方かなたへと飛び去ってしまった。その背中をウサギと一緒に見送ってから、ユトは彼に「行きますか」と声をかける。ウサギはユトに向き直り、

「……どこに？」

「どこって。あたしの家でしょ？」

　ウサギの目に、喜びの色が混じった。

「そうか、そうだったな、私はユトの家で寝泊まりするんだった。近くにあるのか？」

「うん、すぐそこだよ。あ、それとさ、途中で買い物してこ。もうそろそろお昼だし、あたしの手料理ご馳ち走そうしてあげる」

　陽光を背にして二人は歩き出す。道は緩やかな坂になっていて、周囲の家屋はみな平屋、振り返ればその屋根越しに、はるか遠くの水平線にまで広がる海を望むことができた。穏やかな潮風がウサギの白い髪を揺らし、ウサギは赤い瞳を気持ちよさそうに細める。それを横目にしながら、ユトはぽつりと、

「──ウサギって、不思議だよね」

　ウサギはユトのことを見る。

「なにが？」

「格好もそうだけど、性格も。なんだか、子供みたいっていうか、屈託がないっていうか」

「……そうかな？」

「そうだよ。さっきさ、カタリナさん、笑ってたでしょ？　カタリナさんの笑うところなんて、誰だれも見たことないんだから。気難しいことで有名。だからみんなから、ちょっと怖がられてる」

「どうして」

　ユトは軽く肩をすくめ、

「どうしてって──やっぱり、ワイズ・アイズだからじゃないの？　ウサギだって、昨日アイリーンさんの魔法の力を見たでしょ？　あんな凄すごい力を持ってるのに、カタリナさんみたいにきつい性格してたら、誰だって近寄れないよ」

「──そう、なのか？　よくわからない」

　ウサギは不思議そうに首をかしげながら、言葉を継いだ。

「でも、確かにカタリナさんは苛か烈れつな性格をしているな。アイリーンと仲が悪いというのは、わかる気がする」

「苛烈、っていうか、ちょっと常識外れのところがあるよね。アイリーンさんもそうだけど、でもあの人は、他の人のために力を使うから──」

　それ以上続けると、なんだかカタリナの悪口になってしまいそうな気がして、ユトはそこで口をつぐんだ。ウサギもその話題を続けようとは思わなかったようで、二人は肩を並べて、緩やかな上りの坂道を歩いていった。

　途中、ユトの行きつけの食料品店に立ち寄って、いろいろと食材を買い込んだ。ククル魚が安かったが、少し奮発して鶏とり肉にくを買うことにする。それから諸々の野菜、調味料を少々、牛乳を一瓶選び、店のおばさんのウサギへの追及をたくみにかわして、二人は商店を出た。食材の入っている袋の中に、アイリーンからもらった世界事典を入れながら、ウサギはすまなそうにユトのことを見る。

「ユト、その、──お金の、ことだけど」

「お金？」

　ウサギは唇を嚙かみ、うつむき、途切れ途切れに、

「私が、ユトの家にお邪魔すると、いろいろ入用になるんじゃないかと思って、だから、」

「補助金出るって」

　あっさりと言ったユトに、ウサギは「え？」と顔を上げる。ユトはひらひらと手を振りつつ、「まだ本決まりじゃないけどね、ほら、所長が役場にあてた紹介状の中に、今日のウサギのお手柄を書いておいてくれたの。ウサギ、自分で気づいてないの？　今日、きみは、ある意味じゃコート島を救ったんだよ」

「……」

　ウサギは照れたように頭を搔かいた。ユトはくすぐったそうに笑い、

「要するに、カタリナさんと同じ。まだ記憶は取り戻せてないけど、ウサギの記憶はもしかしたらものすごい宝物なのかもしれない。その将来性を見込んで──って言ったらあれだけど、とにかく今日のお手柄も含めて、ウサギの滞在費は島政府が出してくれるかも、だって。まだまだ予定の話だけど、多分まとまると思うよ。それまでは、あたしの貯たくわえでなんとかなるし」

　黙り込むウサギの背中をぱしんと叩たたき、

「だから、ウサギはそんなこと気にしないでいいの。記憶を取り戻すことに専念してて」

　それからふと思いついたように、ユトは言葉を続けた。

「そういえばさ、あれ、なんであんなことができたの？　ほら、管制機構を操作したときのこと」

「……わからない。自分でも」

　あのとき──ユトの目には、ウサギが直接管制機構を操っているように見えた。実際のところはどういう仕組みでああなったのか、ユトなどにはさっぱりわからない。ただ、ひとつだけ言えるのは、本来はカルガランに設定されているはずの管制機構の機構管理者アドミニストレイタの権限を、ウサギが行使していた、ということだ。ユトは買い物袋を両手に抱えながら、答えを探すように青空を見上げる。

「──もしかしたら、あれも、ウサギの習慣だったのかもね」

　ウサギはユトのことを見る。その視線を振り返り、ユトは明るく笑いながら、

「ほら、アイリーンさん言ってたじゃない、ウサギは記憶は失ってるけど、習慣は覚えているんだって。言葉を喋しやべったり文字を書いたりっていうような、いつも使う知識は覚えているんだって。だから──」

「私が、機構の操作を日常的に行っていたと？」

「うん。だから、カタリナさんの言ってたことも、あながち間違いじゃないのかもね。ウサギってもしかしたら、朝から晩まで機構をいじくっていた、機エ構ン技ジ術ニ者アなのかもしれない」

　それも、表層を突破して下層を解析することなど、朝飯前のように行ってしまえるほど優秀な。なんだか嬉うれしくなって、ユトは腕に抱えた買い物袋を、我が子のように強く抱き締めた。

「すごいなあ、ウサギ、実はとってもすごい人だったんだねえ。機構技術者なんてエリート中のエリートだよ。エルム・セイクリッドみたいな都会にも数えるほどしかいないんだから。所長もカタリナさんも専業ってわけじゃないし、あ、そうすると、もしかしたらウサギ、あたしと一緒のところで働けるようになるかもね。機構技術者としてさ」

　管制塔と管制機構はまったく違う職場だが、それでも同じ建物内であることに変わりはない。にわかにユトの心は弾はずんでくるが、しかしそれとは対照的に、ウサギが沈んだ表情を自分の足元に向けた。その顔にきょとんと目を丸くして、ユトは心配そうに言う。

「──ウサギ、どうしたの？　まだ気持ち悪いの？」

「…………いや、大丈夫……」

　うつむいたままかすかに首を振る。その姿はどう見ても「大丈夫」ではない。息を吞のんだユトがその背中に手をかけるより早く、ウサギは彼には珍しい、強い瞳ひとみでユトのことを見据えていた。小さい、けれどもしっかりとした声で、もう一度繰り返す。

「大丈夫、だ。ユト、心配しなくても、私は、平気だ」

　ユトはなにも言えない。そこまで強い口調で言われてしまえば、黙り込むしかなかった。心配そうなユトの視線、それを見返すウサギの目には、なぜか哀かなしげな色が映っている。その瞳になぜか心がざわめいて、ユトは視線を外し、歩き出した。ウサギもそれに続く。

　それからユトの家にたどり着くまで、二人は一度も、口を開かなかった。
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　口数少なに昼食を終え、昼下がりの頃ころ合あいを見計らって、二人で買い物をしに出かけた。主に買出しの内容はウサギの生活用品一式で、ウサギはしきりに恐縮していたが、買うものといってもせいぜいが服や下着くらいのものだ。そのほかの必要品は、すべてユトの家にあるもので賄まかなうことにした。食器類は余分があるからいいとして、そのほかに入用なものは、ユトの父親が遺のこしていったものを使うことにした。

　ユトの両親も、かつてはこの家にいた。今はいない。死んだのではない。ユトを置き去りにして、他の世界へ行ってしまっただけ──というのは、誤解を招く言い方である。実際にはもっと、さっぱりとした別れ方だった。

「……旅隊商キヤラバン？」

　ランプの光に照らされた質素なリビングで、ユトとウサギは向かい合って座りながら夕食をとっている。鶏とり肉にくのパテをせっせと切り分けて、ユトは言葉を続けた。

「そ。覚えて──ないよね、旅隊商のこと」

　ウサギはこくりと頷うなずく。ユトはもぐもぐと口を動かしつつ、頭の中で旅隊商についての説明をまとめた。記憶喪失のウサギのために、あらゆる事物を解説しているうちに、いつの間にかそんな癖がついてしまったのだった。

　旅隊商というのは、その名の通り世界と世界を巡り歩く隊商のことである。ひとつの小さなコミュニティであり、そこに生まれた男女はそこで結婚相手を見つけ、共に暮らし、子供を作り、やがては老いて死んでいく。結婚の近親化を防ぐため、時折新しい血を行く先の世界から取り入れるほかには、基本的にそのスタンスを崩すことはない。いわば旅する世界であり、ユトの両親もその世界に生まれた男女の一組だった。

「あたしの母さんも隊商の一員で、おんなじ隊商の男の人──父さんのことね──と結婚したんだ。で、いざあたしを生もうっていうときになって、このコート島にたどり着いたわけなんだけど」

　口の中のものを、ごくん、と飲み込み、水で唇を湿らせて、

「なにしろ身体からだが弱かったらしいのね、母さん。臨月が近づいてくると、もうホント立てないくらいに弱りきっちゃって。でも旅隊商キヤラパンなんだから、動かないわけにはいかないじゃない？　いつまでも母さんひとりの都合で、隊商全部を足止めしているわけにもいかないし。で、みんなで相談した結果、父さんと母さんをこの島に置いていこう、っていうことになったの」

　といっても、無論置き去りにするというわけではない。旅する人たちという性質上、定住する人たちよりも厳しい性格をしていなくては成り立たないコミュニティであるが、それだけに所属するもの同士の絆きずなも強かった。ひとまずは次の世界に移り、ゆっくりと旅をしているから、ユトの母親が回復し次第追いかけてくればいい、そういう結論になったのだという。そして、ユトが無事に生まれ、母体も回復した矢先に──

「大鳴動グランドゼロが起きたんだよね」

　そう言うユトは、なぜか楽しそうだった。それを上目遣いに見ながら、ウサギも鶏とり肉にくを口に運ぶ。

「隊商のみんなが行った先の世界との接続が絶たれて、どうしようもなくなっちゃったんだってさ。それが十七年前、あたしが生まれたばかりの頃ころの話。それでしょうがないから、この島に住み着いて暮らそうっていうことになったの。不幸中の幸いで、父さんのほうは身体は健康だったし、貯たくわえもそれなりにあったから、なんとか家族三人で暮らしていけるだけの体裁は整えられたわけ。──でも」

　二年前、ユトが十五歳のとき。ユトの両親が所属していたのとは別の旅隊商が、コート島を訪れた。

　運のいいことに──ユトにとっては悪かったのかもしれないが──その隊商のリーダーは、ユトの両親が所属していた隊商と面識があり、また彼らの置かれた状況に理解を示してくれた。もしあなたたちがよければ、うちも人手が足りないことだし、一緒に来てはくれないだろうか。もちろん所属していた隊商を探すついでで構わないし、見つかった暁にはそちらに戻ってもいい。そう誘われたのだ。

　ユトの両親は迷わずそれを承諾した。たとえ一緒に行ったとしても、元の旅隊商と再会できる可能性は、大海で一枚の木の葉を見つけるよりも低かっただろう。それでも行くと決断したのは、あるいは旅に生まれ、旅の中で暮らしてきた二人にとって、穏やかなコート島での落ち着いた生活は合わなかったからなのかもしれない。

　だが、ユトは違った。ユトは旅に生まれたのでもなければ、旅の生活を送ったこともなかった。生まれも育ちも、この自然豊かなコート島なのだ。その生活を捨て、明日から新しい生活を送ろうと言われても、そうそう頷うなずけるものではない。ユトと両親が、一晩中話し合った結果──

「あたしはこの島に残って、父さんと母さんは隊商と一緒に旅することになった」

　かたん、とフォークとナイフを置く。その表情はさすがに沈んでいる。そのことを意識したのか、ユトはランプの淡い光の中で、無理に微笑ほほえんでみせた。

「寂しかったけど。でも、仕方なかったよ。あたしはコート島が好きだったし──それに、もう十五歳なんだから、自分で選びなさいって父さんに言われた。父さんも、母さんも、あたしに一緒に来いなんて言わなかった。あの人たちがあたしのことを邪魔くさく思ってたとか、そういうんじゃないよ。あの人たちはあの人たちなりに、あたしのことを愛していたんだと思う。──こんな言い方、照れくさいけど」

　ウサギも食事を止やめて、ユトのことを見つめた。ユトの顔に浮かんでいるのは悲しみではない。どこか寂しさを含んだ、懐かしさだ。

「多分、父さんも母さんも、故郷が恋しかったんだと思う。父さんたちが所属してた隊商が、あの人たちにとっての故郷だったんだよ。でも、あたしの故郷は、このコート島だった。だから──別れた」

「……故郷、か」

　ぽつりとつぶやく。ユトはウサギに視線を戻し、優しい目で彼の白い顔を見つめながら、

「うん。──ウサギの故郷も、早くも見つかるといいね。家族の人も、そこにいるんだろうし」

「………………」

　ウサギはしばらくのあいだ黙り込んでいた。ユトはそんなウサギを不思議そうに見つめる。ぴくりとも動かなくなったナイフとフォーク、ようやく使えるようになったその道具に視線を落とし、

「……そんなこと、考えたこともなかった」

「え？」

「家族のこと」

　ユトと同じように、ウサギも食器から手を離した。赤い瞳ひとみをついと上げ、ユトを正面から見据える。呆ぼう然ぜんと、

「なぜだろう。一度も考えなかった。家族がどうしているのか、とか、どんな家族なのだろう、とか」

「ウサギ」

「……なぜだろう。記憶を取り戻したいと、本気で思っているのに──」

　ユトは少しだけ身を乗り出した。無理に明るく取り繕っているような声、

「そんなに難しく考えないほうがいいよ。ほら、アイリーンさんも言ってたじゃない、周りに急せかす人がいないから、だから焦らないだけなんだって。だから──」

　それでも、ウサギの顔は晴れない。「ごめん」と言葉少なに謝って、まだかなりの分量が残されているのに、ウサギは食卓を立ってしまった。ふらつきながら部屋を出ていこうとするウサギの背中に、ユトは声をかける。

「ウサギ──」

　その内にあるのは、罪悪感と紙一重の焦りだ。自分はなにかおかしなことを言ってしまったのだろうか──なにか、ウサギを追い詰めるようなことを。突発的に浮かんだその考えに、ユトも席を蹴けって立ち上がる。そのユトを振り返って、ウサギは淡く弱々しい笑みを口元に浮かべた。小さな声で、

「ユトは、この島が、好きか？」

　突然の問いにユトは戸惑う。ゆっくりと、質問の内容を嚙かみ締めるように頷うなずくと、ウサギの笑みに複雑な色が混じった。リビングのドアの近くに、寄り添うように立ち尽くしながら、ウサギは真しん摯しにユトのことを見ている。か細く、

「そうか。──私もだ。私も、この島が好きだ。ユトのいる、この世界が」

　それだけ言うと、ウサギは再び前を向き、ランプの朱しゆ光こうの届かない闇やみに、その白い背中を溶け込ませてしまった。なんとなく置き去りにされたような気分でその場に立ちすくみながら、ユトはただぼんやりと、ウサギの消えた闇の向こうを見つめていた。
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　ユトとウサギが出会ってから、一週間が経過した。

　宙ぶらりんの一週間だ。

　なんだかんだと理由がついて、ヤマ界域エリアへと向かう予定は延び延びになっていた。そのうちのひとつには、大鳴動グランドゼロによって積もりに積もった仕事の山が管制官見習いであるユトに降りかかり、まとまった時間が取れなかったということもあるが、なによりも大きいのはミズホタとの航バ路スが確立できないということだった。ミズホタとの間の接続信号にはなんの問題もないのだが、肝心のミズホタのほうが航路を確立したがらないのだ。航路は、互いの世界の認証がなければ繫つなげることはできない。ミズホタがなぜ嫌がるのかはわからないが──まあ、個人個人で都合があるように、ミズホタにはミズホタの事情があるのだろう。

　とはいえ、この一週間は、ユトにとって決して無駄なものではなかった。ユトはウサギのことが好きだったし、それはウサギも同様だったから、彼との生活は至極楽しいものになっていた。

　色々な話をした。主にウサギの記憶に関連する話だったが、さもなければ生活の中の些さ細さいなことや、ユトの過去のことに話が及ぶこともしばしばだった。とりとめもない、なんでもない、ごく普通の会話。それだけのことがとても楽しかった。ウサギはあまり喋しやべるほうではなかったが、聞き上じよう手ずというのか、ユトの話をそれは面白そうに聞いてくれた。その反応が、またユトから言葉を引き出した。

　また、ウサギには意外な才があった。料理の才能、である。ユトが管制塔に出勤するときには、たいていウサギは一緒についてきたが、ユトが管制業務をしているあいだに、ウサギはオルガの仕込みの手伝いをしていたらしい。恐らくはその際に覚えたのだろう、たった一週間のあいだで、ウサギは砂に水が染みこむようにコート島の地方料理をマスターしていった。フィロールから無事に帰還したオルガの夫が、「うちに欲しいくらいだ」と言ったほどのその才能が、しかしユトはあまり嬉うれしくなかった。──ユトは、料理が好きだが、下へ手たなのだ。ユトの自慢の手料理はあっという間にウサギの自慢の手料理に追い抜かれ、おいしい夕食を嚙かみ締める一方で、ユトは涙を吞のみ込んでいた。男に負けた、と。

　無論、料理ではないほうの才能も、ウサギは順調に発揮しはじめていた。そもそもウサギがユトと一緒に管制塔に行くようになったのも、二層を解析中のカルガランとカタリナのたっての願いからなのだ。記憶を失いながらも、やはり機構技術が習慣として彼の身体からだに染みついていたのだろう、ウサギは二層の解析にかなりの功を立てているらしい。

　二人の生活は、ウサギの記憶を取り戻すのに進展が見られないこと以外は、極めて順調だった。それとて時間の問題で、ミズホタとの航パ路スが確立するなり、カタリナの成体分析が完了するなりすれば、いずれ進展があることは間違いなかった。

　なのに──

　なぜ、ウサギはあんな顔をするのだろう。

　太陽を背に、管制塔前の階段をゆっくりと上りながら、ユトはウサギの横顔を見てそう思う。

　会話がふと途切れたとき、食事中にふと顔を上げたとき。ウサギの顔に、底知れない暗い影が差している。悲しみとも絶望ともつかない、見ているだけで胸を締めつけられるような感情の面影。それがなんなのか、聞くことすらも怖おそろしかった。聞いた瞬間に、ウサギとの生活が壊れてしまいそうな気がして。

　いや、そもそも──ウサギは、気づいているのだろうか？　自分がそんな顔をしていることに。

　ウサギは、自分がそんな顔をしているなどと、気づいていないのではないだろうか。

　だからユトはそのことを尋ねない。それを尋ねずに、見て見ぬ振りをしてしまえば、それはなかったことになるから。少なくとも、そう思い込めるから。あれは幻で、さもなければ自分の見間違いで、本当は不安になることなどなにもないのだと自分に言い聞かせれば、ユトとウサギの生活は、永遠に続くから。

　だからユトは顔を伏せ、声を潜ひそめ、ウサギの綺き麗れいな笑顔だけを見ている。なにも問題はない、こんな生活がずっと続けばいい、心の底で、そう願いながら。

　もちろん──そんなにうまくいくはずが、なかったのだけれど。
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「ウサギ、こいつはなんだ？」

　カルガランのくぐもった声が灯標トーチの中から聞こえてきて、ウサギはそちらを振り向いた。青いツナギに身を包んだカタリナも、カルガランの潜り込んだ灯標に目を向けていた。真っ白な顔を汚す煤すすを手の甲で拭ぬぐって、ウサギは灯標に近づく。と、ぴょこんと出ていたカルガランの尻尾しつぽが、床にぱたりと打ち付けられ──カルガランは後ろ向きに這はいずりながら、灯標の中から出てきた。

「この灯標、接続番号もないから調べてみたら、こんなもんが入ってやがった。見覚え、あるか？」

　カルガランが手にしているのは、両手に載るくらいの大きさの黒い箱だ。灯標そのものを小さくしたような立方体のその箱に、ウサギは顔を近づけ、赤い瞳ひとみを細めて観察する。

「これは──」

　頭の中に、引っかかるものがあった。眉み間けんに皺しわを寄せて、ウサギはその『揺れ』を大きくしようとする。言葉で表現するのは難しい、ただ揺らぎとしか言い表せないその感触は、ときに記憶の断片とでも言うべきものをウサギに与えてくれる。無論、きっかけがなくてはどうしようもないが、その取っかかりから記憶のかけらを導き出す術すべを、ウサギはこの一週間のあいだに少しずつ身につけはじめていた。

　軽くこめかみを押さえる。そんなウサギを、カタリナが静かに見据えているのが、視界の端に見えた。その視界を閉じると、ウサギは揺れる頭の中から浮かび上がった単語を、そのまま口にしていた。

「──深層、反響、装置」

「……反響装置？」

　聞き返したカタリナに、カルガランは「聞いたことあるか？」と尋ねる。カタリナは顎あごに手を当てて考えてから、首を横に振った。

「記憶にありませんね。ウサギさん、使い方はわかりますか？」

　対してウサギはかぶりを振る。カルガランは小さく息を吐き、

「あとで調べてみるか──っつっても、同じようなのがまだ山のように残っているが」

　と、カタリナの手に握られているハインケルが、どこか楽しげに響く声で、

『これで六個目ですね。名称だけわかっても、使い道がわからなくてはどうしようもありません』

「──なにか、マニュアルのようなものは残されていないのですか、カルガラン？」

　カルガランは肩をすくめ、

「わかりきったこと聞くな。いつもと同じ、そんなもの影も形も見当たらねえよ。ったく、あいつら、とことん俺おれたちから隠す気でいやがんだな」

「……あいつら？」

　ウサギは怪け訝げんそうな声をあげる。カルガランは「へっ」と笑い、

「破片世界ピースを造りやがった『誰だれか』のことだよ。──そろそろ引き上げるか、昼飯どきだ」

　そう言って、二層から表層へと通じる出口に足を向ける。その背中に続きながら、ウサギの頭の中には『あいつら』という言葉が引っかかっていた。機構から出、方形の空間──昇降機に乗り込んだところで、その疑問をカルガランにぶつけてみる。

「あの、『誰か』って──誰ですか？」

　いつだったか、ユトが口にした疑問。再びそれを耳にして、しかしカルガランは、今度は笑わなかった。諦あきらめているような、あるいは興味のなさそうな表情で首を振り、短く、

「知らん」

「…………」

　困惑の表情を深くしたウサギに、カルガランは言葉を付け加える。

「もうわかっていると思うが──世界には、わからないことが星の数ほどある。接続しかり、機構しかり、管制塔しかり、だ。世界学においては破片世界が『誰か』に造られたものであるってのはほとんど定説みたいになってるが、じゃあそれが一体『誰』に造られたのかってことになると、さっぱりわからなくなってくる」

　そこでハインケルが口を挟んだ。

『結構本気で神様って答える人も多いんですけどねえ。あんまり認められてませんね、そういうのは。個人的には、それはそれでなかなかロマンチックでいいと思うんですが』

　カタリナが押し殺した声で、

「……ハインケル、最近よく思うのだけど、あなたわざと私を怒らせようとしていない？」

『気のせいです、ご主人様』

「ま、なにはともあれ、お前の疑問に対しては『わかりません』と答えるしかないのが現状だ、ウサギ。仮説が定説なんてちゃんちゃらおかしな話だが、そうでも考えないと、様々な失われた技術が一体どこから出てきたものなのかまったく説明がつかんのだ」

『誰かが破片世界を造り、世界と世界を繫つなぐ手段を遺のこした。それが管制機構、及び管制塔のことです。しかし、その〝誰か〟は、世界間を繫ぐ道具は遺しても、それを正しく運用するための技術は遺さなかった。まるで、故意にその技術を削除したかのように』

　カルガランから言葉を繫いだハインケルに、ウサギは眉まゆを寄せて聞き返した。

「……故意に？」

『ええ。カルガランさんも仰おつしやっていましたが、そう考えないと現在の状況を説明できないのですよ。拠港ポートを通じて航パ路スを確立するためのシステムはほとんど完かん璧べきな形で作動しているにも関かかわらず、そのシステムを使うための知識が狙ねらい澄ましたかのようにすっぽり抜け落ちてるなんて、偶然で起こりうることではありませんからね。ちなみに私も、そのうちのひとつです。誰だれかに造られた機械であるのは間違いありませんが、誰に、なんのために造られたのかということは、一切がデータから抹消されています』

　ウサギは、誰もが思う疑問を口にする。

「なんのために」

　それに対しては、カタリナが忌々しげに答えた。

「不愉快極まりないことに、それすらもわかっていません。『誰か』──本当はこんな曖昧フアジーな物言いはしたくないのですが、ともかく、失われた技術を遺のこした者がなにを考えていたのか、いくら推測しても結論は出ないのです。情報不足、ということもありますが、なによりもその『誰か』の行動に矛盾が多すぎるんです。道具だけ与えて使い方は教えないなんて、まるで無意味な行動ですから」

「どっちにしろ、考えても仕方のないことだ。『誰か』がなにを考えてようと、俺おれたちの知ったことか。わからないならわからないなりに──やることはある」

　それは、その通りだった。カルガランもカタリナも、その『わからないもの』を理解しようと力を尽くしているのだ。この一週間というもの、それを目の前で見てきたウサギは、カルガランの言葉に深く頷うなずいた。意外そうに見返したカルガランの瞳ひとみ、その後ろで昇降機の扉が音を立てて開いた。到着。つい、と視線を前に向けると、もうカルガランは歩き出していた。大きく伸びをし、

「ああ、腹が減った。──オルガ！　昼飯はできてるな!?」

　階段にがなり声を響かせる。思わずカタリナは眉まゆをひそめるが、それよりもさらに大きな声が、階段の上方から響き渡った。

「はいよ！　ククル魚と鶏とり肉にくのミックスフライ定食、ライス大盛で待ってるからね!!」

「──さすがオルガだ、話がわかる。おら、さっさと行くぞ」

　うきうきと尻尾しつぽを振りたてて、キャットマンの名に恥じない敏びん捷しようさであっという間に階段を上っていってしまった。カタリナはウサギと顔を見合わせると、呆あきれたように息を吐いて階段をゆっくりと上りはじめた。
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　アフマドと席を同じくしながら、ユトはせっかくの大盛ライスを前に、おあずけを食らっていた。

「もうすぐ所長が来ますから、我慢してくださいね」

　アフマドは、いわゆる立派な大人である。いつも穏やかで、礼儀正しく、機き知ちに富み、なによりも自制心に優れている。どんなにお腹なかが空すいていようと、たとえ餓死寸前のひもじさの中にあっても、食事を前にすれば丁寧に「いただきます」と言えるタイプだ。アフマドのテーブルに置かれた、野菜とハムとパンだけという質素なメニューをにらみつけながら、ユトはぺったりと顎あごをテーブルに載せた。ライスの湯気越しにアフマドの顔を見上げる。

「遅いですよう、お腹空きましたよう」

「子供みたいなことを言うものではありません、ユト。ほんの少しの辛抱でしょう」

「だって──」

　なおもぐちぐちと言おうとするユトを遮って、アフマドはちらりと視線を上げ、言った。

「ほら、来ましたよ。ちゃんと背筋を伸ばして」

　アフマドの言葉はいつも正しい。まるで定規のように。ユトはテーブルから顔を上げてぴしりと背筋を伸ばすと、それでも若干恨めしげな色が混じった目で後ろを振り返った。さすがにカルガランに直接不満を言うわけではないので、ウサギにそれをぶつけてみる。

「ウサギ、遅いよー、ご飯冷めちゃうよ」

　ウサギは涼しげにユトのことを見、

「ああ、すまない、ユト」

　席に着いた。カタリナも一緒だ。そのことにどことない緊張感を覚えながら、ユトは「いただきます」と声をあげて食事を開始した。と、カルガランがすでにテーブルに配はい膳ぜんされてあったミックスフライ定食の横に、得体の知れない黒い箱を置いた。ユトはもぐもぐとライスを頰ほお張ばりながら、

「また見つかったんですか？」

　この一週間のあいだに、用途不明の機械がいくつも発見されていた。棒状だったり環状だったり、形こそまったく違っていても、その使い道がわからないということでは共通している。まさしく失われた技術だ。

　アフマドが細い目でちらりとユトのことを見、

「ユト。食べてる最中に口を開かない」

　静かだが断固としたその声に、ユトは小さく首をすくませる。ごくり、と口の中の物を飲み込んだユトに、カルガランが答えを返した。

「ああ。これで六つ目だ。ったく、次から次へと」

「使い方がわかるのなら、まだ研究のしがいもあるのですけどね。その用途すらわからないときては」

　カタリナのその言葉に、ウサギは顔を伏せ、小さく、

「……すみません」

　ユトは唇を尖とがらせながら、

「別にウサギが謝ることないでしょ」

「まったくだ、なにもわからないよりははるかにマシだな。深層反響装置、とかいったか。名前がわかっていれば調べようはある」

　何気ない一言だったが、ユトはその言葉に自分の心が弾はずむのを感じた。ウサギが誰だれかに認められることが、まるで自分のことのように嬉うれしい。明るく微笑ほほえみながら、ユトは「ちょっと失礼」と断ってから、カルガランのトレイの傍らに置かれていた黒い箱に手を伸ばした。

　なんということもない、小さな箱だ。指摘されなければこれが先進技術によって造られた機械だとはわからないだろう。どうやって操作するのかな──と思い、しばらく弄いじくってみたが、うんともすんとも言わない。諦あきらめて箱を膝ひざの上に置いて、ユトは食事を再開した。

　と、カルガランがふと顔を上げ、「そういえば」という感じに口を開いた。

「──そうそう、ウサギに対する報酬の件だが」

　四人の視線がカルガランに集中する。カルガランは猫手でナイフを器用に使い、ククル魚のフライをさくさくと切り捌さばきながら、なんでもないことのように、

「役場とかけ合ってみた結果、島政府からウサギに対して補助金が出ることが決定した。補助金っつーよりは、助成金と言ったほうが的確かもしれんが」

「……ほんとですかっ!?」

　ユトは思わず席を立つ。すかさずアフマドが「ユト、食事中に席を立たない」、ユトは「はい」と素直に頷うなずいてすとんと腰を落ち着けたが、その表情に混じる喜びまでは消え去りはしなかった。ひとり我関せずと食事をとっているカタリナの傍らから、ハインケルの声が響く。

『それにしても、よくあのお堅い島政府を説得することができましたね』

「俺おれの口利きだけじゃあこうも早い段階で認可が下りることはなかっただろうがな。もうひとり、是非にと言ってくれる奴やつがいたんだ」

『へえ、誰です、それ？』

　カルガランはちらりとカタリナを見てから、ぽつりと、

「アイリーンさ。あいつは島政府の中でもかなり顔が利くからな、あいつの後押しが決め手になった」

　かちん、と。

　食器が触れる音がした。誰からともなく、カタリナに視線が向けられる。鶏とり肉にくのソテーを切り分けようとした姿勢のまま、カタリナはぴたりと停止している。フォークを握る右手の指、その先端の爪つめが白く浮かんでいた。その姿に、さすがにカルガランもハインケルも黙り込む。と、アフマドが話題を変えるように、

「──そういえば、カタリナさん、ウサギさんの髪の毛の分析結果は出たのですか？」

　カタリナは怖おそろしいまでの無表情を崩さずに、

「まだです」

　素っ気ないほどに短いその言葉を、ハインケルが補足する。

『どうもウサギさんの体組織は、かなり特殊なようなのです。今までにないパターンといいますか、少なくとも私のデータベースの中には一致するサンプルが見当たりませんでした。現在『遺跡』のデータバンクから検索中ですが、もしかしたら、その』

「わからないかもしれませんね。ウサギさんの種族がなんであるのか、──私の、力では」

　最後の言葉には、言い知れぬ感情が込められていた。背筋に寒気が走ったのはユトだけではあるまい。アフマドもウサギも、鉛を吞のみ込んだような表情でうつむいている。と、凍りついた空気の中にあって、ひとり怖おじることもなく黙々と食事を続けていたカルガランが、ウサギに視線を移した。凍ったような空気から、強引に話題を戻す。

「それでだ。助成金を下ろすに当たって島政府としては、一応正式にお前の島民登録をしておきたいらしい。お前、今はユトの家に同居してるんだったな？」

　ウサギの表情が微妙に変化する。その変化に気づいたのは、恐らくユトだけだっただろう。ライスの皿を持ち上げてかき込みながら、ユトはそれとなくウサギの表情を観察する。ウサギはカルガランの視線から逃れるように、さりげなく目をそらして、

「ええ、まあ」

「なら今日の帰りで構わんから、島役場に立ち寄ってその手続きをしてこい。もちろんユトも一緒にだ。──つーかまあ、お前らがさっさと結婚しちまえば話は早いんだが」

　ライスを噴き出しそうになる。早いどころかいきなり話が飛んだ。あまりのショックにライスが喉のどに詰まり、苦しそうにうつむいたユトにすかさずアフマドが水を渡した。そのあいだにウサギのほうが、先にカルガランの言葉に答えていた。

「結婚──？」

　どこか虚ろなその声に、カルガランは頷うなずき、

「ああ、そっちのほうが手っ取り早く認定が下りる。もう行くとこまで行ってんだろ？　だったらさっさと──」

「──、っ、行ってません!!」

　ようやく口の中のものを飲み込んだユトが、テーブルを叩たたいて抗議した。カルガランは怪け訝げんそうにユトを見、

「だってお前ら、同どう棲せいしてるんだろ？」

「どっ────」

「普通、同じ年とし頃ごろの男と女が一緒のところに住んでいるっていったらそういう意味だが──なあ、アフマド」

　アフマドはカルガランと同じくユトのことを見て、確かめるように、

「あれ、ユト、あなたはウサギさんとお付き合いをしている──んですよね？」

「違いますっ！　一体どこからそんな話を聞いたんですか!?」

　カルガランはアフマドと顔を見合わせ、

「どこからもなにも」

「ウサギさんを自分の家に住まわせていると聞いたときから、私はてっきりそういう関係だとばかり思っていましたが」

「……な、そっ──」

　言葉に詰まる。いや、まあ、確かに話だけ聞けばそういう関係になっていると受け止められても仕方がないのかもしれないが、だからと言って──と、そこまで考えたところで、突然ハインケルが口を挟んだ。

『アフマドさんのほうが普通の反応だと思いますよ。それにユトさん、ウサギさんと並んで歩くときはいつも手を握ってるじゃないですか。あれほど見せつけておいて今さら恋人じゃないんて、そんなの通りませんよ』

「──いや、それはだって、ウサギの手、冷たくて気持ちがいいから、その──」

　もごもごと口ごもったユトの声を遮って、カタリナが苛いら立だたしげに、

「ああもう、鬱うつ陶とうしい。あなたたちののろけ話になど興味はありません。今話しているのは、ウサギさんの島民認定の件でしょう。話を戻してください」

「のっ──だ、だから、違うって言ってるのに──」

　悲痛なまでのユトの主張は、にわかに表情を引き締めたカルガランに完全に無視されてしまった。

「カタリナの言う通りだ。話を戻すぞ──といっても、大方のことはもう説明したけどな。なにか質問はあるか、ウサギ？」

　ウサギは無表情──いや、ほんの少しだけ、強張こわばった顔をしていた。ユトにしかわからないほどに、小さく揺れる赤い瞳ひとみをカルガランに向け、ぽつりと、

「ひとつだけ」

「なんだ？」

「私は──この島の人間になるのですか？」

　カルガランは虚を突かれたように目を見開いた。ウサギはそんなカルガランを見つめながら、言葉を続ける。

「いずれ私が記憶を取り戻したときには、私は自分の故郷の世界に帰らなくてはいけません。そのときのことを考えると、この島の人間になるわけには──」

　カルガランは目を細め、強い口調でウサギの言葉を遮った。

「別にこの島に永住しろと言っているわけじゃない。便宜上、コート島の住民でなくては助成金が下りないから、その申請をしろと言っているんだ。記憶を取り戻したときには故郷の世界に戻って構わん。ただし、その技術を少しばかり俺おれたちに教えてもらうがな。元々そういう約束だろ？」

　ウサギは目を伏せ、言いにくそうに、

「……わかっています。それは。でも、それでも、私は、この島の住民には──」

　カルガランの表情に苛いら立だちが混じった。ユトは息を吞のんで、その顔を見つめる。

「島民認定は、あくまでも一時的なもんだ。一度申請をしてしまえば取り消せないのは確かだが、そもそも認定を受けたからと言ってコートから出られなくなるというわけでもない。手続き上、そうしろと言っているだけなのに、一体なにが不満なんだ？　それともお前は、これから記憶を取り戻すまでずっとユトに依存して生きていくつもりか？」

　アフマドが眉まゆを寄せ、

「所長、そんな──」

「お前は黙ってろアフマド。──いいか、ウサギ、この際だからはっきり言っておく。島政府はユトじゃない。『好意』じゃ動かねえぞ。お前が記憶を取り戻すことによってなんらかの利益が島にもたらされると、そういう条件があるからこそ助成金を出させることができんだ。島民申請は、その約束を形にしたようなもんだ。それが果たせないというのなら、島政府はお前の手助けをしてくれない。そしてその分だけ、ユトが苦しむ」

　最後の言葉にウサギは顔を歪ゆがめた。それを見て、ユトの胸に反射的に怒りが込み上げてくる。そんなこと、所長には関係ないじゃないですか──と、相手が上司であることなど毛先ほどにも考えず、ユトはカルガランに食ってかかろうとした。

　だがそれよりも先に、ウサギのほうが立ち上がっていた。真白いその顔に苦痛が浮かんでいる。カルガランはそれを静かに見つめている。ウサギはなにか言おうと口を開き、しかし躊躇ためらうように唇を嚙かみ、もう一度息を吸い込んでから、声を絞り出した。

「──失礼します」

　ぽつりとそれだけ言って、ウサギはふらりとテーブルを離れた。息が止まるような一瞬の間に、ウサギは足早に食堂を立ち去っていった。

　ユトはカルガランに視線を移す。燃えるようなその目を前にして、それでもカルガランは平静を崩さない。ユトは拳こぶしを握り締め、怒りを必死で抑え込むように、その拳をテーブルの上に置いた。

「所長、なんで、あんなことを」

　押し殺したユトの声に、しかしカルガランは食事を再開する。切り分けたフライをライスの上に置き、ライスと一緒くたに口の中に放り込んだ。もぐもぐと嚙かみ砕きながら、はっきりした声で答える。

「事実だろうが。申請しなければ助成金が下りない、助成金が下りなければウサギはただの無駄飯喰ぐらいとしてお前の家に居候することになる。見習いのお前の家に、あいつを背負っていけるだけの貯たくわえがあるとは思えんがな」

　今度こそ、ユトは大声で叫んでいた。

「そんなこと──あたしとウサギが考えることじゃないですか！　あなたには関係ない！」

「ユト!!」

　それまで静かに唇を引き結んでいたアフマドが、ユトに負けない大声で制した。びくりと身をすくませて、ユトはアフマドのことを見る。細い瞳ひとみを見開いて、アフマドはユトのことを強く見据えていた。

「所長はあなたたちのことを心配してそう言っているのでしょう。関係ないとは、なんという言い草ですか」

「…………」

　黙り込み、顔を伏せ、それでもユトの目から反抗的な色が消えることはない。カルガランもアフマドも、それ以上なにも言わなかった。食堂に沈黙が降りる。

　その沈黙の中で、カタリナはゆっくりと周囲を見渡した。いつになく厳しい表情のアフマド、いつもと同じ無愛想な顔つきのカルガラン──そして、怒りを吞のみ下すようにしてうつむいているユトの姿。それをひとつひとつ確認してから、カタリナは静かに席を立った。
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　怖かった。

　今に始まったことではない。その恐怖は常にウサギの精神の裏に潜ひそんでいた。ユトとの会話がふと途切れたとき、食事中にふと考えたとき。寝床に就いて天井を見上げたときや、潮風と陽光に目を閉じたとき。その感覚は、精神の裏側からするりと表側に入り込んできた。

　それは、幸せということ。

　今のこの生活が、何物にも代え難がたく幸せになりつつあること。

　何物にも代え難く、とは、まさしく何物にも代え難いことだ。他のすべてを捨てても、今のこの生活を続けていたい。そんな考えが、いつしかウサギの思考に混じるようになっていた。この生活を、ユトとの温かな交流を、ずっと続けていきたい。たとえ──

　たとえ、記憶が戻らなくても。

　誰だれに言われたわけでもない。それは、紛れもなく、ウサギの内から滲にじみ出てきたものだ。そのことがなによりも怖おそろしい。この幸せな生活を続けていれば、いつしかその思考に完全に吞み込まれてしまう。降り積もっていく『今』に埋もれて、過去のことなど、記憶のことなど、どうでもよくなってしまう。

　だから、ウサギは背を向けた。カルガランから、その言葉から。たとえ噓うそでも飾りでも、ほんの少しでもウサギをこの島の平穏な生活に縛りつけようとするものから、逃げ出したのだ。記憶のことなどどうでもいい、ユトと一緒に、いつまでも暮らしていたい──自分の内から響くその声を、封じ込めるために。

　今の生活を続けていれば、いつか自分はその声に吞まれてしまうだろう。そうしてなにもかも忘れたまま、新しい記憶を得ていくのだろう。ウサギはウサギとなり、かつて彼についていた名や、その名をつけてくれた親のことなど永えい劫ごうに忘れ去ってしまうのだろう。

　ただそのことだけが怖おそろしい。思い出せないのが怖ろしいのではない。思い出せなくても構わないと、いつか自分がそう思うようになるのではないかということが、なによりも怖ろしかった。




　管制塔を出て、広場を横切り、船着場へと通じる道に延々下っていく階段の前で、ウサギはようやく足を止めた。

　目の前には紺こん碧べきの海、頭上には透き通るような空。はるか遠くに望む水平線で、その二つが鮮やかに交わっている。この光景だけは、何度見ても飽きることがない。いつだったか、夕焼けの海をユトと一緒に見たことが思い出された。朝も、昼も、夕も、夜も。絶えず表情を変えるコートの風景に、ユトは生まれてからの十七年、一度も飽きたことはないと自信を持って言い放っていた。

　自分は、どうだったのだろう。

　自分の故郷はどんな風景をしていたのだろう。それを見て自分はどういうことを思っていたのだろう。故郷を愛していたのか、故郷に飽いていたのか、それすらも思い出せない。郷愁に浸りたくても、その場所がない。

　言いようのない空虚な気持ちが広がり、ウサギは唇を嚙かむ。いっそコート島を故郷にしてしまえ、そうすればそんなことで悩まずに済む──ともすれば聞こえそうになるそんな囁ささやきを、ウサギは激しくかぶりを振って追い払った。それだけは嫌だった。そんなことをしてしまえば、自分は死んでしまう。──ウサギになる以前の、在りし日の自分は。この温かく幸せな生活に吞のみ込まれ、波間に漂う泡ほう沫まつよりも儚はかなく消え去ってしまう。それだけは──絶対に、受け入れられない。

「ウサギさん」

　背中にかけられた声に、ウサギはゆっくりと振り返った。カタリナだ。わずかな失望を覚え、そんなものを感じてしまった自分を恥じた。カタリナはわずかに首をかしげ、

「どうしたのです？　先ほどは」

「──いえ、大したことでは」

「その割には、苦しそうな顔をしていますが」

「……」

　うつむき、視線を足元に落とす。と、下げた視界にカタリナの黒い靴が見えた。思わず視線を上げた先、いつの間にか驚くほどの至近にカタリナの端正な顔が近づいていた。

「なぜ島民になるのを嫌がるのですか？　カルガランの言う通り、島民になっておいて損をすることなどありませんよ」

　ウサギはわずかに首を振った。その白髪が小さく揺れる。

「そういうことではないんです。損とか、得とかでは──」

「では、どういうことです？」

「……自分でも、うまく、説明できないんですけど」

　ぽつり、ぽつり、とウサギは話し出した。自らの内側にあるその感覚を、言葉にするのは難しかった。よしんば言葉になったとて、人には理解してもらえないだろう。自分ですら、それを十全に理解できていないのだから。

　途切れ途切れのウサギの話を、カタリナは根気強く聞いていた。不正確な部分をはっきりとさせ、不充分な部分は納得のいくまで聞き返した。曖昧フアジーを嫌う彼女らしい聞き方だったが、それでもウサギは、自分の言いたいことを完全に伝えられたとは思えなかった。

「なるほど」

　話を聞き終えてから、カタリナはそうつぶやいた。怜れい悧りな瞳ひとみでウサギを見据え、簡単なことのように、

「ウサギさん、あなたは少しユトさんと距離を取るべきですね」

「……っ」

　唐突に切り出されたその言葉に、喉のどが詰まった。測るようにウサギのことを見ながら、カタリナは言葉を続ける。

「今の生活があなたが記憶を取り戻すことの障害となるのなら、当然そうすべきです。あなたの目的の第一義は、記憶の復活だったはずでしょう？」

「……しかし、私は、」

「ユトさんのことを気にしているのですか？　──失礼ですが、ユトさんは、あなたの記憶を取り戻すことに関してはあまり熱心ではないように見えます」

　ウサギはカタリナのことを見つめる。その瞳にはにらみつけるような強い色が込められている。かすかな驚きがカタリナの表情に走る。ウサギの視線に気け圧おされたように、カタリナはついと目をそらした。

「もちろん、ユトさんがあなたのことを考えていない、と言っているのではありません。ただ、彼女はあなたの記憶をそれほど重視していないのではないですか？　もしあなたが、記憶などもういい、このままコート島で暮らしていきたい、と言ったとしたら、彼女はそれを受け入れるでしょう」

「それは──」

　恐らく、その通りだろう。ユトはウサギが記憶を取り戻したがっているから、だからその手伝いをしているだけだ。しかし──と思いかけたウサギの心を読むように、カタリナは続けた。

「ユトさんがあなたの決断を受け入れるのは当然のことです。彼女が大事なのはあなたであって、あなたの記憶じゃない。思い出を共有しているのでもない限り、他人の記憶など無価値なもの。──ですが」

　カタリナの黒い瞳ひとみが、少しだけ笑んだような気がした。

「私は、違います。私はユトさんとは逆。あなたのことを大事には思っていないけれど、あなたの記憶には価値を置いている。どうでしょう、ウサギさん。これは提案なのですが──私の家に来ませんか？」

　心臓が跳ねる。カタリナの家に行く──つまり、ユトとの生活を捨て、カタリナとの生活を始める。それは、そういう意味だ。

　カタリナは言葉を続ける。

「あなたに必要なのは、もっとドライな環境です。ぬるま湯のような生活に浸っていれば、いつか失なくした記憶に対する執着を持たなくなってしまうのは必定。もちろん、そういう生き方を否定するつもりはありませんが──あなたの目的はそうではないのでしょう？」

　しばらく迷ってから、ウサギは首を縦に振った。カタリナの言葉に力が漲みなぎる。

「それならば、私の家に来るべきです。私はあなたに好意も悪意も持っていません。ただ記憶を取り戻し、その知識を私に教えてほしいだけ。そのためならどんな尽力も惜しみません。あなたはただ、自分の記憶を取り戻すことだけに専念していればいい。私ならそういう環境を作り出せる。それに──」

　くすりと目を細め、少しだけ背伸びをして、カタリナは赤い唇をウサギの耳に近づけた。付け加えるような囁ささやき声、

「──そちらのほうが、ユトさんにも迷惑が及ばないと思いますが？」

「…………」

　島民申請、助成金。受け入れなければ金は入らず、そしてその分だけ、ユトが苦しむ。そう言ったカルガランの声が脳裏に響いた。

　カタリナの言う通りかもしれなかった。ユトとの暮らしは、とても居心地がいい。過去などどうでもいいと思いかけてしまうほどに。しかし、それは自分にとっても──あるいはユトにとっても、良くないことなのかもしれない。

　この島の住民になるつもりはない。そうしたが最後、この平和な島から出ようとは思えなくなってしまう。ここで一生を終え、ここに骨を埋うずめたいと思うようになってしまう。しかしそれをしなければ、ユトが苦しむ。管制官見習いに過ぎない彼女に、二人分の生活費を作り出すことはできないだろう。ではそのときになって、自分は働くのだろうか。ユトとの生活を続けるために、記憶を顧かえりみずに。それは、結局はこの島の住人になることと同じことなのではないか。

　採りうる中で、記憶を取り戻すための一番の方法は──今の温かな生活から抜け出すこと。

　ウサギは顔を上げ、カタリナのことを見た。その瞳に、もはや揺らぎはない。どこか満足げなカタリナの顔を見ながら、ウサギは口を開き、

「ウサギちゃんになにを吹き込んでるんだ、カタリナ？」

　ウサギの目の前で、カタリナの顔が引きつった。黒い瞳ひとみに感情の色が混じる。その視線の先を振り返り──ウサギは思わず声をあげた。

「アイリーン──」
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　食堂から管制塔出口にまで通じる道は、決して長いものではない。にも関かかわらずユトがそこを通り抜けるまでに気の遠くなるような時間を要したのは、単に彼女の歩みが、亀かめのそれよりも遅かったからだ。

　両腕を前に垂らし、両手で黒い箱を抱えながら、ユトはとぼとぼと歩く。なぜ自分がこれを手にしているのかはよく覚えていない。アフマドにウサギを追うよう諭さとされ、ほとんどなにも考えないまま、膝ひざの上にあるものを持ち出してしまっただけだ。かといって、今さら返しに行く気も起こらない。アフマドともカルガランとも、しばらく顔を合わせたくなかった。少なくとも、ウサギと話をするまでは。

　ウサギがなぜ島民申請を拒否したのかはわからない。しかし、彼のことだ、そこには深い理由があってのことに違いない。まずはその理由を聞き出さなくてはならない。そう自分を勇気づけ、ユトは一歩足を踏み出した。採光窓から漏れ入る午後の陽光が、受付を暖かく染め上げている。そこにゆっくりと身を浸して──ユトはその場に凍りついた。

　出口の向こう、管制塔前広場に、絶対にあってはならない光景が展開されていた。

　アイリーンと。

　カタリナが。

　一緒のところにいる。

　コート島に住む者として、反射的に回れ右をしそうになった。が、二人のあいだでまごまごしているウサギの姿が、寸前でそれを押し留とどめた。なんだかわからないけど、ウサギを助けなくちゃ──そう思い、ユトは意を決して管制塔から走り出た。

　が、ウサギの傍に駆け寄る前に、心に湧わき上がった勇気が尽きた。まるで世界の果ての斥せき力りよく性せいの磁場のように、二人のあいだに展開された雰囲気は人を寄せつけない物理的な力を有していた。

　静かににらみあっていた二人の沈黙を破ったのは、カタリナからだった。

「吹き込む、というのは、あなたらしい曖昧フアジーかつ不正確かついい加減な言葉ですね、アイリーン。私は事実を述べ、その事実にウサギさんが賛同してくれたまでのことです。あなたは引っ込んでいなさい」

　アイリーンは「はっ」と笑い、

「なにが賛同しただよ、ウサギちゃんはまだなにも言っていない。勝手に決めつけているのはあんたのほうだろ」

「それを決めるのはウサギさんでしょう？　ねえ、ウサギさん。あなたはもう、今の生活から抜け出て、私と一緒に記憶を取り戻すことを決めたんですよね？」
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　ハンマーで殴られたような衝撃がユトを襲った。

　呆ぼう然ぜんとその場に立ちすくんだユトの姿に、ようやくウサギが気づいた。一瞬、その表情が激しい動揺に染まり、それを見られるのを怖おそれるかのように、ウサギは足元に視線を落とした。その姿を見てアイリーンはさらに笑い、

「ほら見ろ、やっぱりあんたの勝手な思い込みだ。ウサギちゃんはね、ユトちゃんと一緒にいたいんだよ。あんたみたいな鉄でできた女と暮らすなんて冗談じゃない、そのうち押し潰つぶされるに決まってる」

　カタリナは不快そうに眉まゆ根ねを寄せてユトのことを見た。その瞳ひとみに浮かぶのは、邪魔者を見るかのような色。その色にユトは怯ひるむ。カタリナはウサギに視線を戻し、強い声で、

「あなたはもう決めたはずですよ、ウサギさん。なにを迷うことがあるのです。自分の目的を果たすために、誰だれかに遠慮などすることはありません」

「あんたと一緒にするんじゃない。ウサギちゃんには心があるのよ。歯車で動いてるあんたの脳みそじゃ理解できないでしょうけどね」

　カタリナの表情が、一瞬、険しく歪ゆがみ、

「──理解、できないですって？　この私が？」

「そうさ、男と女のことなんて、あんたにゃ一生理解できないよ」

　すぐにその険しい表情は溶けてなくなった。あとに残ったのは余裕と嘲あざけりと憐あわれみをない交ぜにしたような顔、

「そんなこと。恋愛などという曖昧フアジーなものに興味はありません。私こそ、あなたのような四六時中異性のことばかり考えている下げ衆すと一緒にされては不愉快です」

　アイリーンは呆あきれたように鼻を鳴らし、

「ああそうかい、そんじゃ一生蜘く蛛もの巣守ってろ。とにかく──おい、なにしてる。ウサギちゃんから手を離しな」

　いつの間にか、カタリナはウサギの腕をそっと摑つかんでいた。カタリナは馬ば鹿かにするように目を細めながら、なおもウサギに身体からだを密着させた。ハインケルを握った左手から青い光が漏れている。それを見てアイリーンも、全身に緊張を漲みなぎらせた。

「──もう一度だけ言う」

　ローブをはためかせ、じり、とカタリナに詰め寄る。アイリーンの周辺に、注意して見なければわからないほど細かく、緑の飛ひ沫まつが舞いはじめた。

「手を、離せ」

　応こたえてカタリナはにこりと笑い、

「──ハインケル!!」

　カタリナの左手に握られていたハインケルが爆発的な勢いで大きくなった。一瞬にして箒ほうきサイズから丸カ木ヌ舟ーの形になったハインケルは、カタリナたちが飛び乗るよりも早く、空中に浮かび上がりはじめた。それに引かれるようにして宙を舞いながら、それでもカタリナの顔から笑みが消えることはない。その右手に強く輝く青光と共に、ウサギの服の裾すそを摑つかんでいるからだ。

　ふわり、と空中で自在に移動して、カタリナはハインケルの上に腰を落ち着けた。ハインケルの主軸を握り、自分の真後ろにウサギを座らせてから、カタリナはアイリーンを見下ろし、赤い唇を笑みの形に歪ませる。ぽつりと、

「ごきげんよう」

　それだけ言ってカタリナはハインケルを旋回させ、あっという間に空を切り裂いて飛び去ってしまった。呆ぼう然ぜんとそれを見送ったユトの耳に、今度は怒りに満ちたアイリーンの言葉は響いてきた。

「ジャック、メアリ！　──なにしてる、ノウマンズヒル!!」

　瞬間、アイリーンの全身が、竜巻のように渦を巻く緑の光に包まれた。その竜巻は天まで届くと思うほどに高く高く巻き上がり──アイリーンの頭上に二人の妖よう精せいと一隻の箱舟だけを残して、虚空に溶けていった。光の波紋を立てながらアイリーンが地面を蹴けると、彼女の身体は重力から解き放たれて飛ひ翔しようし、船体に十二本の櫂かい翼よくを生やしたノウマンズヒルの甲かん板ばんにふわりと着地する。ゆっくりと上昇していく船体の船ふな縁べりから身を乗り出して、アイリーンはユトのことを見下ろしながら大声で叫んだ。

「ユトちゃんなにしてんの！　早く乗って！」

「え──で、でも──」

「いいから、早く！　それともあの女にウサギちゃんを取られたままでいいの!?」

「なっ」

　面食らう。そんな直接的な物言いもないと思うのだが──しかし。確かに、このままではわけがわからない。先ほどカタリナが言った、「今の生活から抜け出して」という言葉が、ユトの胸の中に重い楔くさびを打ち込んでいた。その言葉の意味を、カタリナにではなく、ウサギに問いたださなくてはいけない。そう思い、ユトは強い目でアイリーンを見上げて、言った。

「わかりました──！」

　と、ユトがそう言った瞬間、周囲に緑の光が舞った。二体の妖よう精せいが、踊るようにユトの周りを旋回している。ユトの身体から唐突に重力が消え、足の裏にせり上がるような力を感じる。その力に後押しをされて、ユトは黒い箱を手にしたまま、ノウマンズヒルの船縁から甲板に乗り上がった。
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『ノウマンズヒルの出現を確認。こちらを追撃するつもりでしょう』

　ハインケルの言葉を、カタリナは黙殺する。カタリナのハインケルとアイリーンのノウマンズヒルでは、後者のほうがスピードに勝っているということを、カタリナは過去の経験から熟知していた。──不愉快な事実だが、認めなくてはならない。アイリーンの魔力の総量は、自分よりも数段上だ。

　魔とはよくわからない、あやふやな、混こん沌とんとしたものを示す言葉であり、法とははっきりとした、正確な、秩序的なものを意味する言葉である。すなわち魔法とは『混沌の秩序』とでも表現すべきものであって、その言葉自体が矛盾しているともいえる。『賢者の瞳ワイズ・アイズ』を介して『世界の外』の混沌を『世界の内』に論理的に具現化する能力。その威力は使用者の精神性に大きく左右され、その点においてカタリナは劣っている──否、向いていなかった。

　曖昧フアジーを嫌うカタリナの性格は、魔法の原動力である『混沌』の力を著しく減じさせてしまう。一方で、自由奔放に振る舞うアイリーンは、魔法を制御する『秩序』の力に欠ける。いずれもが一長一短であり、簡単に優劣をつけることはできないのだが、単なる追いかけっこに過ぎない今のこの状況では、その差はカタリナの不利に働くのだ。

　黒い瞳ひとみを細め、主軸を握る手に力を込める。殺人的なスピードで雲を突き抜けていくハインケルに、カタリナは命令を下した。

「迷彩ステルスプログラムを起動、召喚炉コンジユラクターの出力を上げなさい。戦闘機動用のユニットは作成してありますね？」

『はい、問題ありません』

「後方に向けて砲門ユニットを二門作成、弾種は召喚弾サモンブリツツ。ノウマンズヒルが射程に入った時点で発砲を許可します。向こうからの砲撃があった場合は変換弾オルターブリツツで迎撃」

『──ご主人様、それは不可能です』

　カタリナは眉まゆ根ねを寄せ、

「なぜです」

『現在私のデータベースに火器管制機構ＦＣＳプログラムが存在しないからです。どうにもデータバンクからダウンロードし忘れていたようで』

　カタリナの無表情がぴくりと動いた。自動的に対象を捕捉し照準するシステムである火器管制機構がなければ、高速で移動するノウマンズヒルに弾を当てることなど不可能に近い。ということは即すなわち、こちらからの攻撃の芽はほとんど消えてしまったということだ。

　不利に不利が重なる。カタリナは小さくため息をついた。とりあえずは迷彩プログラムでアイリーンをやり過ごし、それから一度拠港ポートを通じて他の世界に移動するのが無難な策だろう──と思っていると、真後ろに座ったウサギが、おずおずと口を開いた。

「あの、カタリナさん」

　カタリナはちらりと後ろを振り向く。──曖昧フアジーで不愉快なことに、なぜウサギを誘拐するような真ま似ねをしてしまったのか、自分でもよくわからなかった。アイリーンに対する敵てき愾がい心しんがそうさせたのだろうが、曖昧な根拠に基づく自分の行動をカタリナは恥じた。その裏返しの感情でウサギに対して申し訳なく思い、カタリナは目を伏せて謝罪した。

「すみません、ウサギさん。無理矢理あなたを連れ去るような形になってしまって」

　ウサギはしばしのあいだ、カタリナを見つめてから、静かに首を振った。

「いえ──それは、もういいんです。もう、決めましたから」

　その表情からは、すでに迷いが消えている。目を見張ったカタリナに、ウサギは無理に微笑ほほえみかけ、

「ユトとは、離れることにします」

　それだけ言った。その瞳になぜか戸惑いを覚え、カタリナはついと前を向き、つぶやいた。

「──そうですか」

「はい」

　重苦しい沈黙が立ち込め、カタリナは言葉を探すように宙に視線をさ迷わせた。自分が悪いことをしたとは思っていない。アイリーンに言った通り、ただ事実を述べ、最善と思われる提案をしたまでだ。それなのになぜ──こんなに、胸が重くなるのだろう。

　カタリナは曖昧フアジーなことが嫌いだ。ゆえに、自分の中に曖昧な気持ちが湧わき上がるのは、なおさら嫌だった。それをはっきりさせるために、再び首だけを振り返らせて口を開きかけ、

『ウサギさん、本当にそれでいいんですか？』

　ハインケルに先制された。金魚のようにぱくぱくと口を開閉してから、カタリナはむっつりと唇を結び、背後から聞こえてくる二人の会話に耳を澄ますことに専念する。

「それで、とは？」

『ユトさんになにも言わないまま決めていいんですか？　いえ、私は機械ですからその辺の機き微びはよくわからないのですが』

「……」

『どう決断するにせよ、まずはユトさんと相談するのが先なんじゃないでしょうか。ユトさんはウサギさんのことを、この島で一番深く思っている人なんですから』

　きり、と、ウサギが歯を嚙かみ締める音が響いた。搾しぼり出すように、

「──話し合っても同じことです。もう、決めてしまったのですから」

『それでも、ですよ。あなたがそう決めたということをユトさんに説明する義務が、あなたにはあると思います』

　ウサギは再び黙り込む。それをちらりと振り返ったカタリナの脳裏に、実に彼女らしい考えが浮かび上がった。──せっかくうまく自分のほうに引きつけることができたのに、ここで考えを変えられては厄介だ。ハインケルの主軸を握る手に力を込めると、カタリナは威厳に満ちた声で言った。

「ハインケル、控えなさい。あなたが口を挟むことではないでしょう」

『え？』

「え？　ではありません。それはウサギさんが考えることであって、あなたの考えることではないでしょう。ユトさんに話すも話さないもウサギさん次第。部外者の、特にあなたのような人工知能が意見していいことではないのです。少し黙っていなさい」

『……自分のことは棚に上げて……』

　カタリナは手のひらからの魔力の出力を強化、ブロック状の形をしたハインケル本体に高圧の魔力を流し込み、召喚炉コンジユラクターと直結している人工知能ユニットに負荷をかけた。ブン、と蝿はえの羽音のような響きを発してハインケルは振動し、それきり彼女は痛みを恐れるように黙り込んでしまった。

　カタリナはひとり満足げに頷うなずくと、ウサギのことを振り返って、

「ハインケルの言ったことは気にしないでくださいね。あくまでも、あなたがご自身で決めればいいことですから」

「──ええ。そのつもりです──」

　そう答えたウサギの瞳ひとみには、しかし、先ほどまで消え去っていたはずの迷いの色が、再び生まれはじめていた。
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　以前のように甲かん板ぱんに立っていると、「危険だから」という理由で半ば無理矢理ラウンジに引きずり込まれてしまった。

　ユトは両手に抱えた黒い箱をテーブルの上に置いてから、不安そうに辺りを見回した。危険って、一体なにが──ときょろきょろと視線をめぐらせていたユトは、船窓の向こうを流れる景け色しきのあまりの勢いに、絶句して立ち尽くした。よくよく注意してみれば、船内には巨人の咆ほう哮こうのような風鳴り音が絶えず響き渡っている。と、不意に目の前に緑の光が灯ともり、

『こっちですよ、ユトさん。アイリーンさまはこちらにいらっしゃいます』

　ジャック──メアリかも知れないが、ともかく妖よう精せいの案内に従って、ユトはラウンジを横切って船の前方へと歩いていった。スピードを出しているからだろう、時折足を取られそうになるほどの強い振動が船内を襲っている。揺れる床を苦心して横切って、ユトはラウンジ前方に取りつけられたドアを開けた。

　海に囲まれて育ったユトには、一目でその部屋がなんであるのかわかった。操そう舵だ室しつだ。といっても、普通の船とはかなり違う。

　舵かじやコンパスなど、操舵室につきものの道具は一切見当たらず、大型のカウンターのようなものが部屋の大半を占めていた。そのすぐ前にアイリーンが座り、前方に見える外の景色に目を向けている。カウンターの表面には黒い線が幾何学的な模様を描き出していて、二つの円を中心としたその紋様には絶えず緑の光が漲みなぎり、生き物のように表情を変えることがない。二つの円に両手を置いたアイリーンは、操舵室に入ってきたユトを見て、険しい顔で言った。

「まったく冗談じゃないわよね、ユトちゃん！　あの魔女、ウサギちゃんが大人しい性格なのをいいことに勝手なことを──やってることはまるっきり犯罪よ、嫌がっているのに無理矢理連れていこうとするなんて、最低の人間のやることだわ!!」

「…………」『…………』『…………』

　ユトとジャックとメアリは同じ言葉を同時に思い浮かべたが、それを口には出さなかった。と、ユトがおずおずと、

「あの、アイリーンさん」

「なに」

「え、と──その、あまり手荒なことは、しないでくださいね」

　ピアノを叩たたくようにしてカウンターの模様に素早く手を走らせていたアイリーンは、その言葉にユトのほうを振り返った。アイリーンの顔からふと怒りの色が消え、かつて見た慈愛の表情がそこに浮かび上がる。優しい目でユトのことを見つめながら、アイリーンは訳知り顔で頷うなずいた。

「──ウサギちゃんのことが心配なのね。大丈夫よ、安心して」

　視線を前に向けて、決意に満ちた声で、

「ウサギちゃんは死なせないように落とすから」

　ユトの顔から血の気が引いた。それを振り返りもせずに、アイリーンは両手に纏まとった輝きをより強くする。途端、ノウマンズヒル全体が軋きしむような音をあげた。なんというか、回転数が上がっていく、という感じだ。アイリーンは前方をにらみつけたまま、双子の妖よう精せいに命令を下した。

「ジャック、メアリ。ユトちゃんをラウンジまで連れていきなさい。これからちょっとスピード上げるからね、座ってたほうがいい」

『はあい、かしこまりましたあ』

『さあさ、ユトさん、こっちですよ』

「え、あの──」

　二人がそれぞれ片方の袖そでを摑つかみ、ふわふわと浮かびながらユトを誘導しはじめる。その力はあってなきが如ごとしだったが、手のひらよりも小さな男の子と女の子が、一生懸命袖を引っ張っているというその光景に抗あらがい難がたいものを感じ、ユトは操そう舵だ室しつに未練を残しながらもラウンジへと戻っていった。

　引きずり戻されたユトを置いて、ジャックとメアリはさっさと船外に出ていってしまった。アイリーンの使し役えき妖精として、彼らには彼らの仕事があるのだろうが、ユトとしてはなにやら置き去りにされたような気分だ。テーブルの上に黒い箱を載せて、ユトはその前の椅い子すに腰を下ろした。ぽつりとつぶやく。

「──ウサギ」

　あの言葉の真偽を、ウサギに確かめなくてはいけない、それはわかる。しかし、そのためにできることがほとんどない。無力感を嚙かみ締めて、ユトは船窓の外に視線を向けた。

　昼の強い太陽をぎらぎらと反射する海が、凄すさまじい速度で後方に吹っ飛んでいく。こんな状況で、一体アイリーンはどうする気なのだろう、と胸の奥が冷えるような気持ちで思った。まさか、言葉通り撃墜してしまう気なのだろうか。そんなことをしたら、ワイズ・アイズであるカタリナはともかく、生身の人間であるウサギは死んでしまうのではないか──

　思わずユトは立ち上がった。その拍子にテーブルに腰の辺りを思い切り打ちつけた。痛みにその表情を歪ゆがめ、しかしその痛みのために逆に冷静になった。力を失ったように、すとん、と座り込む。

　ウサギと話をしたい。話を、しなくてはいけない。しかし、今の自分には、そうするだけの力もない。

　悔しい。

　震える手を、膝ひざの上で握り締めた。思いが空回りするだけで、実際に二人のワイズ・アイズの戦いに巻き込まれれば、ユトにはそれに抗する手段がひとつもないのだった。

　唇を嚙かみ、ユトは視線を床の上に落とした。ラウンジを覆う深い緑色の絨じゆう毯たんが目に飛び込んでくる。と、視界の上方に、絨毯に似つかわしくない、真っ黒ななにかがちらりと見えた。ふい、と視線を動かす。そこに転がっていたのは、図らずも管制塔から持ち込むことになってしまった、黒い箱だった。ユトはしばらくのあいだ、その箱をぼんやりと眺め、

　その目が大きく見開かれた。

　箱が──動いている。

　テーブルの上に指を這はわせる。振動は、まったく感じることができない。ノウマンズヒルの揺れが箱に作用しているわけではなさそうだった。もう一度じっくりと観察してみると、確かにその表面が小刻みに震えていた。ユトは絨毯の上に膝をついて、その箱に手を伸ばした。恐る恐る、確かめるようにして、指先で箱に触れ──

　瞬間、箱の高さが、ユトの腰元辺りにまで伸び上がった。縦と横の長さも、それに比例して大きくなる。

「うわっ!?」

　思わず悲鳴をあげて、ユトは猫のように後ろに跳とび退すさった。一瞬、ほんの一瞬だけ、大きくなった箱に腕が吞のまれた。真っ黒な箱の内部に自分の腕が沈み込むのが、確かに見えたのだ。恐る恐る、右手の指を何度も何度も動かしてみる。特に異状はなかったが、気味が悪いことには変わりない。

　そのとき、奇妙な音がユトの耳に響いた。

　巨大化した箱の表面が、痙けい攣れんするように振動している。そのたびに、虫の羽音のような耳を刺す音がその箱から発せられていた。ユトはゆっくりと近づき、決して触れないように、その箱をまじまじと覗のぞき込んだ。

　箱の中には、『模型』がある。目を細めてしばらく観察するうちに、ユトはそれが、どこかで見たことのある形だということに気づいた。なんだっけ、と思う。眉み間けんに皺しわを寄せてじっと考えていると、唐突にそのことに思い当たった。

　そう、これは、確か──島役場に貼はられている、コート島全土の地図だ。

　上から見ると、ユトの記憶にある地図の形とぴったり一致した。つまり──とユトは思考を進める。これが失われた技術で作られた、「なんだかよくわかんない機械」であることは、すでにカルガランから聞いている。その用途は、コート島（あるいはこの箱が存在する破片世界ピース）の全景を映し出すものなのではないか。

　表面に触れると、触れた先から黒い波紋が広がった。表面をなぞるように指を滑らせると、波紋がその指を追って複雑な波の形を箱の上に描き出した。手に力を込め、箱をゆっくりと押してみる。

　さしたる抵抗もなく、指先が箱の内部に沈んだ。再び箱の振動する音が聞こえてくる。箱の中で指を動かすと、水の中を搔かき回しているような、ゆるりとした感触だけが帰ってきた。と、箱をいじくり回すユトの目の前に、まさしく水面から浮かび上がってくるようにして、ひとつの黒い玉が出現した。

「──？」

　箱を構成する面、それの向かって右側の面の中央に、子供の拳こぶしくらいの玉がぽつんと現れていた。ハインケルの自在な変形を目にしてきたユトにとっては、これくらいの変化は驚くに値しない。ただ彼女は好奇心のままに、その玉に触れてみた。

　ぐり、と動いた。と同時に、内部のコート島の模型が、音もせずに旋回した。ユトは目を丸くして、その動きを見つめる。ぐり、ぐり、と箱の表面に半ば埋め込まれた玉を動かすたびに、コート島の模型はぐるぐると動き、様々な角度から見下ろす全景をユトの目の前に映し出した。

　──どうやら、これは模型ではなく、『映像』であるらしい。中央管制室にあるディスプレイのような、擬似的な視覚情報。そして、この『玉』は、内部の映像を操作するためのインターフェイスということなのだろう。ユトは息を詰めて操作を続ける。と、玉を転がす指先に力を込めすぎていたのか、「かちり」という音を立てて、玉が一瞬だけ箱の表面に沈み込んだ。

　瞬間、今度はいくつもの文字が箱の表面に浮かび上がってきた。操作が複雑すぎてよくわからない。正方形の表面の、右上の端に浮かんだその文字は共用文字、なんとかユトにも読むことができた。上から順に、表示、拡大、縮小、切替──などの文字が見受けられたが、それが一体なにを意味しているのか、ユトにはさっぱりわからない。指を伸ばし、『表示』の文字に触れてみる。

　甲高い音がして、箱の内部の映像ががらりと変わった。それまではちゃんと映し出されていた映像が、なんだか赤茶けた、複雑に線の絡み合う姿に変へん貌ぼうしてしまった。慌てる。故障？　と思い、何度も『表示』を押しているうちに、再び元の全景が映し出された。よくわからないが、コート島の景け色しきの『見方』を変える装置なのだろうか──

　と、そこでユトは、あることに気づいた。

　元通りの全景に戻ったのではない。箱の内部、海から少し上に離れた空中に、二つの黒い点が光っている。先ほどまでは、こんなものはなかったはずなのに。顔を近づけ、目を細めてその点を観察すると、すぐ上に文字が表示されているのがわかった。点の動きにくっつくようにして、その文字もコート島の海上を飛行している。その文字は、こう書かれていた。

『介在者』。

　眉まゆを寄せる。なんのことだろう、と思いかけて、ふと直感めいた考えがユトの脳裏に浮かんだ。コート島に二つしかない、黒い輝き──

　瞬間、稲妻に打たれたような衝撃がユトの背中に走った。ばっと顔を上げて周囲に視線を巡らせ、あらん限りの大声で叫ぶ。

「メアリ！　──メアリはいない!?」

　ラウンジに大声が響き渡り──一瞬の間を置いて、緑の光がユトの頭上で結実した。どことなく疲れたような顔をしたメアリが、ふわふわとユトの目の前にまで降りてくる。

『はあい、なにか御用ですか──って、ユトさんじゃないですか。アイリーンさまかと思った』

「メアリ、今どんな状況？　カタリナさんは捕捉できたの!?」

　ユトの剣幕に押されながら、メアリはふるふると首を振り、

『ちっとも。最初に距離を稼がれたのがまずかったですね、すぐに迷彩ステルスユニットを起動されて──あ、迷彩ユニットっていうのは、ハインケルさんが持っている周囲の景け色しきと溶け込んでしまう装置なんですけど』

「わかった。それじゃ、アイリーンさんに伝えて。──もしかしたら、これでカタリナさんの居場所が、わかるかもしれない、って」

　メアリの言葉を遮りながら、ユトは「ぽん」と箱を叩たたく。中央に玉、端に文字を配置した箱の黒い表面に、ゆるりとした波紋が浮かび上がった。メアリは怪け訝げんそうな顔で箱を見下ろし、

『──なんですこれ？　さっきまでなかったのに』

「説明すると長引くし──っていうか、あたしもよくはわからないんだけど。とにかく、そう伝えてきて。他にカタリナさんを捕まえる方法はないんでしょう？　それなら、言う通りにして」

『……はい、わかりました。行ってきますね』

　メアリは素直にそう頷うなずくと、緑の光のかけらだけを残して、操そう舵だ室しつに向かって飛んでいった。
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『……あれ』

「どうしたの、ハインケル？」

『いえ、今なにか妙な反応が──なんだろう。アイリーンさんかな？』

　珍しく、独り言のようにハインケルはそう言った。カタリナは無表情のまま、心の中だけで「まただ」とつぶやいた。

　時折ハインケルが機械であると、忘れてしまうことがある。彼女の精神性があまりに人間に近いためだろうが、人造物にも関かかわらずこれほど緻ち密みつに『人間性』を再現するには、一体どれほどの技術が必要なのだろうか。『心』というのは人間の中でももっとも曖昧フアジーな部分であり、それを再現できるということはすなわち、『心』を完全に研究し分析し理解しえたということだった。だからこそカタリナは失われた技術を尊敬し、それを追い求めることに生涯を費やしている。自分の中から曖昧フアジーを一切排除するのが、彼女の最終目的だからだ。

　一瞬の思考を胸の内に沈め、カタリナは静かに答えた。

「──よくあるノイズでしょう。あなたの感覚器は、時折あなたですらもわからない波を捉とらえることがありますから。困りものです」

『私がもう少し、自分のことを把握できていればいいんですけどね。ウサギさんが記憶喪失なら、さしずめ私は記録喪失ですか』

　ハインケルの軽口に、しかしカタリナは答えない。冗談はあまり好きではない。なにが面白いのか、よくわからないからだ。ハインケルはそれを知っているはずだったが、それでも時折こういう軽口を投げかけてくることがある。それがなにを意図してのことか──あるいは、無意識のうちに出てくる言葉なのか。だとしたら、とカタリナは思う。失われた技術というものは、よくよく見上げたものだ。

　と、背部に座るウサギが、おずおずと二人の会話に口を挟んだ。

「あの──それで、私はどこに連れていかれるのでしょう」

　その言葉に現実に引き戻される。くだらぬ考えごとに囚とらわれていた自分を反省してから、カタリナはウサギの疑問に答えた。

「一度、コート島の外に出ようと思います。そちらのほうがアイリーンに邪魔されずに済みますから」

　距離を離して迷彩ステルスユニットを起動させれば、もう捕ほ捉そくされる心配はほとんどない。周囲の風景と同化したハインケルは、近距離でなければ見破れないからだ。それでも一応念を入れて、アイリーンを撒まくためにコート海上を無尽に飛び回った末に、現在ハインケルは西側の拠港ポートへと向かっている最中だった。

　だが、そう説明されても、ウサギの声音から困惑の色が消えることはなかった。

「でも──別に出なくても、私とユトとで話し合えば済むことでしょう？」

「……それは、」

　まあ、確かにその通りなのではあるが。今さらアイリーンとの諍いさかいの延長でウサギを誘拐してしまったのだとは言いにくい、というよりも、認めたくない。普段は冷静かつ明めい晰せきなカタリナの頭脳だが、ことアイリーン関連となると途端に精彩を欠き、曇りはじめてしまう。滑こつ稽けいなことにそのことにカタリナだけが気づいていない。半ば無意識のうちに、カタリナは詭き弁べんを弄ろうした。

「その、だから、つまり──そう。アイリーンがあなたたちの邪魔をします。彼女は感情だけで生きているような生き物ですから、あなたをコート島に留とどめておきたい一心で、あれこれ要らないことを吹き込むに決まっています。私はそういうアンフェアな環境ではなく、誰だれの邪魔も入らない、静かな環境でユトさんと話し合っていただきたいのです」

　言っているうちに、自分でそうだと信じ込んでしまう。カタリナはそのことに気づかない。あるいはそれは、その詭き弁べんが真実の一面を捉とらえていたためかもしれない。アイリーンの性格なら、まず間違いなくそういう行動を起こすだろうからだ。場合によっては実力行使に及ぶかもしれない。今のカタリナが、そうしているように。

　しかし──ウサギは、そうは受け取らなかったらしい。彼にしては珍しい強い語調で、ウサギはカタリナに言った。

「いくらアイリーンさんでも、そこまではしないでしょう。確かに──自分勝手なところはありますが、だからといって自分の望みで他人を押さえつけるような真ま似ねはしないと思います」

「…………」

「カタリナさん。降ろしてください。ユトと、今すぐ、話をさせてください」

　カタリナは、その言葉には答えなかった。ぎゅっ、とハインケルの主軸を握り、ぽつりと、

「しかし──今のあなたは、迷っているのではないですか？」

「え？」

　カタリナは肩越しにウサギのことを振り返った。黒い瞳ひとみを細め、彼女は言う。

「ユトさんとの生活を捨てることに、迷いを感じているのではないでしょうか。私にはそう見えます。明確な答えを出すまで、ユトさんとは会わないほうがいい。そうでしょう？　今の浮ついた気持ちでユトさんと話をすれば、惑わされてしまうかもしれませんからね」

「……そんなことは──」

「ない、と言い切れますか？」

　ウサギは目を伏せる。カタリナは勝ち誇るような微笑ほほえみを浮かべたが、それも束つかの間ま、再び顔を上げたウサギの真しん摯しな視線に、すぐに口元の笑みを消した。

「会えば、迷いは消えると思います。今の私に必要なのは、直接ユトと話し、私が考えていることをユトに理解してもらうことです。その上で自分がどうするのかを──決めようと思っています」

　カタリナは苛いら立だたしげにため息をつき、首を振った。

「──それがすでに迷いだと、私は言っているのです。もう結構。これ以上話していても得るものはなにもありません。私は、私の正しいと思うことを行うまでです」

「カタリナさん──！」

　ウサギの声が非難の色を帯びた。しかしカタリナは答えない。鉄の如ごとき冷たさと硬質さを誇る背中をウサギに向けて、不愉快そうに唇を嚙かみながら、彼女は前方に広がる海へと目を向けた。

　と、そのとき、カタリナの手の中でハインケルが奇妙な振動を起こした。思わずカタリナは眉まゆ根ねを寄せてハインケルを見下ろし、

「なんですか、ハインケル。あなたの意見は──」

『違います、ご主人様。──ノウマンズヒルが接近してきています』

　カタリナは耳を疑う。そんなはずが──と思って振り向いたその視線のはるか先に、十二本の櫂かい翼よくを生やした箱舟が、猛然たるスピードでこちらに驀ばく進しんしてくるのが見えた。思わず知らず、動揺に染まった声があがる。

「なっ──なぜ!?　あれだけ離していたのに──ハインケル！」

『迷彩ステルスユニットは順調に稼動中です。向こうからは、こちらは空の一部にしか見えていないはずですが』

「────っ！」

　いくつもの仮定がカタリナの頭をかすめるが、すぐにカタリナは無駄なことを考えている場合ではないと悟った。ノウマンズヒルとの距離は三十モールほど、いまだに迷彩ユニットで晦くらませられる距離であることには間違いない。握り締めた両手から冷たい青色の光が漏れ、と同時にハインケルは空に向かって急上昇していく。逃避の手段というよりは確認だった。ただ単に当てずっぽうでこちらのいる方向を探り当てたのか、それとも──

　ノウマンズヒルは微み塵じんも迷いを見せることなく、ハインケルを追って自らもその巨体を上昇させはじめた。ぎり、と歯を嚙かみ締める。怒鳴りつけるように、

「ハインケル!!」

『採り得る限りの手段で迷彩ユニットを解析しましたが、異常は一切見当たりませんでした。至って正常です。それなのに──妙ですね。見破られているはずはないのですが』

　人間だったら首のひとつでもかしげていただろうが、ハインケルには首は存在しない。カタリナも、そんなことをするようなかわいげのある性格ではない。ただひとり首をひねって後方を見み遣やっていたウサギが、ぽつりと、

「あるいは──視覚以外の手段で、こちらを認識している？」

　独り言のようなその言葉に、ハインケルが食いついた。

『そうとしか考えられませんね。向こうは小競り合いの度に私の迷彩ユニットに目め眩くらましをかけられていたのですから、それに対抗するなんらかの手段を用意していたとしても、不思議はありません。ああ見えてもアイリーンさんは、ワイズ・アイズですし』

　カタリナは舌打ちをする。アイリーンの迷彩ユニット対策──それがどのような方法に基づいて行われているのか、それがわからない以上は対抗策の立てようがない。考え込んだのはほんの数秒、カタリナは主軸部を握る手にさらに力を込め、言い放った。

「こうなった以上は仕方ありません、強引に拠港ポートを突っ切ります。ノウマンズヒルのあの図ずう体たいならば、拠港を通るにもすんなりとはいかないでしょう。それを利用して距離を離します」

　ウサギやハインケルの意見を待たずに、カタリナは身体からだごとハインケルを横に倒し、凄すさまじい角度での急旋回をやってのけた。細い三日月形の軌跡を描きながら、拠港のある方角にハインケルの穂先を向けると、カタリナは推進系に全魔力を注ぎ込みはじめた。
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「に・が・す・かぁっ!!」

　音楽に全人生を費やしたピアニストのように、アイリーンは鬼気迫る表情で両手を操そう舵だ室しつのカウンター──操舵盤というらしい──に躍おどらせる。二つの黒円を中心として広がる幾何学的な黒の模様、その上に走る緑の光はアイリーンの魔力の証あかしだ。なめらかに手のひらを操舵盤の上に滑らせながら、しかしアイリーンは手元を見てもいない。ただ険しく目を細めて、前方の光景にじっと見入っていた。

　操舵室から望むことのできるノウマンズヒル前方の光景の中には、黒い色はどこにも見当たらない。それでもアイリーンは迷うことなく、ノウマンズヒルを疾しつ駆くさせている。

「ユトちゃん、方向は？」

「少しずれてます。一──いや、二時方向に修正してください」

「了解！」

　アイリーンが操舵盤の上に手を滑らせると、ノウマンズヒルがわずかに傾いて船体が音を立てて軋きしんだ。急速に旋回する船外の光景、ユトはとっさに近くの壁にしがみついて、転ぶのをなんとか防いだ。

　ユトが受け持っているのは、いわゆる案内人ナビの役割だった。巨大化した黒い箱、恐らくはコート島の内部で起きている事物をリアルタイムで映し出す装置である失われた技術の産物を、ユトはこの空中戦に応用することを思いついたのだった。

　箱の内部に示されるコート島の全景、それだけでは確かになんの用も為なさない。しかし、それがワイズ・アイズの位置を明らかにするとなれば、事情は違ってくる。現在位置と目標の位置を同時に得られることができれば──速度で勝るノウマンズヒルがハインケルに追いつくのは、時間の問題だった。

　箱の横側表面の中央に埋め込まれた玉を操作し、内部の映像を絶えず別角度から観察しながら、ユトは黒い光の点の上に書かれた『介在者』という文字に見入っていた。この『介在者』というのがワイズ・アイズのことだろうが──しかし、それならばなぜ、『ワイズ・アイズ』と書かれていないのだろう。これが作られたときにはすでにワイズ・アイズは存在していて、その当時の呼び名が『介在者』というものだったのだろうか。

　これを見せたとき、アイリーンは眉まゆをひそめて、「なんだか気味が悪いわね」と言っていた。そりゃそうだろう、とユトも思う。自分の存在が、誰だれがなんの目的で作ったのかもわからない機械に常に捕ほ捉そくされていると聞いて、気分を良くする人間はいない。カタリナへの怒りから、なぜそんな機械に自分が探知されているのか、という疑問を一時的に押し込めたらしいが、そうしたところでその謎なぞが解決したわけではない。

　ワイズ・アイズとは、一体何者なのか。

　失われた技術を作った何者かと、一体どんな関係を持っているのか──

　ふと浮かんだそんな疑問を、アイリーンの大声が吹き飛ばした。

「見つけたぁ！　ユトちゃんお手柄!!」

　近距離にまで接近すれば、所しよ詮せん目め眩くらましに過ぎない迷彩ステルスユニットなどあってないようなものだ──そう言ったアイリーンの言葉は、どうやら本当だったらしい。ユトは視線を箱の内部へと移した。その中の映像でも、確かに二つの黒い光点が、重なるほどに近づいていた。ユトは素早く手を伸ばし、表面の端に指を這はわせた。『拡大』の文字を押す。コート島の全景が縮小し、代わりに指定した空間が拡大されて表示された。

『介在者』を示す二つの黒い点が、より精密に表示される。二つの点の対抗速度から距離を大おお雑ざつ把ぱに計算して、ユトはいつの間にかかなりの距離に近づいていたことを確認する。と、そこでユトはあることに気づいた。

　ノウマンズヒル前方の景色を見み遣やりながら、アイリーンは大声で叫ぶ。

「ジャック、メアリ、出撃準備！」

　二人の悲鳴が響き渡った。

『えええっ!?』

『わ、私たちですか!?』

「他に誰だれがいんのよ」

『無理です！　絶対無理!!』

『間違いなく返り討ちにされますよっ！　カタリナさん、容赦って言葉を知らないんですから──』

　アイリーンは牙きばを剝むいて吼ほえた。

「ごちゃごちゃうるさい!!　カタリナとあたし、どっちが怖こわいのか教えてあげましょうか!?」

　二人はその声に身体からだをすくませて、しゅんとうなだれてしまった。その姿と箱の内部映像を見比べながら、ユトはおずおずと意見具ぐ申しん、

「あの──アイリーンさん、ちょっといいですか？」

「なに、ユトちゃん？」

　ユトはあらゆる角度から映像を操作しながら、「やっぱりそうだ」とつぶやいた。

「カタリナさん、どうやら拠港ポートへ向かっているみたいです。もう航パ路スの復旧は終わっていますから、他の世界に逃げ込もうとしているんじゃないでしょうか？」

「……なんですって？」

「拠港が近づいてきているんです。多分、もう──下は海じゃなくなっていると思います。これじゃいくらなんでも、撃墜するわけにはいかないでしょう」

　アイリーンは前方に視線を移し、忌々しげにつぶやいた。

「くそ、カタリナめ。どうりで馬ば鹿かみたいに一本道に逃げてると思ったら──これが狙ねらいか」

　確かに船窓から見える風景も、いつの間にか、海から大地へと変わっていた。このまま突き進めばいずれ世界の果ての断面エツジ、そこに穿うがたれた拠港ポートに衝突する。かなりの巨体を誇るノウマンズヒルでは、そこを通過できるかどうか。両手を躍らせながら眉まゆ根ねを寄せるアイリーン、その横で、ジャックたちがこそこそと話し合っていた。

『よかったね、これで出撃しないで済むね』

『うん。命拾いしたね』

「……あんたらね…………」

　そのとき、ユトが覗のぞき込んでいる箱の表面に、赤い光の筋が走った。インターフェイスの玉から放射状に、いくつもの光の筋が、時には交わり、時には平行になりながら、端のほうに向かって移動していく。それは、なにかしらの警戒心を喚起させる光景だった。

　この現象の原因を探ろうと、ユトは操作を続ける。異常に気づいたアイリーンが声をかけてきた。

「ユトちゃん？　どうしたの？」

「それが、映像がなんかおかしくなって──どうしたんだろ。なにかの、警告──？」

　眉を寄せながら苦闘するユトの目の前、インターフェイスを司つかさどる表面に、突然ひとつの文字が浮かび上がった。四苦八苦するユトへのヒントのようなその言葉は、ただの一言、

「──『波』？」

「なみ？」

　アイリーンがおうむ返しに聞き返す。それには答えず、ユトは口の中でその言葉を反はん芻すうした。波──なにか、嫌な予感がする。波。この箱が破片世界ピースコート島を模したものであるのなら、その中に起きる『波』とは、一体なんのことだろう──

「──────っ!!」

　ユトは思わず立ち上がり、目をいっぱいに見開いてアイリーンのほうを見た。その剣幕にアイリーンですらもびくりと身を震わせる。ユトは再び箱内に目を向けた。赤く点滅する中で、ハインケルを表す黒い点が、凄すさまじいスピードで拠港へ向かっている。今さらのようにそれを確認してから、ユトは大声で叫んでいた。

「──アイリーンさん、カタリナさんを止めてください！　早くっ!!」

　黒い円の中に手を載せたまま、アイリーンは「はあ？」と訝いぶかしげな表情を浮かべた。そんなアイリーンに詰め寄って、ユトは切羽詰まった声で言う。

「航バ路スに入ってからじゃ遅いんです！　早く、カタリナさんを止めて！」

「ちょ、ちょっと落ち着いてよユトちゃん、どうしたっていうのよ？」

　ユトの頭の中にある考えは、まだ推測に過ぎない。それを明確に肯定する根拠がないにも関かかわらず、それでもユトの直感と知識が『そう』であると告げていた。

　管制機構に埋もれていたこの箱の、本当の使い道。深層反響装置、とカルガランは言っていた。──この機械は、もしかしたら、『波』が起こす『反響』を捉とらえるために作られたものなのではないだろうか。どういう原理なのかはわからないし、『それ』が本当に『波』なのかどうかもわからない。しかしユトたち管制官にとって、世界に起こる『波』といえばひとつしか存在しない。

　──大鳴動グランドゼロ。

「大鳴動が起きるんですよ！　この赤い光は、きっとその警告なんです！　だから、絶対にカタリナさんを止めないと、航バ路スに入ってからじゃ遅すぎるんです!!」

『ユトさん！』

　叫ぶようなジャックの声に、ユトは思わず箱の内部を見下ろした。

　箱の中の黒い点が──ちょうど拠港ポートをくぐり抜け、航路に入り込むところだった。
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　眼下に人影がぽつぽつと現れはじめた。拠港をくぐり抜けてきた異世界の人間をもてなす商店が軒を連ねている。往来を行き来する多くの人が、凄すさまじいスピードで飛行するハインケルのことを指差し、何事かを叫んでいた。

　そのはるか先に──拠港がぽっかりと口を開けて、姿を現していた。

　拠港は直径五モール（十メートルほど）の『穴』である。世界の外を貫き、他世界に通じるその『穴』は、まるで手品の道具のように、なにもない空間に唐突に開いていた。しかし──そこには実際になにもないわけではない。破片世界ビースを区切る最果ての面、あらゆる事物を弾はじき飛ばす斥せき力りよく性せいのフィールドで構成された、断面エツジが存在している。

　カタリナはちらりと後ろを振り返った。背後から追ってくるノウマンズヒルからは、まだ攻撃の気配はない。こちらの意図を読み取って、諦あきらめたのかもしれない。それなら好都合だ、とカタリナは赤い唇を歪ゆがませた。余計なことで煩わずらわせられずに済む。他の世界にウサギを連れ去ってからどうするかはまだ考えていないが──一度逃げ切ってしまえば、あとはどうとでもなる。

　眼下に拠港監視員ポートキーバーの事務所と、現在航路が確立されている行き先の世界を示す看板が見えた。が、そこに書かれている文字までは読み取れない。いずれにしろ、拠港が開いている以上『どこか』につながっているのは間違いない。と、ハインケルの警告の声、

『拠港に接近中。安全のため、スピードを──』

「不要です。このまま突っ切りなさい」

『──了解しました』

　空中にある拠港へと上るために組み立てられた足場が、その姿を現した。木造の足場とそこに至るまでの階段、そしてその向こうにある機械仕掛けの大穴は、まるで神の御み許もとへと通じる祭壇のようだ──と思いかけ、カタリナはすぐにそのらしくない考えを振り払った。風のように飛ひ翔しようするハインケルにとっては、拠港ポートまでの距離などほんの数秒に過ぎない。真っ黒にぽかりと開いたその『穴』の中心に狙ねらいを定め、あと五秒、四、三、二、一──

　入った。

　真の暗くら闇やみが無効化フィールドの周囲を包む。世界の外の暗闇、禁じられた暗黒。ただ管制塔のオペレーティングによって示されるいくつもの誘導灯が、その航バ路スの通じる先の世界へと案内してくれる。が、それ以外は夜の海中のように漆黒に包まれていて、周囲の空間はおろかウサギの顔さえも確認することができなかった。

　その暗闇に紛まぎれて、カタリナはぽつりと言った。

「ウサギさん。怒って──いますか？」

　普段の彼女ならば、決して口にしないような、それは気遣いの言葉だった。言ってしまってから、なぜそんなことを、と自問する。自分の都合のためにウサギを利用すると決めたときから、彼の好悪の感情などどうでもいいと考えていたはずだ。いや──それはウサギに限ったことではない。たとえすべての破片世界ビースのすべての人間がカタリナを嫌おうと、彼女にはなんの痛つう痒ようもないはずなのだ。カタリナが信じるのは確固とした科学技術であり、厳としてそこにある物理法則であって、曖昧フアジーな人の感情や友愛の念では決してないのだから。

　ウサギの沈黙は、やけに長くカタリナに感じられた。ややあって、ウサギはぽつりと、カタリナの言葉に答えた。

「いいえ」

「……私は、あなたの選択を、蔑ないがしろにしました。そのことに対して、怒りを感じないのですか？」

　ウサギは再び沈黙する。暗闇の中に、ハインケルが静かに振動する音だけが響いていた。

　やがて──ウサギは、どこか諦あきらめたような声で、小さく言った。

「怒るなんて、そんなことはしません。あなたは、私のためにあなたが正しいと思うことをしただけなのでしょう？　意見が食い違ったのは残念ですが──そのことに怒りを感じるのは、間違いだと思います」

「…………」

　胸の内に、固いしこりのようなものが生まれた。罪悪感。今までカタリナがほとんど無縁で過ごしてきた感情。ウサギの言葉は、図らずもカタリナに、それを植え付けていった。

　どうかしている、と思う。今までどんなものにも共感を覚えたことなどなかったのに、なぜこの人に限って、こんなにも胸がざわめくのだろう。──不愉快だ。曖昧な原因による曖昧な情動が、自分の中で起こっていると思うだけで、カタリナは思わず舌を打ちたくなるような不快さに包まれた。

　カタリナは小さく息を吐く。ぐじぐじ考えていても仕方がない。ウサギがそう言って抵抗しないのならば、却かえって好都合だ──カタリナは、無理にでもそう思い込んだ。

　いつのまにか、出口の拠港ポートに近づいていた。他の世界に移動した以上は、そこで審査を受けなければならない。そう思い、カタリナはハインケルのスピードを落とそうとした。

　そのときだった。

　カタリナの握り締めるハインケルの主軸部が、一瞬、手が痺しびれるほどに激しく痙けい攣れんした。胸を突かれるような驚きよう愕がくがカタリナを襲う。背後にいたウサギもそれを感じたのだろう、あまりの驚きに声も出ないカタリナに成り代わって、ハインケルに尋ねた。

「どうしたんですか、ハインケルさん？」

　が、その言葉に返ってきたのは、いつもの涼しげな女性の声ではなく、耳みみ障ざわりなノイズだった。

『────、が────えて────様、────てくだ────』

「ハインケルさん？」

　確かめるようにウサギが言う。だが、聞こえてくるのはやはりノイズばかりだ。

「……ハインケル？　どうしたと言うの？」

　カタリナがそう声をかけてみても、ハインケルは意味を成す言葉を伝えない──伝えることができない。通信ユニットとの接続に障害が発生したか、スピーカーユニットが故障したのか。いくつか頭に浮かんだ仮定は、しかし次の一言に吞のまれて消えた。

　なぜ、そんなことが起きる？

　なにか──なんとなく嫌な予感がカタリナの背筋を貫いた。意味不明な、自分でもわからない欲求が湧わき上がってくる。──他の世界に行くのはやめよう、今すぐハインケルを回頭させてコート島に戻ろう。そんな囁ささやき声が、ふと脳裏に響いた。

　カタリナは、それを無視した。

　曖昧フアジーなことは、嫌いだからだ。

　スピードを落とすのは中止する。胸にざわめく不安は、まだ消えてはいなかった。曖昧な理由に基づく曖昧な不安など、顧かえりみるに値しなかったが──それでも、一刻も早く航バ路スから出なくては、と思う。急いだところで拙せつ速そくにはならないだろう。そう思い、カタリナは主軸を強く握り、

　衝撃、

　視界が揺れ周囲が回り意識がはじけ飛びそうになる。頭をハンマーで砕かれたような衝撃だけが脳のう髄ずいに残っている。なにが起きたのかもわからないまま、ただカタリナは主軸を強く握り締めた。ぐるぐるとスピンしている周囲の景け色しき、それを呆ぼう然ぜんと見つめながら、ろくに思考もまとまらない頭の中でカタリナはこう思う。──なにが、起きたの!?

「ハイ、ンッ────」

　言葉も出せない。大おお渦うずの只中に放り込まれたような引き裂かれるような振動はいまだに続いていた。下へ手たに喋しやべると舌を嚙かみ切りかねない。カタリナは歯を食いしばると、手のひらからの魔力の放出を強化する。外から衝撃が襲ってきたということは、周囲に張り巡らせていたはずの無効化フィールドも切れてしまったということだ。合力制御バランサーユニットに不具合が生じ、その余波でハインケルの通信ユニットにも支障をきたしたのだろうか。その二つを修復するために、カタリナは変換魔法オルタネイシヨンを使おうとした。

　が──

『賢者の瞳ワイズ・アイズ』を介して魔力を引き出そうとした瞬間、不意に視界がブラックアウトした。

「…………？」

　カタリナは眉まゆをひそめる。次から次にわけのわからないことが起こる。その状況が不快だったし、不安でもあった。まだまだ続く強烈な振動に、カタリナは身体からだごとハインケルにしがみつくと、異常の起きた目をこすって視界を回復しようとして、

『それ』を見た。
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　ようやく振動が収まると、アイリーンはいち早く起き上がり、めちゃくちゃになったラウンジの中を見渡した。床に転がるテーブルを、苛いら立だたしげに蹴けりつけて、

「──ったくもう。なんだって空中にいるのに揺れがくるのよ、鬱うつ陶とうしい」

「大鳴動グランドゼロは、そういうものなんですよ。地震とかじゃなくて空間の振動ですから、いる場所は関係ないんです」

　そう説明しながら、ユトは視線を片時も箱から離さない。すでに赤い光は消え去り、元通りの落ち着いた薄うす暗くら闇やみに包まれた箱の内部を、鬼気迫る表情で覗のぞき込んでいた。拡大、縮小、視点移動などの操作を、何度も何度も、指の皮が擦こすれて剝むけるほどに行っている。そんなユトを心配そうに眺めていたアイリーンは、諦あきらめたように小さく息をつくと、ジャックとメアリに命令を下した。

「あんたたち、ちょっと外の様子見てきて。拠港ボートの近くだからね、相当な被害が出たはずだ。それを逐一見て、報告すること」

『わかりました。いこ、メアリ』

　無邪気な声でそう言って、ジャックたちは揃そろってノウマンズヒルを後にした。残ったものは、一心不乱に箱を操作しているユトと、手持ち無ぶ沙さ汰たなアイリーンだけ。彼女はもう一度ため息をつくと、手近に転がっていた椅い子すを立て直して、その上に腰を落ち着けた。

「しっかし──ほんの一週間前にあったばかりなのにねえ。ああやだやだ、悪いことの前触れじゃなきゃいいけど」

　おばあさんのようなことを言う。だが、その言葉にもユトは反応しない。気まずそうに頰ほおを搔かきながら、アイリーンは席を立ち、ユトの肩越しに箱の中を覗のぞいた。ぽつりと耳元で囁ささやく。

「ねえ──さっきから、なにしてるの？」

　ユトは素っ気なく、

「邪魔しないでください。探してるんです」

「……ユトちゃん？」

「邪魔しないでくださいって、言っているでしょう」

　棘とげのあるその言葉は、焦燥の裏返しの苛いら立だちによるものなのだろう。驚いたように目を見開いたアイリーンのことを、ユトはぎらりとにらみ上げると、

　そのままその大きな瞳ひとみから、涙をぽろぽろと零こぼしはじめた。
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「──さっきから、ずっと、探してるのに──それなのに、どこにも、カタリナさんの点が、見つからないんです。ずっと、ずうっと探してるのに、黒い点が、どこにも──」

　鳴お咽えつを嚙かみ殺すように歯を食いしばって、ユトは手を伸ばしてアイリーンのローブの裾すそを摑つかんだ。呆あつ気けに取られたアイリーンの表情に、ふと悲しげな色が混じる。次から次へと溢あふれ出ていくユトの涙を、アイリーンはローブの袖そで口ぐちで拭ぬぐった。

「どうしよう、あたし、どうすればいいんですか、アイリーンさん。カタリナさんも、ウサギも、なんで見つからないんですか。拠港ボートの向こうに行って、大鳴動グランドゼロが起きて──でも、航パ路スの中でやり過ごすことができたなら、もう、こっちの世界に戻ってきても、おかしくない、はずなのに──」

「ユトちゃん……」

　ユトの気持ちは、痛いほどわかった。──不安なのだ。不安にならないほうがおかしい。初めに大鳴動グランドゼロのことに気づき、あれだけ慌ててハインケルが拠港ボートから出るのを押し止とどめようとしていただけに──その反動による衝撃は、誰だれよりも大きかったのだろう。まして、ウサギはもう、ユトにとっては大事な人になりつつあるというのに。その人が世界の外の闇やみに吞のまれてしまったとしたら、平静でいられるはずがなかった。──航パ路スを通行中に大鳴動に襲われて、帰ってきた者は、ただのひとりとしていないのだから。

　唇を嚙かんでユトの顔を見つめていたアイリーンは、おもむろに彼女の朱色の髪を自分の胸に抱き寄せた。涙を流したことで気が抜けてしまっていたのだろう、ユトはさしたる抵抗もなく、アイリーンの胸元に倒れ込んできた。その後頭部をよしよしと撫なでさすりながら、アイリーンは優しい、けれどもどこか真剣味を帯びた口調で言った。

「大丈夫。ウサギちゃんは、帰ってくる。あたしが保証してあげる」

「…………」

　もはやユトは言葉を発することもできない。ただアイリーンの胸に顔を埋うずめたまま、声にならない声で泣くだけだ。ユトの頭を抱き締めて、アイリーンは黒い瞳ひとみに決意を漲みなぎらせ、無情な光景を映し出す黒い箱を見つめた。

　航路の中に入り、世界の外に出て──自分が、ウサギを探しに行く。

　ワイズ・アイズである自分ならば、それも可能かもしれない、と思う。だが一方で、ワイズ・アイズであるからこそ、それをしてはいけない、という気もする。なぜならばワイズ・アイズの魔力の源は、世界の外の混こん沌とんに由来するものだからだ。

　魔混沌を法秩序で律するからこそ『魔法』という。しかし世界の外には、律すべき秩序がない。『賢者の瞳ワイズ・アイズ』を介して混沌を呼び寄せたところで、制御できなければ暴走するだけだ。世界の中だからこそ異質な法を顕けん現げんすることができるのであって、元々異質である場所に異質な力を呼び寄せても、むしろ内側から食い破られる結果になりかねない。

　それでも──

　行くしかない、とアイリーンは思う。どれだけ危険だろうと、恃たのみにしている魔法が使えなかろうと、ウサギを探しに行かないわけにはいくまい。それは彼女が、この島でこう在あろうと望んだことの延長上にあることなのだから。そして、なにより──アイリーンは、ウサギのことが、好きなのだから。

　いや。正確には、ユトとウサギの関係が好きなのだ。いまいち進歩しない、それでも好意に満ちた二人のやり取りは、奔放なアイリーンが忘れ去ったなにかを思い出させてくれそうになる。今ここで、ウサギの死という形で永遠にその関係が壊れてしまうことになるのを、アイリーンは決して望まない。そして、それを防ぐためならば、どんな危険も厭いとわない。

　その決意を固めるように、アイリーンはユトを抱き締めたまま、黒い瞳ひとみを薄うつすらと閉じた。




　　　　†




　完全な闇やみに吞のまれながら、それでもかろうじてウサギはハインケルを握り締めていた。

　両足で組み付き、左腕で抱き寄せる。右腕は使えない。ぐったりしたカタリナの身体からだが、そこに抱きとめられているからだ。いくら揺すぶっても声をかけても、カタリナから答えが返ってくることはなかった。まさか、死んだのか──とぎくりともしたが、顔に触れると体温が伝わってきた。ほっと安あん堵どの息をついて、ウサギはゆっくりと周囲を見渡した。

　まさしく、完まつたき闇だ。目を開けても閉じても、視界に映るのは同じ光景。自分の心音以外には、なんの音も聞こえない。どちらになにがあるのかすらも、無論わからなかった。

　どうしよう、と思う。

　なぜか焦りはない。ただ、途方に暮れた。ハインケルか、カタリナか、そのどちらかが起きなくては話にならない──と、そこまで思ったところで、軸となっているハインケルがかすかな音を立てて揺れ動いた。思わず目を見開いたウサギの前で、ハインケルはいつも通りの涼しげな声を響かせる。

『あーあー、テステス、本日は晴天なり──よし、問題なし。ええと、ご主人様？』

「カタリナさんは気を失っているようです。ハインケルさん」

『ああ、ウサギさん。ご無事でしたか』

　そう言ってから、周囲を知覚するような間ま、そのあとにハインケルは言葉を続けた。

『巨大な空間の振動を感知しました。そのため一時、通信ユニットに障害が発生したようです。復旧に時間がかかったことをお詫わびします』

「いえ、それはいいんですけど──」

『振動の種類から類るい推すいするに、恐らくは航パ路スを航行中に、大鳴動グランドゼロに襲われたものと思われます。いやはや、天文学的な運の悪さですね、私たち』

「大鳴動」

　その言葉になにやら懐なつかしさを覚える。一週間前、ユトに拾われたときのことが、今さらのように脳裏に去きよ来らいした。そう。すべてはそれが始まりだった。ユトに拾われたのも、自分がこの島にたどり着いたのも、すべて──

　すべて──？

　どくん、と。胸が鳴ったような気がした。頭の中、頭ず蓋がい骨こつの裏側を、誰だれかに引っかかれているような気分。激しいめまいがウサギを襲うが、倒れる地面も摑つかまる壁も、ここには存在していない。気分の悪さを押し殺すようにうつむいたウサギに、ハインケルはなおも言葉を重ねた。

『しかし──どうしましょうか、ウサギさん。なにをおいても、ご主人様に起きていただかなくてはどうしようもありません。私はこれでも機械ですし、ご主人様の魔力で動いているのですからね。魔力を蓄積しておくユニットもあるにはあるのですが──』

「…………」

『──？　ウサギさん？　どうなさいました？』

　ウサギは答えられない。まぶたの向こうの闇やみを見つめて、じっと顔を伏せている。

　目玉の裏側が、じわりと疼うずいた。

　闇の向こうになにかがある気がする。頭の中の揺らぎが、意識もしないのに勝手に大きくなっていく。自分は、この闇を──見たことが、ある。

『あの、ウサギさん？　もしよろしければ、ご主人様を起こしていただきたいのですが──』

　こんな状況にあっても、ハインケルの声には微み塵じんも恐怖が混じっていない。その声に、ウサギはほんの少しだけ現実に引き戻された。気分の悪さを吞のみ下すと、ハインケルの言葉に頷うなずいて（そんなことをしてもどうせ見えないのだが）、カタリナの身体からだを再び揺さぶりはじめた。

　と、いくらもしないうちに、カタリナはゆっくりと意識を取り戻した。「ん……」と寝言のような声をあげると、ウサギの腕の中で小さく身じろぎをする。闇に包まれているために、その表情はまったく見えなかったが、それでもしばらくすると、闇を隔てた至近距離からカタリナの声が聞こえてきた。

「……ここは？　私は──」

「気がつきましたか、カタリナさん」

「きゃっ！」

　およそカタリナらしからぬかわいらしい悲鳴をあげて、彼女はウサギの腕の中で抗するように暴れた。今手を離されたら、カタリナの身体が落っこちてしまうかもしれない。ウサギは慌てた声でカタリナをなだめにかかった。

「お、落ち着いてくださいカタリナさん、私です」

「あ──、う、ウサギ、さん？」

　狼ろう狽ばいが尾を引いているカタリナの声に、ウサギは「ええ」と肯定する。と、それまで沈黙して成り行きを見守っていたハインケルが、唐突に口を挟んだ。

『おはようございます、ご主人様。よろしければ状況を説明させていただきたいのですが』

「──ええ、お願い、ハインケル」

『まず、ここに至るまでの過程を説明します。航パ路スに入ったところまでは覚えてらっしゃいますね？』

　カタリナがこくりと頷いたのが、気配でわかった。

『そのあと、ノイズ波によって本体とスピーカーを繫つなぐ通信ユニットに障害が発生しました。これは直後に起きた強烈な振動の余波であると思われます。また、私たちを襲ったあの揺れについてですが、通常の外部振動ならば私の無効化フィールドで遮しや断だんすることができたはずですから、これは外部からのものではなく、フィールドの内部に自然発生的に起きたものと考えられます。場所を問わず、空間自体が振動するという現象は、大鳴動グランドゼロにのみ見られる特色です』

「……なん、ですって……？」

『大鳴動、です。私たちは現在、大鳴動によって航パ路スから零こぼれ落ちてしまい、世界の外に引っかかっている状態であると推測します』

　しばらく黙り込んでから、カタリナはおもむろに口を開いた。

「あなた、よく、そんなことを、そんなふうに、簡単に、言えますね」

　途切れ途切れのその言葉は、実にカタリナらしくない、じっとりとした怨おん念ねんが込められているようにウサギには聞こえた。対してハインケルは至って澄ました声で、

『私は機械ですから、感情は存在しませんので』

　またもやしばしの沈黙、今度はいささか落ち着きを取り戻した声で、

「そう──そうでしたね。ごめんなさい、ハインケル」

『いえ。それよりも、ここから脱出する方法を考えましょう、ご主人様』

「…………脱出？　脱出、ですって？」

　不意に再び高ぶったカタリナの声。ウサギの腕に抱きとめられた彼女の身体からだが、小刻みに震えているのが感じられた。直じかに触れてみて、ウサギはその身体の小ささに今さらのように驚きを覚える。いかに苛か烈れつな性格をしていようと、たとえワイズ・アイズであろうと──彼女は、やはり、女性なのだ。

「一体どうやって？　ここから、どこへ、どうやって戻るというのです、ハインケル？　あなたの中に仕込まれたデータベースから、コンパスでも作り出すのですか？　自分たちの現在位置も、コート島の位置も、東西南北も上下前後さえもわからないというのに、一体なにを指針にしてどこに帰ればいいというのですか!?」

『ご主人様──』

　カタリナが、感情的になっている。ウサギは闇やみの中で、赤い瞳ひとみを丸くした。その長い黒髪がウサギの顔に当たるほどの激しさで、彼女はぶんぶんと首を振った。

「あなたも知っているでしょう！　『世界の外』に出ていって、帰ってきた者がひとりもいないということくらい！　この場所には、『世界の外』では──私たちの力も知識も常識も、なにも通用しないのですよ!?　私たちは大海に放り投げられた蟻ありも同然です！　今はまだ生きていられても、いずれは、いずれは────！」

　そこから先は言葉にならず、カタリナは荒い息をついて黙り込んでしまった。力が及ばない悔しさや、理不尽な状況に対する怒り──そしてなによりも、抗あらがい難がたい死に対する恐怖。間近にいるカタリナからそれらの感情が伝わってくる。なにを考えるよりも先に、ウサギは彼女の身体を抱いた右腕に力を込めた。落ち着かせなくては、と思ったからだ。

　カタリナが顔を上げる気配、それから逡しゆん巡じゆんするような間を置いて、彼女は、こつん、とその額をウサギの胸に預けた。大きく息を吸い込んで、カタリナはどうにか平静を繕つくろって、言葉を続ける。

「私は、見たんです。この場所が、一体どういう場所なのか。魔法を使ってユニットを修復しようとしたときに、『賢者の瞳ワイズ・アイズ』が見せてくれました」

　震える息を吐いて、消え入るような小さな声で、

「──『混こん沌とん』です。紛まごうことなき、あらゆる概念や事象が入り混じった──止とどまることのない真っ黒な渦。それが、見えたんです。そこにはなにもなく、同時になにもかもがありました。時間も空間も、引力も斥せき力りよくも、動物も植物も、物質も非物質も、生も死も──意思も無意思も。そこは、あらゆる『混沌』が渦巻く深しん淵えんでした。その深淵が、私に、私に向かって、手を、伸ばして──」

『…………』

「ハインケル。私は、怖おそろしいの。こんな場所に、一秒だっていたくはない。あらゆる事象を分析し、その構造を客観的に把握するのが科学者の務めだけれど──ここだけは、例外です。ここは、人が存在を許される場所ではありません」

　ハインケルはこともなげに答える。

『さっさとお暇いとましましょう。私には恐怖を感じる機能はありませんが、そうであることを私を造った誰だれかに感謝したい気分です』

「……そうね。そうすべきだわ。考えましょう、脱出方法を」

　その言葉は、しかし絶望的に闇やみの中に響いた。奇くしくもカタリナの言った通り、指針がなければ帰る術すべなどあるはずがない。滑こつ稽けいなほどの静寂の中で、ウサギは静かに目を閉じた。

　頭の中に、揺らぎがある。それを、意図的に、大きくする。

　自分は、確かにこの場所を知っている。人が存在するべきではないこの場所を。

　だとしたら──

　ゆっくりと。ウサギはハインケルの主軸部を握った。静かな声で、彼女に語りかける。

「──ハインケル」

『はい。なんでしょう、ご主人様』

　カタリナが息を吞のむ気配、それを無視してウサギは言葉を続ける。

「魔力は残っていますか？　つまり、補助なしでも、変換や運動が可能ですか？」

『短時間なら問題ありません。蓄電バツテリーユニットにかなりの魔力が蓄えられていますから』

「ちょっと──」

　ようやくカタリナが声をあげた。ウサギに抱きとめられた腕の中で、身じろぎをする。その黒い瞳ひとみをいっぱいに見開いて、指の先ほどの距離も見渡せない闇の向こうから、ウサギの顔をじっと見つめているのがわかった。

「それを使用して対電子支援ＥＳＭユニットを作成、反応があるまで待機を命じます」

『……対電子支援ユニット？　ご主人様、そのようなユニットの作成方法はデータベースに存在しません。それに──ご主人様、移動、なさいましたか？　声の聞こえてくる位置が、なんだか──』

「データベースにない？　そんなはずはないでしょう、ハインケル。あるはずです」

　目を閉じる。言葉が勝手に溢あふれてくる。それを今度こそ制御せず、ウサギはするがままに任せた。強く、強く、ハインケルの主軸部を握る。その瞬間、カタリナが拒絶するようにウサギの腕から逃れ、彼の前方のハインケル主軸部に腰を落ち着けた。闇やみを貫くほどの強い視線でウサギの顔をにらみつけながら、小さく叫ぶ。

「あなた、誰だれ？　ウサギさんではないの？　──なぜ、私の声をしているの!?」

『え？　あれ、え？　あの？』

　構わずに、ウサギは言葉を続ける。

「ハインケル。あなたは知っているはずです。あらゆるユニットの作成方法を。それこそがあなたの存在意義でしょう。忘れたというのなら──思い出させてあげます」

　なぜ。

　自分はこんなことを喋しやべっているのだろう。一度も聞いたことのないものの名を口にしているのだろう。自分の声が、いつの間にかカタリナの声にすりかわっているのは、一体どうしてなのだろう。

　それらの疑問はすでにウサギの頭の中にはない──いや、すでにまともな思考すらも失われかけている。ただひとつだけ、彼が考えていることがあるとすれば、それは『帰る』ということだ。

　ユトのいる場所へ。幸せな生活が確かに存在していた、あの温かな世界へ。

　ぼんやりとした頭の中で、それでもウサギは小さく微笑ほほえんだ。あの生活への自分の執着を再確認して、なんだ、と思う。だが一方で、執着して当たり前だ、とも思う。あれほどに穏やかな、あれほどに幸福な日々を過ごしたことは、かつて一度もなかった。できることならば永久に、あの生活にその身を浸していたかった。

　だが、やはりそれは、自分には許されないことだ。

　過去を打ち捨てて、安穏な現在に佇たたずむことなど、自分には、決して許されないことなのだ。

　ウサギは言葉を続ける。カタリナの声で、ハインケルの主軸を握りながら。意識も無意識もせずに、ハインケルに『教える』。

「思い出しましたか、ハインケル？」

　ブン、と、蟲むしの羽音のような音が闇の静寂に響き渡る。「ハインケル？」というカタリナの不安そうな声、それを無視して、ハインケルは途切れ途切れに言った。

『──、はい、思い出しました、ご主人様、──対電子、支援、ユニット、作成を開始──作成完了、起動、いたします』

　と、ハインケルがそこまで言ったところで、不意にカタリナが腕を伸ばしてウサギの顔に触れた。その造形、その感触を充分に確かめるように撫なで回し、それからカタリナは、実に不愉快そうに言った。

「──触れた限りでは、ウサギさん、ですね。それにハインケル、あなたの主人は私でしょう？　あなたたち、さっきから一体なにを話しているのですか？」

　カタリナは、曖昧フアジーなことが嫌いだ。それは要するに、自分が「わからない」ということが嫌いなのだろう。わからない内容のわからない話をしているウサギたちに対するその声は、並々ならぬ怒りに満ちていた。ウサギは茫ぼう洋ようとカタリナのいる闇やみを見つめながら、小さな声で答えた。

「帰り道を──それを知る術すべを、ハインケルさんに教えただけですよ」

「……なんですって？　ハインケル、どういうことなの」

『──────』

「ハインケル!!」

『えっ、はいっ？　あ、すみません、ぼーっとしてまして……』

　カタリナは苛いら立だちも露あらわに、

「私をからかっているの？　機械のあなたが、ぼーっと、ですって？」

『申し訳ありません、語ご弊へいがありました。本体の人工知能ユニットに障害が発生、その修復に時間を割いていました。どうやらデータベースのほうになんらかの異変が起こり、その余波で障害が発生したようです──あれ？』

「……今度はなんですか」

『いえ、見知らぬユニットが──なんだろこれ。こんなのいつ作ったっけ……』

　ふう、とカタリナはため息をつく。それに重ねて、ハインケルが言葉を続けた。

『不明なユニットが、反応を起こしています。どこかからの──なにかを、傍ぼう受じゆ、しているようです』

「虫むし唾ずが走るほど曖昧な言い方ね、ハインケル」

　気まずい沈黙が降りる。静かな声で、ウサギはその沈黙を破った。

「ハインケルさん、その『なにか』が『どこ』から来ているか、わかりますか？」

　ウサギは頰ほおにカタリナの視線を感じる。少しだけ混乱したようなハインケルの声、

『えっと──わかると、思います。ユニットの構造は分析中ですが、これはそういう用途で設計されたもののようですね。あるものを傍受し、そのあるものがどこから来たのかを突き止める、という』

「カタリナさん──」

「そこに、向かえと？　しかし」

　そう言ったカタリナの声を遮って、ウサギはぽつりとつぶやいた。

「それならここで助けを待ちますか？　もしかしたら、アイリーンさんが助けに来てくれるかもしれませんし」

「ハインケル、合力制御バランサーユニットを起動して発進しなさい。残りの魔力はすべて無効化フィールド維持と推進系に使うこと。完全に蓄電バツテリーユニットを消費しつくしたときにのみ、私の魔力を使うことにします」

　迷わずそう言ったカタリナに、ハインケルは「念のため」という感じに聞き返した。

『不明なユニットの示す方向に？』

「他にどこがあります？」

『……了解しました。発進します』

　緩やかに、ハインケルは動き出す。ウサギは身体からだから力を抜き、それからゆっくりと、眼前に座るカタリナの背中に倒れかかった。びくり、とカタリナの身体が震える。カタリナが顔だけで振り返るのが、背中の動きでわかった。

「あの、ウサギさん」

「…………」

「あなたは──一体、何者なのですか？」

　ウサギは小さく笑い、

「今、それを探しているところです」

　カタリナは口をつぐむ。しばらくそうしてから、おもむろに続けた。

「私は、今まであなたのことを機エ構ン技ジ術ニ者アなのだと思っていました。私が知る限り、もっとも優秀で、また先進的な知識を有する技術者なのだと。しかし、今は──」

「違うと？」

「……失礼な言い方になってしまうかもしれません。しかし──先ほどのやり取りを見て、私は、あなたが──」

　ためらうような間ま。ウサギはカタリナの言葉を引き取った。

「人間ではないように、思えましたか」

「…………」

「あるいは──そうなのかもしれませんね」

　ぽつりとつぶやいたその言葉に、激しい動揺が闇やみの向こうから伝わってきた。ウサギはそれ以上なにも言わず、ただその視線を、ついと頭上に向けた。

　光が、見えた。漆黒の闇を穿うがつが如ごとき、儚はかなくも確固とした光の点。ウサギはそれを見上げながら、どこか眩まぶしそうにその目を細めた。




　　　　†




　ノウマンズヒルを拠港ボート足場のすぐ近くに着陸させたアイリーンは、ユトを伴って地面に降り立った。

　大鳴動グランドゼロによる被害は、拠港に近ければ近いほど大きくなる。拠港からやってくる旅人たちを対象とした商店や宿場は、今し方の振動によって大きな被害を受けているようだった。アイリーンが手助けに来てくれたと思ったのだろう、ノウマンズヒルを指差して明るい表情で何事かを叫んでいる人もいたが──アイリーンはそれにあえて背を向けて、拠港足場へと通じる階段を駆け上りはじめた。ユトは鉛を吞のんだような顔で、その背中を追った。

　木組みで建てられた拠港足場は、拠港を中心とした広場と、そこに至るまでの階段の二つによって成り立っている。大鳴動の振動をもっとも大きく受ける場所であるため、頑丈さを第一に考えた構造をしているのだ。それが幸いしたのか、どこにも壊れたり崩れたりしている箇所はなかったが、それでも人影はひとりも見当たらなかった。大鳴動が起きた直後なのだから、うかつに拠港には近づけないのだろう。

　がらんとした広場の中央に、ぽつんと佇たたずんでいたアイリーンは、突然ユトのことを振り返った。その顔には、すまなそうな表情が浮かんでいる。

「ごめんね、ユトちゃん」

「……なにが、ですか？」

「ウサギちゃんが大鳴動に巻き込まれたこと。あたしが無理に追いかけたりしなければ、もしかしたら、こんなことにはならなかったのかもしれない」

　アイリーンは拠港をちらりと振り返り、

「本当は、カタリナとは顔を合わせないのが一番いいんだけどね。どうしたって仲良くなれないのなんて、もうわかりきってることだし。でも、たまに偶然顔を合わせたりすると──決まってこうなっちゃうの。つまらないことで張り合って、周りの人に迷惑かけて。自分でもわかってるんだけど」

　ユトに視線を戻したときには、アイリーンの顔には、決然とした色が浮かんでいた。

「あたしにも責任の一端はある。──必ず、ウサギちゃんを助けるから。待っててね、ユトちゃん」

　ユトはなにも言えずに、静かな決意に満ちたアイリーンの顔を見つめていた。アイリーンが拠港へ向かって足を踏み出し、その挙動でようやく我に返った。はたりと揺れたローブの袖そでをとっさに摑つかむ。振り返ったアイリーンのことを、ユトは泣き出しそうな顔で見上げた。ぽつりと、

「──アイリーンさんのせいじゃ、ないです。カタリナさんのせいでも、ないと思います。ただ、どうしようもなくて、どうしようもないことが、重なって──」

　やり場のない焦りと怒りが、胸の中に荒れ狂っているのは事実だ。だが、それを誰だれかのせいにしようとは思えない。大鳴動グランドゼロとは災害であって、つまりは現象であって、誰かの責任にすべきものではないということを、管制官見習いであるユトはよく知っていた。

　その言葉に、アイリーンはくすりと笑った。ユトの朱色の髪をくしゃくしゃに撫なでて、耳元で先ほどの言葉をもう一度繰り返した。

「助けるから。絶対に」

　ユトはアイリーンの静かな笑みを見上げて、小さく、はっきりと頷うなずいた。

　ローブを翻し、アイリーンは拠港ポートに向かって歩き出した。その背中をじっと見つめながら、アイリーンさんなら──と思う。あれほどの力を持つ魔法使いであるアイリーンさんなら、きっとウサギを助け出してくれる。かつて大勢の人間がアイリーンに向けたのと同じ視線を、ユトは颯さつ爽そうとしたアイリーンの後ろ姿に向け、

　いきなり彼女の後頭部が、弾はじけるように仰のけ反った。

　ぐらり、とバランスを崩して、アイリーンは仰あお向むけに転倒してしまった。ユトは目をぱちくりとさせ、痛そうに額を押さえているアイリーンのことを見下ろした。ふと顔を上げると、拠港から黒い棒の先端が覗のぞいているのが見えた。その棒はゆっくりとした速度で、倒れたアイリーンの少し上をふわふわと進んでいき、やがてその姿をコートの陽光の下に晒さらし出した。

　ハインケルだった。

　カタリナがその上にまたがり、そのさらに後ろに、ウサギが腰を落ち着けていた。カタリナはハインケルから手を離すと、ふわりと足場の上に降り立った。端正なその顔に色濃い疲労が滲にじんでいる。カタリナは安あん堵どしたように、深々と息を吐いて、ふと足元を見下ろした。「あら」という意外そうな声、

「こんなところで昼寝ですか？　いいですね、恥じらいのない生き方というものは」

　寝転んだアイリーンの周辺で、ばちっ、と緑の火花が散った。カタリナは素早く後ろに跳び退すさって間合いを取る。アイリーンはゆっくりと立ち上がると、自らのローブをぱんぱんと払い、カタリナに対たい峙じするように向き直った。

　拠港周辺の温度が確実に五度は下がった。ユトは思わず一歩身を引き──そんな彼女の元に、カタリナから離れても延々と飛びつづけていたハインケルが、ゆっくり近づいてきた。ウサギはそこから飛び降りると、ユトに向かってにっこりと笑いかけた。

「やあ、ユト。会いたかったよ」

「…………」

　ユトは硬い表情でウサギのことを見上げた。素直に喜ぶことができないのはなぜだろう。心中にあったやり場のない怒りや焦燥感は、もはや跡形もなく消え去っていたが、代わりにそれらの感情がぐずぐずに溶け合ったものが、ユトの胸の内に渦を巻きはじめていた。

　ウサギは無論、そんなことには気づかない。彼はしばらくユトに微笑ほほえみを向けていたが、やがてふとその目をユトの後方に向けると、唐突に「あ」という小さな声を漏らした。つられて振り返ると、ふよふよと空中を進みつづけたハインケルが、足場の付近に着陸させてあるノウマンズヒルにぶつかるところだった。

　ウサギはしばらく、思案顔でその光景を観察していたが、やがてふと気づいたようにユトに視線を戻した。

「対電子支援ＥＳＭユニット──ああ、そうか、私が見つけたばかりだった。ユト、きみが持ってきてくれたのか？　深層反響装置を」

「──え、と」

「作動も、させてくれたのか。──ありがとう。私たちが帰ってくることができたのは、ユトのおかげだ。ユトが、指針を作ってくれたんだ」

　さっぱりわからない。わかるのはただ、目の前にウサギがいるという、その一事だけだ。

　そう。

　ウサギがいる。あれほど追いかけて、カタリナの言葉の真偽を質ただそうと思って、最終的には航バ路スに入ってしまって大鳴動グランドゼロに襲われて、行方ゆくえどころか生死すら不明になっていたはずのウサギが、なんの心配も不安もない表情でユトに微笑みかけているのだ。

　心の中でぐずぐずになっていた、感情の元素とでも言うべきものが、冷えながら明確な形になっていく。

　それは、半ば八つ当たりに近い、怒りの形だ。

　緩んだウサギの横っ面に平手打ちを叩たたきつけ、よろめいた腹へ左の一撃、くの字に折れた身体からだを突き飛ばして、尻しりもちをついたところで抱きついた。明らかにウサギが混乱する気配に少しだけ溜りゆう飲いんが下がり、その反動で張り詰めていた線が一気に切れた。

　ぼろぼろと涙を零こぼしながら、ユトは大声で叫ぶ。

「ばかばかばかばか、ウサギのばかあっ！　あたしがっ、あたしがどれだけ──!!」

　それ以上は言葉にならなかった。ウサギはただ、驚いたような表情で引っぱたかれた頰ほおをさすっている。その顔に、やがてすまなそうな表情が浮かんだ。ウサギは澄んだ目でユトを見下ろしながら、ぽつりと、

「……ごめん」

　ごめんで済むものか。ウサギが悪いわけではない。カタリナのせいでも、アイリーンの責任でもないと思う。そのことはよくわかっている。だが、それでも、はけ口というものは必要だった。行き場なく荒れ狂う感情をどこかにぶつけないと、どうにかなってしまいそうだった。

　ウサギの手が静かにユトの背中に回される。それを感じながら、ユトはいっそう強くウサギの胸に顔を押しつけて、わあわあと声をあげながら、ただ泣きつづけた。
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　いがみ合う二人のワイズ・アイズを引き剝はがすのは、勇気を必要としたが、それほど難しいことではなかった。ユトとウサギが一緒になって仲裁に入ると、二人は驚くほどあっさりと喧けん嘩かをやめて、揃そろって気まずそうな表情を浮かべた。どうやら自分たちの諍いさかいにユトとウサギを巻き込んでしまったことを、彼女たちなりに反省しているらしい。アイリーンはともかく、カタリナまでもがそんな反応を示したことが、ユトには意外だった。

「とりあえず」

　まるで何事もなかったかのような静かな笑みを浮かべながら、ウサギは二人の黒い瞳ひとみを交互に見て、言った。

「管制塔に戻りたいのですが」

　──そんなわけでユトは今、ノウマンズヒルのラウンジの船窓から、かなりの速度で流れていく外の光景を目にしている。

　疲れていた。『行き』にあれだけ気を張り詰めていた反動だろうか、『帰り』の今は、泥のような疲れが身体からだの芯しんにこびりついている。いっそのことひと眠りしてしまいたいが──そういうわけにも、いかなかった。

　横目でちらりと、ラウンジ中央の円形テーブルを見る。

　ウサギが座っている。テーブルの上に置いた黒い箱──深層反響装置の表面を、その白い手で撫なで回していた。ウサギが操作したのだろうか、ユトが持ち込んだときと同じように、装置の大きさは両手で持てる程度の大きさにまで縮んでいた。黒い表面の上で踊る白い指先をぼんやり見つめながら、どうしよう、とユトは思う。

　確かめなければいけない。あのときの、カタリナの言葉を。

　今の生活から抜け出るというのは、一体、どういう意味なのか。

　ブン、と黒い箱が振動し、ユトは小さく息を吞のむ。黒い箱の内部に、映像が映し出されているのが見えた。あの大きさでも起動できるんだ──とユトは思い、次の瞬間、なぜウサギが操作の方法を知っているのだろう、という疑問が浮かび上がってきた。ノウマンズヒルに乗り込んでから、ユトとウサギは言葉らしい言葉を交わしていない。それなのに、なぜ──

「……ユト？」

　突然響いたウサギの声に、ユトの背筋が伸びた。手元にばかり集中していたため、ウサギが自分に視線を向けていたことに、まったく気づいていなかった。ユトは繕つくろうような笑みを浮かべて、ウサギの声に答えた。

「えっと、その箱のことなんだけど──」

「これか？　ユトが起動してくれたんだろう？」

「……うん、多分」

　あやふやなその答えに、ウサギは楽しそうに笑った。箱の上に視線を戻し、

「これは深層反響装置といって、ある種類の『波』を発信し、その反響によって事物の位置や距離や形を計測する装置なんだ。通常の探査装置と違うのは、深層──ある程度の『深み』にまで波が届くということ。今回の場合は、発信された私たちにまで波は届いていたようだけれど、この装置が反射波を拾うまでには至らなかったようだ。でも、それで充分だった。ハインケルさんの対電子支援ＥＳＭユニットは優秀だったから。反射波も出ないような微弱な波でも、発信源の方向を特定することができたんだ」

「…………ああ、そう」

　わけがわからない。ユトは不思議そうな顔でウサギのことを見つめた。いくつもの疑問が渦を巻き、その中でもっとも大きく、また根源的な疑問が、胸の中でゆっくりと膨らんでいった。

　──なんでそんなこと、知ってるの？

　そう言おうとして口を開きかけ──やっぱり止やめた。かすれた吐息だけを漏らし、ユトはきゅっと唇を引き結ぶ。聞きたくない、という思いが、不意に心の中に芽生えてきたからだった。

　ウサギは機エ構ン技ジ術ニ者アであるらしい。となれば、あの装置の使い方を知っていても不思議ではない。しかしそれは、機構技術者としてのウサギの知識が元に戻っていたら、という前提の上で成り立っていることだ。

　なぜあの装置の使い方を知っていたのか。そう尋ねたときに、ウサギが「なにもかも思い出したからだ」と答えたら、一体、自分は、どういう反応を返せばいいのだろうか。

　記憶を取り戻したら、ウサギはいなくなってしまう。自分の故郷のことを思い出せば、彼はコート島から去り、そこに戻っていってしまう。その事実が今さらのようにユトの胸に圧おしかかり、ユトの口を塞ふさいだ。

　口に出さなければ、その事実が消えてくれるというわけではない。しかし、自分からそのことを確認するのは、どうしようもなく怖かった。自分の言葉がウサギとの別れの引き金になるのだと思うと、たちまちのうちに舌が凍りつき、その疑問はおろか、確かめようと思っていた「今の生活を抜け出す」というカタリナの言葉さえも、おくびにも出せなくなってしまうのだった。

　ウサギはわずかに目を細めたまま、ただじっと箱を弄いじっているばかりで、ユトの気持ちに気づく素振りは微み塵じんも見せない。いつもそうだ、と少しだけ不満に思う。やきもきするのは自分だけで、ウサギはいつも超然と構えている。そのことがなんとなく腹立たしくなって、ユトはウサギの横顔から再び船窓へと視線を戻した。
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　管制塔に戻れば、ウサギと話し合いの場を持つことになる──そんなユトの不安とも期待ともつかない思惑は、しかし、結局実現することはなかった。

　なにしろ、大鳴動グランドゼロが起きたのだ。

　それも、中七日という記録的なタームの短さで、である。

　一週間前の大鳴動の処理すら完全にできていないところに襲いかかった二回目の大鳴動は、一時的にしろ、管制塔を完全に麻ま痺ひさせてしまった。そこから迅速な復旧を見せたのは、管制塔所長カルガランの強力なリーダーシップゆえだろう。カルガランの指揮により、襲撃の混乱はそのまま戦闘の慌ただしさへと姿を変え、ユトとウサギが管制塔に足を踏み入れたころには、そこは中央管理室から食堂まで、すべての場所に怒号が飛び交う修羅場と化していた。

　その中にあって、ユトとウサギがいつまでも一緒にいられるはずがなかった。記憶を失っているとはいえ、ウサギは機エ構ン技ジ術ニ者アなのだから。カルガランと出会った瞬間にウサギは管制機構へと連れ去られ、二人は再び離れ離れになった。が、そのことを悲しむ時間は、ユトには与えられていなかった。総動員態勢となった管制塔が、事態の収拾のために管制官も管制官見習いも肩書きの区別なしに酷使しはじめたからだった。

　航バ路スの遮断、拠港ボートの閉鎖、拠港付近への避難勧告、島政府への連絡、食料の配給、散らかったデスクの片付け、などなど──大波に巻き込まれる木の葉の如ごとくに、ユトはその混乱に巻き込まれて、余計なことを考える暇もないほどにこき使われまくった。

　昼過ぎに起きた大鳴動への対策がひと段落したのは、日が落ち、月が昇り、夕ゆう闇やみが辺りを包んでからのことだった。憔しよう悴すいしきったアフマドが「お疲れさま」と言った瞬間、これまた憔悴しきっていたユトは、気が抜けた拍子にその場に崩れ落ちそうになってしまった。ともすれば折れかねない膝ひざを必死で叱しつ咤たしながら、ユトは必死の思いで仮眠室まで這はいずっていき、空いているベッドに身を投げ出した。柔らかなベッドの感触が頰ほおに伝わった次の瞬間には、ユトの意識は跡形もなく霧散していた。

　夢を見た。

　兎うさぎの夢だった。

　小さくて、真っ白で、赤い瞳ひとみを持つその兎は、鼻をひくひくさせながらユトのことを見上げていた。ユトはなぜか正座で、なぜか緊張しながら兎のことを見下ろしていた。

　その兎は、小動物に特有の忙せわしなさを少しも持っていなかった。山のように泰然としながら、背筋をぴんと伸ばしてユトのことを見つめている。ユトはその赤い瞳から目をそらさずに、じっとそれを見返しつづけていた。少しだけ緊張していたが、決して不快な気分ではなかった。

　兎が近づいてくる。毛先ほどにも怖おじる様子は見当たらない。それだけのことになんだかすごく嬉うれしくなり、ユトは微笑ほほえみながら兎に手を伸ばしかけ、

　地面がぐらりと揺れた。

　正座していたものの、体勢が崩れた。横にころりと転がってしまう。不思議と痛みはなく、しかし視界から兎の姿が消えたことに、一抹の不安を覚えた。慌てて起き上がって周囲を見回してみると、不安が的中した。どこにも兎の姿は見当たらない。ふと視線を落とせば、地面に長々と走る巨大な地割れ──ユトは半ばパニックになり、その地割れを覗のぞき込んで、涙を流しながら兎のことを呼んだ。

　いくら叫んでも、音ひとつ返ってはこない。声を嗄からしたユトは、その場にへたり込んだ。歯を食いしばって涙を流しているユトの肩に、ふと、触れるものがあった。驚いて視線を向けると、ユトの肩の上に、何事もなかったように落ち着き払った兎の姿があった。

　怒った。殴った。兎は耳を伏せ、すまなそうにユトのことを見上げていた。別に兎に非があるわけではない。ただの八つ当たりであるということは、自分が一番よくわかっている。それでも、そうせずにはいられなかった。なぜなら──

　ユトは、その兎のことが好きだからだ。離れたくない、ずっと一緒にいたいと思うようになるほどに。

　ゆっくりと手を伸ばす。兎の赤い瞳は、なにを考えているのかよくわからない。それでも、決して彼は自分のことを嫌ってはいないだろう。このまま──手を伸ばして、彼の身体からだを摑つかんで、そうして離れないようにしてしまえば、それで事は済む。地割れに吞のまれることもないだろうし、ふっと自分の前からいなくなってしまうこともない。

　そうすべきだ、と思った。

　そうしてしまえ、という声も聞こえた。

　それでも──

　ユトは兎うさぎの白い毛皮を摑つかめない。怯おびえたように指を丸め、手を引っ込めてしまう。兎は相変わらず、不思議そうにユトの顔を見上げている。

　どうすればいいのよ。

　視線に耐えられなくなってユトがそう言うと、兎はひたりと視線を据えたまま、答えた。

　ユトはどうしたいんだ？

　そんなふうに答えられても、困る。言葉にするのは簡単だ。一緒にいたい、傍そばにいたい。ほんのそれだけのことを実行に移すのが、とんでもなく難しい。──いや、違う、難しいわけではない。その気になってさえしまえば、兎を引きつけて、ずっと一緒にいるということは、とんでもなく簡単なことなのだろう。

　しかし──

　それが正しいことかどうかというのは、また、別の問題なのだった。
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　誰だれかのいびきで目を覚まして、ユトはむっくりと身体からだを起き上がらせた。身体の芯しんにはまだ疲労の影が残っていたが、二度寝の誘惑に負けてしまうほど濃いものではない。寝ぼけまなこを擦こすりながら周囲に視線を巡らせる。

　まだ明けきらない朝の青い光が窓から差し込み、幾人もの陰影を仮眠室の中に作り出していた。大勢の人間が寝ている場所に特有の、寝息といびきの交錯する音が部屋の中には満ちている。ユトは隣に転がっているいびきのうるさい人を起こさないようにと、細心の注意を払いながらベッドから降り立ち、仮眠室のドアを開けた。

　と、開けたドアのすぐ向こう側に、アフマドが立ち尽くしていた。彼もちょうど仮眠室に入るところだったのか、ドアノブの位置に手を伸ばしたまま、目をぱちくりさせてユトのことを見つめている。あ──と息を漏らして、ユトは素早く仮眠室から出て、アフマドが部屋に入るスペースを作った。

　しかし、どうやらアフマドが用があるのは仮眠室ではなく、ユト当人のようだった。

「おはようございます。顔を洗う前に、少し来てもらっていいですか？　話があります」

「え？　──ええ、別にいいですけど──なんですか？　一体」

　アフマドはちらりと後ろを振り返る。つられてそちらに視線を向けると、壁に寄りかかってこちらを見つめているカルガランと──ウサギの姿が目に入った。

　なんとなく、嫌な予感がした。

「話というのは、昨日の大鳴動グランドゼロのことです。これはまだ島政府にも伝えていないことなのですが──実は、昨日の大鳴動によって、新たな接続が浮かび上がってきました。二層以降からのもののようです」

　予感が胸に尾を引いたまま、ユトはアフマドに視線を戻した。頭の中に、大鳴動に関する知識が半ば自動的に浮かび上がってくる。大鳴動が引き起こすもっとも怖おそろしい弊害とは、他世界へ通行するために必要な接続信号が失われてしまうことにある。しかし──と、ユトは思考を続ける。その信号は、永遠に失われるというわけでは、ないのだ。

　カルガランが壁に寄りかかりながら、ユトを見据えて言った。

「恐らくは、大昔に沈んだ接続のひとつだろうな。コート島の歴史は数百年に及ぶ。そのあいだ、百回近くの大鳴動グランドゼロにコート島は晒さらされてきた。その歴史の過程のうちに沈んじまった接続信号のひとつが、今回の大鳴動によって浮かび上がってきたんだ。これまでにもそういう例はいくつかあった」

「……それが？」

　自分たちに、どういう関係があるのだろう。カルガランの後ろに佇たたずむウサギをちらりと見て、ユトはそう思う。カルガランは腕を組み、言葉を続けた。

「新しい接続が見つかったときの慣例として、こっちからも連絡員を派遣したんだが──どうも妙なんだ。そいつらの話じゃ、その破片世界ピースには、誰だれもいなかったらしい。まったく人影が見当たらなかったんだと。調査を続けようにも、あまりの寒さに引き返してきちまったらしい。ったく、最近の若い奴やつらは根性がねえな」

　ユトは眉まゆをひそめた。誰もいない世界──という言葉に、イメージが湧わき上がってくる。誰もいない家、誰もいない商店、誰もいない町並み。物音ひとつ聞こえない世界の中を、ただ風の吹く音だけが満たしている──その光景を想像するだけで、二の腕に鳥肌が立つような寒々しさを覚えた。自らの身体からだを抱きすくめ、ユトは問う。

「そんな──そんなことって、あるんですか？」

「それを確かめに、これから俺おれとアフマドでその破片世界へ向かうつもりだ。実際に人がいないのか、それともなにかの悪い冗談なのか。少なくとも航バ路スを確立できたんだから、管制塔には誰かいると思うんだが──調査を確実なものにするために、ウサギを連れていくことになった」

　ユトは思わずウサギを見る。ウサギはいつもの通りの真っ白な表情で、ユトのことを静かに見返していた。

「ウサギの了承はすでに得ている。それで、だ。事実上、ウサギの保護者の立場にあるお前にも、一応このことを教えておこうと思ってな。お前も一緒に来るか？　俺たちとしては、調査要員は何人いても構わんのだが」

　不吉な胸騒ぎが、ユトの中で大きくなっていく。それがなにを意味するのか、自分にもわからなかった。ただ、ウサギの──なにかを諦あきらめたような顔が、気に入らなかった。

「──ユト、どうするのですか？　私たちと共に、その世界の調査に向かうのですか？」

　ウサギの顔をじっと見据えたまま、ユトははっきりと、アフマドの言葉に頷うなずいた。
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　防寒具を用意して、四人は島間鉄道を利用して東の拠港ボートへと向かった。大鳴動グランドゼロから一日経たった現在、航バ路スは運行停止状態にあったが、カルガラン一行の調査のために一時的にその新世界との接続は開きつづけているらしい。と、東の拠港へ上るための足場にたどり着いたユトたちは、そこに待ち構えていた二人の女性の姿を見て、目を丸くした。

「アイリーンさん──カタリナさんまで。なんでこんなところに」

「俺おれが呼んだ。向こうじゃなにがあるかわからんからな、護衛代わりだ」

　まあ、確かに。誰だれもいない世界へ行こうというのだ、それなりの用心は必要だろうし、ワイズ・アイズ以上に頼りになる人間はこの島にはひとりもいないだろう。が、

「……なんで二人なんですか？」

　その言葉にカタリナが反応した。くい、と眼鏡めがねを直し、冷ややかにアイリーンのことを見据えると、彼女はカルガランに厳しい声を向けた。

「その通りです、カルガラン。私ひとりで充分でしょうに、なぜこの女まで呼んだのですか？」

　カルガランはあくまでも冷静に答える。

「これから行く先は、雪と氷の世界だ。だから、アイリーンのノウマンズヒルが欲しかったんだよ。管制塔を探すのに、寒い中をうろうろするのは骨だからな。ノウマンズヒルなら上空から探せば一発だし、そのあいだ、俺らもノウマンズヒルの中で休んでいられる」

　アイリーンは腕を組み、鷹おう揚ように頷うなずいた。かと思えば刺すような視線をカタリナに向け、

「あたしはこの魔女がいることのほうが信じられないね。一体なんの役に立つっていうんだい、こいつが？」

「カタリナは優秀な機エ構ン技ジ術ニ者アだ。また、アマチュアではあるが、管制技術も少しは持っている。向こうの管制塔を調べる際に役に立つと思って声をかけた。──別に、いいぜ？　どうしてもイヤだっていうんなら、無理してついてこなくてもいい。わざわざ足労願って悪いが、どちらか片方だけでも、俺は一向に構わん」

　その言葉に、アイリーンとカタリナは、互いに測るような目を向けあった。視線が交錯したのはほんの一瞬、二人のワイズ・アイズは同時にカルガランのことを見て、同時に口を開いた。

「行くわよ」「行きますよ」

　アイリーンが召喚したノウマンズヒルに乗り込み、一路拠港内部へと向かう。黒く口を開けた拠港の内部に進入すると、船窓から見える光景は暗くら闇やみだけになってしまった。

　静かに、音もなく、ノウマンズヒルは航路を進んでいく。誰ひとり言葉を発しないためか、耳に痛いほどの静寂がラウンジの内部に満ちていた。ユトの脳裏に、ふと、今大鳴動が起きたら──という、妄想に近い考えが浮かんだ。ただそれだけのことで、ユトの二の腕に鳥肌が立つ。航路航行中の大鳴動は、すなわち逃れ難がたい死を意味する。ウサギたちが助かったのは、幸運に幸運が重なったからに過ぎない。今さらのようにそのことを思い出して、ユトはひとり身震いをした。

「──出口が見えたわ。船内の重力を切るから、なにかに摑つかまってて」

　アイリーンの言葉が聞こえ、めいめい、バーカウンターや柱に摑まった。しばらくしてから、それまで船内にかかっていた下方向の重力が消え、内臓が浮き上がるような気持ち悪さがユトの身体からだを包んだ。

　合力魔法フアンクシヨンは、物理的な『力』を操る魔法だ。恐らくこうやって船内の重力を消すことによって、拠港ポートから出るときの重力の差異を無効化するつもりなのだろう。仮に出た先の拠港が下方向──つまり、地面に口を開いていたとしたら、ノウマンズヒルがその世界に入った瞬間、中にいるユトたちは船尾に向かって『落っこちて』しまうからだ。

　拠港をくぐり抜けると、白い光が船窓から差し込んできた。窓の外に見える光景は、やはり『横倒し』になった町並みだ。再びアイリーンの警告が響き、完全に破片世界ピースの中に進入したノウマンズヒルは、ゆっくりとその船体を縦方向に回転させはじめた。船内にいるユトたちにとっては、ラウンジ自体が回転しているように感じられる。

「これでよし、と。重力回復させるよ。体勢戻して」

　アイリーンの言葉に従って、ユトは床に膝ひざをついた。しばらくして、ずしりとした重みがユトの身体に戻ってきた。ユトは立ち上がり、改めて窓の外を観察した。

　一面、白い雪に包まれていた。

「この分だと、きっと外は寒いでしょうね」

　ぽつりとカタリナがつぶやく。先遣隊の報告で、この破片世界が寒冷な気候であるということはわかっていた。防寒具はきちんと用意してきたのだが、それでも温暖なコート島に住むユトたちにとって、雪が降るほどの寒さは耐え難いものがあった。

「で？　これからどうするんだい？」

　アイリーンがカルガランに尋ねた。カルガランは尻尾しつぽを揺らめかせつつ、

「少し高度を上げて、ゆっくり旋回してくれ。管制塔を探すんだ」

「了解。ジャック、メアリ、探しておいで」

「私も行きましょう。防寒具を貸してください、アフマドさん」

　にわかに慌ただしくなってきた船内で、ユトはぽつんと立ち尽くしていた。調査に来たはいいものの──やることがなにもない。手持ち無ぶ沙さ汰たで視線をそらしたユトの目に、ふと、ウサギの姿が飛び込んできた。

　ウサギは、船窓をじっと覗のぞき込んでいた。声をかけようかと思ったが、無言の背中にただならない気配を感じて、言葉が喉のどの奥に引っ込んでしまった。ユトは自分も窓に近づいて、それとなく、ウサギの横顔を窺うかがった。

　眼下の雪ゆき景げ色しきを見下ろす、ウサギの表情には──

　懐かしさを含んだ、感傷の色が浮かんでいるように見えた。
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　ほどなくして、カタリナがこの世界の管制塔を見つけてきた。

　丘の上に建てられたその塔は、形も大きさも、すべてがコート島の管制塔と同一のものだった。とはいえ、それは驚くには値しない。この世界に限らず、フィロールでもゴコンでもカラニアでも、すべからく破片世界ピースの管制塔は同じ形をしているからだ。違うことといえば、コート島の管制塔についていたはずの採光窓が塞ふさがれていて、その代わりコート島ではあまり見ることのない『電力』を使用した光源がそこここに設置されている、ということくらいのものだった。

　その二階、こちらもコート島のそれとまったく同じ構造の仮眠室。ひと通りの調査を終えたユトは、その部屋の隅で丸くなって、擦こすり合わせた手のひらに白い息を吐きかけていた。ありったけの服を身体からだの上に巻きつけてきたというのに、それでも寒さの侵食を食い止めることができない。とんでもないところに来ちゃったな、と思っているユトに、ふとアイリーンが囁ささやきかけた。

「大丈夫、ユトちゃん？　やっぱりあたしが火を召喚して──」

　ユトは慌ててそれを制止する。

「や、やめてくださいよ、アイリーンさん。カタリナさんも言ってたでしょ、こんな狭いところで火なんか起こしたら、あっという間に窒息しちゃうって」

　アイリーンは子供のように唇を尖とがらせ、

「なによ、ユトちゃんもあいつの味方するの？　あたしの味方は、ユトちゃんとウサギちゃんだけだと思ってたのに」

「あの、いえ、そういうわけじゃないですけど──でも、まだ死にたくないし」

「その通りです、ユトさん。その女の言うことになど、耳を貸してはいけません」

　響いた声は部屋の隅、二段ベッドの脇わきに正座しながら、カタリナは臆おく面めんもなくそう言ってのけた。途端にアイリーンが色めき立ったが、ユトが険しい顔でにらむと渋々ながらも怒気を納めた。どうやら昨日の追いかけっこの責任を少しは感じているらしい。ユトはカタリナに視線を移すと、少し厳しい声で言った。

「カタリナさんも。仲良くしろとは言いませんけど、そういう言い方はやめてください」

　カタリナは驚いたように目を見開いた。まっすぐなユトの視線から、ごまかすように視線を外す。初対面のときの人を人とも思わぬ態度に比べれば天と地ほどの違いがあった。カタリナもアイリーンと同じく、自分たちの諍いさかいにウサギを巻き込んでしまったという負い目を感じているのだろうか。

　アフマドとカルガランは、二段ベッドに腰かけながら、書類を前にして何事かを話し合っていた。二人ともユトと同じく着き膨ぶくれしている。とはいえカルガランのほうは、あまり寒くないかもしれない。毛皮に包まれたキャットマンならば、この寒さも大したことはないのだろう。多分。

　と、そんな種族差別的な考えを見透かすように、不意にカルガランがユトのことを見た。ぎくりと身をすくませた彼女のことを、猫特有の強い目で見ながら、カルガランは言う。

「おいユト、ウサギはまだか？　そろそろ話を始めたいんだが」

「あ、はい。なんかちょっと気になることがあるからって言って、中央管制室で別れたんですけど──もう一度、呼んできましょうか？」

　が、その必要はなかった。カルガランが答えるよりも先に仮眠室の扉が開き、そこからウサギが顔を覗のぞかせたからだ。いつもと同じ静かな笑みで、ウサギは頭を下げた。

「申し訳ありません、遅れてしまいました」

「挨あい拶さつなんてどうでもいい。適当なところに座れ、すぐに話を始めるぞ。ただでさえここは尋常じゃなく寒いんだから」

　あ、やっぱり寒かったんだ、とちらりと上げたユトの目に、ウサギの不可思議な微笑ほほえみが飛び込んできた。なぜだか慌てて、ユトは目をそらす。

「それなら──もう少し待っててください」

「……なに？」

　眉まゆ根ねを寄せたカルガランの前を通過して、ウサギは部屋の中央に置いてある、円柱形のオブジェのそばに歩み寄った。よくよく見ればその右手にタンクのようなものを持っている。なにをするんだろう──というユトの視線を背中に受けながら、ウサギは慣れきった手つきで円柱を開けて、タンクをその中に入れた。驚きに息を吞のむユトの目の前で、ウサギはなんでもないことのように、ただの箱と思っていたその装置を起動させた。

「暖まるまで、少し時間がかかるけど」

　低い唸うなりを立てて動き出した装置に手を載せ、ウサギは申し訳なさそうにそう言う。ユトも、アイリーンも、カタリナも、カルガランも、アフマドも。その顔を、なにも言わずに見つめている。

　やがて──アイリーンが、五人を代表して尋ねた。

「ウサギ、ちゃん。その──」

　装置を指した人差し指を、言いあぐねるようにくるくると回し、

「──今の、操作って、もしかして」

　ウサギは微笑んだまま、ゆっくりと首を振った。

「いや、記憶が戻ったわけじゃない。でも──なんだろう、なぜか覚えているんだ。この装置の使い方を」

「……そう」

　ぽつりとだけ、アイリーンは言った。それきり腕を組んで、思考の中に沈んでいく。誰だれも、なにも言わない。ただ遠くに聞こえる吹雪ふぶきの音と、装置の発する低い唸うなり声だけが、仮眠室を支配している。

　部屋の隅でじっとしているユトの隣に、ウサギが腰を下ろした。なんとなく顔を見るのが辛くて、ユトは目を落とした。じわじわと暖かくなっていく室内、その大おお本もとである装置に胡う散さん臭そうな目を向けてから、カルガランは書類をぱしんと叩たたいた。

「それでは説明を開始する。まずこの世界になぜ誰もいないのかということだが──それは、わからん」

　カタリナが装置に手をかざしながら、呆あきれたように、

「……それじゃあなんのために来たんですか」

「仕方ねえだろ資料がなかったんだから。管制官もひとりもいやがらねえし、管制塔の機能は残っているようだが──どうも大鳴動グランドゼロの衝撃で、偶然接続が繫つながっただけらしいな」

「偶然、ね」

　馬ば鹿かにするようにカタリナは言う。それを無視して、カルガランは言葉を続けた。

「この世界の名前はヒムロネ。ヤマ界域エリアに属する世界で、これといった特産品はない──いや、ひとつ挙げるとするなら、機械の修理や開発を主に行っていた世界らしい」

　その言葉が、ひとつひとつユトの胸に突き刺さった。カタリナもアイリーンも、カルガランが言ったことの意味に気づいたのだろう。驚いたような表情で、カルガランを──そしてウサギのことを見ていた。

　カルガランは無表情を崩さずに言う。

「日記や連絡書類の日付から読み取る限り、ここから人がいなくなったのはそう昔の話ではないようだ。ただ、具体的にいつか、と聞かれてもわからないし、そもそもなぜ人がいなくなってしまったかという説明もなされていない。ある日突然、ふっつりと姿を消したとしか言いようがない」

　腕を組んでいたアイリーンが顔を上げた。推測の口調、

「なんらかの災害が起きて、住人がどこかに避難したのでしょうか？」

「それなら建物のひとつやふたつ壊れていてもいいはずだ。が、そんな形跡はどこにもない。管制塔事務室だってきれいなもんさ。もちろん調べたのは管制塔の内部だけだし、街のどこかにはひとつくらいおかしな形跡が残されているのかもしれないが──それを調べているだけの時間は、ないな」

　カタリナがちらりとカルガランを見上げる。

「ほんの少しも？」

「ああ。調査を続けたいのは俺おれも同じだが、なにしろ人っ子ひとりいないのでは、な。所長の俺がいつまでも管制塔を空けておくわけにもいかん」

　カタリナは小さく肩をすくめて、カルガランから視線を外した。カルガランは部屋にいる全員に向かって、朗々とした声で言った。

「管制塔所長としての公式見解は、この世界は放棄する、これだけだ。俺たちが言うのもおかしな話かもしれないが、基本的に世界間の接続が双方の管制塔による操作によってしか為なされないことを考えれば、放棄せざるをえない。なぜ誰だれもいないのか、気になるところではあるがな。──なにか質問は？」

　カルガランは部屋の中を見渡す。ユト、アイリーン、カタリナ、アフマド──最後にウサギに視線を留めて、確認するような口調で、

「ウサギ。それでいいな？」

　ぎくり、とユトの心臓が鳴った。顔が熱くなる。なぜウサギにそんなことを聞くのか、放っておいてさっさと帰ってしまえばいいではないか。そんな思いが胸をついた。

　恐る恐る、ユトはウサギの横顔を見る。──そこにあるのは、いつもと同じ、無表情だ。赤い視線をひたと上げて、ウサギはカルガランに問う。

「資料に残されていたのは、それだけですか？」

「……なに？」

「他の、なにか、そう、たとえば──」

　そこで言葉を切り、答えを探すように視線を宙にさ迷わせる。

　それからウサギは、ぽつりと言った。

「──権限者に関することとか」

　カルガランは黙り込む。頰ほおひげがぴくりと動くのが見えた。ウサギにも同じものが見えたのだろう、彼は首をかしげて言葉を重ねた。

「あったんですね？」

「……ああ。確かに、あった。そういった文言が。今この場には関係ないだろうと思って言わずにおいたんだが」

「よろしければ、見せてくれませんか？　その書類を」

　カルガランは無言で書類を渡す。ゆっくりとそれをめくっているウサギに、確かめるような口調で、

「ウサギ。どういうことだ。さっきからずっと思ってたんだが、お前──この世界のことを知っているんだな？　このヒムロネのことを」

　それは、多分、この場にいる誰もが抱えていた疑問だった。誰からともなく、ウサギに視線を向ける。ウサギは赤い目を書類から上げて、カルガランの言葉に答えた。

「あるいは──そうなのかもしれません」

　カルガランは鼻を鳴らし、

「またその言い草か。思わせぶりだな」

　ウサギはちょっと笑い、

「記憶がないのだから仕方がないでしょう。けど、確かにこの世界には──なにか、感じるものがあります。頭の内側が、引っかかれる感覚」

　ゆっくりと、ウサギは両手を握り締め、そこに視線を落とした。

「あるいはそうなのだろう、という言い方は、確証がないからです。状況だけを見て言えば、まず間違いなく、ここが私の故郷でしょうね」

　ウサギの故郷。その言葉がうそ寒く、ユトの耳に響いた。

　こんな──なにもなく、ただ吹雪ふぶきの吹くばかりの、寒々しい世界が？

　ユトの問いが聞こえたように、ウサギはちらりと彼女のことを見た。赤い瞳ひとみに潜ひそむ悲しげな色に、ユトの胸が嫌な感じの鼓動を漏らした。ユトのことを見つめながら、ウサギはともすれば聞き取れないほど小さな声で、

「だから──」

「だから、ここに残ろうっていうのか？」

　カルガランがウサギの言葉を遮って言った。その顔には、どんな色も浮かんでいない。ただ確認するだけの、事務的な表情だった。ウサギはカルガランに頷うなずきを返し、

「そうしようと思っています。少なくとも私は、ここのことを知っている。私の記憶の手がかりがここにあることは、間違いありませんから」

「ふざけないで」

　静かな怒りに満ちた声が、仮眠室に響いた。ウサギは視線を巡らせて、声の主、腕を組んでいつの間にか立ち上がっていたアイリーンのことを見る。いつになく硬い表情を浮かべながら、アイリーンは吐き捨てるように言った。

「こんなところに残って、どうしようっていうのよ。なにもない、誰だれもいないこんな世界に。はっきり言いましょうか。ここは死の世界よ。住人に見捨てられた、ただ廃はい墟きよと静寂があるだけの、滅びたあとの世界。仮にここがあなたの故郷で、残ったことで記憶を取り戻したのだとしても──それがなんになるの？　誰もいないところで、ひとりで記憶を取り戻したって、なんにもならないじゃない」

「……その通りです、ウサギさん」

　座り込んだまま、カタリナも言った。ハインケルを握る右手から青い光が放たれている。

「あなたは私に約束したはずです。あなたの記憶を取り戻したあかつきには、その知識を私に教えてくれるのだと。その約束を果たさないまま、こんな場所に残るというのは承諾できません。──力ずくでも」

「それを阻止する、と？」

　確認するようなウサギの言葉に、応こたえたのはアイリーンだった。

「辞さないわ。ユトちゃんのためにもね」

　ユトはうつむく。視線を感じたひと呼吸、反動をつけて立ち上がり、その場にいるすべての人間に視線を向けた。それからユトは、泣きそうな表情と声で、ぽつりとつぶやいた。

「──と」

　声がかすれ、言葉を為なさない。静かに、ユトは手を持ち上げて、隣にいるウサギの防寒服の裾すそを、ちょこんと握った。

　白くて柔らかなその感触に、勇気を振り絞り、ユトはもう一度繰り返した。

「ウサギと──話が、したいです。二人きりで」
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　寒い。

　こつこつと足音の響く廊下は、肺はい腑ふの奥まで凍りついてしまいそうな冷たい空気に満ちていた。頭上に輝く電球は、かろうじてこの管制塔が暗くら闇やみに沈むのを防いではいたが、暖かな光までは投げかけてはくれなかった。

　それは、太陽の下で育ったユトにとっては、あまりに弱々しく、寒々しい光だった。こんな光のほうなら、コート島の闇のほうがまだ暖かい。そう──

　こんな世界よりも、コート島のほうが、ずっとずっと過ごしやすくて、幸せな世界のはずだ。

　そう思って、ユトはウサギを振り返る。長い通路の途中、ユトの背中を追いながら静かに歩いているウサギのことを。彼は振り向いたユトの視線を捉とらえて、小さな声で言った。

「……なんとなく、見当はついているよ。ユトの、話というものに」

　ぽん、と、ユトの朱色の髪に手を載せた。くしゃくしゃと撫なで回す。優しい笑顔をその手越しに見上げながら、ユトは不意に泣きそうになった。それを見られるのが嫌で、視線を足元に落とす。小さく、搾しぼり出すような声で、

「……なんで？」

　答えたウサギの声も、小さかった。

「言っていただろう。ユトも。両親と話し合ったと。一晩中話し合って、その末に決めたことだと」

　息を吐く音、そのあとに、諦あきらめたようにウサギは言う。

「仕方ないさ。ここが私の──故郷なんだから」

「──違う!!」

　ウサギの手を撥はね除のける。驚いたようなウサギの赤い瞳ひとみ、それを真正面に捉えて、ユトは喧けん嘩かを売るような粗暴さでウサギに摑つかみかかった。

「全然違うよ！　あたしはちゃんとお父さんとお母さんに説明した！　二人に納得してもらって、あたしも納得して──その上で別れたんだ！　ウサギが今しようとしていることとは、全然違う!!」

「──それなら」

　ユトの勢いに押されて、通路の壁際に寄りかかりながら、ウサギは言った。

「説明すれば、ユトは納得してくれるのか？」

　ぐっ、と喉のどが詰まる。ある意味で、それはもっともユトの恐れていた言葉だ。このままなにも言わず、アイリーンやカタリナにお願いして、無理矢理ウサギを連れ帰ってしまえたらどんなに楽だろう。案外ウサギも、笑って許してくれるのではないだろうか。だって、そうではないか。こんな場所で、ひとり寂しく暮らすよりも、コート島で自分たちと笑い合いながら暮らしたほうが、ずっとずっと──

　その願いを、ユトは吞のみ込んだ。低い声で、彼女は言う。

「──聞いてから、考える」

　ウサギが頷うなずく気配が、頭越しに伝わってきた。ゆっくりと、ウサギは話しはじめる。

「カタリナさんに言われたのがきっかけだった。でも、よくよく考えてみれば、確かにそうだとも思えたんだ。──今の生活を続けていれば、きっと私は記憶を取り戻せなくなってしまうと」

　見上げたユトの視線を捉とらえ、ウサギはにこりと微笑ほほえむ。

「ユトが悪いんじゃない。ユトは、なんの縁もない私のことを、親身になって心配して、面倒を見てくれた。だから──逆に、もっと居たいと思うようになったんだ。ユトの傍そばに」

「いればいいじゃない」

　裂かれるような声で、ユトは呻うめいた。

「いつまでも、好きなだけいれば。いいよ、あたしは。ううん、むしろ──」

　息を吞み、途切れ途切れに続ける。

「ウサギに、いてほしい。いてくれれば、嬉うれしい。できるなら、ずっと」

　ウサギは少し困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「──私も、そうしたいと思っているよ。でも、そうするわけにはいかないんだ。ユトの傍にいれば、いずれ記憶は色褪あせる。思い出も過去も失なくしたまま──それでもいいと思うようになってしまう。それだけは、受け入れられない」

「──っ、そんなのっ……」

　捨ててしまえ、そんなもの。いいではないか。自分が傍にいるのだから、それで。

　そう言いたかった。声を大きくして、叫ぶようにして。泣きながら自分がそう言えば、真実そう請うのならば、きっとウサギはその通りにしてくれるだろうという予感があった。「仕方がない」と微笑みながら、ユトの傍にいてくれる。彼ならば、そうするだろう。

　だからこそ──ユトは、死んでもその言葉を口にするわけにはいかなかった。

　ユトの両親は、それを言わなかったからだ。

　両親と別れたあの夜に、二人は一言も「来い」とは言わなかった。ただ「来てほしい」とだけ言って、あとはユトの選択に任せたのだ。

　だから、ユトも、それを言うわけにはいかなかった。その言葉は『反則』だ。相手の心の中にある自分を利用して、その場に杭くいで打ちつけるような真ま似ねだ。そんな──卑ひ怯きようなことは、絶対に、できなかった。

　でも。

　防寒服の襟を摑つかむ手に、力がこもった。ウサギの胸に額を押しつけて、ユトは言う。

「……ずるいよ、ウサギ」

　なにが。

　とは、ウサギは言わなかった。ただ、ぽつりと一言、

「ごめん」

　ユトは顔を上げる。縋すがるようなその視線を、それでもウサギはまっすぐに受け止めた。

「──許さない」

「…………」

「許して、ほしい？」

　言葉には出さず、ウサギははっきりと頷うなずく。見上げたその先の真っ白な顔を目にして、ユトの心にどす黒い衝動が湧わき上がってきた。卑怯とか、反則とか、そんな言葉に囚とらわれないほどの、わがままで、自分勝手で、しかしそれだけに、なによりも正直なユトの本音。それが、外に渦巻く吹雪ふぶきのようにユトの胸に吹き荒れた。

　──許してほしい？　本当に？　なら傍そばにいて。ずっと、いつまでも、死ぬまであたしと一緒にいて。いずれ二人が成長して、年とし頃ごろになったら結婚して、子供を作って、家庭を作って、暖かなコート島で幸せな生活を続けていればいい。もちろん記憶を取り戻すなと言っているわけじゃない。もしかしたらそんな生活を続けていても記憶を追い求める気持ちは変わらないのかもしれないし、もしかしたらその生活の中でふと記憶を取り戻すかもしれない。ウサギは難しく考えすぎだ。──それに、よしんば記憶が戻らなかったとしても──大丈夫。あたしがいる。ウサギの傍には、ずっとあたしがいてあげるから、だから、ねえ、ウサギ。それで、いいでしょ──？

　その言葉を。

　ユトは唾つばと共に吞のみ下した。嚥えん下かした胃の腑ふの奥で、凶悪なまでの勢いでその言葉が荒れ狂っている。言いたい。吐き出して、叫んでしまいたい。でも、それは、許されない。

　だからユトは蓋ふたをする。その言葉の上に、本来それが乗せられるべきはずだった口の上に、新しい言葉を紡ぎ出す。ほとんど欺ぎ瞞まんのようなその言葉は、滑こつ稽けいに吹雪の風鳴りの中に混じった。

「許してほしいなら、それなら──、やくそく、して」

　ほとんど思いつきだった。なにを『約束』するのか、それすらもユトは考えていない。ただ暴悪な自分の望みを封じるためだけに紡いだその言葉に、しかしウサギは真しん摯しな表情で首を縦に振った。

「ああ。もちろんだ、ユト。約束する」

　ユトは思わず目を見開き、

「──なにを？」

「約束だろう？　この世界に残って、すべての記憶を取り戻したときには──そのときには、必ず、ユトのところに帰る。それを約束する」

「──────」

　今度こそ、それまで溜たまっていたものがユトの中から溢あふれ出した。ぽろぽろと零こぼれていく涙を、ユトはウサギの防寒服に押しつけて拭ぬぐい取る。なにか言おうと口を開き、しゃっくりがそこから出てきて、口を閉じて、もう一度開いた唇を、ユトは笑みの形にした。

「──うん。わかった。約束ね。絶対だよ、ウサギ。破っちゃ、やだよ」

　それは、果たされるはずのない約束だった。管制官のいないこの世界で、ひとりきりのウサギが他の世界に移動できる可能性は皆無に等しい。だが、ユトはそのことを指摘しない。それが別れの言葉の代わりだと、知っているからだ。

　ウサギは涙を見せず、それでも悲しげに微笑ほほえみながら、言った。

「破らない。だからユトも、私のことを待っていてくれ。それがユトの守る、約束だ」

「うん。うん────」

　もしかしたら自分は今、生涯に関かかわる重大な決定をしてしまったのかもしれない。それでも構わなかった。その約束だけが、世界の外を越えてウサギとの繫つながりとなるのならば、惜しむものなどなにもない。ウサギの冷たい胸に鼻先を埋うずめながら、ユトはただ、静かに嗚お咽えつを漏らしていた。
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『二人きりにしてほしい、と、ユトさん言っていませんでしたっけ？』

「今からでも遅くないから、あなただけ戻しましょうか？　あの部屋に」

『──今の発言を撤回いたします。お騒がせしました』

「おい、うるせえぞ、バレんだろうが」

　ドアから顔の半分だけを覗のぞかせて、カルガランは低くつぶやいた。その後ろに身体からだを忍ばせているアイリーンが、その言葉に同意する。

「猫の言う通りよ、カタリナ。これ以上あたしをムカつかせないでくれる？」

「それはこちらの台詞せりふです、アイリーン。あなたが傍そばにいるというだけで不愉快なのに、耳みみ障ぎわりな声まで聞かせないでくれませんか？」

「……喧けん嘩か売ってんの？」

「理解力の足りない頭を持っていると苦労しますね。同情します」

　カタリナを静かに見据えながら、アイリーンはぼんやりと緑色に光る右手を、ゆっくりと上げた。カタリナは緊張を漂わせて身構える。そんな二人を、今度はアフマドが制止した。

「ですから、諍いさかいは止やめてください、お二人とも。私たちはともかく、一度ユトの機嫌を損ねているあなたたちが、さらに覗のぞき見をしていたなんてことがバレてみなさい。修復不可能なほど怒りますよ、彼女は」

　二人のワイズ・アイズは瞬時に黙り込む。と、緑の光を抑えてアイリーンの両肩に留まっていた双子の妖よう精せいが、揃そろって涙声を響かせた。

『ユトさん、かわいそう……』

『なんとかならないんですか、アイリーンさま』

　アイリーンは肩をすくめる。その上に乗ったメアリがバランスを崩し、宙に放り出された。

「無理矢理にでも、なんて言っちゃったけど──実際のところ、手の出しようがないわよね」

　それを聞いたカタリナが、ぽつりと、

「私は、ウサギさんがここに残るなんてこと、納得しません。もし本気でそうしようというのなら──魔法を使ってでもウサギさんをコート島に連れ戻します。まだ私は、ウサギさんからなんの知識も得てはいないというのに──」

『その代わり、ウサギさんの記憶にもなんの貢献もしていませんが』

「……」

　的確に図星を突いたハインケルの言葉に、カタリナはぐっと口をつぐんだ。と、それまで静観していたカルガランが、独り言のようにつぶやいた。

「なに、大丈夫だろ。これが今こん生じようの別れってわけでもないし」

　カタリナは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「でも──私たちがこの世界からいなくなれば、もう二度と、コートとヒムロネを繫つなぐことはできなくなってしまうのでしょう？　複数の管制官がいない限り、接続を取り続けるなんてことは不可能なんですし」

「ああ。だがまあ、あいつなら平気だ。なにしろあいつは権限者だしな」

「……権限者？」

　アイリーンとカタリナは、声を揃えて疑問を口にした。カルガランは二人をちらりと振り返り、

「……あれ？　説明、してなかったっけ？」

　嫌な空気がじわりと広がる。カルガランの視線を受けて、アフマドは首を横に振った。

「いえ、私も聞いていませんが」

「待て。じゃあお前ら、なにも知らなかったのか？　ウサギの正体も？」

　時間が、止まった。

「──なん、ですって？」

「ちょっと、どういうこと」

　感情を押し殺した二人のワイズ・アイズの声に、さすがのカルガランも焦りの色を見せた。二人の黒い瞳ひとみには、殺気すら漂っている。尻尾しつぼを太くしたカルガランは、彼には似つかわしくない、言い訳がましい口調で言った。

「いや、ウサギの過去に直結するものじゃないし、第一ウサギだってそのことにはとっくに気づいているみたいだったぞ。さっきも権限者がどうのとか言ってたし、それに──」

「んなこたどうでもいいのよ。それよりも、なんなのその権限者ってのは？」

　逆らわないほうが無難だと思ったのだろう。カルガランは無言で鞄かばんの中に手を突っ込むと、中から一枚の書類を出した。が、アイリーンに手渡そうとしたところで、カタリナにひったくられてしまった。アイリーンの顔が怒気を孕はらんだが、ちらりと目に飛び込んだ書類の専門的な内容は、とてもではないがアイリーンの手に負えるものではない。不服そうに唇を結んで、アイリーンはカタリナが読み上げる書類の内容に耳を傾けた。

　やがて、カタリナがその内容を読み終えると、その場にいた全員の視線が廊下の奥で抱き合っているユトとウサギに集中した。全員の顔に浮かぶ複雑な表情、その心境を代弁するように、ハインケルが言う。

『あの、そのことを、ユトさんは知ってらっしゃるのでしょうか』

　アイリーンが投げやりに答えた。

「知ってたら、あんなに泣いてないでしょうよ」

『それなら、早いところ教えてあげたほうが──あ』

　ユトとウサギの体勢が、微妙に変わった。他の文化圏の風習を知らないウサギのために、ユトは自分から積極的に動くことにしたらしい。あどけなさの残る顔を紅潮させて、ユトは目を閉じ、背伸びをして──

　美しくも切ないその光景に、やりきれない罪悪感がカルガランをはじめとする四人と二体と一機のあいだに漂った。ハインケルが、またもやぽつりとつぶやいた。

『私は機械ですから、人の心の機き微びというものがよくわからないのですが──』

　言葉を切り、考えるような間、

『──あそこまで盛り上がったあとで、その盛り上がりに水を差すような事実を教えたとしたら、その人は怒り出すと思うんですが、いかがでしょう』

「怒るわね」「怒ります」「怒るに決まってる」「ユトなら特に怒りますね」

　四人全員、異口同音に同じ意見を述べた。

　ゆらゆらと尻尾しつぼを揺らめかせ、物思いに耽ふけっていたカルガランは、やがてカタリナのことを振り返ると、念を押すような口調で言った。

「ユトには悪いが──こりゃしばらくのあいだは知らせないほうが無難だな。その書類はお前が持ってろ、カタリナ。頃ころ合あいを見計らって、そのことは俺おれからユトに知らせる。『新しい事実が明らかになった』という形でな」

　その意見に異議を差し挟むものは、誰だれひとりとしていなかった。顎あごに手を当てて廊下の奥の成り行きを見守っていたカタリナが、ふと独り言を漏らした。

「それにしても──ウサギさんは、一体なにを考えているんでしょう。この事実に気づいているのかいないのか──気づいているのだとしたら、どうしてそのことをユトさんに教えないのでしょうか？」

　カルガランは「知るか」とぶっきらぼうに答えてから、ぽつりと付け加えた。

「あいつの頭の中だけは、結局最後までよくわからなかったな」
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「それじゃ──元気で」

　ヒムロネの管制塔は、市街の中の一際高い丘の上に建っている。その丘に横付けされたノウマンズヒルの甲かん板ばんの上から、ユトはウサギを見上げて、そう言った。

　ウサギは優しく笑う。

「ああ。ユトも、身体からだに気をつけて」

「…………」

　口を開きかけ、また閉じて、ユトは言葉を探す。なにか、言うべき言葉があるような気がする。こんなときに相応ふさわしい、なにか、気の利いた言葉。それが、あるはずだった。

　なのに、見つからない。

　これで最後なのに。今、ノウマンズヒルが丘を離れてしまえば、もう二度とウサギには会えなくなる。ひとりきりのウサギが、航路を確立する術すべはないのだから。

　吹きつける雪の風が、ユトの耳たぶを真っ赤にしている。防寒具の襟をかき合わせながら、ユトは静かに目を伏せた。足元に答えが転がっているはずもなく、不意に涙が込み上げそうになったユトの頰ほおに、ふわりと冷たいものが触れた。

　顔を上げると、ウサギのいつもと変わらない、どこまでも穏やかな笑顔があった。いつの間に丘からノウマンズヒルの甲板に乗り移っていたのだろう、ウサギはユトの髪をくしゃくしゃと撫なでながら、どこまでも笑みを崩さずに言う。

「必ず、記憶を取り戻す。だからそれまで、待っていてくれ。ユト」
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　不意に。

　なんだかウサギが憎らしく思えてきた。どうして──そんな、平静な顔をしていられるのだろう。ウサギは、悲しくないのだろうか。自分ともう二度と会えなくなっても。

　その反動で怒りが込み上げてきて、ユトは固めた拳こぶしを、ぼすん、とウサギの胸に突き入れた。ウサギは少し驚いたように目を見開き、ユトはその顔をぎらりと見上げながら、それでも無理に微笑ほほえんでみせた。

「うん。わかってる。約束、だよ、ウサギ」

「ああ。約束だ」

　それが──

　結局、最後の言葉となった。

　ウサギは管制塔のある丘の上へと戻っていく。甲かん板ばんに残されたユトは、耐え切れなくなってウサギに背を向け、ラウンジの入り口へ走り出した。ウサギが大きな声でなにかを言うのが聞こえた。自分にではなく、カルガランや、アフマドや、アイリーンや、カタリナへの、別れの言葉のようだった。それすらも振り切って、ユトは甲板からラウンジの中に飛び込んだ。

　暖かく、湿った空気が、ユトの身体を包み込んだ。いくつか灯ともる暖房の炎が、外からの換気の風でゆらゆらと踊っている。その光を見つめながら、ユトは震える唇を嚙かみ締めて、涙を吞のみ下した。

　やがて──

　ひとりずつ、カルガランたちがラウンジへと戻ってきた。誰だれもがユトに視線を向けたが、声をかけようとするものは誰もいない。気まずい沈黙の中で、ゆっくりとノウマンズヒルが動き出しはじめる。

　ユトは顔を上げ、炎から視線をそらした。のろのろとした足取りで、ラウンジに取りつけられた船窓に向かう。霜に取りつかれたその窓は極度に見通しが悪く、外に吹き荒れる吹雪ふぶきとあいまって、半モール（一メートルほど）先も見渡せない。

　それでも、離れゆく丘の上に、白い影がぽつんと佇たたずんでいるのは、はっきり見えた。

　頰ほおをくっつけるようにして、ユトは窓を覗のぞき込む。防寒具の袖そでで窓をごしごしと乱暴に擦こすったが、それでも視界はそれ以上よくはならなかった。そして、ただでさえ悪い視界が、ぼんやりと滲にじみはじめていた。

　涙のその向こうで、白い影が動いた。大きく手を上げて、ゆっくりと振っている。それを見て、最後の堰せきが切れた。

　次から次へと、とめどなく溢あふれ出す涙を、うつむいてこらえようとする。無理だった。できるはずがなかった。唇を嚙かんで、低く漏れる嗚お咽えつを押し殺しながら、ユトは心の中で、小さく、静かに、告げた。

　────さよなら、ウサギ。




　ウサギのいた生活は、ほんの一週間ほどだった。

　それまでの生活に比べれば、瞬まばたきほどの短い時間。それでもその時間は、ユトの心に決して消えない思い出を残していった。

　ヒムロネをあとにして、コート島の管制塔に着くまで、ユトはずっとラウンジの中でうずくまっていた。ノウマンズヒルの窓越しに見えたウサギの影が、どうしても瞳ひとみに焼きついて離れなかった。

　アイリーンが慰めてくれた。カタリナは無言でユトの肩に手を置いた。アフマドは静かにお茶を淹いれてくれて、カルガランは物言いたげな目で時折ユトのことを見ていた。みな、誰もがユトのことを元気づけようとしてくれた。そのことを嬉うれしく思う一方で、疎うとましくも感じていたのは事実だ。

　ユトの痛みを癒いやすことのできる人は、この世でたったひとりしかいない。

　そしてその人は、恐らくは永久に、ユトの隣に来ることはない。

　あるいは時間が、ユトの傷をごまかしてくれるのだろう。時間はその傷きず痕あとを消すことはできない。けれども、降り積もる時の欠片かけらに覆われて、いつしか見えなくなってしまうに違いない。そのことを、しかしユトは寂しく思う。その傷痕は、ウサギとの絆きずなの証でもあるからだ。
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　惜しみなく降り注ぐコート島の太陽を背に、ユトは二段飛ばしに階段を上っている。

　管制塔前の広場まで、一息もつくことなく。健康的に日焼けした肌が、柔らかな陽光の中で美しく踊っていた。

　別段急ぐ必要はなかった。というよりも、恐らくユトのショックを察してのことだろう、しばらくのあいだは休んでもいいとカルガランに言われていた。例の『黒い箱』──深層反響装置の使い方を解明したという手柄もあり、それくらいの休息を取る権利を、ユトは持っている、というのだ。

　しかし──もちろんその命令に甘んじる気は、ユトにはなかった。

　今、管制塔は、未み曾ぞ有うの大忙しの時を迎えているのだ。ウサギが解明した二層以降の探索に加えて、先日の大鳴動グランドゼロによる被害の復旧作業が残っているからだ。前回に引き続き、今回も死人は出なかったらしいが、接続はいくつか沈んだらしい。それでも大騒ぎになることがないのは、ウサギが表層を突破する方法を教えてくれたからだった。

　管制塔入り口でいったん立ち止まり、ユトはしばし物思いに耽ふける。

　思い返してみれば、不思議な人だった。

　カルガランしか使えないはずの管制機構の管理者権限を自在に操り、二層へ続く道を示してくれた。なぜウサギにあんなことができたのか、結局わからないままだった。とはいえ、別に知る気もない。たとえどういう理由であんなことができたにしろ──ウサギはウサギだ。そのことに変わりはない。

　そう。

　ウサギの正体が、なんであっても──

　彼とは、もう二度と会えないのだから。

　不意に襲いかかってきたその想おもいに、不覚にも、目から涙がぽろりと流れた。ぽたぽたと足元の地面に染み入っていく。ユトは歯を食いしばり、乱暴に目元を擦こすった。こんな顔を見られたら、せっかく手伝いに来たのに、無理矢理追い返されてしまうかもしれない。

　鼻を啜すすり、目をこしこしと擦って、ユトは口元を無理にほころばせる。見るものの胸が痛くなってしまうような笑顔に、ユト本人だけが気づいていない。その笑みを浮かべたまま、ユトは管制塔の入り口を勢いよくくぐろうとして、

「────っこの馬ば鹿かなんでここに来やがったさっさと帰りやがれ!!」

　突如響いたカルガランの怒号に、脊せき髄ずいが凍りついて動けなくなった。

　聞こえてくるのは受付の奥、階段手前の食堂からだ。そんな、なんで、そりゃ確かに休んでいるように言われたけど、そんなきつい言い方をしなくても──と混乱しているユトの耳に、今度はカタリナの声が聞こえてきた。

「と、とにかく、その──食料品の買出しは私が手伝いますから、一度ここを離れましょう。──いえ、ほら、挨あい拶さつはあとでもできますし、それにユトさんもいろいろとお忙しい身ですので──」

　そこでようやく、ユトは自分が怒鳴られたのではないということを理解した。にしても、あれほど焦りきったカタリナの声など、これまで一度も聞いたことがない。どうやら来客を迎えているらしいが──と、その来客のものらしき声が、食堂から聞こえてきた。

「でも、生活がいったん落ち着いたということをユトに教えておきたいんです。ユトは、私のことを涙を流すほど心配していましたから、安心させてあげたくて」




　なんだと？




　食堂のドアに駆け寄りドロップキック、金具と一緒にドア本体が吹っ飛んだ。べしゃりと床に墜落したユトは、しかし即座に跳はね起きて眼前の光景を確認する。がらんがらんと床の上で踊っているドアの向こうにいたのは、「やべ」という顔をしたカルガランと「しまった」という顔をしたカタリナ、それに赤い瞳ひとみを丸くして驚いている──ウサギ、だった。

　混乱、

「────え、っ、は、はあっ!?」

　ウサギは実に彼らしい透明な笑みを浮かべながら、

「ああ、ユト、ちょうどいいところに」

　真っ白な防寒服を着たその姿に、ユトは当然喜びを感じることはできなかった。混乱、戸惑い、驚きのあとに訪れたものは、もちろん、カルガランたちが一緒になって自分のことを騙だましていたのではないかという、世界の外の暗くら闇やみよりも深い疑念の色だった。

「……所長!!」

　食堂の窓ガラスがびりびり震えるほどの大声でユトは叫ぶ。が、すでにカルガランはそこにはいない。さすがキャットマンというべきだろう、彼は危険を察知してさっさと食堂から逃げ出してしまっていた。となれば次の標的は──

「カタリナさん！」

　ハインケルを抱えてそっと食堂から逃げ出そうとしていたカタリナは、ユトのその声にびくりと背中をすくませて、恐る恐る半身だけを振り返らせた。言い訳をするような口調で、

「──すみません、私はちょっと急ぎの実験予定を抱えていますので、」

「せ・つ・め・い・し・て・く・だ・さ・い」

　つかつかと歩み寄り、ユトはカタリナの腕をがっしりと摑つかんだ。見上げるユトの険悪な視線にカタリナは目を泳がせ、

「いえ、それが、ウサギさんが突然現れたことに、私も困惑しているのですが──」

　足元から小声、

『わ、ずるい。カルガランさんに責任を全部なすりつける気だ』

　カタリナはハンマー状になったハインケルの先端を、食堂の床にしたたかに打ちつけた。仇かたきを探す復ふく讐しゆう者のような疑り深い目つきになったユトから、そそくさと顔をそむけ、

「実はその、ウサギさんはどうも、『権限者』という人だったようでして」

「……権限者？」

　説明するように、ウサギがそれに言葉を付け加えた。

「私も正確には覚えていないんだが──多分、種族のようなものなんじゃないかと思う」

　ユトはウサギをぎらりとにらみつける。その視線のあまりの強さに、ウサギは驚いたような顔をした。──どうやら彼は、なぜユトが怒っているのか、よくわかっていないらしい。

「それで？」

「──だから、つまり、そう──権限者というのは非常に限定的な種族で、ヤマ界域エリアの特定の世界に、数人しか存在していないらしい。詳しいことは私も覚えていないし、ヒムロネで見つかった資料から推測するしかないんだが──どうも、特殊な『能力』を持っているようなんだ」

「能力、って？」

「機械を操作する能力です」

　引き継いだカタリナの言葉に、思わずユトは怒りを忘れてウサギのことを見た。

「正確には、失われた技術による機械、と言うべきでしょうか。たとえば管制機構や、あるいはこのハインケルのように──機械の外郭に触れるだけで、その中枢を為なすシステムに介入できる能力を持つ種族であるらしいです。特殊な能力を持つという意味ではワイズ・アイズに近いように思えますが、ワイズ・アイズほどメジャーではなかったのは、ひとつは権限者の存在するヤマ界域エリアが非常に排他的な性格を持つ文化圏だからでしょう。自在に失われた技術を操ることのできる権限者を、世界全体──いえ、界域全体で隠いん匿とくしていた痕こん跡せきが資料には残されています」

　震える肩と震える声で、ユトはぽつりと言った。

「じゃあ、なに、つまり、こういうこと？」

　ゆらり、とウサギに近寄る。

「ウサギはヒムロネに残ったけど、でも別になんにも心配することなんてなかった。なぜならウサギは権限者だから。まどろっこしい管制業務なんてしなくても、直接機構に介入すれば、行き先自由に拠港ポートを開くことができるから。要するにウサギは、たったひとりでコート島とヒムロネを自由に行き来できる、と」

　それに対してウサギはあっさり、

「うん」

　ユトの中のなにかが切れた。ウサギは小さく笑んで、

「いくら私でも、誰だれもいなくなったヒムロネにひとりで永遠に住み着こうなんて思わないさ。第一そんなことをしたらあっという間に餓死してしまう。ヒムロネは雪と氷の世界だから、食料はほとんど採れないし──」

「なにがおかしいの？」

「──、え？」

　ユトはカタリナのほうにぎっと向き直る。その勢いで空中に、数粒の涙が舞った。

「カタリナさん。ハインケル貸して」

　面食らった表情のカタリナに、ユトはずいと近づいて、叫んだ。

「貸して!!」

　首をすくめたカタリナは、ユトとウサギを見比べてから、ハインケルをユトの手に渡した。ハンマー状のハインケルを強く握り締めて、ユトは、じり、とウサギににじり寄る。

[image: ]

「なに笑ってるの、なにがおかしいの、ウサギ？　あたしは、昨日一晩、ずっと泣いて眠れもしなかったっていうのに」

「……いや、その、それは」

「もう二度と会えないって、拠港ボートが閉じたら永遠にウサギとお別れだって、そう思ってあの約束したのに。それなのに──」

　思い出してまた涙が込み上げてきた。ことさらに腹立たしい。ウサギが言い訳するような口調で、

「いや、あれはその、ユトと離れて生活することには変わりなかったから、だからユトもそれを悲しんでるんだと思って──」

　確かに。そのことをあのときに聞かされれば、それはそれで悲しかったのだろう。しかし、今こん生じようの別れだと思い込むのに比べれば、その程度の悲しみは容易に克服できたはずだ。

　いたずらに人の心を搔かき乱した罪は、重い。

　すでにウサギは食堂の壁に追い詰められている。カタリナも、これと言って弁護する気はないようだ。と、そのとき、最終弁論とばかりにハインケルが声をあげた。

『あの、ユトさん、ウサギさんには悪気はなかったようですし──』

「ハインケルさん。たとえばここに花があったとしましょう。小さいけれど一生懸命咲いている健気けなげな花です。それをわざと踏み潰つぶすのと、知らないで踏み潰すのでは、もちろんわざと踏み潰したほうがずっとずっと悪いですけど、でも知らずに踏み潰した場合だって無罪放免というわけにはいかないんじゃないですか？」

『──、ええ、まあ、そうですね。はい。どうぞごゆっくり』

「ご理解いただけて幸いです」

　右足を一歩大きく前に出して、体を斜めに入れる。最後の味方も失ったウサギは、壁際に追い詰められたまま、まさしく窮きゆう鼠その如ごとくぴくりとも動けない。ユトはハンマー状のハインケルを大きく振りかぶった。

　と、そのとき、諦あきらめたのか、ウサギが大きく息を吐いた。ユトの顔を見て、恐怖に怯おびえながら、それでもその真っ白な顔に懐かしさを含んだ笑みが浮かんだ。

「こんなときに、こんなことを言うのは、不自然かもしれないが──」

「……なに」

　にこりと笑い、軽く両腕を広げ、

「──これからも、よろしく。ユト」

　ぴくり、とユトの顔が動いた。ウサギの顔に浮かぶのは、どこまでも純粋な、「仕方のないな」という感じの笑みだ。その表情につられるようにしてユトは口元をほころばせた。小さく息を吐いてから、大きく息を吸って、ユトは叫んだ。

「ウサギの、ばかあ──────────────────────────────っ!!」

　渾こん身しんの力でハインケルを振り抜き、ウサギの側頭部に叩たたきつける。ふわりと宙を舞ったウサギは、食堂のテーブルを巻き込みながら床に墜落した。ぴくりとも動かないウサギの白い背中、それを見つめながら、ユトは大きく大きく息をついた。





終わり









　あとがき







　どうもこんにちは、鈴すず木き鈴すずです。『海辺のウサギ』楽しんでいただけましたでしょうか。

　今巻のコンセプトは、「今までのカラーとは違うものを書く」というところにあります。今までのカラーというのは、即ち、黒くてグロいこと。今巻にはそれらの要素はほとんど含まれておりませんので、未読の方は安心してお読みになってください。

　今回のお話では、次の三つに気をつけてみました。




一…明るい。

二…死なない。

三…適度に薄い（三〇〇ページ以下）。




『一』は言うまでもなく、明るいお話であることです。ほのぼのあり笑いあり、電撃文庫に相応ふさわしい、心温まるようなお話です。それが成功したかどうかは、まあ、なんと言いますか、読者の方の判断に委ゆだねようと思います。努力はしたつもりですが。

『二』ですが、これはなんとかクリアできました。というか、今まで僕の書いた話の中で（短編は除いて）、人が死なない話はありませんでした。ここはひとつ平穏なストーリーを描いて、サディスト作家の汚名を返上したいと思ったのです。

『三』──これはもう言わずもがなです。一言だけ言わせていただければ、「ごめんなさい」。

　ただ、これらの点に気をつけたはいいものの、やはり今までと違うカラーのものを書くのはものすごく大変でした。世界観はもちろんのこと、文化レベルや各種単位も現代日本とはまったく違いますし、なにかひとつ書くたびに「本当にこんなんでいいのかな」と頭を抱えていました。多分この小説のジャンルこそが「ファンタジックコメディ」であるのだと思いますが──いや、ファンタジーというのは大変なものです。「こんなもんファンタジーじゃない」と言われればそれまでですが。




　では、恒例の『お詫わび』に入りたいと思います。

　担当編集の徳とく田ださん。毎度毎度、ご迷惑をおかけします。なんというかもう、謝りの言葉も出尽くしたという感じです。今度こそはちゃんと締め切りを守りますので、見捨てないでください。

　イラストレーターの片かた瀬せさん。お忙しいのにいつまでも延び延びにしてしまい、申し訳ありません。どうかこの本にも、素敵なイラストを描いてやってください。

　そして、読者の皆様方。あの、この本の予告が出た辺りで「てめえシリーズほったらかしてなにやってんだボケェ」というご意見を聞きました。それはまったくその通りだと思います。次巻こそ完結させますので、どうかお待ちになっていてください。

　それでは、次は『吸血鬼のおしごと７』にてお会いいたしましょう。ごきげんよう、さようなら。





二〇〇四年新春　鈴すず木き 鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

順調に作家業を続ける傍らで、順調に成績が下降しはじめている大学生。スケジュール合わせのために時間割を過疎にしたにもかかわらず、単位が危ないなんて人としてどうなんでしょうと尋ねたら膝の上の猫はあくびで答えてくれた。下手の考え休むに似たり。

[image: ]




イラスト／片かた瀬せ 優ゆう

東京都杉並区在住のイラストレーター。好きなものは猫と桜とゲーム。季節の変わり目になるとまず風邪をひいてしまう体質を何とかしたい。頑張ります。
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海うみ辺べのウサギ








鈴すず木き 鈴すず
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